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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことでず。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とです。 

D 

ま 意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
だをたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とです。 

► 

操作手順などをおしてい 
まず。 

〇ぺージ） 

関連ずる内容び他のページに 
をあることを示しています。 






お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アシストグリップ . 241 


アシストグリッブ . 241 

アダフティブブレーキランプ . 53 

雨降0や 濃霧 時の運転 . 276 

ま全のために . 13 

オートマチック車の取0扱い . 17 

セレクターレノ く一を操作するときのミ主意 

. 13 

警告ラベル . 13 

モ供を乗せるとき . 16 

こんなことにをミ主意 . 18 

診断ソケット . 14 

走イする前に . 14 

保証の適巧 . 14 

イ ージー エントリー . 98 

クラッシュセンサー連動機能 . 98 

イグニッション位置 . 82 

イモビライザー . 57 

インジケーター巧きバッテ U —. 339 

インストルメントパネル . 22 

ウィンタータイヤ . 261、269、360 

ウォッシャー液 . 258、356 

ウォッシャー液を補給する . 258 

運乾のヒント . 140 

エアコンディシ ョナー . 201 

AC モード . 204 

AUTO モード . 205 

運転席モード . 208 

エアコンディショナーの取0扱い •••• 201 

コント□ールパネル . 202 

送風口の選択 . 207 

送風口の調整 . 213 

送風量の調整 . 207 

送風温度の調整 . 206 

通常の使いかた . 203 

デフ□スターモード . 208 

内気循環スイッチによる 

コンビニエンスオープニング/ 

ク□-ジング機能 . 211 

内気循環モード . 210 

余熱ヒーター.ベンチレーション•• - 212 
U アデフオッガー . 210 


エアバッグ . 35 

ウインドウバッグ . 39 

運転席/助手席エアバッグ . 37 

エアバッグの作動条件 . 39 

エアバッグの種類と収納場所 . 37 

フロント/セカンドシート 

サイドバッグ . 38 

エマージェンシーキ. . 312 

エンジン . 271 

エンジンオイル . 252、354 

エンジンオイル交換の時期 . 254 

エンジンオイルの量を点検ずる . 253 

エンジンオイル容量 . 354 

エンジンオイルを補給する . 253 

使用するエンジンオイル . 354 

エンジンの始動 . 128 

キーによるエンジンの始動 . 130 

キーレスコ’一によるエンジンの始動-130 

シフトポジション . 128 

エンジンの停止 . 133 

エンジンのトラブル . 135 

エンジン番号 . 352 

エンジンルーム . 249、251 

ウォッシャー液 . 258 

エンジンオイル . 252 

エンジンルーム . 251 

エンジンルーム巧の手入れ . 252 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 254 

ブレーキ液 . 257 

ボンネット . 249 

冷却水 . 255 

オイル•液類/バッテリー . 353 

ウオッシヤー液 . 356 

エンジンオイル . 354 

オイル-液類に関ずるま意 . 353 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 355 

燃料 . 353 

バッテ U —. 356 

プレーキ液 . 356 

冷却水 . 355 

応急用スペアタイヤ . 359 
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応急用スペアタイヤへの交換 . 321 

応急用スペアタイヤを取り出ず . 293 

才ーディオ . 154 

才ートマチックトランスミッション••一137 

運転のヒント . 140 

才ートマチックギアシフト . 142 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 145 

シフトポジション . 138 

シフトポジションの選択 . 140 

シフトポジション表示 . 140 

セレクターレバー . 137 

走行モード . 141 

ティップシフト . 143 

パドルによる操作 . 142 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 254、355 

オプションコードブレート . 352 



外装 . 280 

カップ ホルダー . 235 

ヴー ド シー トのカップホルダー . 236 

センターコンソール後ちのカップホルダー 

. 236 

センターコンソールのカップホルダー 23己 

可変スピードリミッター . 177 

環境保護について . 13 

寒を時の取り扱い . 268 

ウィンタータイヤ . 269 

スノーチェーン . 270 

雪道を走行するとを . 271 

キ. . 64 

アンサーバック機能 . 71 

キーの トラブル . 72 

キーレスコ f -. 67 

U モコン機能 . 65 

キーの電池交換 . 315 

電池の交換手順 . 31己 

キーの 電池交換 

キーの電池を点検する . 31己 


キーの電池を点横ずる . 315 

キーレスコー . 67 

解錠時の設定の切り替え . 69 

救急セット . 290 

クルーズコント □ —ル . 173 

警告ラベル . 13 

けん引 . 342 

4 MAT に車のけん引に関するミ主意•…344 

押しびけ . 345 

車を運搬する . 34斗 

けん引時のま意 . 342 

けん引する . 34斗 

けん引フックの取り付け/取り外し- 343 
妨かるみなどか5けん引するとき••- 34己 

けん引防止機能 . 59 

けん引防止機能を解除する . 59 

システムを待機状態にする . 59 

待機状態を解除ずる . 59 

故障/警告メッセージ . 294 

安全装備 . 296 

エンジン . 300 

キー . 30己 

車両 . 303 

走行装備 . 302 

タイヤ . 302 

ライト . 299 

子供を乗せるとき . 42 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 45 

純正チャイルドセーフティシート……44 

助手席エアバッグオフ表示巧 . 45 

装着でをる ISO - FIX 対応 

チャイルドセーフティシート . 49 

チャイルドセーフティシート . 42 

チャイルドプルーフ□ック . 50 

テヴーアンカー . 47 

ル物入れ . 221 

グ□-ブボックス . 221 

センターコンソールのル物入れ . 222 

フ□ントアームレストのル物入れ••- 222 

こんなことにもミ主意 . 18 

コンビニエンスオーブニング機能 . 125 
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コンビニエンスク□—ジング機能 . 126 

キーレスコ‘一操作で閉じる . 127 

U モコン操作で閉じる . 127 

コンビネーシヨンスイッチ . 112 

へッドライトの下向き/上向をの 

切り替え . 112 

ち向指示 . 112 

サードシートへの乗車 . 92 

サードシートか5車を降りる . 92 

ヴードシートに棄車する . 92 

左ちセカンドシートを元の位置に戻す • 93 

サイドビューカメラ . 187 

ガイドライン . 190 

サイドビューカ^ラの位置 . 188 

サイドビューカメラの映像 . 190 

サイドビューカメラの作動と停止••-189 

サイドビューカ^ラの表示範囲 . 189 

障害物のあるカーブを曲びるとき •••• 191 

洗車するときのを意 . 188 

路肩などに車を寄せるとき . 191 

サンバイザー . 237 

バニティミラー . 237 

シート . 84 

ヴードシートへの棄車 . 92 

シー トヒ ーター . 94 

シート ベンチ レーター . 95 

セカンドシートとサードシート . 88 

フ□ントシート . 84 

へッドレストの脱着 . 91 

へッドレストの調整 . 90 

マルチコント□—ルシートバック . 87 

シート位置の記憶 . 103 

シート位置の呼び出し . 103 

シートヒーター . 94 

シートヒーターの トラブル . 95 

シートベルト 

シートベルト着用警告 . 106 

シートベルトの着用 . 104 

シートベルトを着用する . 105 

正しい運転姿勢 . 107 

フ□ントシートベルトの高さ調整… • 107 


シートベルト着用警告 . 106 

シートベルトの着巧 . 104 

シートベルトを外す . 106 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 106 

シートベンチレーター . 95 

シートベンチレーターのトラブル……96 

事故-故障のとさ . 288 

室内センサー . 60 

システムを待機状態にずる . 60 

室内センサーを解除する . 60 

待機状態を解除する . 60 

室内装備 . 235 

12 V 電源ソケット . 240 

アシストグ U ップ . 241 

サンバイヴー . 237 

欧皿 . 238 

フ□アマット . 241 

ライター . 239 

自動防胺機能 . 101 

シフトポジション表示 . 140 

車がライト消灯遅延機能 . 112 

車載工具 . 291 

応急巧スペアタイヤを取り出す . 295 

車載品の収納場巧 . 288 

救急セット . 290 

事故.故障のとき . 288 

車載工具 . 291 

停止表示板 . 290 

非常信号用具 . 289 

ラゲッジフ□アポード . 289 

輪止他 . 294 

車速感応ドア□ック . 76 

車台番号 . 352 

車内 . 285 

車両に保巧されるデータ . 20 

故障データ . 20 

データび保をされるその他の装備……20 

車両の電子制御部品について . 350 

収納ネット . 223 

純正部品/純正アクセサ U -. 350 
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乗員を全装備 . 32 

NECK PRO アクティブへッドレスト •• 42 


PRE-SAFE 祗 . 41 

SRS (乗員保護補助装置） . 33 

エアバッグ . 35 

デ供を乗せるとを . 42 

乗員保護装置 . 32 

チャイルドセーフティシート . 42 

チャイルドプルーフ□ック . 50 

乗員お護装置 . 32 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 101 

診断ソケット . 14 

ステアリング . 97 

イージーエント U —. 98 

ステアリングの調整（手動式） . 97 

ステアリングの調整（電動式） . 97 

ステア U ングの調整（手動式） . 97 

ステア U ングの調藝（電動式） . 97 

スノーチェー ン . 262、270 

スピードメーター . 146 

スライディングルーフのリセット . 218 

スライディングルーフを開閉ずる . 217 

セカンド シート/サー ド シー トの 

巧りたたみ . 223 

ヴードシートのみを折りたたむ . 228 

ヴードシートを元の位置に戻す . 229 

セカンドシートとヴードシートを 

折りたたむ . 228 

中央セカンドシートを巧りたたむ • •■•227 

セカンドシートとサードシート . 88 

左ちセカンドシートの前後位置の調整 • 88 

中央セカンドシートの調整 . 89 

バックレストの角度の調整 . 88 

積載荷物の制限重量 . 357 

セレクターレバー . 137 

前席上方の操作部 . 28 

センターコンソール . 26 

走行をを装備 . 51 

ABS . 52 

BAS . 53 


EBD . 57 

ESP ®. 54 

アダプティブブレーキランプ . 53 

安全上の重要事項 . 51 

走行時のま意 . 271 

雨降りや濃露時の運転 . 276 

エンジン . 271 

走行ずるとき . 273 

走行中に異常を感じたら . 274 

タイヤグ U ップについて . 273 

駐停車するとき . 27己 

ブレーキ . 271 

走行ずるとき . 273 

走行装備 . 173 

4 MAT に . 181 

可変スピードリミッター . 177 

クルーズコント□—ル . 173 

サイドビューカ方ラ . 187 

パーキングアシスト U アビューカメラ192 

パークト□ニック . 182 

走行中に異常を感じた5 . 274 

走行と停車 . 128 

エンジンの始動 . 128 

エンジンの停止 . 133 

エンジンのトラブル . 13己 

駐車 . 132 

長期間駐車するとき . 134 

発進 . 131 

タイヤ空気圧警告システム . 264 

タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 
. 26己 

タイヤ空気圧ラベル . 263 

タイヤとホイール . 259、358 

安全に関するま意 . 259 

ウィンタータイヤ . 261、360 

応急用スペアタイヤ . 359 

スノーチェー ン . 262 

走行時のミ主意 . 260 

タイヤ空気圧警告システム . 264 

タイヤ空気圧ラベル . 263 

タイヤトレッド . 261 
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タイヤの交換 . 266 

タイヤの清掃 . 267 

タイヤの還択、装着と交撰 . 261 

タイヤの点検 . 260 

標準タイヤ . 358 

タイヤの交換または修理の準備 . 321 

タイヤフィットでの修理 . 329 

タコメーター . 146 

ダッシュボードち側のヒューズボックス 
. 346 

チャイルドセーフティシート . 42 

チャイルドプルーフ□ック . 50 

U アドアウインドウのチャイルド 

プルーフ□ックを設定する . 51 

U アドアのチャイルドプルーフ□ック 

を言受定する . 50 

駐車 . 132 

パーキングブレーキ . 132 

駐停車ずるとき . 275 

長期間駐車ずるとき . 134 

ティップシフト . 143 

最適なシフトレンジを選択ずる . 144 

高いギアレンジを選択する . 144 

ティップシフトにずる . 143 

ティップシフトを解除する . 144 

低いギアレンジを選択する . 144 

テールゲート . 76 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

装備車 . 78 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

非装備車 . 78 

テールゲート内側のレバーでの 解錠 ••• 81 
テールゲート巧側のレパーでの解錠……81 

テールゲートを開いたときの高さ . 357 

電球の交換 . 316 

交換巧能な電球について . 318 

電球に関するミ主意 . 316 

電動ブラインドを開閉ずる . 217 

巧 . 74 

車外か5のドアの開閉 . 74 

車速感応ドア□ック . 76 


車内か5 の解錠/施錠 . 75 

車内か5のドアの開閉 . 74 

ドアウインドウが自動で開閉しないとき124 

ドアウインドウの開閉 . 122 

挟み込み防止機能 . 123 

ドアの操作部 . 29 

ドアミラー . 99 

施錠時のドア S ラーの格納 . 101 

ドアミラーの角度調整 . 100 

ドアミラーの格納/展開 . 100 

ドアミラーのリセット . 101 

盗難防止警報システム . 57 

警報を停止ずる . 58 

システムを解除する . 58 

盗難防止システム 

イモビライヴー . 57 

けん引防止機能 . 59 

室内センサー . 60 

盗難防止警報システム . 57 

時計 . 147 

慣5し運転 . 244 

日常の手入れ . 279 

外装 . 280 

ウインドウの清掃 . 282 

高圧式スプレーガンの使用 . 281 

自動洗車機での洗車 . 280 

ドア S ラー方向指示巧の清掃 . 283 

パーキングアシスト 

リアビューカメラの清掃 . 284 

パークト□ニックセンサーの手入れ284 
マットペイント塗装車の取り扱し V • 282 

マフラーの清掃 . 285 

マフラーの手入れ . 286 

ライト類の清掃 . 283 

ワイパーブレードの清掃 . 283 

車内 . 285 

COMAND ディスプレイの清掃 ••••285 

ウッドト U ムの清掃 . 286 

シートベルトの清掃 . 286 

ステア IJ ングおよび 

セレクターレバーの清掃 . 286 
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プラスチックトリムの清掃 . 286 

ルーフライニングおよび 

力一ぺットの清掃 . 286 

荷物の固定 . 229 

荷物固定用フック . 230 

荷物固定用 U ング . 229 

荷物の積み方/ル物入れ . 220 

EASY-PACK ラゲッジルームカバー-- 231 

カップホルダー . 235 

ル物入れ . 221 

収納ネット . 223 

セカンド シート/ヴー ド シー トの 

折りたたみ . 223 

荷物の固定 . 229 

ラゲッジルームに荷物を積むとを••- 220 

ルーフラック . 23斗 

ニューカープレート . 351 

燃料 . 353 

燃料消費について . 354 

燃料タンク容量 . 353 

燃料給油フラップが開かないとき . 313 

燃料計 . 147 

燃料残量警告丹 . 147 

燃料の給油 . 245 

燃料と燃料タンクのトラブル . 248 

燃料を給油する . 245 


A 


パーキングアシストリアビユーカメラ"192 

COMAND ディスプレイの映像 . 19斗 

音声案内の設定 . 200 

カメラの位置 . 19斗 

後退駐車モード . 19己 

縦列駐車モード . 197 

洗車ずるとをのミ主意 . 194 

パーキングヘルプ機能 . 101 

パークト□ニック . 182 

インジケーター . 183 

作動表示灯 ■. 183 

センサーの感知範囲 . 18斗 

パークトロニックオフスイッチ . 18己 

パークトロニックセンサー . 182 


パークト□ニックの作動 . 184 

パークト□ニックの作動条件 . 183 

パークト□ニックのトラブル . 186 

灰皿 . 238 

フ□ントの灰皿 . 238 

U アの灰皿 . 238 

発進 . 131 

ヒルスタートアシスト . 131 

バッテリー . 337、356 

VRLA バッテ U —. 339 

インジケーター付さバッテ U — . 339 

車載バッテ U — の電圧/容量 . 356 

バッテ U - 取り扱いの一般的なミ主意 •• 337 
バッテリーの位置 . 338 

バッテ U —げあがつたとき . 339 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意••••337 

バッテ U — の位置 . 338 

パノラミックスライディングルーフ •••• 216 

スライディングルーフの U セッ I -218 

スライディングルーフを開閉する- 217 

電動ブラインドを開閉する . 217 

パノラミックスライディングルーフ 

のトラプル . 219 

パヮーウインドウ . 122 

コンビニエンスオープニング機能125 
コンビニエンスク□—ジング機能••-126 


ドアウインドウび自動で開閉しないとさ 

. 12斗 

ドアウインドウの開閉 . 122 

ベンチ レーシヨ ンウインドウの開閉 •• 124 

パンクしたとき . 320 

応急用スペアタイヤへの交換 . 321 

応急用スペアタイヤに空気を入れる326 
応急用スペアタイヤの取0付け••- 32己 

ジャッキアップ . 322 

ジャッキダウン . 328 

タイヤ交撰の準備 . 321 

タイヤの取り外し . 32己 

ホイールボルトの締め付け . 328 

タイヤの交換または修理の準備 . 321 

タイヤの修理およびタイヤ交換の準備321 

タイヤフィットでの交換 . 329 

タイヤフィットの準備 . 330 
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タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージー体型） . 334 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージ別体型） . 331 

ビークルプレート . 351 

エンジン番号 . 352 

オプションコードプレート . 352 

車台番号 . 352 

ニューカー プ レー ト . 351 

巧常時の解錠/施錠 . 312 

運転席ドアの解錠 . 312 

エマージェンシーキー . 312 

車両の施錠 . 313 

燃料給油フラップの解錠 . 313 

巧常信号用具 . 289 

非常点滅灯 . 113 

ヒューズ . 345 

ヒューズー覧 . 347 

ヒューズ交換についてのま意 . 345 

ヒューズの位置 . 346 

ヒューズを交換ずる . 347 

ヒューズの位置 


エンジンルーム内のヒューズボックス346 
ダッシュボードち側のヒューズボックス 

. 346 

ラゲツジルームのヒューズボックス • • 346 


標準タイヤ . 358 

ブレーキ . 271 

ブレーキ警告口 . 273 

ブレーキ液 . 257、356 

ブレーキ液の交換 . 258 

ブレーキ液の量を点検ずる . 257 

フ□ァマット . 241 

フ□ントシート . 84 

4ウェイパワーシートの調整 . 86 

^モ U — 付パワーシートの調整 . 87 

フ□ントシートベルトの高さ調整 . 107 

フ□ントワイパー . 118 

フ□ントウインドウウォッシャーの噴射 

. 120 

レインセンサー . 120 

ワイパーブレードを取り付ける . 320 


ワイパーブレードを取0外ず . 319 

へッドライトウォッシャー . 111 

へッドレストの脱着 . 91 

ヴードシートのへッドレスト . 91 

左ちセカンドシートのへッドレスト…91 
中央セカンドシートのへッドレスト…91 

へッドレストの調整 . 90 

へッドレストの角度の調整 . 90 

へッドレストの高さの調整 . 90 

ベンチ レーシヨ ンウインドウの開閉""124 

保証の適用 . 14 

ボンネット . 249 

ボンネットを垂直位置まで開く . 250 

ボンネットを閉じる . 251 

ボンネットを開く . 249 



マルチコント□—ルシートバック . 87 


マルチフアンクシヨンステアリング……25 
マルチフアンクシヨンディスプレイ •••• 148 

オーディオ 

DVD ビデオのチャプターを選択する 


. 155 

音楽を選曲する . 154 

テレビ局を選局ずる . 155 

ラジオ局を選局する . 154 

古女障表示 . 156 

故障/警告メッセージの U セット • 1己7 

車両情報 . 151 

基本画面 . 151 

サブスピードメーター/ 

外気温度表示 . 153 

走行情報表示 . 151 

タイヤ空気圧警告システム . 153 

メンテナンスインジケーター . 153 

冷却水温度表示 . 153 

車両設定 . 168 

けん引防止機能の設定 . 168 

室内センサーの設定 . 168 

設定 . 157 

インストルメントクラスタ . 159 

コンフオート . 166 

シヤ U ヨウ . 164 
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設定グループの選択 . 158 

設定項目の初期化 . 158 

己 女お > 'ニユ —— . 157 

ライト . 161 

電言舌 . 171 

着信した電話を受ける . 172 

通話を終える（電話を切る） . 172 

通話を保留する . 172 

電話画面を表示させる . 172 

電話帳か5電話を発信ずる . 172 

凳信履歴か5電話を発信ずる . 173 

トリップコンピューター . 169 

エンジン始動時か5の情報表示 • ••-169 

瞬間燃費表示 . 171 

走行可能距離表示 . 170 

I 」セット時か5の情報表示 . 170 

ナビ . 156 

ルート案内を行なっていないとを-156 
ルート案内を行なってし'^るとを’ • • • 156 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 

の操作 . 149 

メインメニューの一覧 . 150 

ミラー . 99 

自動防眩機能 . 101 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 101 

ドアミラー . 99 

ルームミラー . 99 

メー ターパネル . 23、146 

外気温度表 . 147 

スピード方一夕一 . 146 

タコメーター . 146 

時計 . 147 

燃料計 . 147 

燃料残量警告な . 147 

表示好/警告好 . 24 

六ーターパネル照度調整ボタン . 147 

メーターパネルの点好 . 146 

I 」セットボタン . 147 

メーターパネルの点灯 . 146 

メー ターパネルの表示灯/警告巧……306 

安全装備 . 307 

エンジン . 311 

シートベルト . 306 


メモリー機能 . 103 

シート位置の記憶 . 103 

シート位置の呼び出し . 103 

メンテナンス . 277 

整備手帳 . 277 

日常点検 . 277 

方ンテナンスインジケーター . 277 

メンテナンスインジケーター . 277 

自動表示機能 . 277 

手動で表示させる . 278 

表示メッセージ . 278 


方ンテナンスインジケーターのリセット 
. 279 



雪道を走巧ずるとき . 271 



ライター . 239 


ラ斗卜 

緊急時点灯機能 . 117 

コンビネーシヨンスイッチ . 112 

車外ライト消な遅延機能 . 111 

パッシング . 113 

非常点滅灯 . 113 

ヘッドライトウォッシャー . 111 

へッドライトの内側び曇るとき . 113 

ライトスイッチ . 109 

ルームランプ . 114 

ライトスイッチ 

車幅好 . 109 

パーキングライト . 111 

へッドライト/ LED ドライビングライト 

. 110 

U アフォグランプ . 110 

ラゲッジフ□アポード . 289 

ラゲッジルームに荷物を積むとき . 220 

ラゲッジルームのヒューズボックス ••• *346 

リアワイパー . 120 

リモコン機能 . 65 

U モコン機能の切り替え . 66 

□ケイターライティング . 67 
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ルーフラック . 234 

ルームミラー . 99 

ルーム S ラーの 角度調整 . 99 

ルームランプ . 114 

緊急時点灯機能 . 117 

ヴードシートルームランプおよび 

ヴードシート読書灯の点な/消巧 -116 
セカンドシートルームランプの 

点灯/消灯 . 115 

センターコンソールライト . 116 

点灯モードの切り誓え . 114 

ドア下部のライト . 117 

ドアミラー下部のライト . 117 

非常時の自動点好 . 115 

フットウエルライト . 116 

フ□ント読書灯の点灯/消灯 . 115 

フ□ントルームランプの点な/消巧.11日 

冷却水 . 255、355 

オーバーヒートしたとを . 256 

不凍液の濃度 . 355 

;令却水の量を点検する . 255 

冷却水を補給する . 255 

ワイパー . 118 

フ□ントワイパー . 118 

U アワイパー . 120 

ワイパーのトラブル . 121 

ワイパーブレードの交換 . 319 

輪止め . 294 

ABS . 52 


テールゲートの開口角度の設定 . 80 

テールゲートを閉じて車を施錠する 
(キーレスコ‘一装備車） . 79 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート非装備車 
. 78 

テールゲートの開閉 . 78 

EASY - PACK ラゲツジルームカバ-231 

エクステンションの脱着 . 233 

ラゲツジルームカノ（一収納 U —ル • • • • 231 

EBD . 57 

ESP 愈 . 54 

ESP 衝の機能の解除 . 56 

ETS . 55 



NECK PRO アクティブヘッドレスト•••42 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
のリセット . 314 


のリセット . 314 

PRE - SAFE ®. 41 

SRS (乗員保護補助装置） . 33 

SRS 警告好 . 33 

シートベルトテンシ ヨナー/ 

ベルトフ ォース リミッター . 34 

シー トベルトテンシヨナ ーと 


運転席/助手席エアバッグの作動 •• 34 



VRLA バッテリー . 339 



EASY - PACK 自動開聞テールゲート装備車 
. 78 

車外からのテールゲートの開閉 . 78 

車内からのテールゲートの開閉 . 80 


数字 


12 V 電源ソケット . 240 

4 MAT に . 181 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料のを分な消費を抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがして< 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 

9 環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入しています。 



セレクターレ八一の位置 

オートマチックトランスクッションの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にありまず。 

セレクターレ/ V — の操作ち法 

方向指おやワイパーの操作をずる際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないよ5にま意してくだごい。事故 
を起こずおそれびありまず。 

まに、センターコンソールにセレク 
ターレバーびある車両と比べると、セ 
レクターレノ（一の操作方法び大を <異 
なりまず。詳しくは（ N 37ぺージ） 
をご覽ください。 


警告ラベル 

車両には警告ラベルび貼付されてし、ま 
ず。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車をま全に使用ず 
るための情報などび記されていまず。 
警告ラベルは絶巧にはびさないで<だ 
さし、。 
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メルセデス-ベンツ指定ヴ~ビスエ場 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。特にを全に 
関わる作業について当てはまりまず。 

詳しくは整備手帳をご覧<ださい。 

m 下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってください。 

• ま全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。 

保 K の適用 

車両の操作を行なラとさや車両に損傷 
び発生しにとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷につ 
いては、保証の適用外になりまず。 


診断ソケツト _ 

診断ソケツトはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケツトに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び1」セツトされ 
るおそれびありまず。これにより、；欠 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 

A 警告 

診断ソケツトに機器を接続ずると、 
車両システムの作動に影響を及ぼず 
おそれがありまず。これにより、車 
両安全性が損なわれます。事故の危 
険性があります。 

診断ソケットには、いかなる機器を 
接続しないでください。 


走行■ずな刖に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることが法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
ご覧ください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーの冷媒に不足がないか、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

•才ーバーヒートの予防策として、し"' 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
<ださい。 
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日ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開< と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 

運転席足元にミ主意 

• 運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペタルを操作 
でさな < なるおそれびありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでき 
な < なるおそれびあ0まず。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かない5ちに吸い込むおそれびあ 
りまず。 

ウオ ー5 ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はでさるだけラゲッジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むときは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、柔員びけびをずるおそれびあ0 
ます。 

• ラゲッジ ルームカバーの 上に荷物を 
置かないで<ださい。急ブレーキ時 
などに荷物び放0出され、乗員びけ 
びをずるおそれびありまず。 

• 鋭い角のあるをのは、角の部分に必 
ず カバーを してください。 

• 荷物は左ちのウインドウより下の位 
置に積んでください。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
宙などを積まないでください。万一の 
とさに弓 I 乂や爆発のおそれびあ0まず。 
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子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して < ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルド セーフ テイシー 
卜を使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで < ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歲未満のモ供にはチャイルドセーフ 

テイシート（[>42ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モ供が運転装置をさわ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、必 
ず後席に装着して < ださい。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、車の進行方向に向けてチャイ 
ルド セーフ テイ シー トを装着し、 
助手席シートを最後部に移動して 
<ださい。 


• モ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し<座 
らせて<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して<ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• U アドアや U ヤドアウインドウの 
チャイルド プルー フ □ック 050 
ページ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやベンチ レー シヨンウ 
インドウ*、パノラミックスライディ 
ングルーフ*か5身体を出さない 

子供がドアウインドウやベンチレー 
シヨンウインドウ、パノラミックスラ 
イディングルーフの開口部から身体を 
出さないよラにミ主意してください。け 
がをずるおそれがあ0まず。 

車か5離れるとさ 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」を 
あわせてお読みください （01 28ペー 
ジ)。 

才ートマチック車の特性 

ク U - プ現象：エンジンびかかって 
し、るとさ、シフトポジションが m 
EE し U 外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動さ 
出します。これをク1」ープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早 < 加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

シフトポジションび巧 □ になってい 
ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動しまず。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• シフトポジションを HE 、 EE に 
ずるとさは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動を出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• シフトポジションを EK にしたま 
まで走行し続けないでください。エ 
ンジンブレーキびまった < 効かず、 
ブレーキぺダ J レだけで走行速度を調 
整しよラとずると、車のコント□一 
ルを失5おそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非苗に大きな力び必要に 
なりまず。また、ま全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
ションび走行位置になると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 急な上り坂での停車時、後退しよラ 
とする車を、アクセルペダルを踏む 
ことにより停止状態を巧たないでく 
ださい。トランスミッションを損傷 
するおそれびありまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
ションを CB にしないで<ださい。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジションを巧 II にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポジ 
ションをか m に戻ずように 
むびけてください。 CE になって 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


こんなことにちま意 


運転ずるときのミ主意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださし、。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるミち意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、火災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作しにとをにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 
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給油に関ずるミ主意事項 

給油び自動的に停止したら、それ ii (上 
は給油しないでください。燃料漏れの 
おそれや、エンジンび不調になったり 
停止するおそれびあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでなく、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルなどの添加剤は、純正 
品まには承認されてし)る製品のみを 
使用してください。純正でない、ま 
たは承認されていない製品を使用ず 
ると、エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。故障び発生したとさは、保 
証の対象外になりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外ずとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ミ主意力び 
散漫になり事故の原因になりまず。ま 
全な場所に停車してから使用してくだ 
ごし、。 


COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、ま全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約1秒し U 巧）にとど 
めて < ださい。 

をびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街 i せ走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行なラことび必要になりまず。 
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車両に保巧されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異甫時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保をされにデータは、ま全装備など 
び作動ずるとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されます。 

データを使用して、車両の動さをさか 
のぼって調べることはできません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データび保巧されるその化の装備 


COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をご覧<ださい。 
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インストルメントパネル . 22 

メー ターパネル . 23 

マルチファンクシヨンステアリング 
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ドアの操作部 . 29 
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インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

® 

診断 ソケット 


@ 

エンジンスイッチ 

82 


キーレス3’ースイッチ* 

83 

@ 

ステアリング□ック解 
除八ンドル* 

97 

@ 

ステア U ング調整レ 
バ ー * 

97 

® 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

132 

@ 

コンビネ~シヨンスイッチ 



へッドライト 

112 


方■向指示 

112 


ワイ パー 

118 


U ァワイパー 

120 

© 

エアコンデイシヨナー 
コント□ールパネル 

202 



名称 

ぺージ 

① 

前席上方の操作部 

28 

⑤ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯 

183 

⑤ 

クルーズコント□ール 
レバー/可変スピード 
IJ 云ッターレバー 

174 

179 

④ 

ホーン 


⑤ 

メーターパネル 

146 


セレクターレバー 

128 

137 

③ 

パドル 

142 

④ 

ライトスイッチ 

109 

感 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

132 

⑩ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

250 


インストルメントパネル 



を WS 荒如 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 












メー ターパネル 
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名称 

ぺージ 

① 

スピードメーター 

146 

③ 

スピードメーター単位 
表示 

159 

⑤ 

照度調整ボタン（暗） 

147 

④ 

1」セツトボタン 

147 

⑤ 

照度調整ボタン（巧） 

147 


タコメーター 

146 

⑦ 

燃料計 

147 

④ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

148 

@ 

時計 

147 


メーターパ不ル 
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メーター パネル 




名称 

ぺージ 

① 

ABS 警告灯 

307 

⑤ 

巧変スピード US ツター 
表示灯 

179 

⑤ 

ESP ⑩表示灯 

54 

④ 

曰本仕様車では機能しません 


⑤ 

ブレーキ 警告 灯 

273 

© 

日本仕様車には装備されません 


③ 

方向指示表示灯 

112 

④ 

ESP ® オフ表示灯 

57 


名称 

ぺージ 

( D シートベルト警告灯 

106 

QS ) 日本仕様きロホ装備さ。ません 


® SRS 警告灯 

33 

@へッドライト表示灯 

110 

@エンジン警告灯 

311 

@八イ ビーム 表示灯 

112 


113 

© 燃料残量警告灯 

147 
















名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

148 

⑤ 

COMAND システム 

別冊 

⑤ 

1 +11 - 1 



設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

1の1因1 

149 


通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

|«ふ| 

149 


音声認識スイッチ 

149 
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名称 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

別冊 

⑤ 

シートヒータースイッチ 

94 

⑤ 

日本仕様車には装備されません 


④ 

日本仕様車には装備されません 


⑤ 

日本仕様車には装備されません 


© 

走ィ了モド苗択スイッチ 

141 

③ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯 

45 


名称 

ぺージ 

④非甫点滅灯スイッチ 

113 

③盗難防止警報システム 

58 

表示灯* 


颇パークト□ニックオフ 

185 

スイッチ 


® ESP ® オフスイッチ 

56 

@ 日本仕様車ロホ装備されません 



オプションや仕様により、異なる装備でず。 













センターコンソール 
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名称 

ぺージ 

@ 

センターコンソールの 
ル物入れ 

222 

@ 

フ□ント アーム レスト 
上段ル物入れの□ック 
解除ノブ 

222 

@ 

フ□ント アーム レスト 
下段ル物入れの□ック 
解除ノブ 

222 

® 

センターコンソールの 
カップホルダー 

235 

@ 

灰皿 

238 


ライ ター 

239 


センターコンソール 下部 







前席上方の操作部 




名称 

ぺージ 

① 

フ□ント読書灯（左側） 
スイッチ 

114 

⑤ 

ヴード シー トルームラ 
ンプスイッチ 

114 

⑤ 

点灯モ ー ド選択スイッチ 

114 

④ 

フ□ントルームランプ 
スイッチ 

114 

⑤ 

フ□ント読書口（ち側） 
スイッチ 

114 

© 

電動ブラインド/パノ 
ラミックスライディング 
ルーフスイッチ* 

217 

218 

③ 

ルーム S ラー 

99 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 






ドアの操作部 
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名称 

ぺージ 

① 

ドア□ックスイッチ 

75 

③ 

ドァレ バー 

74 

⑤ 

ドア三ラー調整スイッチ 

100 

④ 

ドアミラー選択スイッチ 

100 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

100 

⑤ 

ドアウインドウスイッチ 

122 

(D 

リアドアウインドウの 
チヤイルドプルーフ 
□ックスイッチ 

51 

⑦ 

ベンチ レー シヨンウイ 
ンドウスイッチ* 

125 

④ 

テールゲートスイッチ* 

80 


ドアの操作部 


をが6荒如 




* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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乗員を全装備 . 32 

走巧を全装備 . 51 

盗難防止システム . 57 


些骗がが 
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乗員ま全装備 



シートベルトや SRS (乗員保護巧助 
装置）は、础果を局めるために補い合 
い、連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況にお 
いて、乗員が負傷する可能性を最ル限 
に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

•シートやへッドレストは正しい位 
置に調整してください086〜 
90、107、108ページ）。 

• シートベルトを正し<着用して<だ 
さい（>104ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられていな 
いことを確認してください035 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることがでさまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 


また、エアバッグは、あらゆる種 
類の事故で作動ずるわけではあり 
ません。状況によっては、乗員が 
正し<シートベルトを着用してい 
る場合は、エアバッグが作動して 
ち乗員保護効果が高まらないこと 
がありまず。 

UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。これにより、けが 
の危険性を減らずことがでさまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮します。 

A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス- 
べ ンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0ます。 


磐骗がが 










乗員巧を装備 
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A 警告 

秉員保護装置の下の構成部品を改 
造した0、不適切な作業を行なわな 
いで<ださい。正常に作動しな<な 
るおそれがあります。 

• シートベルトやベルトアンカー、 
シートベルトテンショナ ー、 ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
び作動するレベルに達していてち、 
エアバッグとシートベルトテンショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動す 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないでください。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エァバッグ 

• エアバッグコント□ールユこット 
(クラッシュセンヴーを含む） 


SRS| SRS 警告口 

イグこッシヨン位置を1にすると点口 
し、数秒後に消口しまず。 

イグこッシヨン位置を2にすると点灯 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し：^下のよラなときは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてを 
エアバッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれがあります。ただち 
に;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たときに SRS 警告灯が点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯が消灯しないとき 
• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯が点灯したとさ 
ただちに^ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


擊骗がが 


• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
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シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シー トベルトテン シ ヨナーとエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに車両の縦ち向に一定上の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するねけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なりまず。 

し、ずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強さや方向、およびけ下のような 
事故の種類に基づいて作動しまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 横転 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、 Li (下の要素によってみま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース! JS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

中央セカンドシートを除くシートベル 
卜にはシートベルトテンシヨナーが装 
備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、車の縦 
方■向に大さな衝撃を受けたとさにシー 
トベルトを引さ込み、シートベルトの 
効果を高める装置でず。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、 UTF の 
とさに作動しまず。 

• イグこッシヨン位置が2のとき 
. SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとさ 

左ちセカンドシートとサードシートの 
シートベルトテンシヨナーは、シート 
ベルトの着用に関わらず作動しまず。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さが U (下のよラなとさ 
に作動しまず。 

• 前方または後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激 I こ一定(上の衝撃を検 
知したとさ 


磐骗がが 
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• 側面衝突の際に、車両の横方向に強 
い衝撃を検知したとさ 

• 車両が横転ずるよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動が乗員保護効果を高めるとシステ 
ムが判断したとさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 

聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 

影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 

と、 SRS 警告口が点口しまず。 

A 警告 

シートベルトテン シヨ ナーが作動ず 
ると、なに事故が発生した場合は乗 
員保護機能が得られません。そのた 
め、作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場で新品と交換して<だ 
さし、。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄ずるときは、廃棄専用の処置 
が必要です。^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 

P 助手席に乗車していないときは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテン シヨ ナー 
び作動ずることびあ0まず。 


ベルトフオースリミッター 

中央セカンドシートを除くシートベル 
卜にはべルトフ オース US ッターが 装 
備されていまず。 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減しまず。 

フ □ン トシ ー トのベルトフ オース リ 
S ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動してお0、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


エアバッグ 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分散- 
軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯が点灯しまず。 


醒骗がが 
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A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するた故、似下の点にミ主意して 

ください。 

• 乗員全員がシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部が支えられるよラに調整し 
て < ださし、。 

•身長1日 0 cm 未満または12歳未 
満の子供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはできるだけ後 
ちに動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動する衝 
撃でけがをするおそれがあ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで < ださい。サイドバッグや 
ウインドウバッグが作動ずる衝撃 
でけがをずるおそれがありまず。 

• 助手席には後ろ向をに装着ずる夕 
イプのチヤイルドセーフテイシー 
卜を装着しないでください。ま 
た、タイプにかかわらず、助手席 
にはチヤイルドセーフテイシート 
を後ろ向さに装着しないでくださ 
し、。やむを得ず助手席にチヤイル 
ドセーフテイシートを装着ずると 
さは、必ず前向さに装着して、助 
手席シートをちっとも後ろの位置 
にしてください。 

• を服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 


• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをするおそれが 
あります。 

• ドアなどの内張りに寄りかからな 
いで <ださい。 

• エアバッグ作動範囲と棄員の間 
にぺットや荷物を置かないでく 
ださい。 

• バックレストとドアの間に物を置 
かないで < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
リーを、ドアに取0付けないでく 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しな< なりまず。 


A 警告 

下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取り付けないで 
<ださい。 

• ステアリングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フロント/左ちセカンドシートの 
パ‘ックレスト側面 


磐骗がが 
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A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生することがありますび、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ < などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼暇障害を起こす 
おそれがあ0ますので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

関連部品に身体を触れないで<ださ 
い。部品が熱くなっており、火傷を 
するおそれがあ0まず。 

作動したエアバッグは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で新 
品と交換してください。次に事故が 
発生した場合は、エアバッグによる 
乗員保護機能が得られません。 


A 警告 

未作動のエアバッグを廃棄するとき 
は、廃棄専用の処置が必要です。メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場、 
または専門業者に依頼してくださし、。 


エアバッグの種類と収納場戸斤 


エアバッグを 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステアリング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

セカンドシート 
サイドバッグ 

左ちセカンド 
シートのバック 
レスト側面 

ウインドウ フ□ントピラー 

バッグ と1」アピラー間 

のルーフライニ 
ング部 


運転席/助手席エアバッグ 



運転席エアバッグ①/助手席エア 
バッグ®は、縦方向からの強い衝撃を 
受けると作動し、運転席/助手席乗 
員の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減 
します。 


摆骗がが 
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運転席エアバック/助手席エアバッ 
グは、他のエアバッグの作動に関わら 
ず、 liTF のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に一定 iU 上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる保護機能を 
高めるとシステムが判断したとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

車両が横転したとさは、車両の縦方向 
に一定 iU 上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

助手席エアバッグ®は、助手席に乗 
員が乗車しているとさにのみ作動し 
ます。 

P 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムが助手席に乗員が 
いると判断し、事故のとさに助手席 
エアバッグが作動ずることがありま 
す。作動したエアバッグは交換ずる 
必要があ0まず。 

〇 縦方向からの衝撃が弱いとさは 
シー トベルトテン シヨ ナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことがありまず。 


フ□ント/セカンドシートサイド 
パツグ 


A 警告 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。サイドバッグの 
作動が妨げ5れるおそれがあります。 



横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントヴイドバッグ 
①/セカンドシートサイドバッグ© 
が作動し、乗員の胸部への衝撃を分散- 
軽減します。 

サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シー トベルトテン シヨ ナ ーの 作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、横方向 
に一定(上の衝撃を検知したとさに作 
動します。 

車両が横転したとさは、車両の横ち向 
に一定上の衝撃を検知し、サイド 
バッグの作動がシートベルトによる柔 
員保護機能を高めるとシステムが判断 
しない限り、基本的に作動しません。 


擊骗がが 
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ウインドウバッグ 


エアバッグの作動を件 



運転席/助手席エアバッグび作動ず 
るとさ 

正面衝突など車の前方左ち 
約3□度(内の方向から強 
し備撃を受けたとき 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグ①び 
作動し、頭部への衝撃を分散•軽減し 
ます。 

ウインドウバッグは、助手席の乗員の 
有無、シートベルトの着用、運転席 
/助手席エアバッグの作動に関わら 
ず、衝突の最初の段階で、横方向に一 
定し U 上の衝撃を検知しにとさに作動し 
ます。 

車両び横転したとさは、ウインドウ 
バッグの作動びシートベルトによる乗 
員保護効果を高めるとシステムび判断 
したときに作動しまず。 



かたいコンク U —卜の壁 
などに正面衝突したとき 





サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動ずるとさ 

横方向か5衝突されたとを 



攫骗がが 
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運転席/助手席エアバックが作動し 
ないとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとさ 




運転席/助手席エアバッグが作動し 
ない場合があるとさ 

立木や電柱への衝突のとさ 


客室政外の側面に衝撃を受けたとさ 



づブ州ゾ V 



船 


トラックの下に潜り込ん 
だとさ 



斜め前方への衝突のとさ 


擊骗がが 
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いずれかのエアバッグが作動する場合 
があるとさ 

中央分離帯や緑石などに 



深い巧や溝に落ちたとさ 



横転したとを 

儀 


PRE-SAF ザ 

PRE - SAFE ⑥（プレセーフ）は、車び 
を険な状態にあることを感知したとさ 
に、柔員巧護機能を高める装置でず。 

PRE - SAFE ® は、じ(下のときに作動し 
9 〇 

• BAS が作動ずるよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• 車が物理的な限巧を超えて強いアン 
ダーステア状態やオーノ（ーステア状 
態になったとさなど、車の姿勢がち 
険な状態になったとさ 

PRE - SAFE ® は、約 30 km / haU 上で走 
行しているとき、下のように作動し 
ます。 

• 前席シートベルトを引さ込みまず。 

• ><モリー付パワーシート装備車は、 
助手席シートが不適切な位置にある 
場合は、助手席シートを適正な位置 
に調整しまず。 

•車が横滑りをずると、ドアウインド 
ウとパノラミックスライディング 
ルーフ*がかし開いた状態まで自 
動的に閉じまず。 

車が危険な状態から脱ずると、引さ込 
まれた シー トベルトテン シヨ ナーの張 
力が緩みまず。また、助手席シートの 
位置*、ドアウインドウやパノラミッ 
クスライデイングルーフ*の開さ具合 
を再度調整することがでさまず。 




* オプションや仕様により、異なる装備です。 


攫骗が批 
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前席シートベルトの引を込みび解除さ 
れないとを 

►停車しているとをに、シートベルト 
の張力び緩むまで、バックレスト角 
度やシートの前後位置を後方の位置 
に動ひしまず。 

シートベルトの張力び緩み、□ック 
機構び解除されまず。 

A 警告 

シートを調整ずるとさは、乗員びけ 
びをしないよラにミ主意してください。 

〇助手席シート下部や後方に物びな 
いことを確認してください。シート 
や物を損傷するおそれびありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜び前方および上方に動くことによ 
り、運転席と助手席柔員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部や頸部の保護度 
合し^を局めます。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 


A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用して < ださい。 
市販のシートカバーを使用すると、 
NECK PRO アクティブへッドレスト 
の作動が妨げられるおそれがありま 
ず。詳しくは方ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前方に動いた状態のままに 
なります。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい（[>314ページ）。 


子供を乗せるとさ 


チヤイルドセーフテイシート 


モ供を乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重にをったチャイルドセー 
フテイシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チヤイルドセーフテイ シー トは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ドセーフテイ シー トによりモ供の身体 
を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モおの体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフテイシー 
卜を用意しています（>44ページ)。 


磐骗がが 









乗員巧を装備 


43 


A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 

突時などに、子供が重大なけがや致 

命的なけがをするのを防ぐため 、！;I 

下の点にま意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとき 
は、チャイルドセーフテイシート 
を使用することが法律で義務付け 
られていまず。 

• 身長1日 0 cm 未満および12歳未満 
の子供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフテイ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になります。 

• シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモ供などは、チャイルド 
セーフテイシートを使用してくだ 
さい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとをなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に投 
げ出されて、致命的なけがをずる 
おそれがあります。 

• シートベルトが正し<着用でさな 
い体格の子供が、そのままシート 
ベルトを着用すると、首を締め付 
けたり、腹部を強く圧迫したりし 
て致命的なけがをするおそれがあ 
りまず。 

• 絶対に子供を膝の上に乗せて走行 
しないでください。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
モ供を保護ずることがでをなくな 
り、テおが車内の部品に激し< ぶ 
つかったり、致命的なけがをする 
おそれがあります。 


助手席には後ろ向さに装着ずるタイ 
プのチヤイルド セーフテイシー トを 
装着しないでください。また、タイ 
プにかかわ5ず、助手席にはチヤイ 
ルド セーフテイシー トを後ろ向きに 
装着しないでください。エアバッグ 
が作動ずる衝撃で致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

チヤイルド セーフ テイ シー トに関す 
る注意事項を記載したステッカーが、 
助手席側のサンバイヴーに貼付され 
ていまず。 


巧 


• やむを得ず助手席に装着ずるとを 
は、必ず前向さに装着してくださし、。 

また、助手席をもっとも後ろの位 
置にしてください。 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがありまず。チャイルド 
セーフティシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ちまに従って 
<ださい。 


擊骗がが 
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A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
左ちセカンドシートまたはサード 
シートに装着してください。テ供 
の安全性が高くなります。 

• 左ちセカンドシートまたはサード 
シートにチャイルド セーフティ 
シートを装着ずるときは、バック 
レストを起こして確実に□ックし 
て < ださい。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
てし^る必要があります。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカバーが損傷したとさ 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大きな衝撃を受けたり、 
損傷したをのは子供を保護でさま 
せん。 

• 子供をチャイルド セーフ ティ シー 
卜に乗車させている場をでち、子供 
だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。子供が車内の各部に 
触れてけがをするおそれがあ0ま 
す。また、炎天下では車巧が高温に 
なるため熱中症を起こしたり、寒冷 
時には車内が低温になるため命に 
かかわるおそれがお0ます。 

• チャイルドセーフティシートは直 
射曰光に当てないで<ださい。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフティシートが高温になり、子 
供が火傷をするおそれがあります。 


• テ供が誤ってドアを開くと、子供 
传周囲の人がけがをずるおそれが 
ありまず。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをするおそれがあ0ます。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


A 警告 

荷物が固定されていなかった0適切 
な位置に置かれていないと、し U 下の 
よラな場合に子供がけがをする危険 
性が増加しまず。 

• 事故 
• 急ブレーキ 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定して<ださし、荷物を積む 
ときの注意点ついて、詳しくは0231 
ページ）をご覧ください。 


純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフティ 
シートを用意していまず。 


磐骗がが 
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選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

ベビー セー 
フ プラス 

約 13 kgl；rF 

新生児〜 
18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力 巧〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 
フイックス 

1己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


娘チヤイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびありまず。 
詳しくは販売店におたずね<ださい。 


助手席エアバッグオフ表示口 



チヤイルドセーフティシート検知シス 
テム装備車のための表示口です。日本 
仕様には設定のない装備のため、表示 
灯としては機能しません。 

イグこッシヨン位置を 1 か 2 にしたと 
きに、助手席エアバッグオフ表示口① 
が点灯ずることがありまずが、助手席 
エアバッグの機能は解除されません。 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

左ちセカンドシートとヴードシート 
に、 ISO - FIX 対応チャイルドセーフ 
ティシート用の固定装置を装備して 
いまず。 

A 警告 

この固定装置は、体重の kg 似下の 
子供を乗せるときに使用して<ださ 
し、。体重 22 kg じ Lb の子供を乗せると 
をは、チャイルドセーフティシート 
を左ちセカンドシートまたはサード 
シートのシートベルトで固定してく 
ださい。 


A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定ずることが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがあります。チャイルド 
セーフティシートを装着するとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ち法に従って 
<ださい。 

• 安全のため、 ISO - FIX 対応チャイ 
ルドセーフティシートは必ず左ち 
セカンドシートまたはサードシー 
卜の固定装置に装着してくださし、。 


摆骗がが 
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• 正しく装着されていないと、チャイ 
ルドセーフテイシートが外れ、子供 
と他の乗員が致命的なけがをする 
おそれがあります。チャイルドセー 
フテイシートを装着したときは、必 
ず固定装置に確実に装着されてい 
ることを確認してください。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着するとさは、バックレストを起 
こして確実に □ ックしてください。 


A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
<なるおそれがありまず。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、子供が致命的なけがをずる 
おそれがあ0ます。 

そのため、事故で損傷した0強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


セカンドシートにチャイルドセーフ 
テイシートを装着ずる 



左ちセカンドシート 


► シートクッシヨンのカバーの切れ目 
①を開さまず。 

► 内部の固定装置③にチャイルドセー 
フテイシートを装着しまず。 


ヴードシートにチヤイルドセーフテイ 
シートを装着ずる 



ヴー ド シート 


► バックレスト下部のカバー⑤を取り 
列します。 

► 内部の固定装置④にチャイルドセー 
フテイシートを装着しまず。 


磐骗がが 
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テザーアン カー 


A 警告 

• テヴーベルトをテヴーアンカーに 
取り付けた後は、シートが確実に 
□ックされていて、バックレスト 
が垂直におい角度で確実に固定さ 
れていることを確認してください。 

• セカンドシートは、前側の□ック 
インジケーターが隠れていて、後 
側の □ ックインジケーターが少、し 
見えている状態のとさにのみ□ッ 
クされていまず（1>93ページ）。 

• バックレストが確実に□ックされ 
ていないと、急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどにバッ 
クレストが前方に動を、致命的な 
けがをずるおそれがあります。 

左ちセカンドシートとヴードシート 
の背面にテヴーアンカーを装備して 
います。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトを使用して、テヴーアン 
カーに対応した専用チヤイルドセー 
フティシートを装着ずることができ 
ます。 

に 0- FIX 对応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故のとさなどにチヤイルドセーフ 
ティシートの前方への移動を抑えるこ 
とがで'さまず。 

〇 純正チヤイルドセーフテイシート 
には、テヴーベルトを装備していな 
いタイプがありまず。詳し<は販売 
店におたずね < ださい。 


テザーアンカーを使用ずる 



► テヴーアンカーのカバー①を取り 
がしまず。 



► へッドレストをいっぱいまで上げ 
ます。 

►バックレストの□ックを解除して、 
前ちにかし傾けまず。 

p □ックを解除ずると、セカンド 
シートの場合はシートが前方に動さ 
ながら下がり、サードシートの場合 
はシートクッションが前方に起き上 
がりまず。シートに身体を挟まれた 
り、ぶつけないように注意して<だ 
さい。 


攫骗がが 
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—1— »| り I 

► へッドレストの2本の支柱の間に 
テヴーベルト④を通しまず。 

シー ト背後にラゲッジルームカバー 
収納リール（[>231ページ）を取り 
付けてあるときは、テヴーベルト④ 
びバックレストとラゲッジルームカ 
ノ く一収納 U —ルの間を通るよ5にし 
ます。 

A 警告 

ヴー ドシートにチャイルド セーフ 
テイシートを装着するとをは、テヴー 
フック®をバックレスト背面のスト 
ラップにかけないでください。チャ 
イルド セーフ テイシートが正しく固 
定でさないため、事故のとき、けが 
をずるおそれがあ0まず。 

► テヴー フック⑤を テヴー アンカー® 
にかけまず。 


下を確認して < ださい。 

• テヴー フック⑤が テヴー アンカー© 
にかかっている 

• テヴーベルト④がねじれていない 
• ラゲッジルームカバー収納リールを 
装着しているときは、テヴーベルト 
④がノ（ックレストとラゲッジルーム 
カバー収納 U —ルの間を通っている 

► バックレストを垂直に近い角度に戻 
して確実に□ックしまず。 

セカンドシートは、前側の□ックイ 
ンジケーターが隠れていて、後側の 
□ックインジケーターがかし見えて 
いる状態のときにのみ□ックされて 
います093ページ）。 

► 必要であれば、へッドレストをかし 
下げまず。 

テヴーべルト④の動さが妨げられて 
いないことを確認してください。 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に従 
し、、テヴーベルト®を締めまず。 


磐骗がが 
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装着でをるに 0- FIX 対応チヤイルドセーフテイシート 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイシート用の固定装置には、下表のカテ 3’ U — 
およびサイズ等級に属している、ユニバーサル（況用）に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートを装着でさまず。 


カテゴリー 
(適応体重） 

キヤ リコ ッ 
卜 （携帯式 
ベッド） 

0 

(10 kg まで） 

0+ 

(13 kg まで） 

I 

(9 〜 18 kg ) 

サイズ等級 
(装着器具 
タイプ） 

F 

( IS 0/ L 1) 

G 

( IS 0/ L 2) 

E 

( IS 0/ R 1) 

C 

( IS 0/ R 3) 

D 

( IS 0/ R 2) 

E 

( IS 0/ R 1) 

C 

( IS 0/ R 3) 

D 

( IS 0/ R 2) 

A 

( IS 0/ F 3) 

臣 

( IS 0/ F 2) 

臣1 

( IS 0/ F 2 X ) 

左ち 

セカンド 

シート 

装着ずるこ 
とはでさま 
せん。 

ユニバーヴル（ミ凡用） ISO - FIX 対応であれば、 
固定装置で装着ずることびでをます。 

ユニバーサ 
ル（ミ凡用） 
IS 0 -FIX 巧 
応であれ 
ば、固定装 
置で装着ず 
ることびで 
をまず。 

サード 

シート 

装着することはでをません。 


詳しくは、お買い上げの販売店まにはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


〇 チヤイルドセーフテイシートのカテゴリーやサイズ等級については、チヤ 
イルドセーフテイシート本体に装着されているステッカーやチヤイルドセー 
フテイシートの取扱説明書をご覧<ださい。 


磐骗がが 
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チャイルドプルーフ□ック 


A 警告 

テ供が後席に乗車するとさは、チヤ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。デ供が U アドアや U アドア 
ウインドウを開くと、事故やけがの 
原因になりまず。 


A 警告 

• 子供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に乗車させている場合でを、子供 
だけを車内に残して車から離れな 
いでください。子供が車内の各部に 
触れてけがをするおそれがありま 
す。また、炎天下では車内が高温に 
なるた故熱中症を起こしたり、寒冷 
時には車内が低温になるため命に 
かかわるおそれがおりまず。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、子 
供が火傷をずるおそれがありまず。 

•テ供が誤ってドアを開くと、子供 
传周囲の人がけがをずるおそれが 
ありまず。モ供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがあ0まず。 


リアドアのチャイルドプルーフ□ツク 
を設定ずる 



リアドアのチャイルドプルーフ□ック 

を設定すると、車内のドアレバーを引 

いてち U アドアが開かな<なりまず。 

►設定ずるとさは、レバーを設定側© 
に操作しまず。 

►車内のドアレバーを引いて、チャイ 
ルドプルーフ□ックが設定されてい 
ることを確認します。 

►解除ずるとさは、レバーを解除側① 
に操作しまず。 

〇 チャイルドプルーフ□ックが設定 
されていてち、車が解錠されている 
ときは、車がのドア八ンドルでリア 
ドアを開 < ことがでさまず。 


モおが後席に乗車ずるとさは、 iu 下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• U アドアのチャイルド プルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 


磐紙がが 
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リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを設定ずる 



1」アドアのスイッチによる1」アドアウ 
インドウ操作びでさなくなりまず。 

► スイッチ①を押して、押された状態 
にしまず。 

1」アドアのスイッチからは1」アド 
アウインドウび操作でさなくなり 
ます。 

► 解除ずるときは、スイッチ①を押し 
て、押されていない状態にしまず。 

〇 チャイルド プルーフ □ックの設定/ 
解除にかかわらず、運転席ドアのス 
イッチではリアドアウインドウを操 
作でさまず。 


走巧を全装備 


走行ま全装備には、け下のちのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ 
U ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワー.デイスト1」ビューシヨン） 


を全上の重要事項 
A 警告 

スピードの出しすぎなどの無謀な運転 
をずると、事故の危険性が非常に高ま 
ります。カープを走行ずるとさや、ミ需 
れた路面または滑りやすい路面を走行 
するとさ、先行車との車間距離が短す 
ざるとさなどは、特に危険でず。 

本書に記載されている走行安全装備は 
事故の危険性を低減するをのではあり 
ません。また、各システムの機能には 
物理的な限界がありまず。 

運転者は、路面や天候の状況に含わせ 
て常に慎重に運転してください。周囲 
の交通状況にミ主意しながら、十分な車 
間距離を確保してください。 

0 走行安全装備は、タイヤが路面に 
十分接地しているとさにのみ、十分 
な効果を発揮しまず。タイヤに関 
する情報やタイヤの摩耗については 
「タイヤとホイール」をご覧くださ 
し、0259ぺージ）。 


擊涨がが 
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雪道や凍結路を走行するとさは、ウイ 
ン ター タイヤやスノーチェーンの装着 
をお勧めしまず。このよラな路面状 
況では、ウインタータイヤやスノー 
チェーンを装着ずることで、走行安全 
装備の効果が発揮されまず。 


ABS 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑0や 
すい路面でのブレーキ時など、車が不 
安定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ぎ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 8 krn / h を超えると作動でき 
るよラになりまず。 

滑りやすい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではありません。 

ABS が適切に作動してわ、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
があ0ます。常に道路や天候の状 
況にミ主意し、十分な車間距離を保っ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


. ABS に異常があるとさは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックしまず。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
あります。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたとをは、 BAS と ESP ⑩の機能 
ち解除されます。常に道路や天候 
の状況にま意し、十分な車間距離 
を保って運転してください。 

ブレーキ 操作をずる 


ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずること 
がありまずが、異常ではありません。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 

強い制動力び必要なとを 

► ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
込んでください。 

A 警告 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長<なるおそれがあ 
りまず。 


磐骗がが 
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Qabs は制動距離を短 < ずる装置で 
はありません。 LU 下のよ5な路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの請れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 
〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありますが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇バッ テリー電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 
ブレーキ ぺ夕 V レをしっかり踏み続け 
て < ださい。 

ABS により、車輪の□ックが抑え 
られまず。 


BAS は ブレーキ ペダルから足を放せ 

ば自動的に解除されまず。 

A 警告 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS が作動してを制動距離の短縮 
には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグ U ップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

.BAS に異常があるとさちブレーキ 
は通常通0作動しまずが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なる 
おそれがあります。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

OBAS に異常があると、 A 巨 S も正し 
<作動しな<なることがありまず。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


アダプ ティブブレーキ ランプ 

約 25 km / h 政上からの急ブレーキ時 
に BAS が作動ずると、ブレーキラン 
プが点滅し、後方の車両にま意を促し 
まず。停車ずると、ブレーキランプは 
点火了に変わりまず。 

また、約 70 km / haU 上からの急ブレー 
キ時には、ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車ずると非常点滅灯が自動的 
I し点滅しまず。 


磐骗がが 
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走行ま全装備 


自動的に点滅した非甫点滅灯は、非甫 
点滅灯スイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP ⑧ 

ESP ® (エレクト□ニック.スタビ1」 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不ま定な状況 
になったとさに、個別のタイヤにブ 
レーキをかけたり、エンジンの出力を 
制御して、車両操縦性や走行ま定性を 
確保しよ5とするシステムでず。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4- ESP ® び装備さ 
れています。 

発造時または走行中に ESP ® 表示灯 
S □び点滅しにとをは、 ESP ® び作 
動しています。 


巧 1 ESP ® 表示口 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


A 警告 

ESP ® 表示灯 [5] が点滅したとさは、 
じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで <ださい。 

• 発進するとさは、アクセルペダル 
を必要し U 上に踏み込まないで<だ 
さし、 

• 路面と天候の状況に合わせて運転 
してくださし、。 

車輪が空転したり、車が横滑りずる 
おそれがお0ます。 


A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐをのではありません。 ESP ® 
が作動してち、車両操縦性が走行安定 
性の確保には限界があ0ます。また、 
タイヤのグリップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 

Q 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。尾区 
動装置などを損傷するおそれがあり 
ます。 

〇 ESP ® び故障ずると、マルチファ 
ンクションディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
ます。走行び困難なとさは、ずみ 
やかにま全な場所に停車し、メル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
に連絡してください。 


磐骗がが 
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P ブレーキダイナモ上で車輪を動か 
すとさは、約10秒し U 巧にしてくだ 
さい。また、イグニッシヨン位置を 
0 か 1 にして < ださし、ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇ダイナモメーターを使用して点検 
などを行な5とさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
し、。ダイナモメーターを使用する前 
には、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

ブレーキシステムや駆動系部品を損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させにり、駐車場のらせん状のア 
プ□ーチを走行しているとさなど 
に、マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに ESP ® に関する故障/警告 
メッセージび表示され、 ESP ® 表示 
灯 [ S ] や ESP ® オフ表示灯 間 ‘ 
ABS 警告灯 [ e ] び点灯ずることび 
ありまず。 

このよ5なとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を 0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行ずると、故 
障/警告メッセージや表示灯、警 
告灯は消灯しまず。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動することびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯 [ S ] び点滅したまま 
になりまず）。 


〇 ABS び故障して ABS 警告灯 rei 
び点灯しているとさは、 ESP ® の機 
能を解除されていまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

ETS 


ETS は、 ESP ® の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪び 
空転したとさにブレーキを効かせて発 
進時や加速時の駆動力を確保しよ5と 
ずるシステムでず。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4 ETS が装備され 
ていまず。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
ち、 ETS の機能は解除されません。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行ま定性を高故るシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界があります。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 


擊骗が批 
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ESP ⑩の機能の解除 


エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

m 下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラが走行しやずい場合が 
ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行ずる 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP ® の機能を解除しまず。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
乾するととをに、似下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

警告 

ESP ® の機能を解除ずるぶ、要びなく 
なったとさは、 ESP ⑩を待機状態にし 
てください。車び不ま定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行ま定性を 
確保しよラとすることびでさません。 

ESP ® の機能び解除されると、(下の 
状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行ま定性を確保しよ5とずることび 
でさな<なりまず。 


• エンジンの出力制御は行なわれず、 
駆動輪び空転ずることびありまず。 

• 駆動輪び空転した場合、ブレーキ 
制御による駆動輪の確保は行なわ 
れまず。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを検知ずると、 
ESP ® 表示灯び点滅しまずび、 
ESP ® は作動しません。 



ESP ® の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ESP ® オフスイッチ①を押しまず。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯 [37] び点灯しまず。 

ESP ® を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
再度 ESP ⑩オフスイッチ①を押し 
ます。 

ESP ⑩び待機状態になり、メーター 
パネルの ESP ® オフ表示灯屈 □ び 
消灯しまず。 


磐骗がが 
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41 ESP ® オフ表示打 

イグニッシヨン位置を 2 にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表示な [33 び点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されていまず。 
ESP ® 表示灯 CE と ESP ® オフ表示 
打 [3 ZI び点なしているとさは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除されてい 
ます。 

特定の状況では、車び横滑0ずるお 
それびあ0まず。 

路面と天候の状況に合わはて運転し 
て < ださい。 


EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を検知•制御し、ブ 
レーキ時の車両操縦性と走行ま定性を 
確保しよラとするシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常があるとさをブレーキは 
通常通り作動しますが、急ブレーキ 
時などには後輪が□ックずるため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあ0まず。車両操縦性 
の変化にま意して慎重に運転して< 
ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


盜難防止システム 


イモビライザー 」 

イモビライヴーは、正規のキー(外で 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能です。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
まず。 

キーレスコ’一*によりイモビライザー 
を作動させる 

► イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動ずると解除されまず。 


盗難防止警報システム _ 

盗難防止警報 システムが 待機状態の 
とさに Li (下の状況を検知ずると、サイ 
レンが約3日秒間鳴り、非常点滅口が 
通常の2倍の速さで約日分間点滅し 
9 〇 

• ドアが開けられたとさ 
• テールゲートが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、車を施錠し 
た後、エマージェンシーキーを使用し 
て運転席ドアを解錠し、開いたとさち 
作動します。 


摆骗がが 
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资難防止システム 



システムを待機状態にずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で施插しまず。 

表示灯①び点滅し、約10秒後に待 
機状態になりまず。 

システムび待機状態のとをは、表示 
灯①び点滅を続けまず。 

システムを解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠しまず。 

表示灯①び消灯しまず。 

警報を停止ずる 
キーに よる操作 

► エンジンスイッチにキーを差しまず。 
まには 

► キーの解錯ボタンまには施錠ボタン 
を押します。 

キーレスゴー*による操作 

► キーび左ち側アンテナの検知範囲 
(067 ページ）にあるときに、キー 
びある側のドア八ンドルに触れる 
か、テールゲート八ンドルを引さ 
ます。 


まには 

► キーび テールゲート側アンテナの検 
知範囲 （^67 ページ）にあるとさ 
に、テールゲートの八ンドルを引を 
ます。 

または 

► キーび車室内アンテナの検知範囲 
067ページ）にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けにキーレス 
3’ースイッチを押しまず。 

〇 ドアやテールゲートを開けられた 
り、ボンネットの□ックを解除さ 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをずぐに閉じてを、警報は停止 
しません。 

〇 システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび完全に閉じていること 
を確認してください。ボンネットの 
□ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にずると、ボンネットび 
開けられてを警報は作動しません。 

〇 システムび待機状態のとさに車内 
からドアや テールゲー トを開いた 
り、ボンネット□ック解除 レバーで 
ボンネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
をは待機状態にしないでください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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けん引防止機能 _ 

盗難防止警報 システムが 待機状態の 
とさ、車が傾いたことを検知ずると、 
けん引防止機能が作動し、サイレンと 
非常点滅灯の点滅による警報が作動 
します。 

システムを待機が態にずる 


► リモコン操作またはキーレス一操 
作*で施錠しまず。 

約3日秒後にけん引防止警報機能が 
待機状態になりまず。 

待機げ態を解除ずる 


► リモコン操作またはキーレス一操 
作*で解錠しまず。 

けん引防止機能を解除ずる 


誤作動を防ぐため、政下のよ5な状況 
で車を施錠する場合は、けん引防止機 
能を解除して < ださい。 

• けん引されるとさ 

• カーフて U —や車両運搬車に載せて 
運搬するとき 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にけん弓 I 防止機能の設定を表おさせ 
ます（>168ぺージ）。 

►ステア U ングのを押し、 "才 
フ" を選択しまず。 

けん引防止機能が解除されまず。 


► リモコン操作またはキーレス 3' —操 
作*で車を施錠しまず。 

または 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
cA 9 〇 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジン停止時の表示の設定を表 
示させます （01 64ページ）。 

►田または日を押し、 "ケン インホ''ウ 
シケイホウ II を選択しまず。 

► イグこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "ケン インホ''ウシケイ肋 オン" と表示され 
ます。 

" ケンイソホ''ウシケイ ホウの" と表おされた 
とさは、けん引防止機能が解除され 
ています。そのまま、リモコン操作 
またはキーレス3’一操作*で施錠 
して < ださい。 

► [±]または Q を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" ケンインホ'' ウシケイ ホウむ" と表示され、 
けん引防止機能が解除されまず。 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で施錠しまず。 

けん引防止機能が解除されまず。 

けん引防止機能は、(下の操作を行な 
ラまで解除されたままになりまず。 

• 車を解錠したとさ 
• ドアを開閉したとさ 
• 車を施錠したとさ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


醒涨がが 
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盗難防止システム 


室内センサー _ 

室内センサーを待機状態にしたとさ 
は、車内で物体の動さを検知ずると、 
室内センサーが作動し、サイレンと非 
常点滅灯の点滅による警報が作動しま 
す。例えば、ウインドウが割られたり、 
車内に腕を伸ばしたとさなどに警報が 
作動します。 

システムを待機げ態にずる 


► システムを待機状態にずる前に、室 
内センサーの誤作動を防止ずるため 
に下のことを確認してください。 

• ドアウインドウが完全に閉じて 
いること 

• ベンチ レー シヨンウインドウ* 
が閉じていること 

• パノラミックスライディングルー 
フ * が完全に閉じていること 

• ルーム S ラー やアシストグ U ッ 
プにマスコ ッ トなどをかけてい 
ないこと 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

約4日秒後に待機状態になりまず。 

待機状態を解除ずる 


► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠しまず。 


室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止ずるために、 LU 下のよ5 

な状況で車を施錠する場をは、室内セ 

ンサーを解除して < ださい。 

• 車内に人や動物が残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態に 
してお<とさ 

• ベンチ レー シヨンウインドウ*を 
かし開いた状態にしておくとき 

• パノラミックスライディングルー 
フ*をかし開いた状態で車から離 
れるとさ 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、室内センサーの設定を表おさせ 
ます0168ページ）。 

►ステア U ングの ra を押し、 "才 
フ" を選択しまず。 

室内センサーが解除されまず。 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

または 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、エンジン停止時の表示の設定を 
表示させまず（1>164ページ）。 

►田を押し、 "シツナイセンサ" を選択し 
ます。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► イクこツシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイツチからキーを抜き 
ます。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに "シツ ナイセンサ オン" と表示されまず。 

"シツ ナイセンサオ 7" と表示されたとき 
は、室内センサーが解除されてい 
ます。そのまま、リモコン操作ま 
たはキーレス3’一操作*で施錠し 
て<ださい。 

► r + 1 または W をキ甲しまず。 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに" シツナイセンサウ オフ" と表示され、 
室内センサーが解除されまず。 

► リモコン操作またはキーレス一操 
作*で施錠しまず。 

室内センサーが解除されまず。 

室内センサーは、下の操作を行なラ 
まで解除されたままになりまず。 

• 車を解錠したとさ 
• ドアを開閉したとさ 
• 車を施錠したとさ 


摆骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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U モコン機能付さのキーが2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用しまず。 

また、 それぞれの キーには エ マージェ 
ン シーキーを 収納していまず。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。車が施錠されていて 
も、誤って車巧からドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故がけが 
をずるおそれがあります。 

また、キーが車室内またはドア付 
おなどの車外にあるとさは、キー 
レス3—スイッチ*を押ずことに 
よりエンジンが始動し、事故の原 
因になります。 

• 短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯して < ださい。 


A 警告 

エンジンスイツチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要!; I 上に大さな 
物、ステア I 」ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーがステア U ングなどに接触ず 
ることでキーがまわると、エンジン 
が停止して事故を起こすおそれがあ 
0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちに^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコンに障書が発生ずるおそれがあ 
りまず。 

Q キーは強い衝撃や水から避けて< 
ださい。故障の原因になりまず。 

Q キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

U 盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施錠して<だ 
さし、。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

B 車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3—操作*を行なラと、作動しな 
かった0、誤作動ずるおそれびあ0 
9 〇 

〇磁気を発生ずる電化製品の近< に 
キーを置かないでください。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
キーの表示灯び点灯せず、1」モコン 
操作やキーレス3’ 一 操作*びでさ 
な<なりまずび、エンジンスイッチ 
にキーを差し込むことによるイク’ 
ニッシヨン位置の選択とエンジンの 
始動はでをまず。 


B を邸6恒冊 
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〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


U モコン機能 



EASY - PACK 自動開閉テールプート萬備車 

①施錠ボタン 

③ テールゲー ト 開閉 ボタン* 

③解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 

いないとさに！;■(下の操作びでさまず。 

• ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プの解錠/施錠 

• テールゲー トの 開閉* 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作（0125、126ぺージ）。 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 

ます。 

〇 キーレス3’一装備車は、エンジン 
スイッチにキーを差し込んでいな 
し、状態で、イグニッシヨン位置び0 
のとさに、上記の操作び行なえまず。 


解綻ずる 

► 角军远ボタン③を押しまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠され、盗難防止警報シ 
ステム* 057ページ）び解除ごれ、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能び作動し 
ます （071 ページ）。 

施綻ずる 

► 施錠ボタン①を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび施錠され、盗難防止警報システ 
ム* (^57 ページ）び待機状態に 
な0、非常点滅灯び3回点滅しまず。 

まに、アンサーバック機能び作動し 
ます (>71 ぺージ）。 

〇車を施錠したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

テールゲートを開< * 

► テールゲートび開さ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン③を押し 
続けまず。 

テールゲー トが自動で開さまず。 

QU モコン操作でテールゲートを開 
くとさは、後方や上方に十分な空間 
があり、身体や物に接触ずるおそれ 
のないことを確認してください。 

テールゲートを閉じる* 

► テールゲートが閉じ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン③を押し続 
けまず。 

テールゲー トが自動で閉じまず。 


《アンサーバック機能は、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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yu モコン操作でテールゲートを閉 
じるとさは、身体や物を挟まないよ 
ラに十分ま意してください。車の周 
りに子巧びいるとさは、特にま意し 
て < ださい。 

〇 車び施淀されているとさにテール 
ゲート開閉ボタン③を押ずと、テー 
ルゲートだけび解淀されて開さま 
す。その状態でテールゲート開閉ボ 
タン③を押ずと、テールゲートび閉 
じ、施綻されまず。 

〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
し U 内に、し处下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施湿されまず。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車室内にあるとさに、キー 
レス3—スイッチを押す（キー 
レス3—装備車） 

〇 車のバッテ U —びあびったとさ 
は、キーの電池び正常でをリモコン 
操作はでをません。 


リモコン機能の切り替え 


U モコン操作での解远時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解淀ずる 
よラに設定できまず。 

► 施湿ボタン①と解淀ボタン③を同時 
に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

この状態では、下のよ5に作動し 
ます。 

• 解錠ボタン③を押ずと、運転席 
ドアと燃料給油フラップのみび 
解錠され、盗難防止警報システ 
ム* ( C >57 ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能び作 
動します （^71 ページ）。 

• 続けて約40秒し i (内に解錠ボタン 
③を押ずと、助手席ドア、リア 
ドア、テールゲートび解淀され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能び作 
動します （^71 ページ）。 

〇 車両の近<で U モコン機能の切り 
替えを行な5と、キーの解錠ボタン 
または施錠ボタンを押したとさに、 
車両ち解錠または施錠されまず。 

初期設定に戻ず 

► キーの表示口が2回点滅ずるまで、 
解錠ボタン③と施錠ボタン①を同 
時に約6秒間押し続けまず。 


ぷアンサーバック機能は、曰本仕様には装備されません。 
■* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 
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□ケイターライティング 

周囲が暗いとさ、リモコン操作で解錠 
すると、下のライトが点灯しまず。 

• 車幅灯 
• へッドライト 
• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 

点口したライトはじ(下のとさに消口し 
ます。 

• 点灯してから約4日秒経過したとさ 
• 運転席ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーが車室内にあるとさに、キーレ 
ス3—スイッチを押したとさ（キー 
レス3—装備車） 

この機能の設定と解除については 
(>162ページ）をご覧ください。 


キーレバ」一 



①ち側アンテナの検知範囲 
© 左側アンテナの検知範囲 
@テールゲート側アンテナの検知範囲 
® 車室内アンテナの検知範囲 

キーレス3’一は、キーを携帯ずること 
により、キーとキーレス3—アンテナ 
が電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしな < てち、車の解錠/施錠や 
エンジンの始動を行なラことがでさ 
9 〇 

キーレス3— 操作で車を解錠/施錠 
するとさは、キーとドア八ンドルまた 
はテールゲートとの距離は約 1 m 内 
にして < ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーレス3’一操作 
はでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいないとをを、エンジンびか 
かっているとさやイグニッシヨン位 
置び2のとさは、キーレス3’一操 
作で施錠でさません。 

キーの位置により、キーレス3—操作 
で行な5ことびでさる操作びし U 下のよ 
ラに異なりまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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キーび左ち側アンテナの検知節囲①感 

に友るとさ 

• キーがある側のドア八ンドルに触れ 
ると車の解錠がでさまず。 

• キーが ある側のドア八ンドルの キー 
レス3’ースイッチを押ずと車の施錠 
がで'さまず。 

〇 キーの 位置によっては、 キーび 検 
知範囲にない側のドア八ンドルに触 
れたり、 キー レス3’ースイッチを 押 
すことで、車び解錠/施錠される 
ことびありまず。 

キーびテールゲー ト側アンテナの検知 

節囲③にあるとき 

• テールゲー ト八ンドルを引くと、 
テールゲー トのみを解綻して開くこ 
とがで'さまず。 

• テールゲートのキーレス3’ースイッ 
チ*を押して、車を施錠ずること 
がで'さまず。 

〇 キーの位置によっては、キーが検 
知範囲にないとさち、テールゲー 
卜八ンドルを引くことでテール 
ゲートのみが解錠して開<ことが 
ありまず。 

キーび車室内アンテナの検知節囲®に 

友るとさ 

• イグこッシヨン位置の選択がでさま 
す （>83 ページ）。 

• エンジンの始動ができまず （>130 
ぺージ)。 

〇 キーの位置によっては、キーがドア 
付近やルーフ上、ボンネット上などの 
車夕 W こあるとさち、車室内アンテナに 
キーが検知されることがありまず。 


A 警告 

• 埋め込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方や、その他の医療用電 
子機器を使用されているちは、車 
を使用する前に、あらかじめ医師 
や医療用電子機器^一力一などに 
キーレスづ一による電波の影響に 
ついてご相談ください。 

• 埋め込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方は、キーレス3’ーアン 
テナから約 22 cm じ1内にお付かな 
いよラにしてください。キーレス 
づ一操作で車を解錠/施錠すると 
さやテールゲートを開閉するとさ、 
エンジンを始動ずるとさなどは、 
キーとアンテナの間で電波が送受 
信されるため、垣が)込み型む臓ペー 
ス^ーカーおよび埋め込み型除細 
動器の作動に影響を与えるおそれ 
があ0ます。 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。施錠されていてち、 
誤って車巧か5ドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがあります。 

また、キーが車室内にあるとさや、 
キーの位置によっては、車外にキー 
があるとさも)、キーレス づース イツ 
チを押すことにより、エンジンが 
始動ずるなど、事故の原因になり 
まず。 

• 短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯して < ださし、。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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P 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠しないことが 
ありまず。 

P キーが左ち側アンテナの検知範囲 
にあるときに、ドア八ンドルを清掃 
したり、ドア八ンドルに雨粒や水し 
ぶさがかかった0物などが触れる 
と、車が解錠されることがありまず 
ので注意して < ださい。 

〇 キーを車から遠ざけたときは、 
キーレス3—操作で車を施錠/觸 
錠したり、エンジンを始動ずること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、キーレス3—の機能が自動的に 
解除されます。このときは、ドア八 
ンドルを引さ、エンジンスイッチに 
キーを差し込んで2の位置にして 
<ださい。 

〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
巧にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、車を施錠/解 
綻しにり、エンジンを始動でをまず。 

〇 車のバッテ1」一びあびったとさ 
は、キーの電ミ也び正常でをキーレス 
Hi ' 一操作はでさません。 

瞄綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠され、盗難防止警報シ 
ステム* 057ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能び作動し 
ます （071 ページ）。 


解綻時の設定の切り替え 



EASY - PACK 自動開閉テールプート萬備車 
①施錠ボタン 
⑤解錠ボタン 


運転席ドア八ンドルの重側に触れて解 
読したとさの作動内容を切り替えるこ 
とびでさまず。 

► 施淀ボタンのと解湿ボタン⑤を 
同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

このときは、 i ジ下のように作動しまず。 
► 運転席ドア八ンドルに触れまず。 

運転席ドア、燃料給油フラップび 
解錠され、盗難防止警報システム* 
( C >57 ページ）び解除され、非常点 
滅灯び1回点滅しまず。 

〇 車両の近<で解湿時の設定の切り 
替えを行なラと、キーの解錠ボタン 
まには施淀ボタンを押しにときに、 
車両を解話または施錠されまず。 


※アンサーバック機能は、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


I 
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キ— 


ネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
約6秒間施淀ボタン①と解湿ボタ 
ン③を同時に押し続けまず。 

〇 解湿後約40秒し U 内に、し U 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車室内にあるとさに、キー 
レス3—スイッチを押す 

〇 設定を切り替えたとさを、運転席 
し U がのドアのドア八ンドルの裏側に 
触れることで、ずべてのドアとテー 
ルゲート、燃料給油フラップを解蟲 
することびでさまず。 


施綻ずる 



ち側フ□ントドア 


► ドアノ V ンドルのキーレス3—スイツ 
チ①を押しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


または 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 


► テールゲー トの キー レス3—スイツ 
チ③を押しまず。 

テールゲートび閉じまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラツ 
プび施淀され、盗難防止警報システ 
ム*(>57ページ）び待機状態になり、 
非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

U 車を施錠したとさは、非常点滅灯 
が3回点滅したことを確認して< 
ださい。 

〇テールゲートを開<とさは、後方 
や上ちに十分な空間があることを確 
認して < ださい。 


B を邸6恒冊 







キ— 


71 


〇 キーび車 室内にあるときは、ドア 
八ンドルや テールゲー トの キー レス 
3—スイッチ*で施錠でさません。 
このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "キ- 力'' 外ナイニア1」7 
ス！ II または "トヲ ケンチテ''巧 セン" と 
表示されることびありまず。 

ただし、(下の場合は、施錯ずるこ 
とびでさまず。 

•ちラ1本のキーび左ち側アンテ 
ナの検知範囲にあるとさにキー 
びある側のドア八ンドルのキー 
レスご！ースイッチを押したとさ 

• をラ1本の キーびテールゲー 
卜側アンテナの検知範囲にある 
とさに テールゲー トの キー レス 
3'—スイッチを押しにとを 

〇 いずれかのドアび開いていると 
をに、閉じているドアのドア八 
ンドルの キー レス3—スイッチ 
まには テールゲートのキー レス 
3— スイッチ*を押ずと、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"ロック ノタメド乃トグテクダ サイ" と表示さ 
れます。 

テールゲートを解錠して開く （ EASY - 
PACK 自動開閉テールゲートが装備車） 

► テールゲー ト八ンドルを引さまず。 

テールゲー トのみび解淀されまず。 
► テールゲー h を引を上げまず。 


テールゲートを解綻して開く （ easy - 
pack 自動開閉テールゲート装備車） 

► テールゲー ト八ンドルを引さまず。 

テールゲートのみび解湿されて自動 
で開さまず。 


アンサーバック機能 _ 

U モコン機能またはキーレス3’一で車 
両を施錠したとさに、確認音び1回鳴 
りまず。 

仕様により、車両を解湿したときに確 
認音び1回鳴り、車両を施錠したとさ 
に確認音び3回鳴る場合びありまず。 

この機能の設定と解除については 
(>166ページ）をご覧ください。 


I 


《アンサーバック機能は、曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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キ— 


キーの トラブル 


トラブル 


I 」モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 


キーレス： If 一操作で解 
錠/施錠でをない。 


キーを紛失した。 


エマージェンシー 
キーを紛失した。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から再度1」 
モコン操作をしてください。 

U モコン操作びでをないとを： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換して<ださい。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください（[>312ペー 
ジ)。 

キーび故障している。 

►非常時の解錠/施錠（>312ページ）に記載されている方まで車両を 
施錠するか、エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 
► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

長い時間キーレスゴーで解錠しなかったため、キーレスゴーの機能び停止 
している。 

► ドア八ンドルを2回引いて、キーをエンジンスイッチに差し込んで< 
ださい。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► リモコン機能で車を施錠/解錠してください。キーの先端部を運転席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

キーレスゴーび故障している。 

► リモコン機能で車を施錠/解錠してください。キーの先端部を運転席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定:サービスエ場でキーの点検を黃けてください。 

U モコン操作びでさないとを： 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換して<ださい0315ページ）。 
► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

► ^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 
さし、。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 
►必要であればキーシリンダーち交換してください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーを交換してください。 


B を邸 S 恒冊 




















キ- 


トラブル 


キーに よるエンジン 
始動びでさない。 


キーび車内にある状 
態で、キーレスコ‘一 
スイッチを巧して 
ち、エンジンび始動 
しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

バッテ IJ 一の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとを： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテリーを電源として始動してください(>339ぺージ）。 
または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ステア IJ ング□ックび効いている。 

► ステアリングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチからキー 
を抜を、再度差し込んでください。 

ドアび開いているため、キーび認識されに<<なっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレスコ[ースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 
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A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じ方が不完全（半ドア）な 
場合、走行中にドアが開< おそれ 
があ0まず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

-子供だけを残して車から離れない 
で< ださい。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがあります。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


車がか5のドアの開閉 



開< 

► ドア八ンドル①を引きまず。 

閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉じ 
ます。 


B 車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ず車を施錠して < ださい。 



開< 

► ドアレバー®を引きまず。 

ドアが施錠されているとさは□ッ 
クノブ①（1>7日ページ）が上がり、 
解錠されます。 

閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実に 
閉じます。 

Q ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないように注意して < ださし、。 
車の周りにモおがいるとさは、特に 
注意して < ださい。 

〇 助手席のドアと U アドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されまず。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークが 表示されまず0303ペー 
ジ）。 


B を邸6恒冊 
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車内か 5 の锅綻/施錠 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
モ供を乗せているとさは特に注意して 
ください。 

H 施錯後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

。□ックノブび完全に下びっていな 
し、ドアびあるとさは、そのドアを 
いったん開き、再度閉じてひら施錯 
して < ださい。 


ドアごとに解錠/施綻ずる 



解綻ずる 

► ドアレバー③を引きまず。 
このとをドアを開さまず。 


施綻ずる 

► □ックノブ①を押し込みまず。 


ドア□ツクスイッチ 



ち側フ□ントドア 


車内から、ずべてのドアと テールゲー 

卜をスイッチ操作で解淀/施湿でさ 

cjs 9 〇 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 

助手席ドアにありまず。 

解綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）①を 
押します。 

施綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を 
押します。 

し U 下の場合はドア □ ックスイッチで解 

綻/施綻でさません。 

• U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 ドア□ックスイッチにより施湿さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解淀されまず。 

〇 ドア□ックスイッチで燃料給油フ 
ラップの解綻/施淀はでさません。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ールゲート 


〇 運転席ドアび開いているときは、 
ドア□ックスイッチで運転席ドア 
し分外のドアとテールゲートの解錠/ 
施綻びでさまず。 


車速感応ドア□ック 

走行速度び約1 5 km/h し U 上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

(1>165ページ）をご覧ください。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を移動しにり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ、ダ 
イナモメーターで車を点検ずると 
さは、イグニッシヨン位置を0に 
して < ださい。車輪び回転ずると 
施綻ごれ、車外に閉め出されるお 
それびあ0まず。 

Q 車速感応ドア□ックで施湿された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開<かエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより施錠さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解錠されまず。 


^ールゲート 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
まず。 


A 警告 

• テールゲートを開くとさは、テー 
ルゲートの動さに注意してくださ 
し、。テールゲートのすぐ後ちにい 
ると、テールゲートに接触して、 
けがをするおそれがお0ます。 

• テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラに十分ミ主意し 
てください。車の周りに子供がいる 
ときは、特にま意してください。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

• EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備車は、テールゲートび開閉し 
ているとさに、身体や物が挟まれ 
そラになったり、接触しそラになっ 
たとさは、ただちにし U 下のいずれ 
かの操作を行なってください。テー 
ルゲートの作動が停止しまず。 
◊テールゲート八ンドルを引く 
◊キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

◊運転席ドアのテールゲートス 
イッチを操作ずる 
◊テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押ず 
◊テールゲートのキーレス3—ス 
イッチ*を押す 

• ラゲッジルームに乗車しないでく 
ださい。事故などのとさ、けがを 
ずるおそれがあります。 

子供などがラゲッジルームに閉じ 
込められないよラに注意してくだ 
さし''。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があり、身体や 
物に接触ずるおそれのないことを確 
認して < ださい。 

Q 強風のとさにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートが 
不意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にミ主意して < ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちっ 
ているときち同様にミ主意してくだ 
さし、。 


[ I テールゲートび開いているときに 
U モコン操作で施湿し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施淀さ 
れます。キーの閉じ込みにま意して 
<ださい。 

P テールゲートを閉じたとさは、 
テールゲートび確実に閉じているこ 
とを確認して < ださい。 

〇 テールゲートび完全に閉じていな 
い状態で走行ずると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されまず。 

〇 EASY - PACK 自動開閉テールゲー 
卜装備車は、テールゲートび自動で 
開いているとをに障害物との接触を 
感知すると、テールゲートはその位 
置で停止しまず。 

Oeasy - pack 自動開閉テールゲー 
卜装備車は、テールゲートび自動 
で閉じているとさに挟み込みを感 
知すると、警告音び鳴0、テール 
ゲートび停止して、全開位置また 
は設定された開□角度080ペー 
ジ）まで開をまず。 


B を習恒掛 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 







ールゲート 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
き隙備車 


テールゲー トの開閉 





テールゲートを開く 

► キーの角军淀ボタンを押しまず。 

► テールゲート八ンドル①を手前に引 
さまず。 

► テールゲートを引さ上げまず。 



テールゲートを閉じる 

► 凹部①に手をかけてテールゲートを 
引さ下げまず。 

► 外側からテールゲートを軽く押さえ 
ます。 

ク□ー ジングサポーターび作動し 
て、テールゲートび閉じまず。 


►必要であれば、 U モコン操作または 
キーレス3’一操作により車を施錠し 
ます。 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備き 


車夕 I •か5の テールゲー トの開閉 



テールゲートを開く 

► キーの角军湿ボタンを押しまず。 

► テールゲート八ンドル①を手前に引 
さまず。 

テールゲートび自動で開さまず。 
まには 

►テールゲートび開きはじめるま 
で、キーのテールゲート開閉ボタン 
(^65 ページ）を押し続けまず。 
テールゲートび自動で開さまず。 
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EASY-PACK 自動開閉テールゲート萬備車 


テールゲートを 閉じる 

► テールゲートク□ーヴースイッチ① 
を押します。 

テールゲートび自動で閉じまず。 
または 

► テールゲートびいっぱいまで開いて 
いるとをに、テールゲートび閉じ始 
めるまで、キーのテールゲート開閉 
ボタンを押し続けまず。 

テールゲートび自動で閉じまず。 

►必要であれば、 U モコン操作または 
キーレス3—操作により車を施淀し 
ます。 

〇 完全に停車していないときは、 
テールゲートク□ーヴースイッチ① 
でテールゲートを閉じることはでさ 
ません。 


テールゲートを閉じて車を施綻ずる 

(キーレスコー 装備車） 

► テールゲートのキーレス3—スイッ 
チ③を押しまず。 

テールゲートび自動で閉じまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施湿され、盗難防止警報システ 
ム* (^57 ページ）び待機状態に 
なり、非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

〇キーびテールゲート側アンテナの 
検知範囲にないとさに、テールゲー 
卜のキーレスコースイッチ③を押 
すと、テールゲートびかし閉じた後 
に停止しまず。まに、完全に閉じて 
を施綻されません。 

Q テールゲートのキーレス3’ース 
イッチで車を施誌したとさは、非苗 
点滅灯び3回点滅したことを確認 
して < ださい。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にテールゲートのキーレス3’ース 
イッチ③を押ずと、テールゲートは 
かし閉じた後停止しまず。このとき 
は、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに" □ックノタメド乃トシ''テクダ サイ" と 
表示されます。 


B を習恒掛 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 







ールゲート 


車内か5のテールゲートの開閉 



解錠された状態で停車しているとさ 
は、運転席ドアのスイッチでテール 
ゲートを開閉することがでさまず。 


テールゲートを開く 

► テールゲートが開さ始めるまで、テー 
ルゲートスイッチ①を弓 I さ続けまず。 

テールゲートが自動で開さまず。 

テールゲートを閉じる 

► イグこッシヨン位置が1か2のと 
き、テールゲートスイッチ①を押し 
続けまず。 

テールゲートが自動で閉じまず。 

〇 完全に停車していないとさは、テー 
ルゲートスイツチ①でテールゲート 
を開閉することはでさません。 


テールゲートの開□角度の設定 

上方に十分な空間びないところなど 
でテールゲートを開<とさのために、 
テールゲートの開□角度を設定でさ 
ます。 

開□角度を設定ずる 

► テールゲートび開閉しているとさ 
に、し iTF のいずれかの操作を行なっ 
て、設定しにいち度でテールゲート 
を停止させます。 

• テールゲート八ンドルを引く 
• キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

• 運転席ドアのテールゲートス 
イッチを操作する 
• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押ず 
• テールゲートのキーレス3’ース 
イッチ*を押ず 

► 確認音び1回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイッ 
チを押して保持しまず。 

開□角度び設定されまず。 

なにテールゲートを開いたとさは、 
設定された開□角度で停止しまず。 

開□角度の設定を解除ずる 

► テールゲートを開さまず。 

► 確認音び2回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイッ 
チを押して保持します。 

開□角度の設定び解除されまず。 

〇 テールゲートの角度によっては、 
その開□角度に設定でさないことび 
ありまず。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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テールゲート巧側のレバーで、テール 
ゲートを解錠して開くことびでさまず。 

テールゲートを開く 

► レバー①を矢印③の方向に押しな 
びら、矢印③の方向に引き上げまず。 

テールゲートの□ックび解除され 
ます。 

► レバー①を引き上げたまま、テール 
ゲートを後方へ押し上げまず。 

A 警告 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート装 
備車は、テールゲートを開くときに 
大さな力が必要になります。テール 
ゲートが不意に下がってさて、身体 
を挟まないよラにま意して < ださし、。 

D 盗難防止警報システム装備車では、 
リモコン操作やキーレス3’一操作* 
で施錠した後に、レバー①でテール 
ゲートを解錠して開<と、盗難防止 
警報が作動しまず。 


下のいずれかの操作をすると、警 
報が停止しまず。 

• キーのいずれかのボタンを押ず 
• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

キーレス一装備車は、 LiTF のいず 
れかの操作を行なってち、警報が停 
止しまず。 

• キーびキーレスゴーの左ち側ア 
ンテナの検知範囲 （^67 ページ) 
にあるとさに、キーびある側の 
ドア八ンドルに触れるか 、子一 
ルゲート八ンドルを引く 
• キーびキーレス3’一のテール 
ゲート側アンテナの検知範囲 
(067 ページ）にあるときに、テー 
ルゲート八ンドルを引くか 、子一 
ルゲートのキーレス H ースイッチ 
を押ず 

• キーびキーレス ZJ —の車室内ア 
ンテナの検知範囲 （067 ページ) 
にあるとさに、キーレス3— ス 
イッチを押ず 

〇 EASY - PACK 自動開閉テールゲー 
卜装備車は、テールゲートの□ッ 
クを解除してからテールゲートを 
開かないでいると、数秒後にテー 
ルゲートび自動的に閉じる場合び 
ありまず。 

〇 レバーでテールゲートを解錠して 
開いてち、ドアと燃料給油フラップ 
は解錠されません。 

〇 レバーで解錠して開いた後に、 
テールゲートを閉じると再び施錠さ 
れます。キーの閉じ込みに注意して 
<ださい。 
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* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ィグニッ 

1 

ン位置 


ン位置 


A 警告 

ごく短時間でち、車から離れるとさ 

■ はエンジンスイッチからキーを巧し、 
てください。また、子供だけを車内 
ザ ■ に残さないでください。いたず！5か 

m 5車の発進、火災などの事故び発生 

Q するおそれびあ0ます。また、炎天 
恒 下では車巧び非常に高温になり、熱 
冊 中症を起こずおそれびあ D まず。 


キーの位置 

イグニッシヨン位置 

回 

0:キーを差し込む/ 
抜 < 位置 

の 

1: イグこッシヨ ン位 
置が1になります。 

回 

2 : イグこッシヨ ン位 
置が2になりまず。 

团 

3:エンジンが始動し 
ます。 


Q 走行中にエンジンを停止させない 
で<ださい。エンジンブレーキび効 
かな<な0まず。また、ブレーキや 
ステア U ングの操作に非苗に大さな 
力び必要になりまず。 



イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 

LiTF のようにイグニッシヨン位置び 
変更されます。 


エンジンスイッチからキーを巧かずに 
0の位置で長時間放置してし''ると、キー 
びまわせなくなることびありまず。こ 
のとをは、キーをいったん巧さ、再度 
差し込んでからまわして < ださい。 

〇バッテ1」一あび0を防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを巧いてくだ 
さい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さを、エンジンスイッチをまわせる 
ことびありまずび、イグニッシヨン 
位置の選択や、エンジンの始動はで 
きません。 










イグニッシヨン位置 
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キーレスゴースイッチによるイグ 
ニッシヨン位置の選択（キーレス 
コー装備車） 



車室内にキーびあり、エンジンスイッ 
チにキーレスコースイッチ①を取り付 
けてあるとさ、キーレス ZI —スイッチ 
①を押ずことにより、イグニッシヨン 
位置の選択とエンジンの始動びでさ 
ます。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキぺダ>1レを踏んでいないとさ 
にキーレスゴースイッチ①を押ず 
と、し U 下のよ5にイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスコ’ーイグニツシヨン 
スイツチの操作 位置 


1回押ず 0から1になり 

ます。 


さらに1回押ず 1から2になり 
ます。 


さらに1回押ず 2から0になり 
ます。 


〇 エンジンを停止してイグニッシヨ 
ン位置び1になったとさに運転席 
ドアを開くと、イグニッシヨン位置 
び0になります。 

エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスコースイッチ①を押し 
ます。 

〇ドア付おやルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
ををエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

〇 車室巧にキーびないとさにキーレ 
ス3’ースイッチを押ずと、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに" キ- 
ヲケンチテ''巧 セン"と表示されまず。 


キーレスコ’ースイッチの取りがし 



キーレスコースイッチ①を取り外し、 
エンジンスイッチ③にキーを差し込ん 
でまわすことによ0、イグニッシヨン 
位置を選択で'さまず。 

〇 上記の操作は、シフトポジシヨ 
ンび \~ pl のとさにのみ可能でず。 
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〇 キーレス3’ースイッチは、通常 
は駐車時でち取りがず必要はあり 
ません。 

► エンジンスイッチ®からキーレス 
コースイッチのを取りがしまず。 

〇 エンジンスイッチにキーレス3’一 
スイッチを取0付けてから約2秒 
間は、キーレス3’ースイッチでのイ 
グこッシヨン位置の選択やエンジン 
始動がでさません。 



フ□ントシートには政下の2種類があ 
りまず。 


を称、 

ぺージ 

4ウェイパワーシート 

86 

X モ U —付パワーシート 

87 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていな<てをシート位置を調整で 
さるため、テ供だけを車内に残して車 
から離れないでください。誤ってシー 
卜調整スイッチに触れるとシートが 
動さ、けがをするおそれがお0ます。 


A 警告 

運転席シートは、必ず停車している 
とさに調整してください。走行中に 
調整して操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれ 
があります。 


を邸 S 恒冊 
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A 警告 

シートの高さを不用意に調整すると、 
けがをするおそれがあります。特に 
子供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけがをするおそれがあ 
るため、し U 下のことにま意してくだ 
さい。 

•シートを調整してし'\る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないで < ださい。 

• テ供が乗車ずるとさは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラに注意して < ださい。 


A 警告 

シートの調整をするとさは他の乗員 
の身体が挟まれないよラにミ主意して 
ください。また、エアバッグに関す 
るま意をご覧ください。 

子供を乗せるとさは、（1>42ページ） 
をご覧ください。 


A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調 
整され、後頭部がへッドレストの中 
央部にまえられていることを確認し 
てください。後頭部がへッドレスト 
に正しく支え5れていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけがをす 
るおそれがあ0まず。ヘッドレスト 
が正しい位置に調整されていないと 
さは、決して走行しないで<ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをずるおそ 
れがおります。 

。シートを前方に移動ずるときは、 
ダッシュボードとシートの間に身 
体を挟まれないようにミ主意してく 
ださい。 

Q シートやシートヒーターの損傷を 
防ぐため、 iU 下の点にま意して<だ 
さし、。 

• シートに液体をこぼさないでく 
ださしんシートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 

-シートカバーが蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーターを使用しないで 
<ださい。 

-シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めしまず。「曰常の手入れ」 
をご覧ください（[>279ページ）。 

-シートの上に重い物を載せない 
で < ださい。また、シートクッ 
ションの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで<ださ 
し、。シートは、できるだけ人を 
乗せるためだけに使用してくだ 
さし、。 
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•シート ヒーターの 使用中は、巧 
やコート、バッグ、シートカバー、 
チヤイルドセーフテイシートな 
どにより、シートを覆わないで 
<ださい。 

Q 左ちセカンドシートを折りたたん 
でいるときにフ□ントシートを後方 
に移動ずるとさは、セカンドシート 
に接触しないよラに注意して<ださ 
し、。シートを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

。シートを調整ずるときは、ヘッド 
レストびルーフ内張りやアシストグ 
リップ、サンバイヴーなど I こ接触し 
ないよ5にま意してください。 

。シートを 調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物びないことを確 
認してください。シートや物を損傷 
するおそれびありまず。 


4ウェイパワーシートの調壁 



ち側フ□ントシートのスイッチ、レバー 


シートを調壁ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜③の 
方向に操作しまず。 

シートの前後位置は、レバーを④の 
方向に引いたままシートを前後に動 
かして調整しまず。 


矢 EP の 
方向 

調整内容 

① 

シートクッシヨンの角度 

③ 

シートの高さ 

③ 

バックレストの角度 

④ 

シートの前後位置 



へッドレストの高さを調壁ずる 

►高くずるときは、ヘッドレストを引 
さ上げまず。 


ほくするとをは、□ック解除ボタ 
ン①を押しなびらへッドレストを 
下げまず。 



へッドレストの角度を調整ずる 

► へッドレストの下部を持って、矢印 
の方向に動かしまず。 


B を邸6恒冊 
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メモ IJ — 付パワーシートの調壁 



左側フ□ントシートのスイッチ 


シートを調壁ずる 


► シート調整スイッチを矢印①〜⑥の 
方向に操作しまず。 


矢 EP の 
ち向 

調整内容 

① 

へッドレストの高さ 

③ 

バックレストの角度 

③ 

シートの前後位置 

④ 

シートクッシヨンの角度 

⑥ 

シートの高さ 


〇助手席の前後には物を置かないで 
ください。 PRE - SAFE ⑩び作動して 
助手席び適正な位置に自動的に調整 
ごれるとさに、シートの移動の女ち 
げにな0まず。 

〇 仕様により、シートの前後位置を 
調整すると、へッドレストの高さを 
連動して上下します。 

OpRE - SAFE ⑩（>41ぺージ）び作 
動すると、助手席シートはエアバッ 
グの作動に巧して適正な位置に自動 
的に調整されまず。 



へッドレストの角度を調豊ずる 

►へッドレストの下部を持って、矢印 
の方向に動かしまず。 


マルチコントロールシートバック 



フ□ントシートのヴポートを調整しま 
ず。 


イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に調整でさまず。 

スイッチは運転席/助手席のシート 
下部にありまず。 

シートクッシヨン前部のヴポートを調 
整ずる 

► スイッチ④を前方または後方に操作 
しまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を邸 S 眉曲 
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ラン バーサポー トを調壁ずる 

腰部のサポートを調整でさまず。 

► スイッチの[±]または B を押し 
て、サポートの強さを調整します。 

► サポートの位置を下げるとさは、ス 
イッチ③を押しまず。 

► サポー h の位置を上げるとさは、ス 
イッチ③を押しまず。 

バックレスト横ち向のヴポートを調壁 

ずる 

► スイッチ①を左ちに操作しまず。 

〇 スイッチを操作してち調整でさな 
し、とさは、バックレストのエアタン 
クの圧力びほ下していまず。エンジ 
ンを始動してから再度調整してくだ 
さし、。 


セカンドシートとヴードシート 


A 警告 

シートを調整したとさは、シートび 
確実に固定されていて、バックレス 
卜び垂直におい角度で固定されてい 
ることを確認してください。 

左ちのセカンドシートを調整したと 
さは、セカンドシートの□ックイン 
ジケーター093ページ）の状態を 
確認してください。 

バックレストび確実に固定されてい 
ないと、急ブレーキ時や急な進路を 
更時、事故のとさなどにバックレス 
卜び前方に動さ、致命的なけびをず 
るおそれびあります。 

シートの調整をずるとさは、他の柔 
員の身体や物などび巧まれないよラ 
にを意して < ださい。 


をちセカンドシート①前後位置の調壁 



► 調整レバー①を矢印の方向に引さな 
びら、シートを前後に動かしまず。 


► 調整レバー①から手を放しまず。 
シートび固定されまず。 

。シートを 調整ず ると をは、足元や 
シートの下などに物びないことを確 
認してください。シートや物を損傷 
するおそれびありまず。 

バックレストのち度の調壁 



ちちセカンドシート 


を邸 S 恒冊 
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ヴードシート 


►シートに乗車した状態で、調整レ 
バー①を矢印の方向に軽く引いた 
ままパックレストの角度を調整し 
ます。 

〇 サードシートのバックレストは、 
シートに荷重がかかっていないとさ 
にレバー①を矢印の方向に引くと、 
バックレストが前方に倒れ、シート 
クッションが起き上がりまず。 

A 警告 

セカンドシートのバックレストの角 
度を調整するとさは、下の点にミ主 
意してください。シートクッション 
が床面まで下が0、身体を挟んでけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

• セカンドシートに乗車し、シート 
後方に荷重をかけた状態で調整し 
て < ださい。 

• 調整レバー®はいっぱいまで引か 
ないで<ださい。必ず軽<引いて 
操作してください。 

• バックレストの角度を調整してい 
るとさにバックレストを媛方から 
押さないで < ださい。 


A 警告 

國 

セカンドシートに柔車しているとき 
は、シートクッシヨンの横や下、アー 
ム部分（イラストの X 印の部分）な 
どに手や指などを入れないで<ださ 
し、。 

シートクッシヨンが床面まで下がつ 
たとさに、手や指などが挟まれ、け 
がをずるおそれがありまず。 


中央セカンドシートの調整 


バックレストを前方に倒ずと、アーム 
レストとして使用でさまず。 



アーム レスト位置にずる 


►ヘッドレストを最ち低い位置にし 
まず。 

►ストラップ①を矢印の方向に引きま 
ず。 

► バックレスト©を、シートクッシヨ 
ン⑤に重なるまで前方に倒し、確実 
に□ックしまず。 
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アームレスト 位置 


バックレストを元の位置に戻ず 

►ストラップ①を矢印の方向に引きな 
がらバックレスト③を後方に起こ 
し、確実に□ックしまず。 


へッドレストの調整 
A 警告 

柔車するときは、必ずヘッドレスト 
を取り付け、ヘッドレストを引さ上 
ばてください。衝突時に重大なけび 
をずるおそれがあ0ます。 


へッドレストの高さの調整 




ヴードシート 


へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引き上げまず。 

へッドレストを<氏くずる 

► □ック解除ボタン①を押しながら、 
へッドレストを押し下げまず。 

へッドレストの角度の調整 


左ちセカンド シー トのへ ッ ドレストは 
角度の調整がでさまず。 

中央セカンドシートとサードシートの 
へッドレストは、角度の調整はできま 
せん。 

►へッドレストの下側を押して/引 
いて調整します。 


B を邸6恒冊 


左ちセカンドシート 












シ— 
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ヘッドレストの脱着 


中巧セカンドシートのへツドレス 


A 警告 

柔車ずるとをは、必ずへッドレスト 
を取0付けてください。衝突時に重 
大なけびをずるおそれびあ0ます。 


左ちセカンドシ ートのへ ッドレ スト 

へッドレストを取り夕巧" 

► シート位置を最を後方の位置にし 
て、バックレストを前方に倒しまず 
088ページ）。 




ちちセカンドシート 

► □ック解除ボタン①を押しなびら 
へッドレストを取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

► シート位置を最を後方の位置にし 
て、バックレストを前方に倒しまず 
088ページ)。 

►切り夕さのある支柱び左側になる 
ようにして、ヘッドレストの支せ 
を取り付け巧に差し込んで□ック 
させます。 


へッドレストを取りがず 

► □ック解除ボタン①を押しなびら 
へッドレストを取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある支せびち側になる 
ようにして、ヘッドレストの支せ 
を取り付け巧に差し込んで □ ック 
させまず。 

A 警告 

中央セカンド 
シートに乗員 
が乗車してい 
るとさは、中 
央セカンド 
シート背面の 
ストラップ 
©を引かないでください。中央セカン 
ドシートが前方に移動してシートクッ 
シヨンが床面まで下がり、身体を挟ん 
でけがをするおそれがありまず。 


ヴー ド シー ト のへッ ドレスト 

へッドレストを取りがず 
►バックレストを前方に傾けまず。 

► □ック解除ボタン①を押しながら 
へッドレストを取りがしまず。 

へッドレストを取り付ける 

► バックレストを前ちに傾けまず。 

► 切り欠さのある支柱がち側になる 
ようにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け巧に差し込んで□ック 
させます。 


I 
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シ— 


ヴートンートへ①をを _ 

左ちセカンドシートのバックレストを 
前方に倒し、セカンドシートを前方に 
移動することにより、サードシートへ 
の柔〇降0を容易にしまず。 

A 警告 

セカンドシートやサードシートに柔 
車するとさは、をちセカンドシート 
び確実に固定されていて、バックレ 
ストび垂直におい角度で固定されて 
いることを確認してください。 

左ちのセカンドシートを調整したとさ 
は、セカンドシートの□ックインジ 
ケーターの状態を確認してくださし、。 
バックレストび確実に固定されてい 
ないと、急ブレーキ時や急な進路変 
更時、事故のとをなどにバックレス 
卜び前方に動さ、致命的なけびをず 
るおそれびあ D ます。 


ヴードシートに乗車ずる 



► セカンドシートに柔車していないと 
きに、レバー①を矢印の方向に軽く 
引さなびら、バックレストを前方に 
倒します。 

バックレストび前方に倒れ、シート 
び前方に移動して、シートクッシヨ 
ンび床面まで下び0まず。 



ちちセカンドシートを前方に倒した巧態 


ヴードシートか5車を降りる 



►セカンドシート背面のストラップ① 
を矢印の方向に引さまず。 


バックレストの□ックび解除され 
ます。 

►バックレストを軽く前方に押し 
ます。 

ノ（ックレストび前方に倒れ、シート 
び前方に移動して、シートクッショ 
ンび床面まで下びりまず。 


B を邸6恒冊 













シ—卜 


93 



左ちセカンドシートを前方に倒した状態 


A 警告 

セカンドシートに柔員が乗車してい 
るときは、ストラップ①を引かない 
でください。セカンドシートのバッ 
クレストが前方に倒れ、シートが前 
ちに移動してシートクッションが床 
面まで下が0、身体を挟んでけがを 
するおそれがあ0まず。 


左ちセカンドシートを元の位置に戻ず 

►バックレストを後方に起こして□ッ 
クしてから、シート全体を後方に移 
動させます。 

"カチッ"という音がして、シート 
が □ ックされたことを確認して < だ 
さい。 

A 警告 

走行ずる前にシートが確実に□ック 
されていることを確認してください。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに、けがをずるおそれ 
があ0まず。 


A 警告 

ヴードシートに乗員が乗車している 
ときにセカンドシートを元の位置に 
戻すとさは、サードシートの乗員の 
身体が挟まれないよラに注意してく 
ださい。 

。シ_卜を操作ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して<ださい。シートや物を損傷 
するおそれがありまず。 


□ックインジケーター 



シートび□ックされていない状態 


セカンドシートを元の位置に戻したと 
きは、□ックインジケーター①③の状 
態を確認して < ださい。 

□ックインジケーター①©が上図の状 
態のとさは、シートは□ックされてい 
ません。 


I 







シ— 



シートび□ックされている状態 


□ ックインジケーター①©が上図の状 
態のとさは、シートが□ックされてい 
ます。 

〇 □ ックインジケーターでの確認だ 
けでな<、シートを前後に押して、 
確実に□ックされていることを確認 
して < ださい。 



イグニッシヨン位置び 1 か 2 のとさ 
に使用できまず。 


シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
まず。 

シートヒータースイッチを押ずごと 
に点灯ずるスイッチの表示灯の数が 
変わ0、シートヒーターの作動が切 
り替わりまず。 

シートヒーターを停止ずる 


► シートヒータースイッチ①を押し 
て、スイッチの表示口を消口させ 
ます。 


点灯している 
表示好の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動しまず。 

約5分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーターが 
中で作動します。 

約1日分後に自動的 
に弱に切り替わり 
まず。 

1 

シートヒーターが 
弱で作動しまず。 

約2日分後に自動的 
に停止しまず。 

0 

停止しています。 


を邸 S 恒冊 











A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手のを服などを着用している状態や、 
毛巧などの保温性の高いちのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅巧、水 
ぶくれ）を起こすおそれびあ D ます。 

B (下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざに0、ほ温乂傷をずるおそれび 
ありまずので、十分にま意してく 
ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、体び 
不自由な方 

• 皮膚の弱い方 
• 疲ちの激しし、方 
• 眠気をさそ5薬を服用された方 
• 飲ミ酉した方 

P シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多 < の電気装備を使用していた 
りバッテ U —の電圧が低 < なると、 
シートヒーターが停止ずることがあ 
りまず。このとさは表示灯が点滅し 
ます。電圧が回復ずると、再び自動 
的に作動し、表示灯が点灯しまず。 


シ— 


シートヒーターのトラブル 


シートヒータースイッチの表示灯が] 
つまたはずべて点滅しているときは、 
シートヒーターが自動的に停止してい 
まず。多<の電気装備が使用されてい 
るために電圧が低下していまず。 

► U アデフォッガーやルームランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 

電圧が回復ずると、シートヒーター 
は再び自動的に作動しまず。 



イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できまず。 

シートベンチレーターを使用ずる 

► シートベンチレータースイッチ① 
を押します。 

シートベンチレータースイッチを押 
すごとに点灯ずるスイッチの表示 
口の数が変わり、シートベンチレー 
ターの作動が切り替わりまず。 


B を習恒脚 


《シートベンチレーターは、日本仕様には装備されません。 
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シ— 


ソートベンチレーターのトフブ J レ 

シートベンチレータースイッチの表示 
灯が]つまたはずべて点滅していると 
きは、シートベンチレーターが自動的 
に停止していまず。多<の電気装備が 
使用されているために電圧が低下して 
いまず。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 

電圧が回復ずると、シートベンチレー 
ターは再び自動的に作動しまず。 

シートベンチレーターを停止ずる 

► シー トベンチ レーター スイッチ① 

を押して、スイッチの表示灯を消灯 
させます。 

〇 U モコン操作でドアウインドウや 
パノラミックスライデイングルー 
フ*を開くと、運転席のシートべ 
ンチレーターび強で作動しまず。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
0バッテ1」一の電圧びほ < なると、 

シー トベンチ レーターび 停止ずるこ 
とびありまず。電圧び回復ずると、 

再び自動的に作動しまず。 


点1灯している 
表示口の数 

作動内容 

3 

シートベンチレー 
ターが強で作動し 
ます。 

2 

シー トベンチレ… 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シ ー トベンチレー 
ターが弱で作動し 
ます。 

0 

停止しています。 


B を邸 e 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 









ステアリング 
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ステアリング 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってください。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、事故を起こずおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

• 運転中はステア1」ングのバッド部 
を持たないでください。万一のと 
き' エアバッグの作動を妨げるお 
それびあ0ます。 

• ステア U ングのパッド部にカバー 
を した 0、 エアバッグの上にバッ 
ジ、ステッカー、オーデイオの1」 
モコンなどを貼付しないで<ださ 
し、エアバッグの作動を妨げたり、 
作動時にけびをずるおそれびあり 
ます。 


A 警告 

モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。ステア U ング調整 
レバー*を操作することでステア1」 
ングび動さ出し、ステア1」ングに巧 
まれるおそれびあ D ます。 

〇ステア1」ングをいっぱいにまわし 
に状態を長<保持しないで< ださ 
しんステア U ング装置を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

Q 故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるとさは、十分ま意してくだ 
ごい。エンジンび停止していると、 
通常のときに比べてステア U ング操 
作に非常に大さな力び必要でず。 


ステアリングの調壁（手動式) 



ステアリング位置を調壁ずる 

► ステア1」ングコラム下 as の□ック角军 
除八ンドル①を手前に引さまず。 

ステア U ングを前後上下に動かして 
正しい位置に調整しまず。 

► □ック解除八ンドル①を前方に押し 
て□ックしまず。 

調整後は、ステア U ングび確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
ごし、。 


ステアリングの調壁（電動式) 



© 前後位置の調整 
③上下位置の調整 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











98 


ステアリング 


前後位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを①の方向 
に操作しまず。 

上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーを③の方向 
に操作しまず。 

〇 仕様により、ステアリングの位置 
は、運転席シートの位置やドア S 
ラーの角度と併せて記憶させること 
ができまず （>103 ページ）。 


イージーエントリー * 

運転席への乗り降りを容易にずるた 

め、次のいずれかの操作をずると、ス 

テアリングが上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• イグこッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開< 

• 運転席ドアが開いているとさに、 
キーレス3’ースイッチでイグニッ 
シヨン位置を0にずる（キーレス 
3—装備車） 

ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアが閉じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差ず 

• イグこッシヨン位置が0のときは、 
運転席ドアを閉じてから1の位置 
にずる 

• イグこッシヨン位置が1のとき 
は、運転席ドアを閉じて、2の位 
置にずる 

この機能の設定と解除については 

(>166ぺージ）をご覧ください。 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


A 警告 

• イージーエントリーの作動中に身 
体や物が挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 

挟まれそラになったとさは、運転 
席のメモリースイッチかポジシヨ 
ンスイッチ、ステアリング調整レ 
ノ く一のいずれかを操作してくださ 
し、。イージーエントリーの作動が 
停止しまず。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイッ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開いたとさにイージーエント 
U —が作動し、身体が挟まれてけ 
がをするおそれがありまず。 

〇 ステア1」ングの位置によっては、 
ステア1」ングび上方に移動しないこ 
とびありまず。 

クラッシュセンヴー連動機能 

イージーエント U —機能を設定してい 
るとさは、事故などのとをに、クラッ 
シュセンサーに連動してイージーエン 
トリー機能び作動しまず。事故などの 
とさに運転席ドアを開くと、イグニッ 
シヨン位置に関ね日ずステア1」ングび 
上方に移動して、車外への脱出と柔員 
の救出を容易にしまず。 


B を邸6恒冊 
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巧一 


A 警告 

s ラー類は必ず走行前に、後方が十 
分確認でさるよラに調整してくださ 
し、。走行中に調整ずると、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
があります。車線変更をずるとをな 
どは、必ずルームミラーおよびドア 
S ラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜め後方を確認 
してください。 

Q ルーム S ラー やドア S ラーの ミちれ 
を取るとさにガラスクリーナーを 
使用する場合は、必ずルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場にご相談 
<ださい。ガラスク U —ナーによつ 
ては、ルーム三ラー やドア5 ラー 
が変色ずるおそれがあ りまず。 


ルームミラー 


ルーム S ラーの角度調整 



► 手で ルーム 三 ラーの 角度を調整し 
ます。 


ドア S ラー 


A 警告 

ドアミラーに写った像は実際よりを 
遠くにあるように見えまず。車線変 
要をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ていまず。ずれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ミ主意 
して < ださい。 

〇 ドアミラーにはヒーターが装着さ 
れています。が気温度が低<、リア 
デフォツガー（[>210ページ）を作 
動させたときは、自動的に温められ、 
凍結を防ざまず。 

〇 仕様により、ドアミラーの角度は、 
運転席シートやステア U ングの位置 
と併せて記憶させることびでさまず 
(>103 ページ)。 

0 運転席側ドア云ラーは、ルーム 
S ラーに連動して防眩になりまず 
(>101ぺージ）。 


I 











云ラー 


ドア S ラーの角度調壁 


ドアミラーの格納/展開 




イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に調整でさまず。 

ドア5ラーの角度を調整ずる 

► 調整したい側のドアミラー選択ス 
イッチ③または③を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

► ドア S ラー選択スイッチの表示灯び 
点灯しているとをに、ドア S ラー調 
整スイッチ①を操作してドアミラー 
の角度を調整します。 

〇 ドアミラーの角度を調整しなし、ま 
ま約15秒経過ずると、ドアミラー 
選択スイッチの表示灯び消灯し、角 
度調整はでさなくなりまず。 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に操作でさまず。 

ドア5ラーを格納ずる 

► ドアミラー格納/展開スイッチ④ 
を押しまず。 

ドアミラーを展開ずる 

► 再度、ドアミラー格納/展開スイッ 
チ④を押しまず。 

〇ドア S ラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇走行ずるとをはドアミラーを展開 
して < ださい。 

〇ドアミラーを格納/展開している 
とをは、身体や物び挟まれないよラ 
にま意してください。車の周りにモ 
供びいるときは、特にま意してくだ 
ごい。 

〇洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれびありまず。 
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施錠時のドア S ラーの格納 


U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で施錠するとさにドア三ラーち 
併せて格納でさます。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開 < と展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>167ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ントドアを開いてち、 
ドア S ラーは展開しません。 

ドア S ラーの リセット 


ノ（ツテ U —の接続が一時的に断たれた 
り、バツテ U —があがったとさは、施 
錠時のドア S ラー格納が作動しないこ 
とがありまず。このよラなとさは、ド 
ア三ラーを U セツトして<ださい。 

► イグこツシヨン位置を1にしまず。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ④ 
を押します。 


自動防眩機能 _ 

周囲が暗<、イグこッシヨン位置が1 
か2のときに、ルームミラーのセン 
サーが後続車のライトを受けると、自 
動的にルームミラーと運転席側のドア 
S ラーの色の濃度が変わり、眩しさを 
防止します。 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、 ルーム S ラーのセンサー 
に後続車のライトが照射されないと 
き■は自動防賠機能が作動しないこと 
があるため、目を惑により事故を起こ 
すおそれがお0まず。このとさは、 
手動で ルーム S ラーの 角度を調整し 
て < ださい。 

〇 シフトポジションびのとさ 
やフ□ントルームランプび点灯し 
ているとさは自動防眩機能は解除 
されます。 



シフトポジションを EE にしたとさ 
に、助手席側ドア S ラーの角度びあら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にしまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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巧一 


助手席側ドア S ラーのち度の記憶 

► イグニッション位置を 2 にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ③ 
を押します。 

► シフトポジションを CE にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

► ドア S ラー調整スイッチ①で、助手 
席ドア S ラーを後退時に後方び確認 
しやすい角度に調整しまず。 

調整した角度び新た I こ記憶されまず。 

助手席測ドア吉ラーを記憶させてい 
たち度にずる 

► イグニッション位置を 2 にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ③ 
を押します。 

► シフトポジションを [ E にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻りまず。 

• 走行速度び約 lOkm / hi ； (上になつ 
たとさ 

• シフトポジションを [ E から他の 
位置にして約10秒経過したとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ③ 
を押したとを 


〇 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
③び押されているとさは、助手席側 
ドアミラーの角度は変わりません。 

〇 パーキングヘルプ機能び作動して 
いるとさは、助手席側ドア S ラー選 
択スイッチの表示灯び点灯したまま 
になりまず。 


B を邸6恒冊 
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左側フ□ントシートのスイッチ 

フ□ントシートには、3つの位置を記 
憶させることができまず。 

運転席シートでは、ステア U ングの位 
置とドアミラーの角度ち記憶させるこ 
とがでさまず。 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置、ドア三ラーの角度を調整 
しま弓。 

ドア S ラーの角度を調整ずるとき 
は、イグこッション位置を1わ、2 
にして < ださい。 

► ><モ|」ースイッチ" M " を押しまず。 

► 約3秒 LU 内にポジションスイッチ 
"1"、"2"、 "3" のいずれかを押しまず。 

"ピッ"といラ確認音が鳴0、そのポ 
ジションスイッチにシート位置など 
が記憶されまず。 


A 警告 

子供だけを車巧に残して車から離れ 
ないでください。スイッチを操作す 
ることでシートなどび動さだし、身 
体を挟まれるおそれびあります。 


シート位置の呼び出し 


A 警告 

運転席シートのシート位置などの呼 
び出しは、おず停車中に巧なってく 
ださい。走行中に行なって操作を誤 
ると、車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
"1"、 "2", "3" のいずれかを押し続 
けまず。 

シートなどび動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
しまず。 

。バックレストを大きく後ろに傾け 
ているときは、記憶位置を呼び出ず 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さい。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から指を放ずとシートなどは停止し 
9 〇 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 
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シートベルト 


シートベルト 


シートベルトの着用 


A 警告 

シートベルトを正しく着用していな 

かったり、シートベルトがバックル 

に確実に差し込まれていないと、シー 

トベルトの機能び十分に発揮されず 

に、致命的なけがをするおそれびあ 

0まず。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷やミちれがないことを確認 
してください。 

. 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用して<だ 
さい。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
て<ださい。絶対に首や脇の下に 
は通さないで< ださい。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけて < ださい。 

• ペンや眼鏡など、お類のポケット 
に入れたとがった物やこわれやす 
い物にシートベルトをかけないで 
ください。 

• シートべルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで <ださい。 


. 1本のシートベルトを2人し U 上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバックなどを挟み込まな 
いで <ださい。 

• シートベルトをドアに挟んだり、 
鋭利な部分に当てないでくださし、。 

• シートベルトにたばこの火など、 
熱いちのを近付けないでください。 

• バックル部分に異物を入れないで 
ください。 

• シートベルトを分解した0、改造 
しないでください。 

• デ供を膝の上に座らせて走行しな 
いで<ださい。急な進路変更時や 
ブレーキ時、事故のとをなどに子 
供を保護ずることがでさず、子供 
と他の乗員が致命的なけがをずる 
おそれがあ0ます。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正し<着用することびでをません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、子供 
の安全を確保してください。 
詳しくは042ページ）をご覧く 
ださい。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着するとさは、製品に添付されて 
いる取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中の方やけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないで<ださい。 

• 乗員が装着しているシートべル 
卜で荷物などを固定しないでく 
ださい。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい位置で、乗 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時传事故のとさなどに致命的 
なけがをずるおそれがありまず。 


A 警告 

• ミちれていたり損傷しているシート 
ベルトや、事故で衝撃を受けた 
シートベルト、改造を受けたシー 
トベルトは、適切な保護性能を発 
揮ずることがでさません。事故の 
とさなどに致命的なけがをするお 
それがお0ます。 

シートベルトにミちれや損傷がない 
ことを定期的に確認してください。 
損傷しているシートベルトや事故 
などで衝撃を受けたシートベルト 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検し、必要であれば 
交換してください。 

• 純正部品];^外のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるため、清 
掃ずるとをは似下の点に注意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 
◊乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 


シートベルトを着用ずる 



►シートを調整し、パックレストをで 
さるだけ垂直に近い角度にしまず。 

► シー トベルトをベルトアンカー① 
からゆっ < りと引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれがないこと 
を確認して、肩を通るベルトが肩 
の中央に、腰を通るベルトが腰骨 
のでさるだけ低い位置にかかるよ 
ラにしまず。 

► プレート③の先端をバックル③に差 
し込みます。 


B を習恒脚 
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シートベルト 


フ□ントシートは、テンション自 
動調整機能を設定しているときは、 
シートベルトのテンションが自動 
的に調整されまず。 

►フ□ントシートは、必要であれば、 
シートベルトの高さを調整しまず 
(>107 ページ)。 

►必要であれば、肩を通るベルトを上 
ちに引いて、シートベルトを身体 
に密着させまず。 

シートベルトをがず 


► 手でプレート®を持ち、バックル③ 
の解除ボタン感を押して、シート 
ベルトをゆつ < り巻さ取らせまず。 

Q シートベルトが完全に巻さ取ら 
れていることを確認して<ださい。 
シートベルトやプレートがドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷するおそれがあ 
りまず。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要がありまず。詳し 
くは、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能が装備されていまず。 

イグニッション位置が2のとさに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトが身体に密着ずるよ 
ラに、自動的にシートベルトのテン 
シヨン（締め付け具合）を調整しまず。 


シートベルト着用警告 


41シートベルト警告口 

イグこッション位置を2にずると点 
灯し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとさは警告口の異常でず 
ので、ずみやかに；><ルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告口が点口しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにイグこッション位置を2にずる 
かエンジンを始動ずると、警告音が数 
秒間鳴り、シートベルトの着用を促し 
9 〇 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km/h LiLL になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告口が点滅して、断続的 
な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 

ただし、シートベルトを着用しない 
まま再び走行を始めて走行速度が約 
25 km / haU 上になると、この警告は 
繰り返し行なわれまず。 


B を邸6恒冊 


この機能の設定と解除については 
( N 67ページ）をご覧ください。 
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〇 助手席に重し V 苛物などを積んでいる 
と、エンジンがかかっているとさに 
シートベルト警告が行なわれること 
がありまず。 


フ□ントシートベルトの高さ調整 



フ□ントシートベルトでは、高さを調 
整することがでさまず。 


シートベルトが首にかかったり、肩か 
らがれないように高さを調整しまず。 

高さは3段階に調整できまず。 

シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、ベルトアンカーをそ 
のまま上げまず。 

►下げるときは、□ック解除ボタン① 
を押しながらベルトアンカーを下げ 
ます。 

調整後はベルトアンカーが確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さし、。 


正しい運転姿勢 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをずるおそれがありまず。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがあります。 



I 
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シートベルト 


► iU 下のことにミ主意して、シート③を 

調整します。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 正しい姿勢で着座している 

• シートベルトが正し<着用でさる 

• バックレストをできるだけ垂直 
に調整している 

• 大腿部がシートクッシヨンに軽く 
支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

► じ(下のことに注意して、へッドレス 

卜を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さ 
に調整され、後頭部がヘッドレ 
ストに支えられていることを確 
認する 

►じ(下のことにミ主意して、ステアリン 

グ①を調整しまず。 

• ステアリングを握ったときに、 
腕に適度な余裕がある 

• 足を自由に動かせる 

• ーターパ ネルのずべての 一 
ター類 やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告灯や表示口 
を確認でさる 

►政下のことにミ主意して、シートべル 

卜©を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着して 
いる 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし^る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 


► 走行する前に、道路や交通状況が十 
分確認でさるよラにルームミラーと 
ドア三ラーを調整しまず。 

► ^モ U —付パワーシート装備車は、 
モリー機能でシートとステアリン 
グの位置、ドア S ラーの角度を記憶 
させまず。 

〇シートを調整しているとさは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないでください。挟まれ 
てけびをずるおそれびありまず。 

〇シートの一部び化の乗員や物に当 
たったとさは、それ iiLb 操作しなし'' 
で < ださい。 

。誤ってシート調整スイッチに触れ 
てシートが動< と、乗員がけがをず 
るおそれがありまず。モ供を乗せて 
いるときは十分注意してくださし、。 


B を邸6恒册 
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の 

r-p ミ 1 

左側パーキングライト 
び点灯 

回 

固 

ち側パーキングライ h 
び点灯 

因 

因 

すべてのライトが消灯 

因 

[auto] 

周囲の明るさに応じて 
自動的に点灯/消灯 

回 

I ミ DO ; I 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライトやス 
イツチなどの照明が点口 
し、表示灯③が点灯 

回 

回 

1 ミ 00; 1 の位置で点灯ずる 
ライトなどに加えて、 
へツドライトと LED ド 
ライビングライトむ’く点灯 

回 

車幅灯表示灯 

因 

1」アフォグフンプ表71^灯 


〇車から離れるとさはライトを消灯 
して<ださい。パ'ッテ U —びあびる 
おそれびあ0まず。 


B エンジンを停止した状態で、ライ 
卜を長時間点灯しないで<ださい。 
ノ（ッテ U —びあびるおそれびあり 
cK づ〇 

[ I ライトスイッチを I ミ 00; I の位置に 
したまま、エンジンスイッチにキー 
が差し込まれていない状態やキーレ 
ス ZJ —操作*でイグこッシヨン位 
置を0にしている状態で運転席ド 
アを開<と、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"ライ 
トヲケシテクタ''サイ 1" と表示されまず。 

このとさはライトを消灯して<ださ 
し、。パッテ U —があがるおそれがあ 
ります。 

〇へッ ドライト/ LED ドライビン 
グライトが点口しているとさに、 
イグこッシヨン位置を2政がにず 
ると、 へッ ドライト/ LED ドライ 
ビングライトが消口しまず。さら 
にこの状態でイグこッシヨン位置を 
0にして運転席ドアを開くか、エン 
ジンスイッチからキーを抜くと、車 
幅灯などち消灯しまず。 

車幅灯 


車幅 I 打を点灯ずる 

► ライトスイッチを I ミ 00; I の位置にし 
まず。 

ライトスイッチ横の車幅灯表示灯 
昼固が点灯しまず。 


B を邸 Q 直掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ラ* < 卜 


へッドライト/ LED ドライビングラ 
イト 


へッドライト/ LED ドライビングラ 

イトを手動で点灯ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチを I 喜り I の位置にし 
ます。 

へッドライト/ LED ドライビング 
ライトが点灯し、ーターパネルの 
へッドライト表示'打 W が点'打し 
ます。 

〇イ グこッシヨン位置が 1 のときは、 
車幅口、テールランプ、ライセンス 
ライトが点口し、ライトスイッチ横 
の車幅灯表示灯昼固が点口しまず。 

才ートモードにずる 

► ライトスイッチを | a …〇1 の位置にし 
ます。 

•周囲が暗いとさ、イグこッシヨ 
ン位置を 1 にずると、車幅口、 
テールランプ、ライセンスライ 
卜が自動的に点口し、ライトス 
イッチ横の車幅灯表示口昼固が 
点灯します。 

• エンジンを始動ずると、上記に 
加えてへッドライト/ LED ドラ 
イビングライトち自動的に点灯 
し、 ーターパ ネルのヘッドライ 
卜表示灯 ® が点灯しまず。 


〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は日月るさを感知ずるセンサーがあり 
ます。このセンサーは、レインセン 
ヴーと同じ位置にありまず（[>120 
ページ）。センサー部にステッカー 
などを貼付ずると、自動点灯機能が 
作動しな< な0まず。 

A 警告 

霧の中を走行するとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に 
点打しなかったり点打してし''たライ 
卜が消打することがあるため、事故 
を起こずおそれがあります。霧の中 
を走行するときはライトスイッチを 
间 の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援する機能でず。ライトの点灯/消 
灯に関する責任は運転者にありまず。 


A 警告 

ライトスイツチを l » UT 0| から I 〇 I の 
位置にずるとさは、必ず停車してく 
ださい。ライトび一瞬消なして事故 
を起こすおそれびありまず。 


IJ アフオグランプ 


リアフォグランプを点！打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチび U 因の位置のと 
さに、ライトスイッチを引さまず。 

1」アフォグランプび点灯し、1」ア 
フォグランプ表示灯图び点灯しま 
す。また、 LED ドライビングライ 
h び消灯しまず。 
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O u アフォグランプは、震などの悪 
天候で、十分な視界び確保でさない 
とさし U 外には使用しないでくださ 
しん後続車の迷惑になりまず。 

パーキングライト 

暗びりでの駐車時に車の存在を知らせ 
るにめ、車幅灯とテールランプだけを 
点の' します。 

パーキングライトを点むずる 

イグこッシヨン位置が2政がのとさ 
に点灯させることがでさまず。 

► ライトスイツチを | P ;* I または 卜 P ミ I 
の位置にしまず。 


位置 

作動内容 

固 

ち側のパーキングライ 


び点灯 

因 

左側のパーキングライ 


び点灯 


車がライト消灯遅延機能 _ 

周囲が暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、下のライトが点口しまず。 

• 車幅灯 
• へッドライト 
• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 

点口した車列ライトは、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた後、約15秒経 
週すると消口しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>163 ぺージ）をご覧ください。 


車がライト消灯遅延機能を一時的に解 

除ずる 

►エンジンを停止した後、イグこッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 ライトび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやテールゲー h を閉じてから消 
灯ずるまでのおよその時間でず。 

〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じにままにずる 
ひ、開いてそのままにしてから約 
60秒後に、ライトは消灯しまず。 


へットフィトウォッシャー 

エ ンジンびかかっていてへ ッ ドライト 
び点灯しているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約10回操作ず 
ると、ヘッドライトウォッシャーび自 
動的に作動しまず。 

〇 エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
イトを消灯させると、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを作動させた回 
数は U セットされまず。 

〇 を季にはウォッシャーあの濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

P へッドライトには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
し、レンズを損傷するおそれがあり 
ます。 
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コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①ヘッドライト（上向き） 

⑤ち向指示（ち側） 

⑤バッシング 
④ち向指示（左側） 

イグニッション位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでさまず。 

方向指示打を短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
には④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅します。 

方向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻して<だ 
さい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 


〇 方向指示灯を点滅させているとさ 
に非甫点滅灯スイッチを押ずと、非 
甫点滅灯に切り替わりまず。再度、 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、方向 
指示灯に切り替わりまず。 

へッドライトの下向を/上向をの切り 
替え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッション位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 の位置にし 
9 〇 

► コンビネーションスイッチを®の 
位置にしまず。 

へッドライトび上向きで点灯し、 
メーター ノ（ネルの八イ ビーム 表示灯 
noi び点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せを走行 
ずるときは、へッドライトを上向き 
で点灯しないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
园 び消灯しまず。 
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パッシング 


►イグニッシヨン位置を1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コン ビネーシヨ ンスイッチを⑤の 
方向に引をまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
をで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチひら手 
を放すと元の位置に戻りまず。 



故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

が常点滅灯を点滅させる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅しまず。 

非常点滅灯スイッチ①とメーター 
パネルの方向指示表示灯を点滅し 
ます。 

が常点滅なをミ肖なさせる 

► 再度、非甫点滅灯スイッチ①を押し 
ます。 


H 非甫時外は使用しないでくだ 
さい。 

[I エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ1」一びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効ひせて停止しにとさは、 
非甫点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅した非苗点滅灯は、非 
常点滅灯スイッチを押ずか、走行速 
度び約 lOkm / hLU 上になると、自 
動的に消灯しまず。 

〇 非常点滅灯を点滅させているとさ 
に方向指示の操作をずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非常点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自動 
的に点滅した非苗点滅灯を消灯さ 
せるとさは、非甫点滅灯スイッチ 
を押します。 


へッドライトの内側び量るとを 

外気の湿度び高いとさは、へッドライ 
卜の内側び曇ることびありまず。 

► へッドライトを点灯して走行してく 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト内側の曇りび取れない 
場合は、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 
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①フ□ント読書灯（左側）スイッチ 
霞)ヴードシートルームランプスイッチ 
@点灯モード選択スイッチ 
® フ□ントルームランプスイッチ 
©フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 

点灯モードの切り替え 


自動点灯モードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③を押し 
て、スイッチが押されていない状態 
にしまず。 

自動点ロモードになり、下のとさに 
フ□ントルームランプやセカンドシー 
トルームランプ、サードシートルーム 
ランプ、ラゲッジルームランプ、テー 
ルゲート裏側のライトが点灯/消灯 
します。 

• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点口し、約10秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>163 ぺージ）をご覧ください。 

• リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠ずると点口し、約30秒 
後に消灯しまず。 


• いずれかのドアまたはテールゲート 
を開< と点灯しまず。 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアやテールゲートを閉じ 
るとただちに消灯しまず。 

ドアやテールゲートが開いたま 
まのとさは、消灯しません。 

クイグこッシヨン位置が 0 か 1 の 
とさ、またはキーが抜いてある 
ときは、ドアやテールゲートを 
閉じると約7秒後に消灯しまず。 

ドアやテールゲートを開いたま 
まのとさは、約日分後に消灯し 
9 〇 

U 車を施錠したときは、ルームラン 
プなどが消灯ずることを確認して< 
ださい。 

〇 点口したセカンドシートルームラ 
ンプは、ランプの前部を押ずと消灯 
し 9 〇 

〇 点灯しているルームランプや読書 
灯などは、1」モコン操作まにはキー 
レス3’ 一 操作*で施蟲ずると自動 
的に消灯しまず。 

常時消打モードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③び押され 
た状態にしまず。 

し i (下のいずれかの操作をしてを、 
ルームライトなどは点灯しません。 

• エンジンスイッチひら キーを 
巧< 

• U モコン操作またはキーレス 
3—操作*で解錠ずる 

• ドアまにはテールゲートを開< 
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フ□ントルームランプ①点!打/消口 

フ□ントルームランプを手動で点な/ 
消灯ずる 

► フ□ントルームランプスイッチ④を 
押します。 

フ□ントルームランプび点灯/消 
灯しまず。 

非常時の自動点な 

ルームランプび自動点灯モードのとさ 
は、シートベルトテンシ ヨナー やエア 
バッグび作動ずると、ルームランプび 
自動的に点灯しまず。また、このとさ 
は非甫点滅灯ち点滅しまず。 

自動的に点なしたルームランプを消な 
ずる 

► 非甫点滅灯スイッチを押しまず。 
または 

► U モコン操作で解錠しまず。 

または 

►点灯モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

フ□ント読書打の点'灯/消'な 

フ□ント読書打を点!打/消なずる 

►フ□ント読書灯スイッチ①⑥を押し 
ます。 


セカンドシートルームランプの点口/ 
消灯 



ち側のセカンドシートルームランプ 

セカンドシートルームランプは左ち U 
アドアウインドウの上方にありまず。 

セカンドシートルームランプを手動で 
点な/消なずる 

► セカンドシートルームランプ①の前 
部（矢印の部分）を押しまず。 

セカンドシートルームランプび点灯/ 
消灯しまず。 

Q セカンドシートルームランプを長 
時間点口ずると、セカンドシート 
ルームランプが熱<な0、火傷をず 
るおそれがあります。操作ずるとき 
などは注意してください。 


I 


ルーム三ラー下側のフ□ント読書口 
が点灯/消灯しまず。 
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ヴードシートルームランプおよびヴー 
ドシート読書灯*の点灯/消灯 



サードシートルームランプはサード 
シートの上方にありまず。 

サードシートルームランプを手動で点 
け/消灯ずる 

► ヴードシートルームランプスイッチ 
③ ( M 14ページ）を押しまず。 

サードシートルームランプが点口/ 
消口しまず。 

〇 ヴードシートルームランプを点灯/ 
消灯ずると、ラゲッジルームランプ 
とテールゲート裏側のランプち点灯 
/消口しまず。 

サードシート読書灯*を点灯/消 I 打 
ずる 

► サードシート読書ロスイッチ①©を 
押します。 

サードシート読書灯が点灯/消灯 
します。 


フツトウエルライト 


フ□ントシートとセカンドシートの足 
元*に乗降用のライトがありまず。 

フ□ントルームランプまたはサード 
シートルームランプを点灯させると、 
明る < 点灯しまず。 

ルームランプの点灯モードが自動点灯 
モードのとさに、 iu 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠ずると低い照度で点灯 
し、約3日秒後に消口しまず。 

• イグこッシヨン位置が2のとさは 
低い照度で点灯し、2 (がの位置に 
すると約7秒後に消口しまず。 

• いずれかのドアを開<と明る<点灯 
しまず。 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを閉じると減光しまず。 

ドアを開いたままのとさは消口し 
ません。 

クイグこッシヨン位置が2 がの 
とさは、ドアを閉じると減光し、 
約7秒後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約日 
分後に消口しまず。 

センターコンソールライト 


ルーム S ラーの 下部にありまず。 

車外ライトが点灯しているとさに点口 
します。 
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ドア下部のライト 


ドア下部に乗降用のライトびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、け下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び2け外でド 
アを開いたままのとをは、約5分 
後に消灯しまず。 

ドア5ラー下部のライト 


ドアミラー下部に乗降用のライトびあ 
りまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、し U 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• いずれかのドアを開 < と点灯し、 
ドアを閉じると約7秒後に消灯し 
ます。 

ドアを開いたままのとさは、約30 
秒後に消灯しまず。 

• U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で解錠ずると、約30秒間点な 
します。 


緊急時点な機能 _ 

ルームランプの点灯モードを自動点灯 
モードにしているときは、事故などの 
とさに大さな衝撃を受けると、ルーム 
ランプび自動的に点灯しまず。 

自動的に点なしたルームランプを消'な 
ずる 

► 非甫点滅灯スイツチを押しまず。 
または 

► キーの施錠ボタンを押した後に解錠 
ボタンを押しまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ワイパ _ 


ワイ パー 


A 警告 

ワイバーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を巧握でさず、事 
故の原因にな D ます。 

ワイパーブレードは年に2回の目ま 
で交換して < ださし、。 

Q ウインドウび乾いているときはワ 
イパーを使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付いた 
り、ワイパーブレードを損傷ずるお 
それびあ0まず。ウインドウびミちれ 
てし''る場合は、必ずウォツシャーを 
噴射してから使用してください。 

〇自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してをフ□ントウインド 
ウに油膜び残るときは、ウインドウ 
にワツクスや洗を液などび付着して 
いる可能性びありまず。自動洗車機 
で洗車した後は、ウォツシャー液を 
噴射してフ□ントウインドウを清掃 
して < ださい。 

B ウインドウを巧くときなどは、お 
ずコンビネーシヨンスイツチを停止 
の位置にして<ださい。ワイパーび 
動さ、けびをずるおそれびありまず。 

U ワイパーやウォツシャーを使用 
するとをは、歩行をに水しぶさや 
ウオッシヤー液びかからなし)よラに 
ま意して < ださい。 


B エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイッチを [ Z ] 
の位置に戻してください。コンビ 
ネーシヨンスイッチを B や 日 
の位置のままイグニッシヨン位置を 
1にずると、ワイパーび作動し、ウ 
インドウび蕭れていないとさは傷び 
付 < おそれびあ0まず。 

〇寒を時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付<ことびありまず。作動さ 
せる前に貼0付いていないことを確 
認してください。貼り付いたままワ 
イパーを操作ずると、ワイパーブ 
レー ドやモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇雪などび付着しているとさは、雪 
などを取0除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には 、安 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを 巧くか、 キー レス 3— 装備車 
はイグニッシヨン位置を0にして 
<ださい。 


フ□ントワイ パー 
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位置 作動内容 

の E 停止 

回巨3 才ートモード I 

〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されまず。 

回巳3 オートモードロ 

才ートモード I よりをか 
ない雨滴量で作動しまず。 

〇 レインセンサー扫 S 感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されまず。 

因 B ほ速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

回 [=] 高速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、低速作動になり 
ます。 

® テイツプ機能/フ□ント 

ウインドウウオツシヤー 
の噴射 


ワイ パーを 作動させる 

►イグニッション位置を1か2にし 
まず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、作動内容を選択しまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチを⑥の方 
向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液は噴射せずにワイ 
パーび1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび;'!れ 

ているとさだけ使用してください。 

〇 フ□ントウインドウび;'!れていな 
<てを、コンビネーションスイッチ 
をに3か巳司に合わせると、ワイ 
パーび1回作動しまず。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇 オートモードのとさ、停車時にフ 
□ントドアを開くとワイパーは停止 
しまず。ワイパーは、フ□ントドア 
を閉じて、他のシフトポジションに 
したとさに作動を再開しまず。 
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ワイ パー 


レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーびありまず。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
りまず。 

Q フ□ントウインドウび;'*れていな 
し、とさは、コンビネーションスイッ 
チを停止位置にして<ださい。フ 
□ントウインドウのミちれや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作 
動し、ワイパーび作動ずるおそれ 
びありまず。 

フ□ントウインドウウォツシャーの 

晴射 

► イグニッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチを矢印 
⑥の方向にいっぱいまで押し続け 
ます。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射して、ワイパーを作動しまず。 

Q ウォッシャー液び出な<なっにと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜やミちれの付着を防ぐ効果びあ0 
ます。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、を用の純正ウオッシャー液 
を使用してください。 


リアワイ パー 




团 凸 J 停止 



④1」アワイバーインジケーター 
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リアワイ八一を作動させる 

►イグニッション位置び1か2のと 
きにノブ①をまわして、回の位置 
に合わせまず。 

U アワイパーび間欠で作動し、マル 
チフアンクションディスプレイに、 
U アワイパーインジケーター⑥び表 
示されます。 

〇イ グニッション位置び2でフ□ン 
トワイパーび作動しているときに 
シフトポジションを CE にずると、 
U アワイノて一びし U 下のよ5に作動し 
まず。 

• フ□ントワイパーが間欠作動の 
とさ 

間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーが低速あるい 
は高速作動のとさ 

低速で作動します。 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を噴射ずる 

► イグこッション位置が1か2のと 
きにノブ①をまわして、回回の位 
置にをわせて保持しまず。 

その間ウオッシャー液が噴射し 、 U 
アワイパーち作動しまず。 


ワイパーのトラブル 


ワイパーの作動び巧げ5れている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物が付着しているため、つイパーの作 
動が妨げられている。ワイパーモー 
ターの作動が停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチから 
キーを 抜さまず。 

または 

► イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

► 障害物を取り除さまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーが故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわし 
て、別のモードを選択しまず。 

► ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でワイパーの点検を受けて< 
ださい。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズ 
ルの角度び適切でない 

ウインドウウォッシャー液がフロント 
ウインドウの中央に噴射されない。ウ 
インドウウォッシャー液の噴射ノズル 
の角度が適切でない。 

► ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で噴射ノズ J レの角度を調整して< 
ださい。 


I 
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パワーウイン 


パワーウインドウ 


A 警告 

ウインドウを開<とさは、ウインド 
ウに触れたり、身体を寄りかけない 
でください。ウインドウとドアフレー 
ムとの間に身体が引さ込まれて、け 
がをずるおそれがおりまず。 


A 警告 

ウインドウを閉じるときは、身体や 
物が挟まれないよラに注意して<だ 
さい。挟まれそうになったときは、 
ただちにウインドウスイッチを操作 
してウインドウを開いて<ださい。 


A 警告 

子供が車内からウインドウを開閉す 
ると、けがをするおそれがあ0ます。 
子供だけを残して車から離れないで 
<ださい。短時間でち、車から離れ 
るとさは、キーを携帯して<ださい。 


A 警告 

子供をチヤイルドセーフテイシート 
に乗車させている場合でち、子供だ 
けを車内に残して車から離れないで 
ください。 

• 車内の普部に触れて、重大なけが 
や致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがあります。 
子供が誤ってドアを開<と、子供や 
周囲の人がけがをするおそれがあり 
まず。モ供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをす 
るおそれがあります。 

テ供を乗せるとさは、セカンドシー 
卜またはヴードシートに棄車させ、 
リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを使用してくださし、。 
走行中にウインドウび開くと、子供 
や周囲の人がけがをずるおそれがあ 
0まず。 


ドアウインドウの開閉 



①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
©ちフ□ントドアウインドウスイッチ 
@ちリアドアウインドウスイッチ 
® 左リアドアウインドウスイッチ 
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ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 

イグこッション位置が1か2のとさ 
に、ドアウインドウを開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 

P 車から離れるときや洗車のときは、 
ドアウインドウやベンチ レーショ ン 
ウインドウ*、パノラミックスライ 
ディングルーフ*が完全に閉じてい 
ることを確認してください。 

〇 ドアウインドウが開いているとさ 
に PRE - SAFE 愈(>41ページ）が車 
両の横滑りを感知ずると、ドアウイ 
ンドウがかし開いた位置まで自動的 
に閉じまず。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができまず（>12日ぺージ）。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作*でドアウインドウを閉じる 
ことができまず（>126ぺージ）。 


〇 ドアウインドウが自動で開閉して 
し^るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止します。 

〇イ グこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜い 
てから約日分間は、ドアウインド 
ウを開閉することがでさまず。約日 
分 iU 内にフ□ントドアを開くと、ド 
アウインドウの開閉はでさな<なり 
ます。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席や U アドアのスイッチでドア 
ウインドウを操作ずることはできま 
せん。 

挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるときは十 
分ミ主意してください。ウインドウに 
身体が挟まれると、致命的なけがを 
ずるおそれがお0まず。 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウがただちに停止して、スイッ 
チから指を放ずと、その位置からかし 
開さまず。 

その状態からただちにスイッチを引さ 
続けてドアウインドウを閉じると、ド 
アウインドウはより強い力で閉じま 
ず。このとさに挟み込みなどの抵抗が 
あると、ドアウインドウはただちに停 
止して、スイッチから指を放ずと、そ 
の位置からかし下降しまず。 
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さらにこの状態からただちにスイッチ 
を引き続けてドアウインドウを閉じる 
と、ドアウインドウは挟み込み防止機 
能が作動しない状態で閉じます。 

自動でドアウインドウを閉じている 
と定 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
さまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じたとさは、ドアウイン 
ドウは自動で閉じな<なり、挟み込み 
防止機能ち作動しません。 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とさ 

下のとさは、それぞれのドアウイン 
ドウを U セツトして<ださい。 

-バツテ U —あがりやバツテ U —の交 
換などで、一時的に電源が断たれた 
とさ 

• ドアウインドウを閉じた後にスイツ 
チから指を放ずと、その位置からか 
し開 < とさ 

-ドアウインドウが自動で開閉でさな 
<なったとさ 

► ドアを閉じまず。 

► イグこツシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 運転席ドアのドアウインドウスイツ 
チを軽く引いてドアウインドウを全 
開します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持します。 


この操作を巧なってもドアウインドウ 
び少し開いたげ態になるとを 

► ただちに運転席ドアのドアウインド 
ウスイッチを軽く引いてドアウイン 
ドウを全開しまず。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 
上保持します。 

スイッチから指を放したとさにドアウ 
インドウが閉じていれば、ドアウイン 
ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、再度上記の操作を行なって 
<ださい。 


ベンチレーシヨンウインドウの開 

閉 * 


A 警告 

ベンチレーシヨンウインドウを閉じ 
るとさに、身体や物が挟まれそラに 
なったとさは、ただちにスイッチを 
押してください。ベンチレーシヨン 
ウインドウが開さまず。 


の 
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ベンチ レーシヨ ンウインドウ①の開閉 
スイッチ③は運転席ドアにありまず。 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に、ベンチレーシヨンウインドウを開 
閉でをまず。 

ベンチ レーシヨ ンウインドウを開く 

► スイッチ③を押しまず。 

左ちのベンチレーシヨンウインドウ 
び自動で開さまず。 

ベンチ レーシヨ ンウインドウを閉じる 

► スイッチ③を引きまず。 

左ちのベンチレーシヨンウインドウ 
び自動で閉じまず。 

〇 イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧し、て 
から約5分間は、ベンチレーシヨ 
ンウインドウを開閉でさまず。約5 
分し U 内にフ□ントドアを開くと、ベ 
ンチレーシヨンウインドウの開閉は 
でさな < なりまず。 


コンビニエンスオープニング 機能 

車内び暑<なっているとさなど、乗車 
ずる前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作により、 LiTF の各部 
を操作することびでをまず。 

• 車両を解錠する 
• ドアウインドウを開< 

• ベンチ レー シヨンウインドウ*を 
開< 

• パノラミックスライディングルーフ 
* を開< 

• 電動ブラインド*を開< 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、キーの U モコン操作でのみ行な 
5ことびでさまず。操作は運転席ド 
ア八ンドルの近くから行なってくだ 
さい。 

コンビニエンスオープニング 機能を作 
動させる 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

►キーの解錠ボタン （065 ページ） 
を押し続けまず。 

パノラミックスライディングルーフ 
非装備車は、ドアウインドウび開き 
まず。 

パノラミックスライディングルーフ 
装備車は、電動ブラインドび閉じて 
し、るときは、ドアウインドウとベン 
チレーシヨ ンウインドウ、電動ブラ 
インドび開さまず。 
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電動ブラインドなどび開いた後、一 
度解綻ボタンから指を放し、再度 
解綻ボタンを押し続けると、パノラ 
ミックスライディングルーフび開さ 
ます。 

電動ブラインドび開いているとさ 
は、ドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、パノラミックス 
ライディングルーフび開をまず。 

解綻ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、電動ブラインドやパ 
ノラ S ックスライディングルーフは 
その位置で停止しまず。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することがありまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは操作でさません。 


コンビニエンスク□ー ジング機能 

リモコン操作またはキーレス3’ 一 操作 
* により、車がから LU 下の操作をずる 
ことがでさまず。 

• ドアウインドウを閉じる 

• ベンチ レー シヨンウインドウ*を 
閉じる 

• パノラミックスライディングルーフ 
* を閉じる 

• 電動ブラインド*を閉じる 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 


A 警告 

車外からドアウインドウとベンチ 
レー シヨ ンウインドウ*、パノラ ミッ 
クスライディングルーフ*などを閉 
じているときに身体などが挟まれそ 
ラになったときは、下の操作を行 
なってください。 

• リモコン操作の場をは、施錠ボタ 
ンから指を放してください。そし 
て、解錠ボタンを押し続けて、ド 
アウインドウとベンチレー シヨ ン 
ウインドウ*、パノラミックスラ 
イディングルーフ*を開いて<だ 
さし、。 

• キーレス3—操作の場をは、コン 
ビニエンスク□ージング操作部か 
ら指を放してください。そして、 
ただちにドア八ンドルを引さ続け 
て < ださい。 

ドアウインドウとベンチ レーシヨ 
ンウインドウ*、パノラミックス 
ライディングルーフ*が開きます。 

Q コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウなどを閉じるとさ 
は、開口部に異物がないことを確認 
して < ださい。 

P 高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作または 
キーレス3’一操作を行なラと、作 
動しなかった0、誤作動ずること 
がありまず。 

。車がから施錠したとさは、車から 
離れる前に、ずべてのドアウイン 
ドウやベンチ レー シヨンウインド 
ウ、パノラミックスライディング 
ルーフが閉じていることを確認し 
て < ださい。 
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〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは操作はでをません。 

リモコン操作で閉じる 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近く 
から行なってください。 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

►キーの施錠ボタン（1>65ぺージ） 
を押し続けまず。 

パノラミックスライディングルーフ 
非装備車は、ドアウインドウび閉じ 
ます。 

パノラミックスライディングルー 
フ装備車は、 ドアウインドウとべ 
ン チレーシヨ ンウインドウ、パノ 
ラ S ックスライディングルーフび 
閉じまず。 

パノラミックスライディングルー 
フなどび閉じた後、一度施淀ボタ 
ンから指を放し、再度施錠ボタン 
を押し続けると、電動ブラインド 
び閉じまず。 

施綻ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、パノラミックスライ 
デイングルーフや電動ブラインドは 
その位置で停止します。 


キーレスコー操作で閉じる 


キーび車外にあり、ずべてのドアび閉 
じているとさに操作できまず。 



ち側フ□ントドア 


► ドア八ンドルのキーレス3’ースイッ 
チ④を押し続けまず。 

パノラミックスライディングルーフ 
非装備車は、ドアウインドウび閉じ 
まず。 

パノラミックスライディングルーフ 
装備車は、ドアウインドウとベンチ 
レーシヨ ンウインドウ、パノラミッ 
クスライディングルーフ*び閉じ 
まず。 

パノラミックスライディングルーフ 
などび閉じた後、一度キーレス zl ' — 
スイッチ④から指を放し、再度キー 
レス 3’ー スイッチを押し続ける と、 
電動ブラインドび閉じまず。 

キーレスコースイッチ④から指を 
放すと、作動中のドアウインドウ 
やベンチ レーシヨ ンウインドウ、 
パノラミックスライディングルー 
フや電動ブライン ドはその位置で 
停止します。 
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走巧と停車 


走行と停車 


エンジンの始 動 
A 警告 

運転席の足元には、物を置かないで 
ください。 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルの下に物び入ると、ペダル 
を操作でさなくなるおそれびありま 
ず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびありまず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでください。フ□アマットび 
滑ったり、ペダル操作を巧げるおそ 
れびあ0まず。 

少しでを車を動かすとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大きな力び必要 
になります。 


H エンジンは、シフトポジションび 
m のとさを始動でさまずび、ま 
全のにめ、必ずシフトポジションを 
にして、ブレーキペダルを踏 
んで始動して < ださい。 

〇エンジンを始動ずるとさは、ァク 
セルぺ夕 V レを踏まないでください。 

〇 エンジンが冷えた状態で始動した 
ときは、触媒が約3日秒間予熱され 
ます。このときは、エンジン音が通 
常と異なることがありまず。 

シフトポジション 



A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を聴い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死 t 
するおそれがあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに聴い込んでいるおそ 
れがおりまず。 
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シフト作動内容 
ポジ 
ション 

m パーキングポジション 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 CB にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に m 
になりまず。 

• エンジンスイッチから 
キーを 巧いたとさ 

• シフトポジションび 
EE か CE のとさ 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開い 
たとさ 

• 停車中またはご<ほ 
速で走行しているとさ 
に、シフトポジション 
び CE か EE の状態 
で運転席ドアを開いた 
とさ 

CE U バースポジション 

後退するとをの位置でず。 

完全に停車していないと 
をは、 CE にしないでく 
ださい。 


Fn ニュートラルポジション 

動力び伝わらない位置 
でず。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
をまず。 

走行中はシフトポジショ 
ンを CE にしないで<だ 
ごい。トランス云ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

シフトポジションび CE 
か EE のとさにエンジン 
を停止ずると、自動的に 
Fn I になりまず。 

P シフトポジションを 
N I にしたまま走行ず 
ると、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

rpi ドライブポジション 

走行ずるとさの位置でず。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 


I 
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走行と停車 


キーによるエンジンの始動 

〇 キーによるエンジン始動を行なラ 
とさは、エンジンスイッチからキー 
レス3—スイッチ*を取り外しまず。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
いることを確認しまず。 

► シフトポジションび [pj になって 
いることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3の 
位置までまわして手を放しまず。 

〇 タッチスタート機能： エンジン ス 
イッチに差し込んだキーを3の位 
置 （[>82ページ）までまわずと、 
手を放してを自動的に スターターび 
作動し続け、エンジンび始動しまず。 

キーレスコ’一によるエンジンの始動* 
A 警告 

ごく短時間でち、車から離れるとさ 
は子供だけを車内に残さないでくだ 
さい。また、必ずキーを携帯してく 
ださい。キーレスゴー操作によ D 車 
び発進して事故の原因になったり、 
運転装置に触れてけびをずるおそれ 
びあ0まず。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび [ E になって 
いることを確認しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


► 確実に ブレーキ ペタルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを巧します。 

エンジンび始動しまず。 

〇エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れてを、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でを必ずエンジンを停止 
して、車を施綻してください。盗難 
のおそれびあ0まず。 

Q エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始ずると、警告音 
び鳴りまず。また、マルチファンク 
シヨンディスプレイに "キ -ヲケンチデ' 
巧 セン" と数秒間表示されまず。この 
警告は、停車してドアやテールゲー 
卜を開いた後に走行を開始ずるたひ' 
に行なわれまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施綻することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
ををエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 
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Q エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないで<だ 
ごい。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとをは、 
車輪を空転させないよ5にして < だ 
さい。駆動系部品を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇 車速感応ドア □ ックび設定されて 
いるとをは、走行速度び約 15 km / 
h 1；■(上になると自動的に車び施湿さ 
れます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については （01 65ぺージ）をご覧 
<ださい。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごにえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジシヨンを CE にしまず。 

A 警告 

アクセルペダルを踏んだ巧態でセレ 
クターレバーを操作しないでくださ 
し、車び急発進した0、オートマチッ 
クトランス S ッシヨンを損傷するお 
それびあ0まず。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


〇 エンジンび;ちえているとさは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
フび行なわれまず。これにより、排 
気ガスを;き化ずる触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 

ヒル スター トアシスト 


お道での発進時に車び後退または前進 

ずるのを防ざ、発道を容易にしまず。 

ヒルスタートアシストの作動 

►発道時に、通苗通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効ひせ、車び後退 
または前道ずるのを防ぎまず。 

A 警告 

-ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるちのではあり 
ません。駐車するとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションをに已にしてく 
ださい。 

-ヒルスタートアシストが作動して 
車が停止していてを、絶対に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートアシストは解除 
され、車が動さ出すおそれがあり 
まず。 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 
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走行と停車 


ヒルスタートアシストは！; TF のときに 
は作動しません。 

-傾斜していない路面や下り坂で発進 
するとさ 

-シフトポジションが CE のとさ 

• パーキングブレーキが効いている 
とさ 

• ESP ® が故障しているとき 


駐車 


A 警告 

駐停車ずるとをは、マフラーや排気 
系部品び、枯れ草や紙< ず、油など 
の燃えやすいをのに触れないよラに 
してください。発火して、火災が発 
生ずるおそれがあ0ます。 


A 警告 

• 停車する前にエンジンを停止しな 
いで<ださい。ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大をな力が 
必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、シフ 
トポジションを EE にして、パ- 
キン グブレーキを確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけがをした0、事故の原因に 
な0ます。 


H 短時間でち車から離れるとさは、 
ドアウインドウやベンチ レーショ ン 
ウインドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ * を閉じて、車を 
施錠して < ださい。 

確実に駐車ずるために、下のことを 
確認して < ださい。 

• パーキングブレーキが確実に効いて 
いること 

• シフトポジションが m になって 
いて、エンジンスイッチからキーが 
抜かれているか、イグこッション位 
置が0になっていること 

• 坂道で駐車するとさは、前輪が歩道 
方■向に向いていること 

パーキングブレーキ 


A 警告 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキが過熱して効かなくなったり、 
火災が発生ずるおそれがあ0まず。 



オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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J (—キングブ レーキを 効かせる 

► ち足でブレーキペダル③を踏み、左 
足でノ くーキングブレーキペダル③を 
いっぱいまで踏み込みまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
[ W ] び点灯しまず。 

[I パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

パー キングブレーキを解除ずる 

► ブレーキ ぺダ J レ③をいっぱいまで踏 
みます。 

► 解除八ンドル①を手前に引さまず。 
分ーターパ ネルの ブレーキ 警告 口 
M が消灯しまず。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
メ ッ セージび表示されまず。 


エンジンの停止 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア1」ングの操作に非常 
に大さな力び必要にな0ます。 

車のコント□ールを失って事故を起 
こし、乗員びけびをするおそれびあ 
D ます。 

そのため、走行中はエンジンを停止 
しないでくださし、。 


エンジンを停止ずる 

► 完全に停車しまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

► セレクターレバーのボタンを押し 
て、シフトポジションをこ臣]にし 
9 〇 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ているとを 

►キーをまねし、イグニッション位置 
を0にして、キーを巧きまず。 

イモビライヴーび作動しまず。 

〇 シフトポジションび HE か HE 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に CE に 
なりまず。さらにこの状態でフ□ン 
トドアを開<か、エンジンスイッチ 
からキーを巧くと、シフトポジショ 
ンび [ E になりまず。 

ただし、シフトポジションを HE 
にしてエンジンを停止したとさは、 
フ□ントドアを開いてを、シフトポ 
ジションは HE になりません。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 
イッチ*を取り付けているとを 

►エンジンび停止ずるまで、キーレス 
=1ースイッチを押します。 


〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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走行と停車 


A 警告 

走巧中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
0、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大をな力び/ぶ、要にな0ます 
ので、走巧中はエンジンを停止しな 
し、でください。 

〇 走行中にキーレス3’ースイッチを 
押してエンジンを停止したときは、 
再度キーレス3—スイッチを押ずと 
エンジンび始動しまず。 

〇 シフトポジションび HE か HE 
のとをにキーレス:ースイッチを押 
してエンジンを停止ずると、シフト 
ポジションび自動的に CN ] になり 
ます。さらにこの状態でフ□ントド 
アを開くと、シフトポジションび 
m になりまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
ション位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 


長期間駐車ずるとを 

約4週間 LU 上駐車したままにずると、 
パッテ U —び完全放電して損傷ずるお 
それびありまず。このようなときは、 
し U 下のよラにしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続してくだ 
ごし、。 


〇 バッテ U — 充電器については、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間じ(上駐車したままにずると、 
不具合び発生ずるおそれびありまず。 
このよラなとさは、別途対応び必要 
でず。 

►対応について、メルセデス.ベン 
ツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 
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エンジンのトラブル 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

エンジンび始動し 
なし、。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にずるとスター 
ターモーターの音び 
する。 

• エンジンの電気システムに異常びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動ずる前に、エンジンスイツチを 0 の位置にまわずか、 
メーターパネルの表示灯/警告灯び消灯するまで、キーレスゴースイツ 
チを押して < ださい。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なラと、バツテ IJ 一びあび 
るおそれびありまず。 

何度始動を試みてち、エンジンび始動しないとき： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動し 
なし、。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にずるとスター 
ターモーターの音び 
する。 

燃料残量警告なび点 
なしていて、燃料計 
の指針び日をおして 
いる。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 

エンジンび始動し 
なし、。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にしてちスター 
ターモーターの音び 
しない。 

バツテ1」一びあびっているか、充電されていないため、バツテ1」一の電圧 
びほ < なっている。 

►他車のバツテリーを電源として始動してください(>339ぺージ）。 

エンジンび始動しないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱している。 

► スターターび冷えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑 
らかでな <、ミスつ了 
イア右起きている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないでください。 

触媒を損傷するおそれびありまず。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 
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走行と停車 


トラブル 


冷却水温度び約 
120でを超えている。 
冷却水警告灯び点灯 
し、警告音ち鳴った。 


エンジンび停止しない。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

U ヴーブタンクの冷却水量びが萬に不足している。 

冷却水の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかに安全に停車して、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと冷却水び;令えてから;令却水量を点検し、必要であれば、：令 
却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください(>255 
ぺージ)。 

;令却水量び正常なとさは、ラジェターの;令却ファンび故障している可能性 
びある。 

冷却水の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120で UTF の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場まで運転してください。 

► 山道の走巧や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走巧は避けてください。 

ェンジンスイッチに異萬びある。 

► ェンジンルーム巧にあるヒューズボックスを開をます。 

► ェンジンルーム巧ヒューズボックスの120番のヒューズを振をまず。 

ェンジンび停止します。 

ェンジンを再始動ずるとさ： 

► ヒューズを交換してください。 


B を邸 S 恒冊 










才ートマチックトランス S ッ 


137 


オートマチックトランス S ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな < なるおそれがありまず。 

フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 


A 警告 

路面び滑0やすいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 



①セレクタ ーレバー 

③ノてーキングポジシヨンの逞択 

③ ニュートラルポジシヨンの選択 

④ ニュートラルポジシヨンの選択 

⑥ U ノ（ースポジシヨンの選択 

⑧ドライブポジシヨンの選択 

P セレクターレバーはステアリング 
のち側にありまず。方向指おやワイ 
パーの操作をずる際は、誤ってセレ 
クターレバーの操作をしないよ5に 
ま意してください。事故を起こした 
り、車を損傷ずるおそれびありまず。 

シフトポジシ ヨンを [ U にずる 

►セレクターレバー①の先端のボタ 
ンを③の方向に押しまず。 

シフトポジシヨンを CE にずる 

►セレクターレバー①を③まには④ 
の方向に軽く操作しまず。 

シフトポジシヨンを [ E にずる 

►セレクターレバー①を⑤の方向に 
いっぱいまで操作しまず。 

シフトポジシヨンを CE にずる 

►セレクターレバー①を⑧の方向に 
いっぱいまで操作しまず。 


I 
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シフトポジション 


シフト作動内容 
ポジ 
ション 

rpi パーキングポジション 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 

完全に停車していないと 
をは、 [ E にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に rpi 
になりまず。 

• エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさ 

• シフトポジションび 
CE か CE のとを 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開し、 
たとさ 

• 停車中またはご<ほ 
速で走行しているとを 
に、シフトポジション 
び EE ひ CE の状態 
で運転席ドアを開いた 
とさ 

CE U バースポジション 

後退ずるとさの位置でず。 

完全に停車していないと 
をは、 EE にしないでく 
ださい。 


CNJ ニュートラルポジション 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
さまず。 

走行中はシフトポジショ 
ンを CN ] にしないで<だ 
さし''。トランス云ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

シフトポジションび HE 
か CE のとさにエンジン 
を停止ずると、自動的に 
Fn になりまず。 

〇シフトポジションを 
CE にしたまま走行ず 
ると、トランス云ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

1~5~1 ドライブポジション 

走行ずるとさの位置でず。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 


B を邸 e 恒冊 
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A 警告 

約 lOkm/hL ツ下で走行しているとき 
は、 EE から EE 、 または EE か5 
EE にシフトポジションを変更でき 
ますび、シフトポジションび変更さ 
れたことに気付かずに一旦停止して、 
再度走0出すと、車び不意に後退ま 
たは前進して事故を起こずおそれび 
あ0まず。 

エンジンを停止してシフトポジショ 
ンび自動的に m になったとさは、 
シフトポジションを eph にして、パー 
キングブレーキを効かせて < ださい。 
車び動き出すおそれびあります。 

P セレクターレバーを操作ずるとき 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んで行なってください。 

〇シフトポジションを [ PJ または 
HE にずるとさは、完全に停車し 
て<ださい。トランスクッションを 
損傷するおそれびありまず。 

P エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないで< 
ださい。 

P 滑0やずい路面で発進ずるとさ 
は、車輪を空転させないよ5にして 
<ださい。駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇 セレクターレバーひら手を放ず 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻りまず。 

〇 シフトポジションび [ E のとさ 
は、確認音び鳴りまず。 


〇 シフトポジションび HE か HE 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に CE に 
なりまず。さらに、この状態でフ〇 
ントドアを開<か、エンジンスイッ 
チに差し込まれているキーを巧く 
と、シフトポジションび [ E にな 
りまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションび CE のとさにエンジンを 
停止したときは、フ□ントドアを開 
し、てを、シフ h ポジションは HE 
になりません。 

〇 停車してイグニッション位置び2 
のとを、またはごくほ速で走行し 
ているとを、シフ h ポジションび 
CE または CE の状態で運転席ド 
アを開<と、シフトポジションび 
rpi になりまず。 

ただし、運転席ドアび開いている状 
態でシフトポジションを EE また 
は CE にしたとさは、前道/後退 
ずることびでさまず。 

〇 イグこッション位置が2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさは、 
シフトポジションを EP ] から HE 
または EE にでさまず。 

〇イ グこッション位置が1で、ブレー 
キぺ夕 V レを踏んでいるときは、シフ 
トポジションを EP ] から CE にで 
さまず。 

〇 シフ S ポジションを m から他 
のシフトポジションにするとさにブ 
レーキペダルが踏まれていないと、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に " P レンシ''カラシ7卜 T レ-巧アノテ''クダ サイ" 
と表示ごれます。 


B を習恒掛 
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〇 約 lOkm/hLU 上で走行している 
とさは、 CE から EE 、 または 
fRl から CE にシフトポジション 
を変更しようとずると、 rm にな 
りまず。 

〇 イグニッション位置び2のとさ、 
シフトポジションび HE の状態で 
運転席ドアを開くと、マルチファ 
ンクションディスプレイに "セレクタ 
力''ソウ]ウイ チ"と表おごれ、警告音び 
鳴りまず。 

〇 約 10 km/h じ(下でセレクターレ 
ノ（一先端のボタンを③の方向に押ず 
と、シフトポジションび m にな 
りまず。まに、約 15 km/hli (上で 
セレクターレノ（一先端のボタンを③ 
の方向に押したとさは、シフトポジ 
ションはにならず、警告音び 
鳴り、マルチファンクションディス 
プレイに" P レンダ I 、 テイシグ'ノ ミ"と表示 
ごれます。 



①シフトポジション表示 

( ドライブポジションび逞択されてい 
る状態） 

マルチフアンクションディスプレイび 
表示されているとさに、選択されてい 
るシフトポジシヨンびシフトポジシヨ 
ン表示①に反転表示されまず。 


〇マルチフアンクションデイスフレ 
イび故障してシフトポジションび 
表示されないとさは、セレクター 
レノ（一を慎重に操作してゆっくり 
とアクセルペダルを踏み、選択さ 
れたシフトポジションを確認して 
から走行してください。でされば、 
シフトポジションを HE にして、 
テイップシフトは解除してくださ 
し、。まに、すみやかにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 


シフトポジションの選択 _ 

オートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションび HE のとさ、 
(下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード0141 ページ) 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
まず。 

• 軽く踏んだとさはシフトアッフする 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
ずるタイミングび遅くなりまず。 
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キックダウン 


急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
し、ギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

A 警告 

キックダウンするとさは、周囲の状 
況にを意しなびら操作してください。 
事故を起こずおそれびありまず。 

停車ずる 


►一時的に停車ずるときは、シフトポ 
ジ ショ ンを EE にしたままブレー 
キペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションを江 II にし 
ます。 

A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでくださ 
し、万一、シフトポジションび CE 
か EE になると、車び急発進して重 
大な事故を起こすおそれびあります。 

〇急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たないでください。トランスミツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 


P 停車中は ブレーキ ペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よ5にして < ださい。 


走行モード 


路面の状況や運転に合わせて、オート 
マチックトランスミッションのギアの 
変速特性を選択でをまず。 


走巧モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済' I まを重 
視したモードです。 

S モード 

スポーテイな走行"に 
適したモードです。 


走巧モードの選択 



► 走行モード選がスイッチ①を押し 
9 〇 

E モー ドー S モー ドー E モー ドと 
切り替わりまず。 


I 
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走行モード表示 



イグニツシヨン位置を2にずると、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイに走 
行モード表示①び表示されまず。 

〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは E モードにな 
りまず。 



①左側バドルり氏いギアレンジを逞択） 
③ち側バドル（高いギアレンジを逞択） 

シフトポジシヨンび CE のときは、 
パドルを操作して、オートマチックト 
ランスミッシヨンの変速範囲を変える 
ことびでさまず43ページ）。 


才ートマチックギアシフト 

走行モードび E モードのとさは、(下 

のよ5になりまず。 

• エンジンび快適性を重視した設定に 
なりまず。 

• シフトアップび早めに行なわれる 
にめ、燃料のホ分な消費びが P えら 
れまず。 

• 前進-後退とをに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとを 
は、穏やひに発進しまず。 

• 滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行ま定性び向上しまず。 

• オートマチックトランス云ッション 
び早めにシフトアップずるため、エ 
ンジン回転数び抑えられ、車輪び空 
転しにくくなりまず。 

走行モードび S モードのとさは、け下 

のよラになりまず。 

• エンジンびスポーテイな設定になり 
ます。 

• 1速で発道しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップしまず。 

• シフトアップび遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数び高くなり、燃 
料をより多< 消費しまず。 
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ティッブシフト _ 

オートマチックトランス三ッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えます。 

シフトポジションが CE のとさに 
テイツプシフトにでさまず。 


レンジ 

作動内容 

皿 

1速〜7速の範囲で変速 
します。 

画 

1速〜6速の範囲で変速 
します。 

画 

1速〜日速の範囲で変速 
します。 

励 

1速〜4速の範囲で変速 
します。 

圆 

1速〜3速の範囲で変速 
します。 

エンジンブレーキが必要 
なときに使用しまず。 

画 

1速〜2速の範囲で変速 
します。 

下り坂や山道、悪路を走 
行するときに使用しまず。 

励 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキが最大 
に作用しまず。急な下り 
坂や長い下り坂を走行ず 
るときに使用します。 


A 警告 

滑0やずい路面やカーブを走行して 
いるとさは、低いギアレンジを選択 
してエンジンブレーキが効くと、駆 
動輪がグ U ツプを失い、車両びスリツ 
プするおそれがあります。また、駆 
動輪が空転ずると、駆動系部品を損 
傷ずるおそれがあります。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではあり 
ません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさは、 
操作を行なってを、選択したギアレ 
ンジに変わらないことびありまず。 

〇 テイツプシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
りまず。 

テイツプシフトにずる 



①を側パドル（ほいギアレンジを選択) 
③ち側パドル（高いギアレンジを逞択) 


I 
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③ギアレンジ表示 


► シフトポジションび LDJ のときに、 
左側パドル①を引きまず。 

テイップシフトになり、ギアレン 
ジ表示⑤に選がされたギアレンジ 
び表示されまず。 

〇 シフトダウン操作によりエンジン 
の許容回転数を超えるおそれびある 
とさは、エンジン保護のため、シフ 
トダウンごれません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるときは、エンジ 
ン保護のため、自動的にシフトアッ 
プごれ、高いギアレンジび選択され 
ます。 

ほいギアレンジを選択ずる 


► 左側パドル①を引きまず。 

高いギアレンジを選択ずる 


► ち側パドル③を引きまず。 

テイップシフトを解除ずる 


► ち側パドル③を引いてイ呆持しまず。 
まには 

► セレクターレバーを HE の方向に 
操作しまず。 

ティップシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示⑤に" D " び表示されまず。 


最適なシフトレンジを選択ずる 

► 左側パドルのを弓 I いて保持しまず。 

そのとさの加速や減速に最を適した 
ギアレンジび選択されまず。 

〇 テイップシフトにしていないとさ 
にち側パドル⑤を引<と、走行速 
度やエンジン回転数に応じてシフト 
アップび行なわれまず。 
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オートマチックトランスミッションのトラブ J レ 


トラブル 


トランス云ツシヨン 
び正しく変速しない。 

加速性能び悪化して 
いる。 

トランスミッション 
び変速しない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

トランス S ッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 

トランスミッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか U ノくースギアで走行でさる場合びありまず。 

►停車してください。 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10秒 UUi 待ってから、エンジンを再始動しまず。 

► シフトポジションを LE にします。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

IJ バース ギアになりまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けて < ださい。 


B を邸 Q 恒脚 
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メーターパスル 


メーターノ くネルの各部の名称について 
は023ページ）をご覧ください。 

A 警告 

メーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイび故障ずると、 
車両の状態やま度、外気温度、故障/ 
警告メッセージなどび表示でさなく 
なることびありまず。十分を意して 
走行してください。また、ただちに 
メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


メーター 八ネルの点む _ 

メーターパネ J レはじ(下のとさに点灯し 

ます。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じたと 
さ（約30秒後に消灯） 

• メーターパネル照度調整ボタンま 
には U セツトボタンを押したとさ 
(約30秒後に消灯） 

• イグニツシヨン位置を1か2にし 
にとさ（イグニツシヨン位置を0 
にしてから約30秒後に消灯） 

. 車外ライトび点灯したとさ（車外 
ライトび消灯してから約30秒後に 
消灯） 


ス t - —广メー ツ — 

車の走行速度を表示しまず。 

速度の表示単位をマイルに変更ずる 
ことをでさまずび、表示単位をマイル 
にずると、表示単位を km / h にした 
とさに比べ、同じ数字でを約 1.6 倍 
の速度になりまず。速度の出しずざを 
防ぐため km / h 表示にしてください。 

表示単位の切り替えについては 
(1>159ぺージ）をご覧ください。 

〇1 mph は約1 .6 km/h でず。 

〇 表示単位をマイルにずると、卜 
1」ップメーターなどの表示単位をマ 
イルになりまず。 


_タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
しまず。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれな<なりまず。 


B を邸6恒冊 












メーター パネル 
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が気温度表示 


外気温度を表おしまず。 

外気温度の上昇や下降は、かし遅れて 
表示に反映されまず。 

外気温度をフ□ントノ（ンノ く一付近で測 
定しているため、外気温度表おは路面 
からの簡射熱などの影響を受けまず。 
したびって、外気温度表おび実際の外 
気温度と異なることびありまず。 


照度を上げる 

► 照度調整ボタン①を押しまず。 

照度を下げる 

► 照度調整ボタン③を押しまず。 

U セツトボタン 

卜 U ツプメーターや各種設定などを U 
セツトずるときに使用しまず。 


A 警告 

外気温度表示が日で政上でを、路面が 
凍結していることがありまず。走行 
には十分ま意してください。 


メーターパネル照度調整ボタン 
リセットボタン 


燃料計 



燃料の残量を表おしまず。 

燃料タンクの容量は約80リツトル 
です。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告な 


燃料の残量がかな < なると点灯しまず。 

警告灯が点灯したとさの残量は約13 
U ツトルです。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 


①照度調整ボタン（明） 
@ I 」セツトボタン 
③照度調整ボタン（暗） 


メーターパネル照度調整ボタン 

周囲が暗いとさに 一夕ーパネルの日月 

るさを調整でさまず。 


時計 


日寺亥 IJI ま、 C 0 MAND システ厶の日寺亥 IJ に 
連動します。 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧 < ださい。 


B を邸〇恒掛 
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r スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作してください。を意がそれ、運 
乾に集中ずることがでさず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

一夕ーパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、分ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示口、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性をあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況にをわせて<だ 
さし、。 

また、ただちにレセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示しまず。そ 
のため、車両が安全に使用でさるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全'性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その 結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさなく 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセ デス • 
ベンツ指定サービスエ場で巧なラこ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0ます。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまねしな 
がら操作ずると、事故を起こすおそ 
れがあ0ます。 


B を邸 e 恒冊 







マルチフ: 



マルチファンクシヨンディスプレイ 
の操作 

イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイは作 
動します。 

マルチファンクシヨンステア U ングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンデイスプレイを操作しまず。 



① 

③ 


名称 

マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイ 

通話終了スイッチ^ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳表示や発信履歴表おの 
終了 

通話開始スイッチ 

• 電話の発信/受信 
• 発信履歴の表示 

設定スイツチ/音量スイッチ 


設定メニユーでの設定クルー 
プの選択 

各設定項目での数値や設定の 
変更や、機能のオン/オフの 
選択 

メインメニューやオーディオ 
メニュー表示中の音量の調節 


③ 


音声認識スイッチ |«‘り 
音声認識の使用 

スク□—ルスイッチ [ S ] 
•選択したメインメニュー巧で 
の表示の切り替え 
• オーディオメニュー表示中の 
オーディオやテレビの選曲•選 
局、 DVD ビデオのチャプターの 
凰尺 _ 

• 電話メニュー表中の電話帳 
や発信履歴の選択 


表示切り曽无スイッチ E ] 園 

メインメニ ユーの 選択 


音声認識解除スイッチ MJ 

音声認識の中止 

〇 ステア1」ングスイツチでの 
COMAND システムの操作について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧< ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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r スプレイ 


メインメニューの一覧 



① 

車両情報 （^1 51ぺージ） 

•タイヤ空気圧警告システム （^264 ページ） 

•メンテナンスインジケーター （>277 ぺージ） 

③ 

才ーディオ 01 日4ぺージ） 

③ 

ナビ 0156ぺージ） 

④ 

故障表示156ページ） 

⑥ 

設定(>157ページ） 

⑥ 

車両設定* (^168 ぺージ） 

⑦ 

トリップコンピユーター 0169ぺージ） 

⑨ 

電話 （^1 71ぺージ） 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 





















































車両情報 


r 車両情報」には(下の項目びあり 
ます。 

. 基本画面（卜1」ップメーター、オド 
メーター） 

• 走行情報表示 

• タイヤ空気圧警告システム （^264 
ぺージ） 

• を却水温度表 

• サブスピードメーター/外気温度 
表示 

• メンテナンスインジケーター 
0277ぺージ） 

基本画面 

(トリップメー ツ — /ス 广メーター ) 


一149.8 
km 
— 773 


① 

卜 U ップ 
メーター 

リセット後の走行 
距離を表示します。 

③ 

オド X — 
夕一 

これまでに走行し 
た距離の総合計を 
表す^します。 


トリップメーターをリセットずる （0.0 
に戻ず） 

► リセットボタン0147ページ）を、 
表示が日.0になるまで押し続けまず。 

走行情報表示 



基本画面を表示させる 

► またはを押して、基本画 
面を表示させます。 


A 警告 

外気温度表示が日で似上でを、路面が 
凍結していることがあります。走行 
には十分ま意してください。 

〇 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けまず。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 


B を習恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


① 

外気温度表お/サブスピード 
メーター 

外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは設定の" インストル 
メントクラ スタ" の走行情報表示の設 
定0160ページ）で行ないまず。 

③ 

巧変スピード U ミッター設定速 
度表示 

可変スピードリミッター 0177ぺ一 
ジ）で設定した速度を表示しまず。 

③ 

クルーズコント□ールインジ 
ケーター 

クルーズコント□—ル0173ぺージ） 
を作動ごせたとさに表示されまず。 

④ 

シフ トポジション表示 

オートマチックトランスクッションの 
シフトポジションを表示しまず。 

選択しているシフトポジションは反転 
表おごれます0140ページ）。 

⑥ 

ギアレンジ表示 

テイップシフトのときに選択している 
ギアレンジを表示します（1>143ぺ一 
ジ)。 

⑧ 

走行モード表示 

オートマチックトランスクッションの 
走行モードを表おしまず（1>141ペー 
ジ)。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 




マルチフ: 



タイヤ空気圧警告システム 

詳しくは瓜264ページ）をご覧くだ 
さい。 

を却水温度表 TF 


ヴブスピードメーター/外気温度表示 


イグこッシヨン位置が2のとさ、 
ジンの冷却水温度を表示しまず。 


エン 



サブスピードメーター 



+2Z3 X 



冷却水温度を表示させる 

► ( E またはを押して、基本画 
面を表示ごせます。 

► ^または^を押して、を却水 
温度を表示させまず。 

〇 指定のを却水を適切な混合比で使 
用しているとをは、約120でまで 
はオーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとさなど 
に、を却水温度の表おびち端付お 
を示すことびありまずび、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに;ち却 
水に関ずる故障/警告メッセージ 
(0300 ページ）び表示されない限 
り、問題ありません。 


外気温度表示 

表示の切り替えは設定の "インストル 
メントクラスタ" の走行情報表示の 
設定 （^160 ページ）で行ないまず。 

ヴブスピードメーター/夕1•気温度を 
表示させる 

► またはを押して、基本画 
面を表示させまず0151ページ）。 

► またはを押して、サブス 
ピードメーター/外気温度を表示 
させまず。 

〇 サブスピードメーターの表示単位 
を km / h または mph に切り替える 
ことびできまず0160ぺージ）。 

メンテナンスインジケーター 

詳しくはい277ぺージ）をご覧くだ 
ごし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 



















オーディオ 


音楽を選曲ずる 


ラジオ局を選局ずる 


， FM1 



1: 84.2MHz 

ク 



0" FM 1" または " FM 2" 

" AMI " または " AM 2" または " Tl " 
©ラジオ局名または受信周波数 

COMAND システムで、 FM ラジオま 
たは AM ラジオを受信しているとさに 
表示-選局でさます。 

► №1または 1田1 を押して、才ーデイ 
オメニューを表示させまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► まには^を押しまず。 

プ I 」 セツ トされたラジオ局び選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► 受信周波数び動さはじめるまで、 
^または^を押して保持し 
ます。 

なに受信できる周波数で停止しまず。 

〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


©音楽 ソース 表示 

(" DISC " / " CARD " 
" MEDIA " / " AUX ") 

@トラック番号 


" HDD " / 


COMAND システムで再生している音 
楽ソース （ディスク、><モリーカード、 
ミュージック レジスター、 ディアイ 
ン ター フ てース、が部 入力）が 音楽ソー 
ス表示©に表示されまず。 

► I 置 I または IePI を押して、才ーディ 
才>< こューを表示させまず。 

音楽を選曲ずる 

ディスク、^モ U —カード、ミュー 
ジックレジスター、^ディアインター 
フェースのいずれかを再生していると 
さは選巧を行なうことがでさまず。 

► ^または^を押しまず。 

次の巧または前の巧が選曲され 
まず。 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
を ご覧 < ださい。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 















マルチフつ 
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DVD ビデオのチヤプターを選択ずる テレビ局を選局ずる 


DISC 


in 


チヤプター 1 

ク 


の ■fQ 

m 


な 

CH 1 已 01 

ク 


の" TV 1" または " TV 2" 

⑤プ U セツトま号/チヤンネルま号 


li 


©チャプターま号 

C 0 MAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
ます。 

► ra またはを押して、オーディ 
オメニューを表示させまず。 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 

► またはを押しまず。 

次のチャプターまたは前のチャプ 
ターび再生されまず。 

Odvd ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 


C 0 MAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► №1または IcP を押して、才ーデイ 
オメニューを表示させまず。 

テレビ局をプ U セツト選局ずる 

► またはを押しまず。 

プ U セツトされたテレビ局び選択さ 
れまず。 

テレビ局を自動選局ずる 

► 受信チヤンネルび動さはじめるま 
で、^まには^を押して保持 
します。 

なに受信でさるチヤンネルで停止し 
ます。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 C 0 MAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









スプレイ 


ナビ 


故障表示 


COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさまず。 

ナビメニューを表示させる 

► またはを押して、ナビ 
こ ューを 表示させまず。 

ルート案内を巧なっていないとを 



マルチフアンクシヨンディスプレイに 
に進行方向の方位が表示されまず。 

ルート案内を行なっているとを 



マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行ち向や目的地までの距離、交差点 
(分岐点）または通過点までの距離が 
表示されます。 

〇 詳細については、別冊 「COMAND 
システム取扱説明書」をご覧くだ 
ごし、。 


〇 

つショウガ1 
ク 




回 


回 




© 


① 


③ 


故障件数表示 

(この例では、1件故障びあり 
まず） 

故障/警告メ ツセー ジの例 


故障や異苗び発生したとを、車の状況 
をメッセージで表示しまず。 

〇 故障びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに故障や 
異常び発生したとさは、故障/警告 
メッセージび自動的に表示されまず。 


ステア1」ングの fgifj ] や の网 
まには U セツトボタンを押ずと、故障/ 
警告メツセージび消えまず。 

故障/警告メッセージを手動で確認 
ずる 


イグニッシヨン位置び 
に表示されまず。 


か2のとさ 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



























マルチフ: 



► ra または ra を押して、故障件 
数画面①を表示させまず。 

故障件数び数字で表おされまず。 

► ^または^を押して、故障/ 
警告メッセージ画面③を順まに表示 
させます。すべて表示されると、故 
障件数画面①に戻りまず。 

故障/警告メッセージのリセット 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
故障/警告メッセージび表おされて 
いるとをは、イグニッシヨン位置を 0 
にずると、故障/警告メッセージの 
表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにイグ ニッシ ヨン位置を 1 か 2 にず 
るか、エンジンを始動したとさ、再び 
故障/警告 メッ セージび表示されまず。 


設定 


「設定」では、け下の項目び設定でさ 
まず。 

• 設定項目の初期化 
• インストルメントクラスタ 
• ライト 
• シャ1」ョウ 
• コン フオー ト 

〇設定の変更は必ず停車中に操作し 
て < ださい。 

設定 メニユー 

設定メニユーを表示させる 

► または ra を押して、設定メ 
ニューを表おさせまず。 


A 警告 

• 表おされる故障や異常は一部の旧 
られた装備についてであり、表示 
される内容ち限られています。故 
障や異常の表示は運転ちを支援ず 
るちのです。発生した故障や異常 
に対処して車のま全性を確保する 
責任は運転者にあります。 

• 故廣/警告メッセージび表示され 
たとさは、必ずメルセデス' ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については （0296 ぺージ〜）をご 
覧< ださい。 


セッテイ 
リセット八 
R ボタンヲ 
3ビヨウカンオシマス 


を邸 S 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











設定 グループの 選択 


設定項目の初期化 



設定グループを選択ずる 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► m まには ra を押して、設定し 
たいグループを選択しまず。 

► 選択したグループ名を確認して、 
^を押ずと、選択したグループ内 
の最初の設定項目び表示されまず。 

設定項目を選択ずる 

► ^まには^を押して、設定項 
目を選択します。 

設定を変更ずる、 

機能のオン/オフを選択ずる 

► [±]まには B を押して、設定項 
目を選択したり、機能のオン/才 
フを選択します。 

選択した設定び記憶されまず。 


設定メニューのずベての項目を工場出 
荷時の設定に初期化ずる（戻ず）こと 
びでさまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► E ] まにはを押して、設定メ 
ニューを表おさせまず0157ペー 
ジ)。 

► U セットボタン（[>147ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 


セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマスカ？ 
カクニン A R ボタン! 


確認画面び表おごれまず。 

確認画面び表示されているとを（約 
5秒し U 巧）に、再度 U セットボタン 
を押しまず。 


セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマシタ 


初期化を実行し、初期化完了画面が 
表示されます。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



















マルチフ: 



〇 確認画面が表示されてから約已秒 
間 U セットボタンを押さずにいる 
と、設定 こューに切り替わりまず。 

0 初期化ずると、設定グループの 
表示にな0まず。 

〇 安全のため、エンジンがかかって 
いるとさに設定項目ずベての初期化 
を行なラことはできません。このと 
きはマルチフアンクシヨンディスプ 
レイに" セッテイ I ングンサドウチュウ A ] ウシ''ヨウ 
シュッカシ V セッテイこリセット刀に卜 A テ''巧 セン！" 
と表示されます。 

インストルメントクラスタ 

r インストルメントクラスタ」ではじ （ 

下の項目の設定びでさまず。 

• 速度-距離単位の設定 

• サブスピードメーターの単位の設定 

• ディスプレイ言語の設定 

• 走行情報表示の設定 

設定グループを選択ずる 

► ( E まにはを押して、設定メ 
ニューを表示ごせまず（1>157ぺ一 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► m まにはを押して、 "イン 
ストルメントクラ スタ" を選択し 
ます。 

設定項目を選択ずる 

► またはを押しまず。 

インストルメントクラスタの各設定 
項目画面び表示されまず。 


速度-距離単位の設定 


ヒヨウジタンイ 


ソクド/ソウコウキヨ U 


咖 

© 

7イル 

© 


スピー ド メーター とマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度と走行距離 
などの表示単位の設定びでさまず。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示単位び km / h、 km 
などになりまず。 

7ィル 

表お単位び mph 、 マイ 
Jk Ml などになりまず。 


glmph は約1 .6 km / h でず。表示 
単位びマイルになっていると、誤っ 
て速度を超過ずるおそれびありま 
す。必ず表示単位を km にしてくだ 
さし、。 


B を邸〇恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










•ィスプレイ言語の設定 




ヶシコ 


English 



© 



ディスプレイに表示ずる言語の設定が 
でさまず。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になりまず。 

ニホンゴ 

日本語表示になりまず。 


OCOMAND システムの言語設定を 
II マルチフアンクシヨンテ''ィスアレイと同期"に設 
定しているとさは、この画面で設 
定した言語び COMAND システム 
にち適用されまず。詳細について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧ください。 

走巧情報表示の設定 


ヴブス ピー ド メーターの 単位の設定 


ヒヨウジタンイ 
デジタルスピードメーター 

raai ④ 

マイル © 


i 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
サブスピード;><一夕一(>151ページ） 
の単位の設定がでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

km / h になりまず。 

7ィル 

mph になりまず。 


Himph は約1 .6 km / h でず。表示 
単位がマイルになっていると、誤っ 
て速度を超過するおそれがありま 
す。必ず表示単位を km にして<だ' 
さい。 


ヒヨウジ 


ステータスヒョウジ 


ソクド 

© 

.ィキォン f 

© 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 














マルチフ 



ライト 



R 

A 

+20 万 。 C 

N P< 


を 固 


走行情報表お（外気温度） 

走行情報表示 （^1 51ページ）の表示 
項目の設定びでさまず。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


「ライト」では(下の項目の設定びで 
をまず。 

• へッドライト点灯モードの設定 
• □ケイターライティングの設定 
. 車外ライト消灯遅延機能の設定 
• ルームランプ消灯遅延機能の設定 

設定グループを選択ずる 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず0157ペー 
ジ）。 


表示 

設定内容 

► 設定メニュー表示中に^を押し 

ソクド 

走行情報表示にサブス 

て、設定グループを表示ごせます。 


ピードメーターび表おさ 
れます。 

► m まにはを押して、 "ライ 
卜" を選択しまず。 


このとさ、7ルチフアン 
クシヨンデイスプレイの 
サブスピードメーター/ 
外気温度表お0153ペー 
ジ）には外気温度び表お 
ごれます。 

設定項目を表示させる 

► またはを押しまず。 

ライトのを設定項目び表示されまず。 

ガイキ 

走行情報表示に外気温度 


オンド 

び表示されます。 



このとさ、7ルチフアン 
クシヨンデイスプレイの 
ヴブスピードメーター/ 
外気温度表示 （0153 ぺ一 
ジ）にはサブスピード メー 
夕一び表示されまず。 




を邸 S 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









スプレイ 


へツドライト点！打モードの設定 


デイタイムライト 


オン 

© 

西 

© 


へッドライ h の点灯モードの設定びで 
をまず。 

► [±]または Q を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

常時点ロモードでず。 

ライトスイツチを丘]か 
| wH の位置にしてし''ると 
さに、エンジンを始動ず 
ると、へツドライトなど 
が常に点口しまず。 

オフ 

手動点ロモードでず。 

へツドライトなどを点灯 
するとさはライトスイツ 
チを操作しまず。 

日本ではこのモードに設 
定して < ださい。 


〇ま全のため、エンジンびかかって 
いるとさは設定を変更ずることはで 
さません。このとさは、7ルチファ 
ンクシヨンディスプレイに "セツ テイ n 
I ングンオフノトキノミカノウテ''ス II と表示され 
ます。 


©常時 点灯モードは、走行中の常時 
点灯が義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
灯モードに設定して使用して<だ 
さい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯ず 
るライトは、車幅口、ヘッドライ 
卜、 LED ドライビングライト、テー 
ルランプ、ライセンスライトでず。 
へッドライトを上向きにしたり 、 U 
アフォグランプなどを点灯ずるとさ 
は、各スイッチを操作してください。 

□ケイターライティングの設定 


□ケイタライティング 


周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 
ずると車外ライトび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 

► [±]まには Q を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに1」モ 
コン操作で锅錠ずると、 
車幅灯、へッドライト、 
LED ドライビングライト、 
テール ランプ、ライセン 
スライトび点灯しまず。 

オフ 

□ケイターライティング 
は作動しません。 


詳しくは （^67 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 














車がライト消打遅延機能の設定 


ルームランプ消む遅延機能の設定 



周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と車がライトび点灯ずる機能の設定び 
でさます。 


► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさにエンジ 
ンを停止ずると、車幅口、 
へッドライト、 LED ドラ 
イビングライト、テール 
ランプ、ライセンスライ 
卜が点灯し、ドアやテー 
ルゲートを開いて閉じた 
後、約15秒後に消灯し 
ます。 


オフ 車外ライト消灯遅延機能 

は作動しません。 


ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイッチからキーを巧く 
と、ルームランフび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプが自動点口 
モードのとさにエンジン 
スイツチからキーを抜く 
と、ルームランプが約 

1日秒間点灯しまず。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは14ページ）をご覧くだ 
さし、。 


詳しくは （ bill ページ）をご覧くだ 
さし、。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 










スプレイ 


シヤ IJ ヨウ 


r シャ U ョウ」ではしツ下の項目の設定 
びでさまず。 

• エンジン停止時の表示の設定* 

• ウインタータイヤスピード US ッ 
ターの 設定 

• 車速感応ドア□ックの設定 
• アンサーバック機能の設定* 

設定グループを選択ずる 

► [ E まにはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず0157ぺ一 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► m またはを押して、 "シャ 
リョウ" を選択しまず。 

設定項目を表示させる 

► まにはを押しまず。 

シャ U ョウの各設定項目画面び表示 
されます。 


エンジン停止時の表示の設定 


イク‘ニシヨンオフノヒヨウジ 


I シツナイセンサ 


ケンインボウシケイホウ 
キ□メーターヒヨウジ 


イグニッシヨン位置を0にしにとさや 
エンジンスイッチからキーを巧いたと 
さに、最初に表おされる画面の設定び 
でさまず。 

► [±]まには Q を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

シツナイセンサ 

室内センサーの才 
ン/オフが表示 
されます。 

ケンインボウシ 

けん引防止警報機 

ヶィホゥ 

能のオン/オフ 
が表示されまず。 

キ□メー ター 

基本画面になり 

ヒヨウジ 

9 〇 


〇 イグニッシヨン位置を0にして 
から、またはエンジンスイッチか 
らキーを巧いてから約2分間経過 
すると、室内センサーやけん引防 
止警報機能を解除したり、待機状 
態にずることはでさな<なりまず 
059、60ぺージ）。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 











O ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピード U 云 ッ ターで設定でさる制限 
速度は、ウインタータイヤスピード 
I 」 S ッ ターの設定速度び上限とな0 
まず。詳しくは（[>177ページ）を 
ご覧ください。 

► [±]または B を押して、設定巧 
容を選択しまず。 

車速感応ドア□ックの設定 



走行速度び約 15 km / hi ； (上になった 
ときに、ドアとテールゲートを自動的 
に施錠ずる機能の設定びでさまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは076ぺ- 
さし、。 


-ジ）をご覧くだ 


ウインタータイヤスピード U 吉ッター 
の 設定 


最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 


日本仕様でを設定はでさまずび法定速 
度を守って走行してください。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウイン ター タイヤス 
ピー ド U S ッターは 
作動しません。 

240 km/h 
230 km/h 
220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 

190 km/h 

180 km/h 

170 km/h 

160 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れまず。 


《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、おず法定巧度や制限连度 
を遵守してください。 



才ート7ティック 
ドア□ック 

© 
0 
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7ルチフ: 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 

















アンサーバック機能の設定 


コンフオート 


リモコンアンサーバック 


かン^^^ 

© 

オフ 

© 


U モコン操作まにはキーレス3’一操 
作*で車両を施話したとさに確認音 
び鳴る機能の設定びでさまず。 

※仕様により、おお時に確認音び鳴る場合它あ 
ります。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

アンサーバック機能び作 
動します。 

オフ 

アンサーバック機能は作 
動しません。 


詳しくは （^71 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


「コンフオート」ではじ(下の項目び設 
定でさまず。 

• イージーエント1」一の 設定* 

• フ□ントシートベルトのテンシヨ 
ン自動調整機能の設定 

• 施錯時のドア S ラー格納の設定 

設定グループを選択ずる 

► E ] まにはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず （01 57ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► E またはを押して、 "コン 
フオート" を選択しまず。 

設定項目を表示させる 

► ^まにはを押しまず。 

コンフオートのを設定項目画面び表 
示されます。 

イージーエント U - の設定* 


ィ ージー エントリー 

-^ 

オン 

© 

1 国 

© 


運転席への柔〇降0を容易にずるイー 
ジーエント1」一の設定びでさまず。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 














マルチフ 



。。または W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上方に移 
動します。 

オフ 

イージーエント U —機能 
は作動しません。 




巧 


0 



設定内容 

イグニッション位置び2 
のとをに、フ□ントシー 
トベルトのテンションび 
自動的に調整されまず。 

フ□ントシートベルトの 
テンシヨンは調整されま 
せん。 


詳しくはい106ぺージ）をご覧くだ 
さぃ。 

施綻時のドア吉ラー格納の設定 


詳しくは （杉 98ページ）をご覧くだ 
さい。 

フ□ントシートべ J レトのテンション自 
動調壁機能の設定 



U モコン操作またはキーレス3—操 
作*での施錠時にドア S ラーを格納 
する機能の設定びでをまず。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


イグニッション位置び2のとさ、フ〇 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着するよラに、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
びでをまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作またはキー 
レス3—操作*での施錠 
時にドア S ラーび格納さ 
れまず。 

オフ 

U モコン操作またはキー 
レス3’一操作*での施錯 
時にドアミラーは格納さ 
れません。 


詳しくは 

ごし、。 


(>101ぺージ）をご覧くだ 


を邸 S 恒脚 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 














車両設定 


r 車両設定」では、(下の項目の設定 
びでさまず。 

• けん引防止機能の設定 
• 室内センサーの設定 

けん引防止機能の設定 



表示 

設定内容 

オン 

けん引防止警報機能び待 
機状態になります。 

オフ 

けん引防止警報機能び锅 
除されます。 


ft エンジン停止時の表示の設定 
(>164ページ）び" ケンインホ''ウシケイ ホウ" 
のとさは、イグニッシヨン位置を0 
にずるかエンジンスイッチからキー 
を巧くと、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに" ケンインホ''ウ为イが オフ" ま 
たは "ケン インホ''ウシケイが オン" と表おさ 
れまず。このとを[±]か Q を押 
すと、けん引防止警報機能を待機 
状態にずるか、または解除ずるこ 
とびでさまず。 

詳しくはい59ページ）をご覧く 
ださい。 

室内センサーの設定 


盗難防止システムのけん引防止機能を 
設定でさまず。 

けん弓 I 防止機能を設定ずる 

► まには M を押して、けん引 
防止機能の設定を表示させます。 

► [±]または Q を押して、反転表 
示を移動します。 


シツナイセンサ 



© 

わ 

© 


盗難防止システムの室内センサーを設 
定でさます。 

室内センサーを設定ずる 

► またはを押して、けん引 
防止機能の設定を表示させます。 

► ^またはを押して、室内セ 
ンサーの設定を表示させます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


を邸 S 恒化 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 














表示 

設定内容 

オン 

室内センサーが待機状 
態になりまず。 

オフ 

室内センサーが解除さ 
れます。 


エンジン始動時か 6 の情報表で 


トリップコンピューター 


，の- 


スタートカラ 了 

-11 2 km 1:1 Oh 

- *9 已 km/h 

B.8km/1 


〇 エンジン停止時の表示の設定 
(>164ぺージ）が" シツナイ センサ" のと 
さは、イグこツシヨン位置を0にず 
るかエンジンスイツチからキーを抜 
くと、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに" シツナイ センサの" または" シツナ 
イセンサ オン" と表示されまず。このとさ 
またはを押すと、室内セ 
ンヴーを待機状態にずるか、または 
解除することができまず。 

詳しくは（杉60ページ）をご覧く 
ださい。 


「トリップコンピューター」には LiTF 
の項目がありまず。 

• エンジン始動時からの情報表示 
• リセット時からの情報表示 
• 走行可能距離表示 
• 瞬間燃費表お 


①エンジン始動時からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動時からの経過時間 （ h ) 

@エンジン始動時からの平均速度 ( km / h ) 
® エンジン始動時からの平均燃費 （ km / I ) 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表おしまず。 

〇 イグこッシヨン位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過ず 
ると、自動的に U セットされまず。 
約4時間政内にイグこッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報が継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経過後、または 
9,999 km / マイル走行後に自動的 
に I 」セッ トされまず。 

エンジン始動時か5の情報を表おさ 
せる 

► エンジン始動時からの情報が表示さ 
れるまで、 m または m をキ甲し 
ます。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 















エンジン始動時か 5 の情報を手動でリ 
セツトずる 


エンジン始動時からの情報は手動で U 
セットすることちでさまず。 

► エンジン始動時からの情報が表おさ 
れているとさに、ーターパネルの 
リセットボタン0147ページ）を 
押し続けて、表示を U セットしまず。 

リセット時か5の情報表示 



① U セット時からの走行距離 ( km ) 

@ U セット時からの経過時間 （ h ) 
©リセット時からの平均速度 （ km / h ) 
® U セット時からの平均燃費 （ km / I ) 


〇 U セツト後は、9,999時間経過後、 
または99,999 km / マイル走行後に 
自動的に U セツトされまず。 

走行可能距離表示 



現在の燃料残量で走行可能なおよその 
距離を計算し、予測値として表示しまず。 
イグニッシヨン位置び2のときに表示 
されまず。 


走行可能距離を表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表示させまず 
(>169ページ）。 


リセットしたとさを起点とした情報 

を表71^します。 

リセット時か5の情報を表示させる 

► またはを押して、エン 
ジン始動時からの情報を表おさせ 
ます。 

►リセット時からの情報が表おされる 
まで、またはを押しまず。 

リセットずる 

► U セット時からの情報が表示され 
ているとさに、ーターパネルの 
リセットボタン （ M 47 ぺージ） 
を押し続けて、表示を U セットし 
ます。 


► 走行可能距離が表示されるまで、 
向 または^を押しまず。 

〇表おされる走行可能距離は、現在 
までの平均燃費と残り燃料から計算 
した予測値でず。今後の走行状況に 
応じて大き<変動することがありま 
すので、燃料計を確認して、早めに 
給油して < ださい。 

燃料残量がかないとさは、マルチファ 
ンクションディスプレイに "ネン リョウリ 
r-T キュウ 1 シテクタ'' サイ" と表おされる 
か、 1* ぉ I が表示されまず。 

最寄りのガソリンスタンドで給油して 
<ださい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 













瞬間燃費表示 


電話 



そのとさの瞬間燃費を km / I 単位で表示 
します。エンジンがかかっているとさに 
表示されます。 

瞬間燃費を表示させる 

► ( E またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表おさせまず 


(>169 ページ）。 

瞬間燃費が表示されるまで、 
またはを押しまず。 


回 


携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフ U —通話が 
でさます。 

0 COMAND システムには Bluetooth ® 
接続で携帯電話を接続でさます。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

A 警告 

安全のたが、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話を発信しないで<だ 
さし、。 

また、走行中に電話が着信したとき 
は、あわてずに安全な場所に停車し 
てから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフリー機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してか5かけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
<なりまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











スプレイ 


電話メニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 


電話帳か5電話を発信ずる 

COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさまず。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムひら直接電話 


またはを押して、電話メ 帳データを A 力した0、携帯電話 


ニューを表示ごせます。 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに "デン ワマチウケ" と表示さ 
れます。 

着信した電話を受ける 


エイギヨウづ 


発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信ずると上記のよラなメッ 
セージび表おごれまず。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を終える（電話を切る） 

► を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に [ Ml を押しまず。 

〇 上記の操作は電話メニューを表 
示していないとさを行な5ことび 
でさまず。 


や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさまず。詳しくは、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 

► まには ra を押して、電話メ 
ニューを表示させまず。 

► ^または^を押して、電話帳 
を呼び出します。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳の1」ストびスク〇—ルしまず。 

〇 のまたは^を巧し続けると、 
はじめの7件目までは1件ゴつ表 
示されます。 

间 または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順まには 
アルフアベット順の先頭のデータ 
び表おごれまず。 


を邸 S 恒冊 
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► を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、 "八ッシン..." の ><ッセージと 
発信した電話番号が表示されまず。 
電話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前が表示されまず。また、発 
信した番号が履歴に登録されまず。 

〇 電話帳データに複数の電話番号 
が登録されているときは、さらに 
の または^を押して電話番号 
を選択してから、を押ずと発 
信されます。 

〇 ステア U ングのスイ、ソチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 

発信履歴か5電話を発信ずる 

► ra または ra を押して、電話 
こ ユーを 表示させまず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" マチウケ II と表示されていると 
さに、を押しまず。 

発信履歴が表示されまず。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S を押します。 



アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h 政上でず。 

A 警告 

. 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保など、クルーズコント 
□ール使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任があ 
ります。 

• し U 下のよラな場含はクルーズコン 
卜□ールを使用しないでください。 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれがありまず。 

◊急な下り坂、急カーブ、曲がり 
<ねった道路 

〇加減速を繰り返ずよラな交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で請れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやずい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界が確保でをない場合 

〇クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したちのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

Q 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールが誤作動するおそれが 
ありまず。 


I 
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〇急な上り坂では、クルーズコント 
□ールび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンしまずび、設定した速度を 
維持でさないことびありまず。この 
ようなときはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 

〇急な下り坂などで惰性びついたと 
をは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなときは、ブレーキペダル 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

A 警告 

自動的にブレーキを効かせていると 
さは、ブレーキペダルび奥に引さ込 
まれまず。ブレーキペダルの下に足 
を置いていると挟まれた D ブレーキ 
ペダルの動さを妨げるおそれびあり 
まず。 

また、物やフ□アマットなどで、ブ 
レーキ ペダルの動さび巧げ5れない 
ことを走行前に確認してください。 


〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは （0302 ページ）をご覧く 
ださい。 


クルー ズコン ト □—ルの使いかた 



①現在の走行速度に設定する/設定速 


度を上げる 
③表示な 

③ 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定ずる 

④ 現在の走行速度に設定ずる/設定ま度 
を下げる 

⑥クルーズコント□ールと可変スピード 
U 吉ッターを切り替える 
⑥クルーズコント□ールを解除ずる 

巧変スピードリミッター 0177ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 
レバーの表示灯⑤び消灯していると 
さに、クルーズコント□ールを操作で 
をまず。 

レバーの表示灯⑤び点灯していると 
さは、可変スピード U ミッターを操作 
でさる状態でず。レバーを⑤の方向 
に押ずと表示灯び消灯し、クルーズコ 
ント□ールの操作びでさる状態に切り 
替わりまず。 


B を邸6恒冊 
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クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯③び消灯している 
ことを確認して、希望の速度まで加 
速、まには減速しまず。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か④の方向に操作しまず。 

そのとをの速度にクルーズコント 
□ールび設定されまず。 

まには 

► レバーを⑤の方向に操作しまず。 

• 速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持するよラに走行し 
ます。 

A 警告 

記憶されている速度に再度設定する 
とさは、周囲びま全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速 
度と設定速度に大さな差びあると、 

急加まや急減まをして事故を起こず 
おそれびあります。 



⑦設化ぷ度 


⑨ クルーズコント□ールインジケーター 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度®び表示され、数秒後に走 
行情報表示に移動しまず。 

また 、走行情報表示にクルーズコント 
□ールインジケーター ®び表示され 
ます。 

©走行 速度び約 30 km/h (下の 
ときや、 ESP ® オフスイッチで 
ESP ® の機能を解除していると 
さはクルーズコント□ールを設 
定でさません。このとさは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレ 
イに II 一 km / h " び数秒間点滅し 
まず。 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 


B を習恒掛 


ただし、イグこツシヨン位置を一度 
0か1にずると記憶された速度は 
消去されます。 
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〇 クルーズ コント□ールの設定速度 
の表示と、スピード^ーターおよび 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差が生じ 
ることがありまず。 

設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に軽<操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

または 

► レバーを①の方向にいっぱいまで 
操作します。 

•10 km / h 単位で設定速度が上が 
りまず。 

• 1 km / h 単位の端数で速度が設定 
されていたとさは、設定速度が 
切り上がり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度が上がりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マル 
チファンクシヨンディスプレイに 
II クル-ス ''] ン阳- ル" と設定速度が表おさ 
れ、数秒後に走行情報表示に移動し 
ます。 

P レバーを©の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度を上 
げるときは、周囲の状況にミ主意して 
<ださい。レバーから手を放した後 
ち、設定した速度に到達ずるために 
車が加速ずることがありまず。 


設定速度を下ばる 

► レバーを④の方向に輕< 操作し 
ます。 

1 km/h 単位で設定速度が下がり 
ます。 

または 

► レバーを④の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

•10 km/h 単位で設定速度が下が 
りまず。 

• 1 km/h 単位の端数で速度が設定 
されていたとさは、設定速度が 
切り下がり、その後 10 km/h 単 
位で設定速度が下がりまず。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定され、マル 
チフアンクションディスプレイに 
II クル-ス ''] 外 D - l レ"と設定速度が表おさ 
れ、数秒後に走行情報表示に移動し 
cK g 〇 

A 警告 

自動的にブレーキを効かせていると 
さは、ブレーキペダルが與に引さ込 
まれます。ブレーキペダルの下に足 
を置いていると、挟まれたりブレー 
キペダルの動さを妨げるおそれがあ 
0ます。 

また、物やフ□アマットなどで、ブ 
レーキペダルの動さが巧げられない 
ことを走行前に確認してください。 

〇 レバーを④の方向に操作して減 
速しているとさに、シフトダウンし 
た0、自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまず。 


B を邸〇恒册 
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一時的に速度を上げる 


追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルか 
日足を放ずと、設定速度に戻りまず。 

クルーズコント□ールの設定を解除 
ずる 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

まには 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを⑤の方向に押しまず。 

レノ（一の表示灯⑤び点灯し、可変 
スピード U ミッターの操作びでさる 
状態に切り替わりまず。 

A 警告 

クルーズコント□ールはシフトポジ 
ションを m にしてち辭除されま 
すび、走行中はシフトポジションを 
m にしないでください。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を起 
こしたり、トランスミッションを損 
傷するおそれびあ D ます。 


〇 じ(下のとさはクルーズコント □— 
ルび自動的に解除されまず。 

• シフトポジションを HE にした 
とを 

• ESP ® び作動したとさ 

• ESP ® オフスイッチで ESP ® の機 
能を解除したとさ 

このとをは確認音び鳴り、マルチ 
フアンクションデイスプレイに "クル 
-ス ''] ン阳-ル オフ" と表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさをクルーズコント□ールは自 
動的に解除されまず。 


可変スピードリミッタ~ _ 

巧変スピード U ミッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてを、設定速度を超えないよ 
ラに走巧^でをまず。 

設定できる速度は 30 km / h から 
210 km / h の間でず。 

ただし、車の最高速度し iLh に制限速度 
を設定してを、車の最高速度 Li (上の速 
度では走行でさません。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
を行する際は、必ずま定ま度や制限速度 
を遵守してください。 


B を邸 Q 恒掛 
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A 警告 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピードリミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 

• 運転を交代するとさは、必ず交代 
する運転者に、可変スピード US ッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えて < ださい。 

可変スピードリミッターの機能を 
知らずに運転ずると、アクセルぺ 
ダルを踏んでを速度が上がらず、 
事故を起こすおそれがありまず。 

•可変スピード U ミッターは、ブ 
レーキペダルを踏んでち解除でさ 
ません。 

• 可変スピードリミッターは設定し 
た制限速度似上に加速する必要の 
ないときに使用してください。 

〇急な下りおなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効ひせることびあ0ま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなときは、ブレーキペダル 
を踏むか、ティップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
ごい。 

A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 

ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 

さい。ス U ップして車のコント□一 

ルを失い、事故を起こずおそれびあ 

0ます。 


A 警告 

自動的にブレーキを効かせていると 
さは、ブレーキペダルび奥に引さ込 
まれまず。ブレーキペダルの下に足 
を置いていると挟まれた D ブレーキ 
の動きを妨げるおそれびあ D ます。 

また、物やフ□アマットなどで、ブ 
レーキ ペダルの動さび巧げ5れない 
ことを走行前に確認してください。 

〇巧変スピード U S ッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチファンクシヨンディスフレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

〇マルチファンクシヨンディスフレ 
イに可変スピード U ミッターに関ず 
る故障/警告メッセージび表示さ 
れたときは0302ペー•ジ）をご覧 
<ださい。 

〇 ウィンタータイヤスピード US ッ 
ター（>165ページ）を設定してい 
るときは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
ター タイヤスピード US ッターの設 
定速度び上限となりまず。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに "リミットヲ]1の 
夕" と表示されることびありまず。 
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可変スピードリミッターの使いかた 



①現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を上げる 


©表示灯 

③記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定ずる/ 
3日 km / h に設定ずる 

® 現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を下げる 
© 巧変スピード U ミッターとクレーズコ 
ント□ールを切り替える 
© 可変スピードリミッターを解除する 

クルーズコント□ール(>173ページ） 
と同じレバーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑤び点灯していると 
さに、可変スピード U ミッターを操作 
でさまず。 

レバーの表示灯⑤び消灯していると 
さは、クルーズコント□ールの操作び 
でさる状態でず。レバーを⑤の方向 
に押ずと表示灯⑤び点灯し、巧変ス 
ピード U S ッターを操作でさる状態に 
切り替わりまず。 


可変スピードリ吉ッターを設定ずる 

► レバーをのまたは④の方向に軽く 
操作しまず。 

.停車中および走行速度び約 
30 km/h (下のときは 30 km/h 
に設定されまず。 

• 走行速度び約 30 km / hi ； (上のと 
をはそのとさの速度に設定され 
ます。 

または 

► レバーを⑤の方向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に再度 
設定されまず。 

• 設定速度び記憶されていない 
とさで、停車中および走行速 
度び約 30 km/h (下のときは、 
30 km / h に設定されまず。 

• 設定速度び記憶されていないと 
をで、走行速度び約 30 km/h m 
上のとさは、そのとをの速度に 
設定されます。 



⑦設定速度 

⑨可をスピードリ云ッター表示灯 
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マルチファンクシヨンディスプレイ 
に" リミット" と設定速度⑦び表示され、 
数秒後に走行情報表示に移動しまず。 

また、メーターパネルの可変スピード 
U S ッター表示灯④び点灯しまず。 

〇 巧変スピード U S ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグこッシヨン位置を一度 
0 か 1 にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているときは、可変スピード 
I 」三ッ ターは設定でさません。 

A 警告 

• 制限速度を設定ずるとをは、周囲 
の状況、特に後方の車などにミ主意 
しながら操作してください。事故 
を起こずおそれがあ0ます。 

• 前回の設定速度が走行速度よ0ち 
低いとさは、前回の設定速度に設 
定すると、アクセルペダルを踏ん 
でいてを車は減速します。 

設定速度を上ばる 

► レバーをのの方向に輕<操作し 
ます。 

1 km/h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

または 

► レバーをのの方向にいっぱいまで 
操作します。 

•10km/h 単位で設定速度が上が 
りまず。 


• 1 km / h 単位の端数で速度が設定 
されていたとさは、設定速度が 
切り上がり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度が上がります。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
"リミット" と設定速度がマルチファン 
クシヨンディスプレイに表示され、 
数秒後に走行情報表示に移動しま 
す。 

設定速度を下げる ， 

► レバーを④の方向に軽<操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度が下がり 
^ 〇 

または 

► レバーを④の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度が下が 
りまず。 

• 1 km / h 単位の端数で速度が設定 
されていたとさは、設定速度が 
切り下がり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度が下がりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
"リミット" と設定速度がマルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表おさ 
れ、数秒後に走行情報表示に移動 
します。 


B を邸6恒冊 







走行装備 


可変スピードリ S ッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを®の方向に押しまず。 

レノ（一の表示口®が消口し、クルー 
ズコント□ールの操作がでさる状態 
に切り智わりまず。 

〇 次の操作をしたとさは巧変ス 
ピード U 三ッターが自動的に解除 
されます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 
ただし、走行速度が設定速度よ 
り約 20 km / h 政上低いときは、 
キックダウンしてち巧変スピー 
ドリ S ッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 


4MATIC 

4 MAT には、滑0やずい路面での発進 
時や加速時の走行安定性を向上させ、 
車両操縦性を確保しよラとする4輪駆 
動システムでず。 


A 警告 

• 4 MAT には車両操縦性や走行安定性 
を高める装備で、無謀な運転から 
の事故を防ぐをのではありません。 
4 MAT に車でわ、車両操縦性や走行 
安定性の確保には限界があります。 

• 運転時の安全確保や危険回避につ 
いては運転者に全責任があります。 

• 滑0やずい路面などでいずれかの 
タイヤが空転したとさは、アクセ 
ルペダルを踏む力をかしゆるめて 
ください。また、慎重に運転ずる 
ととちに、下の操作は絶対に行 
なわないよラにして< ださし、。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
◊急激なエンジンプレーキ 

〇前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないでください。駆 
動装置などを損傷するおそれがあり 
9 〇 

P ブレーキダイナモ上で車輪を動か 
ずときは、約10秒じ(巧にしてくだ 
さい。また、イグこッション位置を 
0 か 1 にして <ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それがありまず。 

P ダイナモ><一夕一を使用して点検 
などを行なラとさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用して<ださ 
し、0駆動系部品やブレーキシスてム 
を損傷するおそれがありまず。詳し 
<はルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 
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〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを装着 
することで、 4 MAT にの効果が発揮 
されます。 


パー ク ト □ニック 

パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノて一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせまず。 

A 警告 

パークト□ニックは運転者を支援す 
るシステムであり、すべての障害物 
を検知するねけではありません。ま 
た、ま意を払った運転の代わりにな 
るちのでをあ0ません。 

運転者はパークト□ニックだけに頼 
らず、必ず周囲の状況を確認してく 
ださい。 


A 警告 

周辺に人や動物がいないことを確認 
して < ださい。 


パークト□ニックセンヴー 



U ア 

©センサー 


フ□ントバンパーの6個のセンサー 
①と U アバンノ （一 の4個のセンサー 
@が車の周辺の障害物などを感知し 
ます。 

H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したとさは、ホ色インジ 
ケーターび点灯して、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。 

Q センサーに損傷をちえないよ5に 
ま意してください。正しく作動しな 
<なるおそれびありまず。 
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インジケーター/作動表示な 



フ□ント 

①左側インジケーター 
⑨ち側インジケーター 
③作動表示な 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 
りまず。 



1」ァ 

④左側インジケーター 
⑥ち側インジケーター 
⑥作動表示な 

U アのインジケーターと作動表示灯 
はサードシート上方の図の位置にあ 
りまず。 

パンパーと障害物などとのおよその 
距離をインジケーターの点灯数でお 
します。 


〇システムに異常びあるときは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音び約2秒間鳴0、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチの表示灯 
び点灯しまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を 2 にずると、 
ずべてのインジケーターと作動表示 
灯び一瞬点灯しまず。 

パークト□ニックの作動を件 

イグニッシヨン位置び 2 でノくーキング 
ブレーキび解除されているとを、シフ 
トポジションに応じて下のよラに作 
動しまず。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

曲 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯③び点 
灯しまず。 

1 R II N 1 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーが作動し、フ 
□ントの作動表示口 
③とリアの作動表お 
灯®が点灯しまず。 

田 

パークト□ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どびあると、その距離に応じてイン 
ジケーターび点灯し、警告音ち鳴り 
まず。 
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センサー感知節囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲に障害物び入る 
と、黄色インジケーターび1個点灯 

側方か6見た感知範囲 

障害物とのお離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
お離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて1個目のホ色インジケー 
ターび点灯し、警告音び断続的に約3 
柏す eSD 鳥 D ます。 上方か S 見た感巧範囲 

最短感知距離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目のホ色インジケーターび点 
灯し、警告音び連続的に約3秒間鳴 
りまず。 

P 障害物との距離びセンサーの最短 
感知お離よりを近 < なると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正苗に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、点灯していたインジケーター 
び消灯ずることびありまず。 


フ□ント 
バンパー測 

センサー感知節囲 

センター 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 60 cm 〜1日 cm 


〇 パークト□ニックは、走行速度び センサーの感知節囲 
約 18 km / hm 下のときに作動しま 
す。走行速度び約 18 km / hl ； ■(上に 
なると機能び解除されまず。 


パークト□ニックの作動 


U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

センター 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 80 cm 〜1日 cm 
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P 車のセンターでバンパーから約 
20 cm 政内、コーナーでバンパーか 
ら約1 5 cm 内にある障害物は感 
知でさません。 

P センサーの周辺にアクセサリーな 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
がありまず。 

P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分を意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷する 
おそれがあ0まず。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 

P 電波を発ずる物び近くにあるとを 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正苗に作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正甫に作動しないこ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生ごせる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

P 路面び平坦でないとさは、パー 
クト□ニックは正常に作動しない 
ことびありまず。 


パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 

パークト□ニックを停止ずることびで 
さまず。 

A ’ー クト□ニックを停止ずる 

► イグニッシヨン位置び2のときに、 
パークト□ニックオフスイッチの 
を押します。 

スイッチの表示灯⑤び点灯しまず。 

パーク ト□ニックを作動させる 

► パークト□ニックオフスイッチの 
を押しまず。 

スイッチの表示灯⑤び消灯しまず。 
〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してを、次 
にイグニッシヨン位置を2にして 
パーキングブレーキを解除したと 
を、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 

〇システムに異常びあるときは、赤 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音び鳴り、約20秒後にパークト 
□ニックび停止ずることびありまず。 
このとをは、パークト□ニックオフ 
スイッチの表示灯び点灯しまず。 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 


パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点灯して約 
2秒間警告音び鳴った。 

約2日秒横にパークト□ニック 
び解除され、パークト□ニッ 
クオフスイツチの表示灯び点 
灯した。 


パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点灯し、約 
2日砂後にパークト□ニックび 
辭除された。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場でノてークト□ニックの点検を受けて<ださい。 


パークト□ニックセンサーびミちれているか、付着物などびある。 
►パークト□ニックセンサーを清掃してください（>284ページ）。 
►再度、イグニッション位置を2にしてください。 

が部の電波や超音波の干渉などにより、機能び停止している。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
〔[>184ベージ）。 
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サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装着され 
た力ラにより、助手席側のフ□ント 
タイヤ周辺や助手席ドア下方の映像 
を、 COMAND ディスプレイに表示し 
ます。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助します。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ；><ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認して < ださい。 

A 警告 

• サイドビューカメラは運転者を支 
援するシステムです。運転者はヴ 
イドビューカ分ラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認して<ださ 
し、。特に周辺に人や動物がいない 
ことを確認してください。 

• サイドビューカ^ラ使用時におい 
てもま全確保皆ち険回避について 
は、運転者に全責任があります。 

• COMAND ディスプレイの映像に 
は近<にある障害物の遠お感が正 
しく映し出されなかったり、映像 
が非常に見えづらいことがありま 
す。 COMAND ディスプレイの映 
像だけを見て発進や路肩への幅寄 
せなどをすると、人や他の車、障 
害物に衝突したり、事故につなが 
るおそれがあ0まず。 

サイドビューカ^ラ使用時におい 
てを、目視による安全確認を行な 
いなが5運転してください。 


P 乗車人数や荷物の積載量によ0、 
サイドビューカメラの映像範囲は変 
化し、それに伴いガイドラインの示 
ず位置にち誤差が生じまず。必ず自 
分の目や S ラーで周囲の状況を直接 
確認して < ださい。 

D ボディ側面前ちや後方にある物は 
COMAND ディスプレイには表おさ 
れません。 

U が気温度が低いときは 、 COMAND 
ディスプレイが暗 < なったり、日央 
像が薄<なることがありまず。ま 
た、動いている物の映像が歪んだり、 
COMAND ディスプレイに表示され 
ないことがありまず。 

P 必ず指定されたサイズのぶイー J レ 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
Li (がのホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 

Q ドアを開閉ずるとさやドア S ラー 
を格納/展開するときなどは、力 
ラを損傷しないよラにミ主意して< 
ださい。 

Q 力ラや力ラの周囲に強い衝撃 
を与えないでください。力ラが故 
障したり、力ラの取り付け位置や 
角度がずれるおそれがありまず。 

Q ドアミラーや力^ラを損傷した 
り、力ラの取り付け位置や角度が 
ずれたとさは、ずみやかに;><ルセデ' 
ス-ベンツ指定 サービス エ場で力 
ラの修理および調整を行なって < だ 
さし、。 


I 
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〇カメラの修理および調整は必ずメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。お客様自身で 
作業を行な5と、システムび正常に 
作動しな < なるおそれびあ0まず。 

〇カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶対に行なわないでくだ 
ごい。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさや、"ガイ 
ドでさません。オーナーズ マニユア 
ルを参照<ださい"とい5メッセ ー 
ジび表示されたとさは、ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

〇し U 下のような場合は、サイドビユー 
カメラは正苗に作動しません。 

• 助手席ドアび完全に閉じていな 
し、とさ 

• 助手席側ドア S ラーび完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーン や応急用スペア 
タイヤを装着してし''るとさ 

• 激しい雨や雪が降っているとさ、 
または露のとき 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• 力ラにへッドライトや日光の 
反射などの強い光が直接当たっ 
たとさ 

• 董光灯の下で使用するとさ（映 
像にちらつさが出ることがあり 
ます） 

• 急激な温度変化があったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入 
るとさなど） 


• 力 ラが曇ったり水滴が付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• 力 ラに泥やミちれが付着したとさ 

洗車ずるとをの注意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使用 
するとさは、ノズルを力ラや力 
ラの周囲に近付けないでください。 
水圧が高いため、故障の原因になり 

cJ'N y 〇 

• 力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
おさ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカリ洗剤などは使用しないで< 
ださい。 

また、強い力で乾 J 式さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり、力 
ラを損傷ずるおそれがありまず。 

• ボディにワックスをかけるときは、 
力 ラにワックスが付着しないよう 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取って< 
ださい。 


サイドビューカメラの位置 



①助手席側ドア S ラー 
©サイドビューカ;ラ 



を邸 S 恒冊 
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サイドビューカメラ③は助手席側ドア 
ミラー①の下部に装備されていまず。 


サイドビューカメラの表示節囲 



①ヴイドビューカメラの表示範囲 


サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲①を表示しまず。 

サイドビューカメラの作動と停止 

サイドビューカメラを作動させる 

イグニッシヨン位置び2のとをにサイ 
ドビューカメラを作動させることびで 
さまず。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
因国ボタンを押しまず。 

または 

► アプ U ケーシヨンエリアの"システム" 
を選択します。 

設定基本画面にな0まず。 



設定基本画面 

► II サイドピュ-カメラ"を選択しまず。 

COMAND ディスプレイに、サイド 
ビューカメラの映像とガイドライン 
が表示されまず。 

サイドビューカメラを停止ずる 

► コント□ールスティックを押ずか、 
COMAND コント□ールパネルの 
国回ボタンを押しまず。 

設定基本画面に戻りまず。 

または 

► COMAND コント□ールパネルのア 
プ U ケーシヨン選択ボタンを押し 
まず。 

それぞれのボタンに応じた画面にな 
りまず。 

OCOMAND システムをオフにした 
り、イグニッシヨン位置を2しツ外 
にずると、サイドビューカメラび停 
止します。 

再度 COMAND システムをオンに 
したり、イグニッシヨン位置を2 
にずるとサイドビューカメラび作動 
します。 


B を邸 Q 恒脚 
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サイドビューカメラの映像 

走行速度び約 20 km / h を超えると、 
サイドビューカメラの映像は表示され 
な< な0まず。 

このとをは、デイスプレイに"を全の 
ため、走行中は利用でさません。"と 
表示されます。 

走行速度び約1 5 km/h (下になると、 
サイドビューカメラの映像は再び表示 
されます。 



①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 


〇 ガイドライン⑥および⑥はけ下の 
とさには表示されません。 

• 助手席方向にまわしたステア U 
ング操驼ちび約90°じ(下のとを 

• ステア U ングび運転席方向にま 
わしてあるとさ 

• シフトポジションが EE のとさ 

また、(下のときはガイドライン③ 
および④ち表示されません。 

• 助手席ドアが完全に閉じていな 
いとさ 

ディスプレイに"助手席側ドア 
が開いているためガイドでさま 
せん"と約6秒間表示されまず。 

• 助手席側ドア S ラーが格納され 
ているとさ 

ディスプレイに"ドアミラーが格 
納されているためガイドでさま 
せん"と約6秒間表示されまず。 


③ 

助手席側フ□ントホイールの 
中必位置を表示するガイドラ 
インでず。 

④ 

助手席側の車体から約2日〜 
30 cm の位置を表示するガイ 
ドラインでず。 

⑥ 

ステア U ングをいっぱし、ま 
でまわして巧がったとさの、 
助手席側 U アタイヤの軌道 
の目安を表示するガイドラ 
インです。 


B を邸6恒冊 


で U 示 す 
角側表 化 
驼席を 変_。 
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路肩などに車を客せるとを 



③助手席側フ□ントホイールの中むを表 
示するガイドライン（青色） 

® 助手席側の車体から約2日〜 30 cm の 
位置を表示ずるガイドライン（青色） 

路肩などに車を寄せるとさに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でさます。 

►左図のように、ガイドライン④が目 
標物の端に接ずるよ5に車両を幅寄 
せします。 

► ガイドライン④を目標物と平行にず 
ることで、目標物に沿って駐車でさ 
ます。 

ガイドライン③の位置により、助手席 
側フ□ントぶイールのおよその位置を 
知ることちでさまず。 


障害物のあるカーブを曲びるとを 



© ステアリングをいっぱいまでまわして 
巧がったとさの、助手席側リアタイヤ 
の軌道の目安を表示するガイドライン 
(青色） 

©現在のステアリング操驼角で巧がった 
とさの、助手席側 I 」アタイヤの軌道の 
目安を表示ずるガイドライン（黄色） 
©障害物 


A 警告 

• ディスプレイの表示はあくまで目 
安です。走行するとさはディスプ 
レイの表示だけに頼らず、必ず周 
囲の状況を直接確認してください。 

• ガイドラインは目安を示ずもので 
あ0、車両の移動軌道を保証ずる 
をのではありません。ガイドライ 
ンは目安として使用し、実隙は必 
ず周囲の状況を直接確認して<だ 
さし、。 


助手席側に障書物があるカーブを巧が 
るとさに、車体の予想進路と障害物と 
の位置関係の目安を確認でさまず。 


B を習眉冊 
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► ステア U ングを助手席側にまわし 
ます。 

左図のように、ガイドライン⑧び 
障害物⑦より外側にくるときは、 
車体と障害物び接触しない目まに 
なります。 

ただし、よりステア U ングを助手席 
側にまわし、ガイドライン⑥び障害 
物と重なったり、障害物よりを内側 
にくると、車体と障害物び接触ずる 
おそれびありまず 

ガイドライン⑥び障害物より外側に 
くるよラにステア U ング操驼角を調 
整して走行してください。 



上図のように、ガイドライン⑥び障害 
物⑦より外側にあるときは、ステア U 
ングをいっぱいまでまわして巧びって 
を、車体と障害物び接触しない目まに 
なります。 


パーキングアシストリアビューカ 

メラ _ 

パーキングアシスト U アビューカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助ずるシステムでず。 

A 警告 

• パーキングアシスト U アビューカ 
ラは運転者を支援するシステム 
でず。運転者はパーキングアシス 
卜 I 」アビューカ^ラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認して<ださ 
し、。特に周辺に人や動物がいない 
ことを確認して<ださい。 

• パーキングアシスト U アビューカ 
ラ使用時の安全確保や危険回避 
については、運転者に全責任があ 
ります。 

• システムの特性上、 COMAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近 
感が正しく映し出されなかったり、 
映像が非常に見えづ5いことがあ 
りまず。 COMAND ディスプレイ 
の映像だけを見て後退などをずる 
と、人や他の車、障害物に衝突し 
たり、事故につながるおそれがあ 
りまず。必ず自分の目や S ラーで 
後方や周囲の安全を確認して<だ 
さし、。 


B を邸6恒冊 
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P 乗車人数や荷物の積載量によ0、 
パーキングアシスト U アビューカ;>< 
ラの映像範囲は変化し、それに伴い 
ガイドラインの示す位置にち誤差が 
生じます。必ず自分の目や S ラー 
で周囲の状況を直接確認して<だ 
さい。 

PCOMAND ディスプレイに表示さ 
れる物などが歪んだ形状で表示され 
たじ 、鮮明に表示されないことがあ 
りまず。 

PU アバンパーの至近距離や下方に 
ある物は C 0 MAND ディスプレイ 
には表示されません。 

運転者は C 0 MAND ディスプレイ 
の映像だけに頼らず、必ず自分の目 
や三ラーで周囲の状況を直接確認し 
て<ださい。特に周囲に人や動物が 
いないことを確認してください。 

〇力 ラの周囲に強い衝撃をちえ 
ないで<ださい。故障の原因にな 
りまず。 

P 必ず指定されたサイズのぶイール 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
LU がのホイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 

P ガイドラインが表おされないなど 
故障のおそれがあるとさは、ずみや 
かにルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 


U パーキングアシスト U アビューカ 
ラは、(下のときは正常に作動し 
ません。 

• テールゲートが完全に閉じてい 
ないとさ 

• 力 ラや力 ラの周囲に損傷が 
あるとさ 

Q テールゲートを開閉ずるとさなど 
は、力ラを損傷しないよラにミ主意 
して < ださい。 

Q 下のよラな場合はシステムを使 
用しないで <ださい。 

• 激しい雨や雪が降っているとさ 
や力 ラがミちれているとさなど、 
C 0 MAND ディスプレイの映像が 
見えづらいとさ 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤがス U ップしやずいとさ 

• 坂道やカーブなどの平坦でない、 
または直線でない道路 

D 力ラや関連部品の取りがしや分 
解、改造は絶対に行なわないで<だ 
さい。 

P 力 ラや車の後部を損傷したと 
さや、力^ラの取り付け位置や角 
度がずれたとさは、ずみやかに 
ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で力^ラの修理および調整を行 
なって< ださし、。 

お客様自身で作業を行な5と、シス 
テムが正常に作動しな<なるおそれ 
がありまず。 


B を習恒掛 
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巧車ずるとをの注意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使用 
するときは、ノズルを力ラや力 
ラの周囲に近付けないで<ださい。 
水圧が高いため、故障の原因になり 
ます。 

• 力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
拭さ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾拭さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり、力^ 
ラを損傷することがありまず。 

• ボディにワックスをかけるときは、 
力 ラにワックスが付着しないよラ 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取って< 
ださい。 


カメラの位置 





①力分ラ 

力 ラ①は テールゲー ト八ンドルの横 
に装備されていまず。 



後退駐車モードの映像 
①予想進路ガイドライン（黄色) 


@4.Om ガイドライン （黄色） 

( Dl.Om ガイドライン （黄色） 

®0.25m ガイドライン （ホ色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、 ルーム 三 ラー やドア三 ラー 
で見るのと同じ左ち反転させた鏡像と 
な0まず。 

〇 テールゲートが開いていたり、完 
全に閉じていない状態でノてーキング 
アシストリアビューカラを作動さ 
せたとさや、パーキングアシスト U 
アビューカ ラ作動中にテールゲー 
卜を開いたとさは、ガイドラインは 
表示されません。 

このときは COMAND ディスプレ 
イに" テールゲー トが開いていまず 
ガイドできません"と数秒間表おさ 
れます。 

Q 後方に駐車している車のノ（ンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスプ 
レイの映像では実際よりち遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けで距離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認して < ださい。 


B を邸6恒冊 

















走行装備 


195 


y 障害物に向かって後退していると 
きは、0.25 m ガイドライン④を越 
えないよ5にま意して<ださい。障 
害物によっては、 0.25 m ガイドラ 
イン④まで後退ずる(前に衝突ずる 
おそれびあ0まず。 

〇ステア U ングをまわしなびら後退 
するとをは、車のフ□ント部び他の 
車や障害物に接触しないよ5にミ主意 
して < ださい。 

〇 (下のとをは映像び見えづら <な 
りまずび、異常ではありません。 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• カメラ付近の温度び極端に高い 
とさやほいとさ 

• カメラにへッドライトや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
にとを（映像に白い縦線び入る 
ことびありまず） 

• 堂光灯の下で使用するとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
ます） 

• 急激な巧るさの変化びあったと 
を（ガレージに出入りずるとさ 
など） 

• カメラび曇ったり水滴び付着し 
にとを（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• カメラにミ尼やミちれび付着したとさ 


を退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車するとさに、後退操作を補助をず 
るモードでず。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを CE にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

V ■.■び表示されてし^なし''とさは、 
後退駐車アイコン叩、①を選択し 
て、コント□ールスティックを押し 
まず。 



後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 



B を習恒掛 
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〇" 戻る"を選択してコント□—ルス 
ティックを押ずと、パーキングアシ 
ス hu アビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを CE じ(外にして、 
再度 CE にしまず。 

ステア U ングをまわさないでまつずぐ 
後退駐車ずる 


ステアリングをまわしなび5後退駐車 
ずる 





COMAND ディスプレイの表示 


省 

II 隱 

車両の状態 


車両の状態 

①自車位置 

@4.0 m ガイドライン（黄色） 

@予想進路ガイドライン（黄色） 

®1.0 m ガイドライン（黄色） 

©日.2日 m ガイドライン（赤色） 

►予想進路ガイドライン③が駐車ス 
ペースに収まっていることを確認 
し、周囲にま意しながら、まっすぐ 
に後退しまず。 

H ガイドライン内やその周辺、およ 
び上方の空間に障害物などがないこ 
とを確認してください。 


①自車位置 

©予想進路ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

®0.25 m ガイドライン（赤色） 

⑥ 直進ガイドライン（青色） 

直進ガイドライン 感 は、ステアリング 

が直進状態で車が後退するとさの進路 

を?7^します。 

予想進路ガイドライン ③ は、そのとさ 

のステア U ングの操驼角で車び後退ず 

るとさの予想進路をおしまず。 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
U ングをまわしなびら、ま意して後 
退します。 

► 直進ガイドライン⑥び、駐車しよ5 
としているスぺースと平行になった 
日、ステア U ングを直進位置に戻し 
て、後退して<ださい。 

H ガイドライン内やその周辺、およ 
び上ちの空間に障害物などがないこ 
とを確認して < ださい。 
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〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン③の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン巧に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 


路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 
るとをに、画面表示と音声案内で後退 
操作を補助するモードでず。 

縦列駐車ずる 



①自車 

③駐車スペース前方の駐車車両 
③駐車スペース 

► 駐車スペース前方の駐車車両③から 
約1 m 間隔を空けて平行に、駐車車 
両③の前端から自車び約半分ほど前 
に出た位置で、停車しまず。 

ステア U ングは直進状態にしまず。 

〇 駐車スペース③の前方に駐車車両 
③びないときは、後退駐車モードで 
駐車することをお勧めしまず。 


► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを CE にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

■、：び表示されていないとさは、 
縦列駐車アイコン1、■①を選択し 
て、コント□—ルスティックを押し 
ます。 




③ 駐車スペース前方の駐車車両 

④ 垂直ガイドライン 


縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されます。 
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〇" 戻る"を選択してコント□—ルス 
ティックを押ずと、パーキングアシ 
ス hu アビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを CE じ(外にして、 
再度 CE にしまず。 

► 垂直ガイドライン④び、駐車 スペー 
ス 前方の駐車車両③の後端 に合5ま 
でステア U ングをまねさずに後退し 
ます。 

► 垂直ガイドライン④び駐車車両の後 
端に合ったら、停車しまず。 

〇垂直ガイドライン④び駐車車両③ 
の後端から外れていると、正しい位 
置に駐車ずることはでさません。 



垂直ガイドラインび表示されてからし 
ばらくずると、駐車位置ガイドライン 
⑥び表示されまず。 



⑥ 駐車位置ガイドライン（道路側） 

⑦ 駐車位置ガイドライン（縁石側） 

► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑥び駐車車両のタイ 
ヤの接地面に接ずるまで、ステア U 
ングをまわしまず。 

また、このとさ駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑦び、駐車スペースの 
前後の車両や道路の縁石、巧や電柱 
など道路脇の障害物にかかっていな 
し、ことを確認して < ださい。 

〇駐車位置ガイドライン（道路側) 

⑥ び駐車車両のタイヤ部分に交わっ 
ていると、正しい位置に駐車ずるこ 
とびでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側) 

⑦ び正しい位置に合っていることを 
確認してください。正しい位置に合 
わせないまま後退ずると、駐車車両 
や障害物に衝突ずるおそれびあり 
ます。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑦の位置を 
調整してを、駐車位置ガイドライン 
(縁石側）⑦巧に駐車車両や障害物 
び入ってしまラ場合は、駐車スペー 
スび狭ずざまず。そのスペースには 
駐車しないでください。 
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y ステア u ングをまわしずざたとさ 
は"ガイドでさませんステアリング 
を戻してください"と表示されまず。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）⑦ 
を正しい位置に合わせにら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン④、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）⑥、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑦び消え 
ます。 

〇 ゆっくり後退しないと、ガイドび 
間に合わないことびありまず。 

〇!； (下のとをはガイドび中止され 
ます。 

• シフトポジションを [ E 政がに 
したとさ 

• "戻る"を選択したとき 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステアリングを操作したとき 

P 後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び人や他の車、障害物など 
に衝突しないよラにま意してくだ 
さい。 

P 後退をはじめた後は、ステア U ン 
グをまわさないで<ださい。ステア 
U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、画面に"ガイドでをません"ま 
たは"ガイドでさませんステア U ン 
グびずれました"と表示されまず。 


〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
さし、。 



⑧ステア U ング角度ガイドライン 


►ゆっくり後退をはじめると、ステア 
U ング角度ガイドライン⑨び表示さ 
れます。縁石などの駐車スペースの 
縁に、ステア U ング角度ガイドライ 
ン⑨び合ラまで、ステア U ングをま 
わさないでそのままゆっ < り後退し 
まず。 

► ステア U ング角度ガイドライン⑨び 
正しい位置に合ったら、停車しまず。 



⑨ 直進ガイドライン（青色） 

⑩ 予想進路ガイドライン（黄色) 


► ステア U ングを反対方向にいっぱい 
までまわしまず。 

直進ガイドライン⑨と予想進路ガイ 
ドライン⑩び表示されまず。 
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► 予想進路ガイドライン⑩び縁石など 
の駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 

〇後退ずるとをは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないようにま意してください。 

► 車び駐車しよラとしているスペース 
と平行になったら、ステアリングを 
直進状態に戻しまず。 

P ステア U ング操作は、必ず停車し 
に状態で行なってください。 

音声案内の設定 

パーキングアシスト1」アビユーカメラ 

作動時の音声案内を停止/作動でさ 

ます。 

► C 0 MAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
两 ボタンを押しまず。 

または 

► アプリケーションエリアの"システム" 
を選択します。 




■■ H 正 

け说化 

ijr ビュー ft 片牙 
む yKfKTihgg 
け t ット 

►" システム設定"一"リアビューカ ラ" 
を選択しまず。 



► コント□—ルスティックを押しまず。 

コントロールスティックを押ずたび 
に、左側のボックスのチェックマー 
クが表示/消去されまず。 

チェックマークが表示されていると 
さは、音声案内が行なわれまず。 

〇 音声案内の音量は、ステア U 
ングスイッチ I 牛 II — I 、または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさます。 


V わ正日 —••ホで 

設定基本画面 
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設定基本画面にな0まず。 












エアコンデイシヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、が気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風口の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちまず。 

A 警告 

エアコンディショナーの設定は、し U 
降の説明に従って正し<行なって< 
ださい。ウインドウが曇ります。こ 
れによ0交通状況を把握でさず、事 
故の原因になります。 


A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあり、火傷をするおそれがあり 
まず。また、暖気が送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれが 
あります。十分にミ主意してください。 

送風温度を低めに設定してあるとき 
に送風口に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体をお付 
けすざないよラにミ主意してください。 


平環境 

• エアコンディショナーの;令媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出することは法律で 
禁止されています。また、すべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ巧めなけ 
ればなりません。 

• エアコンディショナーの;令媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

〇ボンネットの吸気□び雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

Q 送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよ5にして < ださし、。 

〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換 
気をしてください。 U モコン操作 
で車外からドアウインドウとベン 
チレーションウインドウ*、パノ 
ラミックスライディングルーフ* 
を開くと、短時間で換気でさまず 
(01 25ページ）。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されまず。 

〇 エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンディシ ョナー のフィル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
まに、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。フィルター類び目ゴ 
まりを起こしていると送風量び減 
ることびありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 













コント□—ルパネル（フ□ント） 



名称 

① 

送風温度調整ダイヤル 
(左側） 

⑤ 

AUTO スイッチ 

⑤ 

送風□選択スイッチ（左側： 

フ□ントウインドウ/サイド 
/ドアウインドウ送風 □) 

④ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

送風量調整スイッチ（強） 

® 

U アデフォッガースイッチ 

@ 

送風□選択スイッチ（ち側： 

フ□ントウインドウ/サイド 
/ドアウインドウ送風 □) 

⑥ 

1」アエアコンディシヨナー 
コン 卜□ールスイッチ 

④ 

送風温度調整ダイヤル 
(も側） 



オフスイッチ 

⑩ 

送風□選択スイッチ（ち側：足 
元/サイド送風 □) 

⑩ 

送風□選択スイッチ（ち側：中 
央/サイド送風 □) 

® 

AC スイッチ/ホ熱ヒーター- 
ベンチレーシヨンスイッチ 

@ 

ディスプレイ 

® 

送風量調整スイッチ（弱） 


巧気循環スイッチ 

⑩ 

送風□選択スイッチ（左側：中 
央/サイド送風 □) 


送風□選択スイッチ（左側：足 
元/サイド送風 □) 

® 

室内温度センサー 

@ 

運転席モードスイッチ 


コント□ールパネル 



ナ— 
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エアコンデイシ ヨナー 


コント□—ルパネル（リア） 



を祿 

@ 

送風量調整スイッチ（強） 

@ 

送風温度調整ダイヤル 


AUTO スイッチ 

® 

送風口選択スイッチ 
(セカンドシート中央/セカン 
ドシート上部/ ヴー ドシート 
送風口） 

@ 

送風口選択スイッチ 

(セカンドシート足元/セカン 

K シート上部/ サー ド'シー h 送 
風口） 

@ 

オフスイッチ 

感 

送風量調整スイッチ（弱） 

@ 

送風量インジケーター 


L 通常の使いかた 


エアコン デ イシヨナーを 作動させる 

► AUTO スイッチ匹巧を押しまず。 
AUTO スイッチ向可の表示 I 打が 
点灯し、エアコンデイシヨナーび 
AUTO モードで作動しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになりまず。 

または 

► オフスイッチを图を押しまず。 

オフスイッチ画 E の表示灯び消灯 
し、エアコンディショナーび停止 
前の設定で作動しまず。 


エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチを国を押しまず。 

オフスイッチ画 E の表示灯び点灯 
します。 

〇 エアコンディシ ョナー び停止して 
いるとをは、送風や内気循環を停 
止します。ドアウインドウやベン 
チレーションウインドウ*、パノラ 
ミックスライディングルーフ * び 
閉じているとをは、エアコンディ 
ショナーの停止は一時的にとどめて 
ください。ウインドウび曇りやずく 
なりまず。 

フ□ント①コント□—ルパネルによる 
U アエアコンディショナーの操作 

U アエアコンディショナーを操作ずる 

► U アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ百至!を押しまず。 

U アエアコンディシ ョナー コント 
□ールスイッチ已亞の表示灯び点 
灯し、ディスプレイ®に" ON " と 
" MODE " び表示されまず。 

また、1」アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの AUTO スイッ 
チ匹司の表示灯び点灯し、 U アエ 
アコンディショナーび AUTO モー 
ドで作動し まず。 

〇 U アエアコンディシ ョナー コント 
□ールスイッチ百亞を押してから 
約3秒間何を操作をしないと、ス 
イッチの表示灯び消灯し、ディスプ 
レイから " MODE " の表示び消えて、 
フ□ントのエアコンデイシヨナーを 
操作でさる状態に戻りまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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リアエアコンディショナーを停止ずる 

► U アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ百互を押しまず。 

スイッチの表示灯が点口し、ディ 
スプレイ®に " MODE " が表示され 
ます。 

►約3秒 LU 内にオフスイ、ソチ圃を 
押します。 

ディスプレイ®に " OFF " が表示さ 
れ、 U アエアコンディショナーが停 
止します。 

リアのコント□ールパネルによるリア 
エアコンディショナーの操作 

リアエアコンディショナーを AUTO 
モードで作動させる 

► フ□ントのコント□ールパネルで 
エアコンディショナーを作動させ 
ます。 

► AUTO スイッチ应巧を押しまず。 

AUTO スイッチ匹巧の表示口が点 
灯し、 U アエアコンディショナーが 
AUTO モードで作動しまず。 

送風口の組み合わせと送風量が自動 
的に調整されるようになりまず。 

リアエアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

オフスイッチ画 E の表示灯が点灯 
し、 U アエアコンディショナーが 
停止します。 


AC モード 

AC モードに設定しているときは、除 
湿/冷房された空気が送風されまず。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンがかかっているとさに送風され 
ます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチを押しまず。 

AC スイッチ四：の表示灯び消灯 
します。 

除湿/を房されていない空気び送 
風されます。 

AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチじ国を押しまず。 

AC スイッチ屈：の表示灯び点灯 
しまず 

除湿/ ;令房された空気び送風され 
まず。 

A 警告 

AC モードが解除されているとさは、 
車内の空気が除湿または冷房されま 
せん。ドアウインドウやベンチレー 
シヨンウインドウ*、パノラミックス 
ライディングルーフ*が閉じている 
とさに AC モードを解除すると、ウイ 
ンドウの内側が曇りやす<なり、交 
通状況を把握でさずに事故の原因に 
なります。 

9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 







エアコンデイシヨナー 


Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させたとさは、自動的に 
AC モードになりまず。 

Oac モードを解除してを、しばらく 
は除湿/を房された空気び送風さ 
れる場合びありまず。 

AC モードのトラブル 


AC スイッチじ红を押したときに、表 
示灯び消灯したままのとさは、エアコ 
ンデイシヨナーの故障のため、 AC モー 
ドび解除されまず。除湿/を房され 
た空気は送風されません。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


AUTO モード 

AUTO モードでは、設定温度に応じて 
車内の温度を一定に保ちまず。送風温 
度、送風量、送風□の選択は自動的に 
制御されまず。 

AUTO モードと AC モードを同時に選 
択すると、最適な空調び得られまず。 

フ□ントのコント□—ル A ’ ネルによる 
フ□ントエアコンデイシ ヨナーの 操作 

AUTO モードに設定ずる 

► 送風温度を設定しまず。 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

AUTO スイッチ因巧の表示灯び点 
灯し、送風□の組み合わせと送風 
量び自動的に調整されるよ5にな 
りまず。 


AUTO モードを解除ずる 

► 送風量調整スイッチ屈：または 
因！!を押しまず。 

AUTO スイッチ应巧の表示灯び消 
灯し、送風量の AUTO モードび解 
除されまず。 

ディスプレイに送風量インジケー 
ターび表示されまず。 

または 

►送風□選択スイッチ店！ H、 V L 
rvinri 、 の ' 因 D のいずれ 
かを押しまず。 

AUTO スイッチ应巧の表示灯び消 
灯し、送風□の AUTO モードび解 
除ごれます。 

ディスプレイに送風□インジケー 
夕一び表示されまず。 

U アのコント□—ルパネルによるリア 
エアコンディシ ヨナーの 操作 

AUTO モードに設定ずる 

► フ□ントのコント□ールパネルで 
エアコンディシヨナーを作動させ 
9 〇 

► AUTO スイッチ应巧を押しまず。 

AUTO スイッチ匹巧の表示灯び点 
灯し、送風□の組み合わせと送風 
量び自動的に調整されるよ5にな 
りまず。 


B を習恒掛 
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AUTO モードを解除ずる 

► 送風量調整スイッチ屈 D または 
因！!を押しまず。 

AUTO スイッチ匹を]の表示灯び消 
灯し、送風量の AUTO モードび解 
除されます。 

送風量インジケーター@び点灯し 
ます。 

まには 

► 送風□選択スイッチ i V I または 
CZ ] を押しまず。 

AUTO スイッチ因巧の表示灯び消 
灯し、送風□の AUTO モードび解 
除されます。 

選択されたスイッチの表示灯び点灯 
します。 


設定温度の調整 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
ち、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。通常は22で 
に設定ずることをお勧めしまず。 

〇 ドアウインドウやベンチ レー ショ 
ンウインドウ*、パノラミックスラ 
イディングルーフ*が開いている 
と、設定温度を維持でさません。 

送風温度を調整ずる 

運転席と助手席、後席で、それぞれ異 

なる温度を設定でさまず。 



設定温度ゾーンのイメージ 

フ□ントの設定温度を調整ずる 

► 送風温度調整ダイヤル①または® 
をまわして、ダイヤル内側のイン 
ジケーターを好みの温度に合わせ 
まず。 

フ□ントコント□—ルパネルか5後席 

の設定温度を調舊ずる 

► 1」アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ百亞を押しまず。 

ディスプレイ®び U アエアコン 
ディショナーの表示に切り替わり 
まず。 

► 送風温度調整ダイヤル⑨をまわし 
て、ダイヤル内側のインジケーター 
を好みの温度に合わせまず。 

〇 再度リアエアコン デ ィシ ョナー コ 
ント□ールスイッチ呂固を押ずと、 
フ□ントエアコン デ ィシ ョナーを 操 
作でさる状態に戻りまず。 

〇 U アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ巨亞を押してから 
約3秒間何ち操作をしないと、ス 
イッチの表示灯が消灯しフ□ントの 
エアコンディショナーを操作できる 
状態に戻りまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 















エアコンデ- 



リアコント□ールパネルで後席の設定 
温度を調整ずる 

► 送風温度調整ダイヤル@をまわし 
ます。 

送風□の遺択 

送風口を手動で選択でさまず。 

フ□ントのコント□ールパネル 


送風 □ 
マーク 




Si 


，パ 






主に送風される送風 □ 


フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口 

足元送風□、サイド送 
風口 


中央送風口、サイド送 
風口 


リアのコント□ールパネル 

送風 □ 主に送風される送風 □ 

マーク 


U ア中央送風口/ U アサ 
イド送風口/ サー ド シー 
卜送風 □ 

リアサイド送風口/リア 
足元送風口/ヴードシー 
卜送風 □ 



送風□を選択ずる 

►送風□選択スイッチ I V し I V し 
rwi . の ' 因 D のいずれ 
かを押しまず。 

選択されたスイッチの表示灯が点火了 
します。 

〇中央セカンドシートを折りたたん 
でいるときは0227ページ）、リ 
ア中央送風口からの送風が中央セカ 
ンドシートに当たらないよラにして 
<ださい。暖気が送風されるとシー 
卜が高温になり、乗員が火傷をした 
り、シートを損傷ずるおそれがあり 
9 〇 

〇 複数の送風口選択スイッチを押ず 
と、組み合わせた送風口から送風で 
さまず。 

〇 選択した送風口 がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 


送風量の調舊 


送風量を手動で調整でさまず。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風量調整スイッチを押ずと、送風 
量調整の AUTO モードが解除され、 
AUTO スイッチの表示灯が消灯し 
9 〇 

〇 送風量を上げているときに、 
COMAND システムの音声認識機能 
を使用すると、送風量が自動的に 
下がりまず。音声認識機能が終了 
すると、送風量は元の設定に戻り 
ます。 


を邸 S 恒掛 
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送風量を上げる 

► 送風量調整スイツチ d ： を押し 
ます。 

ディスプレイ®に表おされる送風 
量インジケーターの点灯数び増え 
ます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイツチ因 □ を押し 
ます。 

ディスプレイ®に表おされる送風 
量インジケーターの点灯数び減0 
ます。 


運転席モード 

助手席および1」アエアコンデイシヨ 
ナーの設定の一部を運転席と同じ設定 
にでさまず。 

運転席の設定を変更すると、助手席お 
よび1」アエアコンデ イシヨ ナーの設定 
を変更されます。 

運転席モードに設定ずる 

► 運転席モードスイッチ应西を押し 
ます。 

運転席モードスイッチ应西の表示灯 
び点灯しまず。 

助手席の送風温度および送風□の選 
おび運転席の設定に連動しまず。 
また、1」アエアコンデイシヨナーび 
AUTO モードで作動し、送風温度の 
設定び運転席の設定に連動しまず。 


運転席モードを解除ずる 

►再度、運転席モードスイッチ应西を 
押します。 

運転席モードスイッチ应西の表示灯 
び消灯しまず。 

〇 助手席や U アエアコンディシヨ 
ナーの設定を変更しにとさは、運転 
席モードは自動的に解除されまず。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウの外側び凍結して 
し、るとさや、フ□ントウインドウまに 
はフ□ントドアウインドウの内側び 
曇ってし''るときに使用しまず。 

〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ [ U を押し 
まず。 

デフ□スタースイッチ [!□ の表示 
灯び点灯し、 liTF の内容でエアコン 
ディシヨナーび作動しまず。 

• 除湿された空気び送風されまず。 

• 外気温度によっては、送風量び 
上び0まず。 

• 外気温度によっては、送風温度 
び高くなりまず。 

• フ□ントウインドウ送風□とド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□から送風されまず。 


B を邸6恒冊 


• 内気循環モードが解除されまず。 






デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ m 
を押します。 

デフ□スタースイッチ m び消灯 
し、送風量や送風温度、送風□の選 
おなどび元の設定に戻りまず。 

まには 

► オフスイッチを图を押しまず。 

まには 

► AUTO スイッチ应巧を押しまず。 

まには 

► 送風温度調整ダイヤル⑨をまわし 
ます。 

まには 

► 送風量調整スイッチ屈：または 
W を押しまず。 

P ウインドウに雪や氷び付着してい 
るとさは、運転前にそれらを取り除 
いて視界を確保してください。事故 
を起こずおそれびあ0まず。 

〇 デフ□スターモードを解除ずる 
と、 AC モードを解除していた場合 
は AC モードに設定され、 AC モー 
ドを解除していて内気循環モードに 
していたときは内気循環モードは解 
除されます。 

〇 デフ□スターモードに設定ずる 
と、 U アエアコンデイシヨナーび 
自動的に停止し、操作でさなくな 
りまず。 


エアコンデイシヨナー 


フ□ントウインドウの内側び量るとを 

► AC スイッチを押して、 AC モー 

ドに設定しまず。 

► AUTO スイッチ匹巧を押しまず。 

►曇りが取れないとさは、デフ□ス 
ターモードに設定しまず。 

〇 上記の設定は、曇りが取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 

フ□ントウインドウの夕 " M 則び量るとき 

車がの湿度が高いとさなどに、フ□ン 
トウインドウやフ□ントドアウインド 
ウのが側が曇ることがあります。この 
ときは、ウインドウに;令気が当たらな 
いよ5に送風口を調整ずると、が側の 
量りを軽減でさます。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て < ださい。 

► フ□ントワイパーを作動させまず。 

► 送風口選択スイッチ I W I / I y I ま 
たは [ V ] / tZ ] を押しまず。 

〇 上記の設定は、曇りが取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


B を習直脚 
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u アデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 警告 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確イ呆してください。事故を 
起こすおそれびあ0ます。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► U アデフォッ 方ースィ ツチ m を 
押します。 

U アデフォッ カ'—スィ ツチ m の 
表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
の を押します。 

1」 アデ フォッガー スイ 、ソチ m の 
表示灯び消灯しまず。 

U アデフォッガーは数分後に自動的に 
停止します。 

〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 U アデフォッガーび自動的に停止 
するまでの時間は、外気温度と走行 
状況により異なりまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほくなると自 
動的に停止し、表示灯び点滅しまず。 
電圧び回復ずると自動的に作動を再 
開します。 


リアデフォツガーのトラブル 

U アデフォツガースイツチ!^の表 
示灯び点滅しているとさは、バツテ 
1」一の電圧びほ下していまず。このと 
さは、 U アデフォツガーび短時間で停 
止したり、使用でさません。(下のよ 
5にして < ださい。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

バッテ U — の電圧び回復ずると、 
U アデフオッガーは自動的に作動 
し 9 〇 


内気循環モード 

トンネル巧など、空気びミちれた場所で 
外気を車巧に入れた<ないとさなどに 
使用します。 

内気循環モードに設定ずると、車内の 
空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、 ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ*、パノラミックスライ 
ディングルーフ*を開閉でさまず。 

A 警告 

列•気温度びあいとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくださ 
し、。ウインドウび曇りやすくなり、 
視界び損なわれ、交通状況を巧握ず 
ることびでをずに事故の原因になり 
ます。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチを押しまず。 

内気循環モードに設定され、スイッ 
チの表示灯が点灯しまず。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間を経過ずると Li (下のよ5にが 
気導入をはじめまず。 


外気温度が日む iu 下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 

外気温度が5で上 
のとさ 

約30分後 


〇 外気温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることがあり 
ますが、このとき内気循環スイッチ 
の表示灯は点口しません。約30分 
経過すると、一定の割合でが気導入 
をはじめまず。 

内気循環モードを解除ずる（が気導入 

モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環ス 
イッチを押しまず。 

内気循環モードが解除され、スイッ 
チの表示灯が消灯しまず。 

〇 が気温度が約 26° CiU 上のときは、 
内気循環モードはずぐに解除されな 
い場合がありまず。約30分経週ず 
ると、一定の割合でが気導入をはじ 
めます。 


エアコンデイシヨナー 


内気循環スイッチによるコンビニエ 
ンスオープニング/ク□ージング 
機能 


A 警告 

ドアウインドウやベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ*を開閉ずるとをは、身 
体を挟まれないよラにしてください。 
また、身体や物がドアウインドウや 
ベンチ レーシヨ ンウインドウ*に触 
れないよラにしてください。ドアウ 
インドウやベンチ レーシヨ ンウイン 
ドウ*が作動しているときにウイン 
ドウに引き込まれたり、ウインドウ 
とウインドウ フレームの 間に挟まれ 
るおそれがありまず。挟まれそラに 
なったとをは、ドアウインドウスイッ 
チまたはベンチ レーシヨ ンウインド 
ウスイッチを反対のち向に操作して 
ください。 

パノラミックスライディングルーフ* 
を開閉するとさは、パノラ S ックス 
ライディングルーフに身体を挟まれ 
ないよラにしてください。挟まれそ 
ラになったときは、パノラミックス 
ライディングルーフスイッチを反対 
の方向に操作してください。 

コンビニエンスク □ージング機能 

► ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ*、パノラミックスラ 
イディングルーフ * が閉じるまで、 
内気循環スイッチ^を押し続け 
9 〇 

内気循環スイッチ^の表示灯が 
点灯し、内気循環モードに設定され 
ます。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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コンビニエンスオープニング機能 

► ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ*、パノラミックス 
ライディングルーフ*が開 < まで、 
内気循環スイッチを押し続け 
ます。 

押し続けている間、ドアウインドウ 
とパノラミックスライディングルー 
フは前回開いていた位置まで、ベン 
チレーシヨンウインドウは全開の位 
置まで開さます。 

内気循環スイッチの表示口が 
消口し、内気循環モードが解除され 
ます。 

〇 内気循環スイッチで閉じたド 
アウインドウやパノラミックスライ 
ディングルーフ*を別のスイッチで 
開いた場合、開いたドアウインドウ 
やパノラミックスライディングルー 
フ * を内気循環モードの解除操作と 
連動して前回開いていた位置まで開 
くことはできません。 


を熱ヒーター • ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車巧を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとを、 
まにはキーを巧いているとさに使用で 
をまず。 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► ホ熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンス 
イッチを押しまず。 

ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ^の表示灯び点灯しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度 
や外気温度により、送風□の組み 
合わせや送風温度は自動的に調整 
されまず。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、 を熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ [ M ] を押しまず。 

まには 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

を熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ^の表示灯び消灯しまず。 

し U 下のとさは、ホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• 使用を開始してから約30分後 
•イグニッシヨン位置を2にしたとさ 
• バッテ U —の電圧びほ下しにとさ 
• 冷却水温度びほいとさ 

〇 送風量は弱の設定で一定に保たれ 
9 〇 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとをは、中程度 
の送風量にな0まず。 

〇 1」ア送風□からは送風されません。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 






エアコンデイシ ヨナー 


送風□の調壁 1 中巧送風 □. 


A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとき 
は、ち風□び過熱して高温になるこ 
とびあ0、火傷をずるおそれびあり 
まず。また、暖気び送風されている 
とさは、送風□に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれび 
あります。十分にミ主意してくださし、。 

を風温度を低めに設定してあるとき 
に送風口に身体を近付けると、しち 
やけなどを起こずおそれびありまず 
ので十分にミ主意してください。 

皮膚の弱い人は、ち風口に身体を近付 
けすざないよラにミ主意してください。 

車外の空気を車巧へ取り入れるため 
に、じ(下の点にミ主意してください。 

• フ□ントウインドウ下部の吸気 □ 
び、氷や雪、葉などで覆われていな 
し、こと 

• 車内の送風□や吸排気□び覆われて 
し、ないこと 

0 送風効率を上げるため、各送風 □ 
の向さび中央になるよラに調整して 
<ださい。 



①中央送風口（左側） 

⑤中央を風口（ち側） 

⑤送風口開閉ダイヤル（ち側） 

④を風口開閉ダイヤル（を側） 

中巧送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を上側に 
まわします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

中巧送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を下側に 
まわしまず。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまねずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまねしてち、送風□を完全 
に閉じることはでをません。 

風向走を調壁ずる 

► 中央送風□のまたは③のノブを 
上下左ちに動かしまず。 
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サイド送風 □ 


セカンドシート中央送風 □ 



サイド送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル®を上側にま 
わします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 


サイド送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤を下側にま 
わします。 



①1」アエアコンデイシヨナーコント □— 


ルバネル 

⑤セカンドシート中央送風 □ (ち側） 

⑤セカンドシート中央を風 □ (左側） 

風向きを調壁ずる 

► 中央送風□⑤または⑤のノブを 
上下左ちに動かしまず。 

リアサイド送風 □ 


徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

〇 サイド送風 □ © を閉じても、ドア 
ウインドウ送風 □ ® を完全に閉じ 
ることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

►サイド送風□⑤のノブを上下左ち 
に動ひしまず。 



①1」アサイド送風 □ (ち側) 
③送風口開閉ダイヤル 


U アサイド送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル⑤をち側にま 
わします。 


徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 


















エアコンデイシ ヨナー 


リアサイド送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤を左側にま 
わします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
左側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で左側にまわしてを、送風□を完 
全に閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► U アサイド送風 □© のノブを上下 
左ちに動かしまず。 


ヴードシート送風 □ 



①ヴ—ドシート送風口（を側) 
⑤送風□開閉ダイヤル 


ヴードシート送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤を下側にま 
わします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 サードシート送風□からは暖気は 
送風されません。送風温度調整ダイ 
ヤル@で設定温度を上げると送風 
が停止しまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完 
全に閉じることはできません。 

風向きを調壁ずる 

► サードシート送風□ののノブを上 
下左ちに動かしまず。 


ヴー ド シー ト送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル③を上側にま 
わします。 


I 


徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 
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パノラミックスライデイングルーフ 


パノラミックスライディングルーフ * 


A 警告 

パノラ S ツクスライデイングルーフ 
を開閉ずるとさは、身体や物が挟ま 
れないよラに注意してください。挟 
まれそラになったとさは、ただちに 
スライデイングルーフスイツチを操 
作して、スライデイングルーフを開 
いて <ださい。 


A 警告 

子供が車内からパノラミックスライ 
ディングルーフを開閉ずると、けが 
をするおそれがありまず。子供だけ 
を残して車から離れないでください。 
短時間でも、車から離れるときは、 
キーを携帯してください。 


A 警告 

パノラ S ックスライデイングルーフ 
のガラスは事故のとをに割れるおそ 
れがあります。シートベルトを着用し 
ていないと、車が横転したとさにパ 
ノラ S ックスライデイングルーフの 
開口部から車外に投げ出されて、致 
命的なけがをずるおそれがあ0まず。 
柔員全員がシートベルトを着用して 
<ださい。 

Q 走行中はパノラミックスライ デイ 
ング ルーフから 身体を出さないで 
<ださい。けがをずるおそれがあ 
りまず。 

H パノラ S ックスライデイングルー 
フを閉じるとさやチルトダウンずる 
とさは、身体や物が挟まれないよう 
に注意して<ださい。特に子供には 
注意して < ださい。 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


P パノラミックスライディングルー 
フの開口部に腰をかけたり、荷物を 
載せたりして大さな力を加えないで 
ください。パノラミックスライディ 
ングルーフを損傷ずるおそれがあり 
まず。 

〇車から離れるとをや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとパノラミック 
スライディングルーフび完全に閉じ 
ていることを確認して < ださい。 

H パノラミックスライディングルー 
フの開□部から、物を出し入れしな 
いでください。パノラミックスライ 
ディングルーフの シール 部を損傷ず 
るおそれびありまず。 

[I 降雨後や降雪後にノ くノラ S ックスラ 
イディングルーフを開くとさは、ルー 
フ上の水や雪などを取り除いてくだ 
ごしん車内に水や雪などび入るおそれ 
びありまず。 

P パノラミックスライディングルー 
フ上に雪や氷び付着した状態で操作 
しないでください。パノラ云ックス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇 U モコン操作で電動ブラインドと 
パノラミックスライディングルー 
フを開くことびできまず （0125 
ページ)。 

〇 U モコン操作またはキーレス3— 
操作*で電動ブラインドとパノラ 
ミックスライディング ルーフを 閉じ 
ることびできまず （01 26ページ）。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フや電動ブラインドび自動で開いて 
いるとをに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止しまず。 
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〇 パノラミックスライディングルー 
フを開いて走行しているとさ、 走行 
風の影響などで空気の振動を感じる 
場合は、パノラミックスライディン 
グルーフの開度を変えるかドアウイ 
ンドウをかし開くと、解消ずること 
びありまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
ひら約5分間は、電動ブラインド 
とパノラミックスライディングルー 
フを操作でさまず。 約5分!;■(巧に 
フ□ントドアを開くと、電動ブライ 
ンドとパノラミックスライディング 
ルーフの操作はでをなくなりまず。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フび開閉でさないとさは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


電動ブラインドの開閉 _ 

電動ブラインドは、パノラミックスラ 
イディングルーフび閉じているとさに 
開閉でさまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとき 
に操作でさまず。 



①開く 
③開く 
③閉じる 


電動ブラインドを開く 

► スイッチを①または③の方向に軽く 
操作しまず。 

操作している間だけ開さまず。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をます。 

電動ブラインドを閉じる 

► スイッチを③の方向に操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

〇 前後の電動ブラインドは独立して 
開閉でさません。 


パノラミックスライディングルーフ 
の開閉 _ 

パノラミックスライディング ルーフは 
電動ブラインドび開いているとをに開 
閉でさまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 
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パノラミックスライディングルーフ 



①チルトアップ 
③開く 

③閉じる/チルトダウン 


パノラミックスライディングルーフを 
開< 

► 電動ブラインドを開さまず。 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開をまず。 

③の方向にいっぱいまで操作しまず。 

パノラミックスライディングルーフ 
び自動で開さ、走行風の影響びをっ 
とをかなし^位置で停止しまず。 

►再度③の方向に操作ずると、パノラ 
ミックスライディングルーフび全閉 
します。 

〇 自動で開く操作は、パノラミック 
スライディングルーフび全閉のとさ 
のみ作動します。 

パノラミックスライディングルーフを 
閉じる 

► スイッチを③の方向に操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 


パノラミックスライデイングルーフを 
チルトアップずる 

► スイッチを①の方向に操作しまず。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

パノラミックスライデイングルーフを 
チルトダウンずる 

► スイッチを③の方向に操作しまず。 

操作している間だけチルトダウンし 
9 〇 


パノラミックスライディングルーフ 
のリセット _ 

パノラミックスライディングルーフや 
電動ブラインドびスムーズに作動しな 
し、とさは、パノラミックスライディン 
グルーフと電動フラインドのリセット 
を行なってくださし、 

バッテ U —あび0やバッテ1」一交換 
などで電源び断たれたとさを、パノラ 
ミックスライディング ルーフと 電動 
ブラインドの U セットを行なってく 
ださい。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► ラゲッジルームのヒューズボックス 
0347ぺージ）から、 iiTF のヒュー 
ズを取り外しまず。 

• f 41 (25 A ) 

• f 42 (25 A ) 

►再度、上記のヒューズを差し込み 
ます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 
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►スイッチを③の方向0217ぺージ） 
に操作して電動ブラインドを完全に 
閉じまず。 

► スイッチを操作したまま約2秒じ ( 
上保持します。 

► スイッチを①の方向（>217ページ） 
に操作して電動ブラインドを完全に 
開さまず。 

► スイッチを操作したまま約2秒じ ( 
上保持します。 

► スイッチを①の方向（[>218ページ） 
に操作してパノラミックスライディ 
ングルーフを完全にチルトアップし 
ます。 

► スイッチを操作したまま約2秒し U 
上保持します。 

► スイッチを③®方向（>218ページ） 
に操作してパノラミックスライディ 
ング ルーフを 完全に チル トダウンし 
ます。 

► スイッチを操作したまま約2秒じ ( 
上保持します。 

►パノラミックスライディングルーフ 
および電動ブラインドび自動で全開 
することを確認しまず。 

►自動で全開しないとさは、再度 U 
セットを行ないまず。 

glj セットを行なっても、パノラ 
S ックスライディングルーフと電動 
ブラインドが自動で全開/全閉し 
ないときは、ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で作業を行なつて< 
ださい。 


パノラミックスライディングルーフ 
のトラブル 


パノラミックスライディング ルーフを 
閉じることができず、原因びわか5な 
いとを 

A 警告 

強い力でパノラ S ックスライディン 
グルーフを閉じるとをや、挟み込み 
防止機能が作動しない状態でパノラ 
S ックスライディングルーフを閉じ 
るとさは十分ミ主意してください。閉 
じているパノラミックスライディン 
グルーフに身体が挟まれると、致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 

閉じているパノラ三ックスライディン 
グルーフが停止して、かし開くときは、 
じ(下のようにして < ださい。 

►パノラミックスライディングルーフ 
が停止したらただちに、パノラミッ 
クスライディングルーフが閉じるま 
でスイッチを③の方向に軽 < 操作 
し続けて < ださい。 

強い力でパノラミックスライディン 
グ ルーフが 閉じまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


閉じているパノラミックスライディン 
グルーフが再度停止して、かし開< と 
さは、下のようにしてください。 

►パノラミックスライディングルーフ 
が停止したらただちに、パノラ S ッ 
クスライディングルーフが閉じるま 
でスイッチを®の方向に軽<操作 
し続けて < ださい。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、パノラミックスライディング 
ルーフが閉じまず。 


荷物の積みち/ル物入れ 


荷物を積むとさの注意点 


A 警告 

荷物を積むとさは、し U 降に記載され 
ているま意点を守り、確実に固定し 
て<ださい。急ブレーキ時や急な道 
路変更時、事故のときなどに投げ出 
されて、棄員がけがをするおそれが 
おります。 

荷物を積むとさは、「荷物の固定 
0229ぺージ)」もご覧ください。 

また、荷物を積むときのミ主意点を守つ 
たとしてち、荷物を積むことにより、 
事故などのときに乗員がけがをする 
可能性は高まります。 


A 警告 

エンジンをかけた巧態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれびあ0 
まず。 

荷物の積み方は車の走行ま定性に大さ 
く影響します。し U 下の点にま意してく 
ださい。 

• 荷物の重量び、制限重量0357ペー 
ジ）を超えないよラにしてください。 

• ラゲツジルームには極端に重い荷物 
を積載しないでください。 

• 重い物は車の中む近く（ラゲツジ 
ルーム前方のほい位置）に確実に固 
定してください。お実に固定でさて 
いないと、急ブレーキ時などに荷物 
び動を、ラゲツジルーム内部を損傷 
するおそれびありまず。 
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• 荷物を車内に積むときは、シートの 
バックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 

• 荷物はラゲッジルームに積み、サー 
ドシートのバックレスト、シート 
クッシヨン、まにはフ□ントシート 
のバックレストに接ずるようにして 
<ださい。 

• 荷物はでさるだけ柔員のいない席の 
後方に積んでください。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーをしてください。 

• ウインドウに荷物び当たらないよ5 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷しにり、 U アデ フォッ ガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

• 燃料を入れた容器や スプレーを など 
を積まないで< ださい。引乂や爆発 
のおそれびあ0まず。 

0 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


ル物入れ 


A 警告 

走行中は、ル物入れのカパーを開い 
たままにしないでください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び巧げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびありまず。 

鋭い角のあるちのや壊れやずいちの 
はル物入れに収納しないでくださし、。 

〇収納物びル物入れからはみ出さな 
いよ5にして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よ5な大さな物をル物入れに入れな 
いでください。ル物入れや収納物を 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださし、。 


グ□ーブボックス 



グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引きまず。 
カバー ③び開きまず。 


I 
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荷物の積み方/ル物入れ 


グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 



〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻してください。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

センターコンソールのル物入れ 


グ□ーブボックスのキーシ1」ンダーに 
エマージェンシーキーを差し込んで、 
グ□ーブボックスを施錠/解錠でさ 
ます。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► キーを水平位置回にまわしまず。 

確実に施湿されていることを確認し 
ます。 

グ□ーブボックスを gg 錠ずる 

► キーを垂直位置のにまわしまず。 

〇グ □ーブボックス巧には、メディ 
アインターフェース用端テびありま 
す。メディアインターフェースは、 
iPod ® や USB 機器などのポータブ 
ル音楽機器のにめの接続端モでず。 
詳しくは別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

〇イ グニッション位置び1か2の 
とさにグ□ーブボックスを開< と、 
グ□ーブボックスライトび点灯し 
ます。 



センターコンソールのル物入れを開く 

► カバー①のマーク③を押しまず。 
カバー①び開さまず。 

センターコンソールのル物入れを閉 
じる 

►カノ（一①を押して閉じまず。 

フ□ントアームレストのル物入れ 



フ□ントアームレストには上段と下段 
にル物入れびありまず。 
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上段のル物入れを開< 

► □ック解除ノブ①を引いて 、了一 
ムレストを開さまず。 

下段のル物入れを開< 

► □ック解除ノブ③を引いて、アー 
ムレス 卜を開さまず。 

ル物入れを閉じる 


► アームレストを下げて閉じまず。 



〇 上段のル物入れ③の前側には' コイ 
ンホ j レダー④び装備されていまず。 


収納ネット _ 

助手席の足元とフ□ントシートの背面 
に新聞や雑誌などを収納でさるネット 
を備えていまず。 

A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやずい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物が投げ出されて、乗員 
がけがをずるおそれがありまず。 



①助手席足元の収納ネット 



⑤フ□ントシート背面の収納ネット 


セカンド シート/ヴー ド シー トの 
巧りたたみ 


A 警告 

重い荷物がかたい荷物を積載すると 
さは、確実に固定してください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに荷物が投げ出されて、 
乗員がけがをずるおそれがあります。 


Q 収納ネットから収納物がはみ出さ 
ないよラにして < ださい。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


A 警告 

• 大きな荷物を積まないときは、バッ 
クレストを起こしてください。ラ 
ゲッジルームの荷物などが投げ出 
されて、けがをするおそれびあり 
ます。 

• サードシートに乗車するときは、 
セカンドシートを折りたたんだり、 
セカンドシートのバックレストを 
倒さないで<ださい。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに、けがをするおそれがおり 
ます。 

• セカンドシートやサードシートに 
乗車するときは、バックレストを 
起こして、シートを確実に□ック 
して<ださい。急ブレーキ時や急 
な進路変更時、事故のとさなどに、 
けがをずるおそれがあ0まず。 

• 乗車しているとをは、必ずヘッド 
レストを取り付けてください。事 
故のとき、首にけがをずるおそれ 
があ0まず。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで < ださし、。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
ます。 


Q 中央セカンドシートのバックレス 
卜を前ちに倒しているときに（1>89 
ぺージ）、左側セカンドシートを折 
りたたむと、シートが接触し損傷ず 
るおそれがありまず。 

中央セカンドシートを折りたたむか 
バックレストを元の位置に戻してか 
ら、左側セカンドシートを折りたた 
んで < ださい。 

P 左側セカンドシートを折りたたん 
でいるときに、中央セカンドシート 
を折りたたむと、シートが接触し損 
傷するおそれがありまず。 

左側セカンドシートを元の位置に戻 
してから、中央セカンドシートを折 
0たたんで < ださし、 

Q 中央セカンドシートのバックレス 
卜を前方に倒しているときに（1>89 
ページ）、左側セカンドシートを折 
りたたんだ状態から元の位置に戻ず 
と、シートが接触し損傷ずるおそれ 
がありまず。 

中央セカンドシートのバックレスト 
を元の位置に戻してから、左側セカ 
ンドシートを元の位置に戻して<だ 
さい。 
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左ちセカンドシートを巧りたたむ 

Q フ□ントシートび後方の位置に 
あったり、バックレストび後方に倒 
れすざているとをに左ちセカンド 
シートを折りたたむと、シートが接 
触し損傷するおそれがありまず。 

フ□ントシートを前方に移動して、 
バックレストを前方に起こしてか 
ら、左ちセカンドシートを折りたた 
んで < ださい。 


〇 レバー®をいっぱいまで引かな 
かったり、引いた後に戻してから 
バックレストを前方に倒ずと、シー 
卜は折りたたまれません。 

このときは、バックレストを起こし 
て元の位置に戻し、シートを最ち後 
ちの位置にして、再度操作を行なつ 
て < ださい。 



シートを巧りたたむ 

► 折りたたむシート のへ ッドレストを 
取りがしまず（杉91ページ）。 

取りがしたヘッドレストを、図の 
よラにシートクッシヨン上に置き 
ます。 

►バックレストを起こして、元の位置 
に戻しまず。 

► シートを最ち後方の位置にしまず。 

〇シートはおず最を後方の位置にし 
てください。シートを折りたたんだ 
ときにシートやセンターコンソール 
を損傷するおそれびありまず。 

► レバー③をいっぱいまで引いたま 
ま、バックレスト①を前方に倒し 
ます。 


倒したバックレスト①を下方に押し 
て、パックレストを□ックさせまず。 

バックレスト①やシートクッシヨン 
③を前後上下に押して、確実に□ッ 
クされていることを確認、しまず。 

I シートをキ斤りたたんだとさは確実 
に□ックされていることを確認して 
ください。走行中にバックレストや 
シートび動さ、サードシートの乗員 
びけびをずるおそれびありまず。ま 
た、シートを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

I シートびキ斤りたにまれた状態で、 
フ□ントシートを後方に動かした 
り、バックレストを後方に倒ずとき 
は、セカンドシートに接触しないよ 
5にミ主意してください。シートを損 
傷ずるおそれびあ0まず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


□ツクインジケーター 


元の位置に戻ず 



►レバー③を引きなびら、バックレス 
卜①を引を上げまず。 

►バックレストを約45°の角度にし 
てへッドレストを取り付け、ヘッド 
レストを最をほい位置にしまず。 

► シート全体を後方に引き上げ、バッ 
クレストとシートを□ックしまず。 

►バックレストやシート全体を前後に 
押して、確実に□ックごれているこ 
とを確認します。 

A 警告 

バックレストを元の位置に戻したと 
さは、バックレストび確実に□ック 
されていることを確認してください。 



シートび□ックされていない状態 


セカンドシートび固定されていないと 
きは、上図のよ5に□ックインジケー 
ター①③びはっさり見える状態になり 
9 〇 

► セカンドシートが固定されていな 
いとさは、シートが確実に固定さ 
れるまで、バックレストを後方に 
押します。 



シートび□ックされている状態 


セカンドシートが固定されたとさは、 
上図のよラに□ックインジケーター① 
©がわずかに見える状態になりまず。 

〇 □ックインジケーターでの確認だ 
けでな<、シートを前後に押して、 
確実に□ックされていることを確認 
して < ださい。 
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中央セカンドシートを巧りたたむ 

。シートを折りたたむときは、セン 
ターコンソール後方のカップホル 
ダー0236ぺージ）や U アの灰皿 
0238ぺージ）を収納してくださ 
し、。シートやカップホルダー、灰皿 
を損傷するおそれがありまず。 

。シートを折りたたんでいるとさ 
は、セカンドシート中央送風口 
0214ページ）からの送風が中央 
セカンドシートに当たらないよ5に 
して<ださい。暖気が送風されると 
シートが高温になり、乗員が火傷を 
したり、シートを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

シートを巧りたたむ 


► へッドレストを取りがしまず。 



►ストラップ①を矢印の方向に引き 
ます。 


► バックレスト©を、シートクッシヨ 
ン⑤に重なるまで前方に倒し、確実 
に□ックしまず。 



►ストラップ®を矢印の方向に引い 
て、□ックを解除しまず。 



► 中央セカンドシート感を前方およ 
び下ちに押して、確実に□ックし 
9 〇 



〇 取り外したヘッドレスト③は、上 
記のよラに中央セカンドシート④の 
後細こ収納ずることをお勧めしまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


元の位置に戻ず 



►ストラップ①を引いて、中央セカン 
ドシート©の□ックを解除しまず。 


► シート全体を後方に押して、確実に 
□ックしまず。 

サードシートのみを巧りたたむ 



► へッドレストを最ち低い位置に下げ 
ます。 

► シートべ J レトをフック③にかけまず。 

► レバー①を矢印の方向に引いて、 
バックレスト③をゆっくりと前方 
に倒しまず。 

前ちに倒れるバックレストに連動し 
て、シートクッシヨンが起き上がり 
ます。 

►シートクッシヨンが起き上がった 
ら、バックレストが水平になるまで 
ゆっくりと前方に倒しまず。 


〇 バックレストはゆっくり前ちに倒 
して<ださい。バックレストを急に 
倒すと起き上がるシートクッション 
と接触して、シートが折りたたまれ 
ないことがありまず。 

セカンドシートとヴードシートを巧り 
たたむ 



► セカンドシートを折りたたみまず 
(〇の日ページ）。 

このとき、左ちセカンドシートが最 
ち後方の位置にあることを確認して 
<ださい。 

► サードシートを折りたたみまず。 

► ヴードシー トの シー ト クッシヨン 
@を水平になるまで前方に倒しま 
す。 

このとさ、サードシートのシート 
クッシヨン®のピン®が、左ちセ 
カンドシートバックレスト©のガ 
イド④の位置に<ることを確認して 
<ださい。 
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〇 セカンドシートとサードシートを 
f 斤りたたんだときに、ピン⑤とガ 
イド④び離れているとさは、左ちセ 
カンドシートび最を後方の位置に 
なってし''ません。最初の手順からや 
り直ずか、左ちセカンドシートの 
前後位置調整レバー （^88 ページ） 
を引いて、左ちセカンドシートを後 
方に移動して < ださい。 


ヴードシートを元の位置に戻ず 



►ストラップ③を引さなびら、サード 
シートのバックレスト③を後方に引 
を起こしまず。 


► レバー④を引いて、バックレストを 
元の位置まで戻し、確実に□ックし 
ます。 

► シートクッシヨン①を引き起こし 
て後方に倒し、押し込んで□ック 
します。 

►バックレストを前後に押し、また 
シートクッシヨンを下方に押して、 
確実に□ックされていることを確認 
します。 


A 警告 

走行中はヴードシートを確実に□ッ 
クしてください。事故や急ブレーキ 
のとさなどに、けがをするおそれが 
あります。 


L 荷物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

荷物固定用リングには均等に力がか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物が投げ出されて、乗員が 
けがをするおそれがあ0ます。 

荷物を固定するとさは、 iu 下の点にま 

意してください。 

. 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちので 
ず。これらを使用して荷物を固定し 
ないで < ださい。 

. 荷物の固定には擦れに強<丈夫な 
□ープを使用し、荷物固定用リング 
に通して確実に結んでください。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

. 荷物固定用リングに均等に力がかか 
るよ5にして < ださい。 
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• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用してください。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力がかか 
らないよラにして <ださい。 

• 固定用具の取扱説明書ちご覧<だ 
さし、。 

荷物固定用のアクセヴリーは 、 Daimler 
AG の推奨品の使用をお勧めしまず。 
詳し<はルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 



①荷物固定用 U ング（ち側サードシート 
足元） 



荷物固定用リング①は、ラゲツジルー 
ム内に4個、セカンドシート足元と 
サードシート足元に2個ずつありま 
す。 


①荷物固定用 U ング（ラゲツジルーム内) 


荷物固定用フック 


ラゲッジルームの左ちに荷物固定用 
フック①がありまず。 

U 荷物固定用フックには、約 4 kgiU 



上の荷物をかけないで<ださい。フッ 
クを損傷するおそれがありまず。 


①荷物固定用リング（ち側セカンドシー 


卜足元) 
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EASY - PACK ラゲッジ ルームカバー 


A 警告 

ラゲツジルームカバーは、荷物の飛 
び出しを防ぐちのではありません。 
ラゲツジルームカバーを使用してい 
るとさち、ラゲツジルームの荷物は 
確実に固定してください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物が投げ出されて、 
乗員がけがをずるおそれがあります。 

〇ラゲツジルームに荷物を積むとさ 
は、ラゲツジルーム左ちのウインド 
ウ下端よりち高い位置に荷物を積み 
上げないで < ださい。 

Q ラゲ ツジルームカバーの 上に 重い 
荷物を置かなし''で<ださい。ラゲツ 
ジルームカバーを損傷ずる おそれが 
ありまず。 

〇 ヴー ド シー ト後方にラゲツジルー 
ムカバー収納 U —ルを取り付けてい 
るときは、ラゲツジルームカバーは 
使用でさません。 



ヴードシート後方に取り付けた状態 



セカンドシート後方に取り付けた状態 


ラゲツジ ルームカバーを 使用ずる 

► ヴー ド シー トの シー トベルトをフツ 
クにかけまず0228ページ）。 

►八ンドル①を持って、ラゲツジルー 
ムカバーをリールから引き出しまず。 

► ラゲツジ ルームカバーの 左ちの固 
定部をフツク©にかけまず。 

ラゲツジ ルームカバーを 収納ずる 

►八ンドル①を持って、ラゲツジルー 
ムカパーをかし引さながら、左ち 
の固定部をフツク©からがしまず。 

► ラゲ ツジルームカバーをゆっくり巻 
さ取らせまず。 

ラゲツジ ルームカバー 収納 リール 

ラゲツジルームカバー収納リールは、 

セカンドシート後方、またはサード 

シート後方に取り付けることがでさ 

ます。 

〇 セカンドシート後方に収納 U —ル 
を取り付けるときは、収納リール 
の両端にエクステンション（[>233 
ページ）を取り付けて<ださい。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


取り付け部カバーの脱着 



①取り付け部のカバー（セカンドシート 
後方-ち側） 


►取り付け部のカバー①の下部を押 
しなびら、上端を矢印の方向に引い 
て取り外しまず。 

反対側のカパーを同様に取り外し 
ます。 

►取り外したカバーは、紛失しないよ 
うに、使用しない取り付け部に取り 
付けまず。 

。サー ドシー ト後方の取り付け部に 
カバーを取り付けたとをは、カバー 
と取り付け部周囲の内張り面に凹凸 
び生じまず。カバーのツメを損傷ず 
るおそれびあ0まずので、カノ（一を 
強< 押し込まないで< ださい。 

〇 取り付け部のカバーには左側用と 
ち側用びありまず。カパーを取り付 
けるとさは左ちを間違えないよ5に 
して < ださい。 


収納リールを取り外ず 



セカンドシートをちに取り付けた状態 


収納リールを取りがず 

► ラゲッジルームカバーを U —ルに収 
納しまず。 

► 収納 U —ルち端部③を、□ックずる 
まで左側に押し込みまず。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し込 
まれ、収納 U —ルの長さび短くなり 
まず。 

► ち側取り付け部から収納 U — J レち端 
部③を取り外しまず。 

► 収納 U — J レを取り外しまず。 

収納リールを取0付ける 

► 収納 U —ルち端部③び左側に押し込 
まれていて、収納 U —ルび短くなつ 
ていることを確認しまず。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し込 
まれていないとさは、□ックずるま 
で左側に押し込みまず。 

► □ック解除ボタン①びち側および上 
面にくるよラにしまず。 

► 収納 U — j レ左端部を左側取り付け部 
に合わせまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


► 収納 U — j レち端部③をち側取り付け 
部に合わせ、□ック解除ボタン①を 
押します。 

収納 U —ルち端部③びち側にスラ 
イドしてち側取0付け部に固定さ 
れます。 


エクステンションの化!着 



[I エクステンションを取り付けた状 
態では、収納 U —ルをサードシート 
の後方に取0付けることびでをませ 
ん。必ずエクステンションを取り外 
してください。無理に取り付けよう 
とすると、収納 U —ルや取り付け部 
を損傷するおそれびありまず。 



ェクステンシヨンを取りがず 


収納 U —ルをセカンドシートの後方に 
取り付けるとさは、収納 U —ルにェク 
ステンシヨンを取り付けまず。 


► 収納 U —ルに取り付けられているエ 
クステンシヨンを反時計回りにまわ 
して、取り外しまず。 


エクステンションを取り付ける 

► エクステンション④のガイド①を、 
収納1」ール③のブ□ック③に合わせ 
ます。 

► エクステンション④を時計回りにま 
わします。 


► 収納 U —ルの凹部③にエクステン 
ションの凸部①を差し込んで取り付 
けまず。 

► 反対側を同様に、エクステンション 
を取り外し、収納 U —ルに取り付け 
まず。 


収納 U —ル③にェクステンシヨン④ 
び固定されまず。 


►反対側を同様に、収納 U —ルにエク 
ステンシヨンを取り付けまず。 







234 


荷物の積み万/ル物入れ 


ルー フラック 



A 警告 


• ルーフラックを取り付けるときは、 
製品に添付の取扱説明書に従って 
ください。取り付けちを誤ると、 
走行中に外れて乗員や他の人々が 
けがをしたり、事故の原因になり 
まず。 

• ルーフの最大積載量（約 1 OOkg ) 
を超えないよラミ主意して < ださい。 
また、ルーフに荷物を積んでいると 
さは、車の重/じ位置が変化し、走行 
安定性に影響を与えまず。運転する 
とさは十分ミ主意してください。 


H ルーフラックやスキーラックなど 
は Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。推奨品 iU がの製品を取 
り付けると車を損傷ずるおそれがあ 
りまず。詳しくはルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだと 
さは下記にミ主意してくださし、車を 
損傷するおそれがありまず。 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*をチルトアップさせた 
とさや開いたとさに接触しない 
こと 

• テールゲートを開いたとさに接 
触しないこと 

B ルーフに荷物を積むとさは、パノ 
ラミックスライディングルーフを閉 
じて < ださい。けびをずるおそれび 
ありまず。 

ルーフラックを取り付ける 

► カバー①を矢印の方向に開きまず。 
► ルーフラックを取り付けまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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室内装備 


センターコンソールのカツプホルダー 


カップホルダー 


A 警告 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な道路変更時、事故のとさなど 
にカップホルダーに置いた容器が 
投げ出されて、乗員び火傷をする 
おそれがあります。 

• カップ ホルダーの サイズに含った 
フタ付さの容器を使用して<ださ 
し、。また、火傷防止のたが、熱い 
飲み物が入った容器を置かないで 
<ださい。 

〇カップ ホルダーに 飲み物を置<と 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないよラにま意して < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれが 
ありまず。 



センターコンソールのカツプホルダー 
を 開< 

► カバー①のマーク③を押しまず。 

カバー①び開きまず。 

左側のカップホルダーは容器を固定ず 
ることびでさまず。 



容器を固定ずる 

► 左側のカップホルダーに容器を置さ 
ます。 

► ボタン④を矢印⑤の方向に押しま 
す。 

ホルダー③び矢印③の方向に移動し 
て、容器び固定されまず。 

容器を取り出ず 

►ホルダー③を下方に押しなびら、元 
の位置に戻しまず。 


I 
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センターコンソールのカップホルター 
を閉じる 

► カップぶルダーに容器がないことを 
確認します。 

► カバー①を押して閉じまず。 

センターコンソール後方のカップホル 
ダー 

〇カップホルダーを使用しないとさ 
や中央セカンドシートを巧りたたむ 
とさは、カップホルダーを収納し、 
カバーを閉じてください。 



カパーを開< 

► ボタン③を押しまず。 
カバー①び開さまず。 



カツプホルダーを使用ずる 

► カバー①を矢印の方向にいっぱいま 
で引を下げまず。 



► カップホルダー③を矢印の方向に引 
さ出しまず。 

カップホルダーを収納ずる 

► カップホルダー③を前でに押し込み 
9 〇 

► カバー①の後端を持ち上げまず。 

► カバー①を前方に押して□ックし 


ます。 

ヴードシートのカップホルダー 



サー ド シー トの左ちにカップ ホルダー 
を装備していまず。 
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サンバイザー 


A 警告 

走行中は バニテイ吉ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により事故を 
起こすおそれびあ D ます。 



①照巧 
③フック 

③ バニテイ云 ラー 

④ 力ードホルダー 

⑥ バニテイ云ラーカバー 

バニテイミ ラー 

バニティ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げまず。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さまず。 

照巧①び点灯しまず。 

〇目を惑を防ぐため、走行中はパニティ 
S ラーを使用しないでください。 

〇 バニティミラーの横にカードホル 
ダー④を備えていまず。 

〇 サンバイヴーをフックから外ず 
と、照日月は点灯しません。 


サンバイザーを使用ずる 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 


横方向か5の眩しさを防ぐ 



► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイヴー①をフック③から外し 
まず。 

► サンバイヴー①を横にまわしまず。 

前方からの目をしさを防ぐとさは、ネ甫 
助サンバイヴー③ * を下げまず。 

使用後は、補助サンバイヴー③を元の 
位置に戻してから、サンバイヴー①を 
元の位置に戻しまず。 

〇サンパイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイ S ラー カバーを閉じて 
ください。ルーフ内張りやバニテイ 
S ラー カノ く 一を 損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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灰皿 


Q 灰皿下部のスペースには耐熱性が 
あ0ません。火がついたたばこを灰 
皿に置<前に、灰皿が確実に取り付 
けられていることを確認して<ださ 
し、。灰皿下部のスペースを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

〇 灰皿を取り外したスペースをル物 
入れとして使用することびでさまず。 

フ□ントの巧皿 



巧皿を開< 

► カバー ①の マーク 部を押しまず。 

巧皿を閉じる 

► カバー①を押して閉じまず。 


巧皿を取り外ず 

► の皿③の凹部に指をかけて矢印③の 
方向に引き上げまず。 

巧皿を取0付ける 

► 灰皿③を押し込んで□ツクしまず。 

リアの巧皿 

U アのの皿は、センターコンソール後 
方にありまず。 



① カバー 
③の皿 

灰皿を使用ずる 

►カバー①を開きまず0236ぺ一 
ジ)。 

巧皿を収納ずる 

►カノ（一①を押して閉じまず。 
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の皿を取りがず 


ライター 



►カバー①の上端を持って、カバーを 
引さ下げまず。 

► 灰皿③の矢印の部分を前方に押し 
なびら、引さ上げて取り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を押し込んで□ックしまず。 

►カバー①の上端を持ち上げ、カバー 
を□ックしまず。 

► カバー①を前でに押して□ックしま 
す。 

Q 灰皿を使用しないとさや中央セカ 
ンドシートを巧りにたむときは、力 
ノ（一を閉じて < ださい。 


A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと义傷をず 
るおそれびありまず。 

ま全のため、モ供を乗車させるとさ 
はライターを巧さ取ってください。 
火傷をした0、火災び発生ずるおそ 
れびあ D ます。 

。ライターを 使用ずるときは、じ(下 
の点にま意してください。ライター 
を損傷したり、 乂災び発生ずるおそ 
れびありまず。 


ライターを押し込んだ後、 
え続けないでください。 


押さ 


• 赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないで < ださい。 

• ライターを改造したり、純正品 
し U 外のライターを使用しなし、で 
<ださい。 

。ライターび 戻らなくなったとき 
は、イグニッシヨン位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して ください。 

〇ライターソケットは電動エアポン 
プの電源としては使用でさません。 

〇アクセサ1」一電源としてライター 
ソケットを使用ずるとさは、最大消 
費電流 15 Aii (下の規格に合った電 
気製品を使用して < ださい。 
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イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさまず。 


ライターを使用ずる 

► カバー①を開きまず。 

► ライター③を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 


12 V 電源ソヶット _ 

センターコンソール後方とラゲツジ 
ルームに 12 V 電源ソケツトを装備し 
ています。 

イグニツシヨン位置び2のとさに使用 
でさまず。 

〇電源ソケツトにライターを差し込 
まないで < ださい。 

。ソケツト内に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれびあ0 
ます。 

〇エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バツ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 


〇電源ソケットを使用しないときは 
カバーを閉じて<ださい。異物び 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になることびありまず。 

〇おず DC 12 V 、 最大消費電流 20 A 
し U 下（最大消費電力 240 W け下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
<ださい。 

規格外の電気製品を使用ずると、 
ヒューズび切れた0、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。 

〇ラゲ ッジルームの 1 2 V 電源 ソケッ 
卜は電動エアポンプの電源としては 
使用でさません。 

〇イ グニッ シヨン位置び 0 か 1 のと 
さ、まにはエンジンスイッチひら 
キーを巧いてあるとさを 12 V 電源 
ソケットは使用できまず。 

ただし、バッテ1」一電圧びほ下ずる 
と、 12 V 電源ソケットは使用でき 
な< な0まず。 



センターコンソール後方の電源ソケット 
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ラゲッジルームの電源ソケット 


12 V 電源ソケットを使用ずる 

►ソケットカバー①を開き、電気製品 
の電源コネクターを確実に差し込み 
ます。 


アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」 ッ プびありまず。 コーナ 1」ング時の 
姿勢保持など I こ使用しまず。 

1」アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されていまず。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を妨げ 
たり、作動時に物が飛んで乗員がけ 
がをするおそれがありまずので、 

下の点にま意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーがア 
クセヴ U —など物をかけないで< 
ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい衣 
服似外の物をかけないでください。 

• コートフックを使用するとさは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服を 
直接かけて < ださい。 


H アシストグ U ップにぶらさがった 
り、必要(上の大さな荷重をかけな 
いで<ださい。アシストグリップを 
損傷するおそれがありまず。 

Q 運転者は運転中にアシストグリッ 
プを使用しないで < ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
衣服が運転者の視界の妨げにならな 
いようにミ主意してください。 


運転席フ□アマット 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用す 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間があり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• フ□アマットは、フ□アの凸部® 
とフ□アマットの凹部①で確実に 
固定してください。 

• 走行前にフ□アマットが確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットが滑ったり、ペダル 
操作を巧ばるおそれがありまず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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フ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷をまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

フ□アマットを取りがず 

► フ□アの凸部③ひらフ□アマット 
を取り外しまず。 
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慣 5 し運転 . 

燃料の給油 . 

エンジンルーム… 
タイヤとホイール 
寒を時の取り扱し、 
走巧時のま意…… 
メンテナンス…… 
曰常の手入れ…… 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキバッドやブレーキ 
ディスクは、目まとして走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動能力を 
完全には発揮でさません。この期間 
はぶ、要に応じてブレーキペダルをか 
し強めに踏んで<ださい。また、ブ 
レーキバッドの交換を行なったとさ 
ち、目まとして走行距離び数百 km 
を超えるまでは注意してください。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわにってま定した性 

能を維持することびでさまず。 

最初の1,500 km までは！; TF のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよ5に運転 
して < ださい。 

• エンジンに大をな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつを一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 


• ギアレンジ位置面置、恒忍厄五お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
ほ速で走行するときだけに使用して 
<ださい。 

走行距離び1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的にほいギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早く加 
速します。これをキックダウンとい 
います。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻しにとさに発生ず 
るエンジンの内部あ巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
ず。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 
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A 警告 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびするとき 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さい。火がび発生ずるおそれびあり 
まず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取 D 扱ラときは、火をお付けたり、 
ちくで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 

A 警告 

肌やぶ服に燃料び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびあります。 



①燃料給油フラップ 
⑨ ホルダー 

③ 使用燃料表示 

④ タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレス3—操作*での解錠/ 
施錠に連動して解淀/施錠されまず。 

燃料給油 □ は車両のち側後方にありま 
ず。また、メーターパネル内には燃料 
給油□の位置をおず [ W ] び表示され 
ていまず。 

総由□を開いて総由ずる 


► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチに取り付けてい 
るキーレス3—スイッチ*を押し 
てイグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチにキーを差 
し込んでいるときは、エンジンス 
イッチからキーを巧さまず。 

または 

► エンジンスイッチにキーレス：1一 
スイッチ*を取り付けているとき 
は、運転席側ドアを開を、イグニッ 
シヨン位置を0にしまず。 

再び運転席側ドアを閉じてを、イグ 
ニッシヨン位置は0のままになり 
ます。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップ®びかし開さ 
9 〇 

► 燃料給油フラップのを完全に開さ 
まず。 

► キャッフを反時計回りにかしゆるめ 
て、タンク巧の圧力を巧さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまねして取り外しまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


B 三養芭 S が中 
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► 外しにキャップを燃料給油フラッ 
プの童側にあるホルダー③に置さ 
ます。 

► 給油を開始しまず。 

給油ノズ J レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

燃料給油□を閉じる 

►キャップを燃料給油□に合わせ 
ます。 

► キャップをカチカチッといラ音びし 
て空回りずるまで、時計回りにまわ 
します。 

► 燃料給油フラップ®を閉じまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベルび貼付してありま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては0263ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 車を施淀ずる前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施錠後に燃料 
給油フラップを閉じよラとしてを、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな<な0まず。 

〇 U モコン操作やキーレス3’一操 
作*で燃料給油フラップび解錯さ 
れないとさは、手動で解淀でさまず 
(>313ぺージ)。 


〇燃料を給油ずるとさは、 LU 下の点 

にま意して < ださい。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 LU 
外の燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用ずると、 X 
ンジンなどを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されてし''る製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
りまず。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないで<だ 
さい。か量を混ぜただけでちエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。また、このよラな場 
合は保証の適用がになりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動しな 
いで < ださい。軽油が燃料供給系 
部品全体にまわるおそれがありま 
ず。誤って給油した場合は^ルセ 
デス- ベンツ指定 サービス エ場に 
連絡し、燃料タンクや燃料系部品 
を交換して < ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を補給して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品政がの 
キャップを使用しないで < ださい。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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P セルフ式のガソリンスタンドなど 

で給油するとさは必ず(下の点を守 

0、安全に十分ま意して作業を行 

なって < ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人！;(外は燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前に 
金属部分に触れるなどして身体の 
静電気を除去してぐださい。 

身体に静電気を帯びていると、放 
電による火花で燃料に引火した 
0、火傷をずるおそれがあ0まず。 

. 作業中は車内に戻らないでくださ 
し、。帯電するおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
は確実に行ない、火気を近付け 
ないよ5にして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよラに 
注意して<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがありまず。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んでください。 

• 給油が自動的に停止したら、それ 
iiLL は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になった0停止ずるおそれがあ 
りまず。 


• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• 気化した燃料を吸い込まないよ 
うにま意してください。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているミ主意事項を遵守して<だ 
さい。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンクのトラブル 


トラブル 


車から燃料び漏れて 
し''る。 


臟料給油フラップび 
開かない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を振いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを解錠してください（1>312ページ）。 
►テールゲートを開いてください（1>81ページ）。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください0313ページ)。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に臭萬びある。 
► 燃料給油フラップを手動で解錠してください〔1>313ページ)。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 


B こな〇芭6邮田 
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こンジン ルーム 


ボンネッ 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないでください。ボンネッ 
卜が開いて視界が遮られ、事故を起 
こすおそれがあります。 


A 警告 

エンジンスイツチからキーを抜いて 
いるときやイグニツシヨン位置が0 
のとさち、冷却水の温度が高いとさ 
はエンジンフアンなどが自動的に回 
転することがあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<ださ 
し、。火傷をするおそれがありまず。 


A 警告 

エンジンが停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分がありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度が下がつ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとさ、イグニッ 
ション位置が2のときは、エンジン 
ルーム内には手を触れないでくださ 
し、。高電圧の発生部分や高温部分、 
回転している部分があり、それ5に 
触れると非常に危険です。 


ボンネットを開< 


► ワイパースイッチが停止の位置に 
なってし^ることを確認しまず。 

A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジンス 
イッチからキーを抜< か、イグニッ 
シヨン位置を0にして、ワイパース 
イッチが停止の位置になっていること 
を確認してください。ワイパーが作動 
すると、けがをしたり、車やワイパー 
を損傷するおそれびあります。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが接触して、損 
傷するおそれがありまず。 

Q 強風のときにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットが不意に 
下がるおそれがありまず。風の強い 
曰には十分にま意してください。 

また、ボンネットに雪が積ちってい 
るときち同様にミ主意してください。 












► エンジンスイッチからキーを巧くか 
イグニッシヨン位置び0になって 
いることを確認しまず（1>82、83 
ぺージ）。 


③□ックボタン 

ま直位置まで開く 



► 運転席側のインストルメントパネル 



下にあるボンネット〇 
バー①を手前に引さまず。 


► ラジエターグ U ルの上方にある□ッ 
ク解除ノブ③を矢印の方向に引を上 
げなびらボンネットを開をまず。 

ボンネットを約 40 cm ほど持ち上げ 
ると、ガス封入式ダンノ（一によりボン 
ネットは自動的に開击保持されまず。 


► 左側支柱の上部にある□ックボタン 
③を押しなびら、ボンネットを押し 
上げて垂直の位置にしまず。 

□ックボタン③び支柱下部に移動 
し、□ックごれまず。 

を直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし押し上げなびら、 
支せ下部に移動した□ックボタン③ 
を押し、□ックを解除してボンネッ 
卜を閉じまず。 


〇 垂直位置まで開いたボンネット 
は、支せ下部に移動した□ックボタ 
ン③を押さなくてを通常の開く位置 
まで下げることはでさまずび、その 
位置から閉じることはでさません。 

再度、垂直に開き、□ックボタン 
を押しなびら閉じて<ださい。 
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I 


ボンネットを閉じる 


► ボンネットを引き下げ、ラジェター 
グリル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
上ちの位置で手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

A 警告 

走行前に、ボンネットが確実に□ッ 
クされていることを確認してくださ 
し、。走行中にボンネットが開いて事 
故を起こすおそれがあります。 

A 警告 

ボンネットを閉じるときは、身体や 
物を挟まないよラにミ主意してくださ 
し、。 

。ェンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜が変形ずるおそれがありまず。 

〇 ボンネットが完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告 マークが 表示されまず。 


エンジン ルーム 


A 警告 

• イグニッシヨンシステムや燃料噴 
射システム、キセノンヘッドライ 
卜のバルブソケットや配線に手を 
触れないで<ださい。高電圧が発 
生しているため、感電ずるおそれ 
がおります。 

• イグニッシヨン位置が0のとさや 
エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさでを、冷却水の温度が 
高いとさはエンジンフアンなどが 
自動的に回転ずることがありまず。 
エンジンフアンなどの回転部には 
身体や物をお付けないで<ださい。 

9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 

の油脂類やフルード類の交換および 

廃棄は、メルセデス■ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で行なってください。 


I 








① 

冷却水 U ヴーブタンク 

255 

③ 

エンジンオイル 
フイラーキヤップ 

254 

③ 

エンジンオイルレべ 
ルゲージ 

253 

④ 

ウォッシヤー液 
リヴーブタンク 

258 

⑥ 

ヒューズボックス 

346 

⑥ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 
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O 作業は安全な場所を選がして行 
なって < ださい。 

〇適切な工具を使用してください 

〇部品や工具をエンジンの上など、 
エンジンルーム巧に置かないでくだ 
さい。中に落とずおそれびありまず。 

P 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分ま意して取 
り扱ってください。万一目に入っ 
た場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の該断を受け 
て < ださい。 

〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したとさは、ずぐに石けんで洗い流 
して<ださい。放置ずると皮膚に障 
害を起こずおそれびありまず。 

[I 油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手び届くところや乂気のおくに 
保管しないでください。 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業で巧いて<ださい。火傷や感電 
にま意して < ださい。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないで<だ 
さい。 

A 警告 

エンジンや浦器類の熱や動さに十分 
ミ主意してください。また、ラジエター 
に手を軸れないで ください。 火傷や 
けびをするおそれびあ0ます。 


エンジンオイル 

車の使用状況により、1,000 km につ 
を最大で約 0.8 1」ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

〇エンジンオイルの添加剤は、純正品 
または承認されている製品のみを使 
用してください。エンジンを損傷ず 
るおそれびあ0まず。故障び発生し 
にとをは、保証の巧象がになりまず。 








エンジンル ー J 


253 


。エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

エンジンオイルの量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
下の点に注意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンが温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分上経 
過してし、る 

• 一時的にエンジンを始動したとさな 
ど、エンジンび温まっていないとさ 
は、エンジンを停止してから約30 
分じ(上経過している 



► エンジンオイルレベルゲージ①をな 
を取り、きれいに巧いていっぱいま 
で差し込みます。 


► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
なさ取り、付着したエンジンオイル 
量とミちれ具合を点検しまず。エンジ 
ンオイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 ( max ) ③と下限 ( min ) 
③の間にあれば正甫でず。 


► エンジンオイルび下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給しまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジンオイル量に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(>301ぺージ）をご覧ください。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、約1.日〜2リッ 
トルです。 

エンジンオイルを補給ずる 

Q 必ず指定のエンジンオイルおよび 
エンジンオイルフィルターを使用し 
てください。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場にお問い合 
わせ < ださい。 

じ(下のことは、エンジンまたは排気 
システムの損傷の原因になりまず。 

• 指定されていないエンジンオイ 
ルおよびエンジンオイルフィル 
ターを使用ずること 

• 必要とされる交換時期にエンジ 
ンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターを交換しないこと 

• 純正品まには承認されている製品 
し U 外のエンジンオイル添加剤を使 
用すること 


I 
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► エンジンオイルフイラーキャップ 
④を反時計回りにまわして取り外 
し 9 〇 


► 指定のエンジンオイルをネ甫給し 
ます。 

安全に十分ま意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

► エンジンオイルフィラーキャップ④ 
を補給□に合わせ、時計回りにまわ 
して、確実に取り付けまず。 

。エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべル ゲージの 上限を超えてい 
るとをは、エンジンオイルを巧い 
て<ださい。エンジンや触媒を損 
傷するおそれびあ0まず。 

A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないでください。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着すると、発 
火して火傷をするおそれびあ0ます。 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さし、。 


エンジンオイル交換の時期 


エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めしまず。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目まとして<だ 
さい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ 指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

〇種類の異なるエンジンオイルをミ居 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧さ取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

〇エンジンオイルの減りかたび著し 
いとさは、ただちにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 
イルのオイル量を点検ずる必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
S ッシヨンの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて < ださい。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧< ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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〇オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
して < ださい。 


を却水 


A 警告 

水温び少しでち高いときは、絶巧に 
U ヴーブタンクのキャップを開かな 
いで< ださい。高温の蒸気や熱湯び 
巧さ出して、火傷をするおそれびあ 
0ます。 


A 警告 

不凍液をエンジンルーム内にこぼさ 
ないでください。熱くなったエンジ 
ンに不まあび付着ずると、発火して 
火傷をするおそれびあ0まず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、冷却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されにとさは0300 
ページ）をご覧ください。 

を却水の量を点検ずる 


を却水の量の点検は、水平な場所に停 
車していて、エンジンび十分に;ちえて 
し、るとさに行ないまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のエンジンを却水温度画面で;ち却水 
の温度び;ちえていることを確認しま 
す0153ぺージ）。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
ひ、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 



► U ヴーブタンク①のキヤップ③を反 
時計回りにゆっくりと約1/2回転 
までまわして、圧力を巧さまず。 


►圧力び巧けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりとまわして取 
り外しまず。 

► を却水の液面び U ザーブタンク内 
のバー③の上面に達していれば適 
量でず。 

► キャップを確実に閉じまず。 

〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

〇 水温び高いときは約 15 mm ほど 
液面び高< なりまず。 

を却水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
9 〇 

► U ヴーブタンク①のキャップ③を反 
時計回りにゆっくり約1/2回転ま 
でまわして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ①をさら 
に反時計回りにゆっくりまわして取 
り外しまず。 
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► 冷却水の;巧面の局さ II ま意してぶ却 
水を補給します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液をミ屋ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最ほ気温）によっ 
て濃度を変えます （0355 ページ）。 

► キャップを確実に閉じまず。 

► エンジンを始動させ、約5分後に 
エンジンを停止しまず。 

► 冷却水び十分に;ちえたことを確認 
してか日を却水の量を再度点検し、 
必要であれば、再度を却水を巧給 
しまず。 

をが水の交換時期 

を却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
して < ださい。 

詳しくはメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

〇 ;令却水の補給は、を却水び;ちえて 
から行なってください。 

〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

[I 指定し U 外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

P 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 


〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにを却水に関ずる故障/警告メツ 
セージ0300ページ）び表示され 
にとさは、オーバーヒートしてエン 
ジンを損傷ずるおそれびありまず。 
ただちにま全な場所に停車し、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

オーバーヒートしたとを 


才ーパーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度び約 120° Cii (上をおし 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表おさ 
れる。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 

A 警告 

エンジンルームから蒸気が出ている 
とさや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体が発火して火災が発生ずる 
おそれがあ0ます。 


A 警告 

水温が下がるまで、絶巧にボンネッ 
卜やリヴーブタンクのキャップを開 
かないでください。高温の蒸気や熱 
湯が吹さ出して火傷をずるおそれが 
おります。 

Q オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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I 


〇オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

オーバーヒートしたとをは、じ(下のよ 
5に処置してください 

► ただちに巧全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で;ち却 
します。 

ラジェターの;令却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているとさは、ェンジンを停止し 
て;令却して < ださい。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検します。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます（1>25日ページ）。 

〇冷却水は、ェンジンが熱いときに 
補給しないで<ださい。ェンジンを 
損傷するおそれがありまず。 


ブレーキ液 
A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告^ッ 
セージが表示されたり0298ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯（[>273ページ） 
が点灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障が解消ずることはあり 
またん。 

安全な場所に停車して、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださし、。 


A 警告 

必ず指定のブレーキ液を使用して< 
ださい。指定 LU 外のブレーキ液を使用 
した0、他の銘柄を混ぜると、ブレー 
キの効を具合や ブレーキ システムに 
悪影響を与え、安全なブレーキ操作 
がでさな<なるおそれがあ0ます。 


A 警告 

ブレーキ液の補給は、エンジンが冷え 
てから行なってください。また、上 
限を超えないよラに補給してくださ 
し、。あふれた ブレーキ 液がエンジン 
や排気系部品などに付着すると、発 
火して火傷をしたり、火災が発生す 
るおそれがあります。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告;< ッセージが表示されたとさは 
0298ぺージ）をご覽ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



► ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 U 
ヴーブタンク①のレベルインジケー 
ター上限 (MAX ) ©と下限 （ MIN ) 
⑤の間にあれば正常でず。 
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ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場で点検を受けてくだごい。詳 

しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 

スエ場におたずね < ださい。 

〇ブレーキ液の減りかたびきしいと 
きは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

P ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 

〇補給のとさは、3ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて巧給すると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 

P ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化しに状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ く 一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック：長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキぺダ J レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ内に気泡び発生し、 
ブレーキぺダ j レを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かなくなる現 
象のことでず。 


ウオッシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
近付けたり、近<で喫煙をしないで 
ください。また、エンジンが熱くなつ 
ているとさは補給しないでください。 

〇 ウインドウ ウォッシヤー液とへッ 
ドライトウ ォッシャー液の U ヴーブ 
タンクは共用でず。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類がありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果があり、冬用には凍 
結温度を下げる効果がありまず。 

ウオッシャー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウォッシャー液と水を適正な混合比 
に混ぜまず。 

► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップのを開さまず。 

►あらかじめ適正な比率で水と混合 
しておし^たウォッシャー液を補給 
しま弓。 

► キャップのを取り付けまず。 


B こな〇芭6邮田 
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使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ畳ぜ 

て使用します。 

P 補給ずる前に別の容器で適正なミ畳 
合比にミ屋ぜてください。 

[I 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

" ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

[I ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を;居ぜないでください。液 
量の計測器を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(外のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

[I マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
0304ぺージ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくは ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


安全に関ずる注意 


A 警告 

純正品および承認されている製品し U 
外のタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤやホイールを正しく装着しな 
いと、車両の安全性を損なラおそれ 
があ0まず。 


A 警告 

タイヤがパンクしているとをは、車 
両の走行特性やステアI」ング特性、 

ブレーキ特性などが善し < 損なわれ 
まず。事故の危険性がありまず。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
<ださい。 

• タイヤがパンクしたとさは、ただ 
ちに応急用スペアタイヤに交換す 
るか、^ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないで<ださい。また、スペーサーや 
ダストシールドを使用しないで<ださ 
い。保証の適用がになりまず。 


I 
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タイヤとホイール 


走巧時のま意 _ 

• 走行しているとさは、振動や騒音、 
ステアリングが片方向にとられるな 
どの不自然なステア U ングの動さに 
注意して < ださい。ホイールや夕 
イヤが損傷しているおそれがありま 
す。タイヤやす、イールの損傷が疑わ 
れるとさは、ただちに安全な場所に 
停車して、タイヤとぶイールを点検 
してください。目に見えないタイヤ 
やホイールの損傷ち、不自然なステ 
アリングの動さの原因になりまず。 

異常が見つからないとさち、少ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けて < ださい。 

• 駐車時は、タイヤやぶイールが縁石 
や障書物に接触しないようにして< 
ださい。 

縁石などを乗り越える必要があると 
さは、走行速度を落とし、縁石に対 
してタイヤをできるだけ直角にして 
<ださい。タイヤを損傷ずるおそれ 
がありまず。 


タイヤの点検 


A 警告 

損傷しているタイヤは空気圧あ下の 
原因にな0、結果として車両のコン 
卜□ールを失ラおそれびあります。 
事故のを険性びありまず。タイヤに 
損傷びないかを定期的に点検し、損 
傷しているタイヤはただちに交換し 
て < ださい。 


タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接化部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大をな傷びないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込んで 
いないことを点検しまず。 

►タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
ず。ス U ツプサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び出ているとさは、新し 
いタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接地面の状態は 
定期的に点検してください。必要で 
あれば、タイヤを左側またはち側に 
いっぱいに切った状態でタイヤの巧 
側を点検してください。 

• ほこりや水分の浸入を防ざバルブ 
を保護ずるため、ホイールパルプ 
のキヤツプを必ず装着して < ださ 
しんまた、市販のタイヤ空気圧計測 
装置をホイールノ（ルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたパ'ルブ 
キヤツプし U 外のをのをホイールパVレ 
ブに装着しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを含め、タイ 
ヤの空気圧は定期的に点検して< 
ださい。 

• タイヤに空気を入れてを、ずぐに空 
気圧びほ下ずるときは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤバルブからの 
空気漏れなどのおそれびありまず。 
ただちにメルセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


B こな〇芭6邮 m 
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タイヤトレッド 


A 警告 

し^下の点にミ主意して < ださい。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみやかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さが約 3 mm L 处下になると著 
しく滑りやす<なり、事故につな 
がるおそれがあります。 

• ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩辉は均一ではありませ 
ん。タイヤの溝の深さや接地面の 
状態は定期的に点検してくださし、。 
必要であれば、タイヤを片方向に 
向けて、タイヤの内側も点検して 
<ださい。 


タイヤの還択、装着と交換 

• 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにして < ださい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約1 00 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧め 
します。 

• トレッドがひど<摩耗したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグリップが著しく低 
下し、八イド□プレーこング現象を 
起こずおそれがありまず。 

•摩耗具合にかかわらず、6年 Li (上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 


応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て < ださい。 

• 純正品または承認されている製品 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費な どに 悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷するおそれがあり 
ます。 

• 再生タイヤを装着した場を、安全性 
の保証はでさません。 

• 純正品または承認されている製品 iU 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

• 前後同サイズのタイヤ/ぶイール 
が指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着ずるとさは、前 
輪に装着して < ださい。 


ウィンタータ イヤ 」 

雪道や凍結路を走行ずるとさやが気温 
度が約 rcii (下のとさは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着ずることで、 ABS や ESP ⑩な 
どの効果が発揮されまず。 

装着ずるウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 












262 


タイヤとホイール 


A 警告 

ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。十分なグリッ 
プを発揮でさず、雪道や凍結路の走 
行に適さなくなります。これにより、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になります。 


A 警告 

ウインタータイヤの装着時に、応急 
用スペアタイヤを装着ずると、車両 
操縦性や走行ま定性、制動性能び大 
さくほ下ずるのでミ主意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、で 
さるだけ早くウインタータイヤに戻 
して < ださし、。 

P ウインタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□—ルは使用しないでく 
ださし、。 

〇ウ インタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねください。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 
をは、スノーチェーンを装着してくだ 
さい。 

スノーチェーン は 、 Daimler AG の}旨 
定品を使用してください。取り扱いに 
ついては、 スノーチェーンに 添付され 
ている取扱説明書に従ってください。 

スノーチェーンを装着ずるとさは、じ ( 
下のことにミ主意してください。 


• 車種や仕様により、標準タイヤ、ホ 
イールにスノーチェーンを装着で 
さない場合びありまず。詳しくは 
0358ページ）をご覧ください。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着 
してください。前輪に装着ずると、 
ボディやフェンダーの内側または 
サスペンションなどに接触して、 
タイヤや車体を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スノーチェーン 装着時は約 50 km / 
h LU 下の速度で走行してください。 

• 指定品 LU 外のスノー チェーンを装着 
すると、タイヤから外れたり、車体 
に接触ずるおそれびありまず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を巧げない、安全で平坦な場所で 
行なってくださし)。 

• 路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さい。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほ5び走行しやずい 
場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


B こな〇芭6邮田 








タイヤとホイール 


263 


タイヤ空気圧 


タイヤ空気圧ラベル 


A 警告 

空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤが過熱して破裂し 
たり、火災を起こずおそれがありま 
す。必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。 

タイヤに空気を入れずざないで<だ 
さい。空気を入れすぎたタイヤは、路 
上の破片が凹みなどにより損傷を受 
けたりパンクしやすくなりまず。ま 
た、タイヤ空気圧警告システムが正 
しく作動しな<なったり、車両操縦 
性に悪影響をおよぼすおそれがあり 
ます。 


"I. …!. 



タイヤ空気圧ラベルの例 

ぷタイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびお0ます。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています（杉24日 
ぺージ)。 

タイヤサイズや乗車人数、荷物の量 
などに応じて、前輪と後輪の空気圧 
を調整して < ださい。 

単位は rkPa (1 00 kPa =1 bar )」 と fpsij 
で示してし''ます。 


0 "up to 210 krn / h " の表示がある場 
合は、" up to 21 日 km / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なって< ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのぶイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 

A 警告 

ホイ…ルバルブには純正品または承 
認されたバルブキャツプ外のわの 
を装着しないでください。特にバル 
ブに装着するタイプの市販のタイヤ 
空気圧計測装置を装着すると、ホイー 
ルバルブに負担がかかり、ホイール 
バルブが脱落するおそれがあります。 
また、構造上バルブが常に開いた状 
態にな0、空気漏れにつながるおそ 
れがあります。 


A 警告 

タイヤ空気圧が何度を低下するとき 
はじ(下のことを確認してください。 

• タイヤに異物がささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブから空気 
が漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キヤップが装着されていること 

タイヤ空気圧が低いとさは、車の走 
行安全性に悪影響をおよぼし、事故 
につながるおそれがあ0まず。 


I 
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タイヤとホイール 


空気圧はできるだけタイヤがをえてい 
るとさに測定してください。じ(下のと 
さはタイヤは冷えていまず。 

• 直射日光をミ谷びていない状態で約3 
時間駐車したままのとさ 

•約1 .6 km 1^(上走行してし成1；いとき 

周囲の気温や走行速度、路面温度など 
の影響によりタイヤの温度が約1日む 
変化すると、タイヤ空気圧は約 lOkPa 
(0.1 bar / 1.5 psi ) 変化しまず。タイ 
ヤ空気圧を点検ずるとさは周囲の気温 
にま意して < ださい。 

不適切なタイヤ空気圧は、タイヤに 
下のよラな影響を与えまず。 

• タイヤ寿命の低下 

• 損傷を受ける可能性の増加 

• 車両操縦性への悪影響（八イド□プ 
レーこング現象など） 

〇 少•ない荷物に対応した空気圧は、 
良い乗りむ地をちたらずための最低 
空気圧でず。荷物がかないとさち、 
多い荷物に対応した空気圧を使用ず 
ることちできまず。この空気圧は許 
容されている値であり、走行性能に 
悪影響を与えることはありません。 

平環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃輯をを計に消費します。 


タイヤ空気圧警告システム 


4輪ずベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下ずること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクション 
ディスプレイに警告><ッセージを表 
71 \ します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
いるとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速をしているとき 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとき 

上記に該当しない条件で約 20 km/h 
上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれまず。 
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A 警告 


A 警告 


• 空気の入れすぎなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告が 
行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照して、必ず規定の空気圧 
に調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気が漏れた 
場音などは検知でさません。また、 
タイヤ空気圧の点検を行なラシス 
テムではありません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物が 
貫通した場をなど）に対しては警 
告を行なラことがでさません。こ 
のとをは、急ブレーキや急八ンド 
ルを避け、しっかりステア U ング 
を支えながら、徐々に減速して安 
全な場所に停車して < ださい。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 

ずる 

m 下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて<ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとき 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（0263ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認して < ださい。 


タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧が適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► またはを押して、基本画 
面を表示させます（杉151ページ）。 

► ^または^を押して、タイヤ 
空気圧警告システムを表おさせまず。 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
サドウ 

メニュ ー: R ボタン 


R 


II タイヤクウキアツケイ]クシステムサドうにュ - : 

ホ'' タン" と表示されまず。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 夕仆クウキアツケイ]クシステムイク''こッシヨ 
ンオンテ'' ヴ ドウ" と表示されたときは、 
イグこッシヨン位置を2にしてく 
ださい。 

► リセットボタン（1>147ページ）を 
押します。 
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タイヤの交換 


タイヤクウキアツケイコク 
システムヴイシドウ？ 

パイ ® 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 夕仆クウキ乃/ケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されまず。 


m を押して、 
7]\1ししまず。 


タイヤ □ーテー シヨン 


八イ II を反転表 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動しないとさはを押しまず。 

〇 マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに" タイヤクウキアツケイ]クシステムサイ外'' 
ウ？" と表示されてから約15秒間何 
ち操作をしないと、再起動は中断 
されます。 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴイシドウ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ "と 
表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なるとさは、タイヤ□ーテー 
シヨンを行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると車両操縦 
性や走行安定性が確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
1己 kg—m (1 己 ONm ) です。タイヤ □ — 
テーシヨンを行なった後は、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場でホ 
イールボルトの締め付けトルクを確 
認してください。 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
cf -' 曼0 

已，00日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって< ださい。 
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タイヤ□ーテーシヨンを行なう タイヤの這掃 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 A 曰口 


施すると、タイヤの摩耗を均一化ず 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なラと 
きは、ホイールとブレーキシステム 
の接を面を清掃して < ださい。 

〇 タイヤを入れ替えた後にタイヤ空 
気圧を調整して、タイヤ空気圧警告 
システムを再起動して < ださい。 

タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラベルで確認して < ださい。 

タイヤの回転方向 

回転方向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるよラに装着ず 
ることで、八イド□プレーこング現 
象などを発生しに<<し、タイヤの 
性能を発揮することができまず。 

タイヤの側面に記載された回転方向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイヤは、どちらの回 
転ち法で'ち装着でさます。 

応急用スペアタイヤを使用ずるとさ 
は、制限速度などの使用制限に従っ 
て < ださい。 

タイヤの保管 

装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃しないで<ださい。タイヤ 
を損傷するおそれがありまず。 
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寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず iU 下の注意事項を 
守って < ださい。 

を却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状態 
に不足がないことを点検してください。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の列気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま <地域の場合、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 


ドアや テールゲー トの凍結 

ドアやテールゲートが凍結していると 

さは iu 下のよラな方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いて < ださい。 

• 氷を取り除<とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださい。 

• ドアやテールゲートが凍結して開 
かないとさは、開口部周囲 I める 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダー 
にはめるま湯がかからないよ5に 
して < ださい。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はされいにおさ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の 
防水シールやウエヴーストリップ 
を損傷するおそれがありまず。 

ボディ下測の着か 

• 走行前にボディ下部やフてンダーの 
内側を点検して<ださい。ブレーキ 
関連部品やステアリング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊が 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作がでさな<なり、事故を起こずお 
それがありまず。 

. 雪や氷塊が付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にミ主意しなが 
ら、雪や氷塊を取0除いて < ださい。 
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• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
をは、大をくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウ、パノラミックスライディング 
ルーフ*などび凍結しているとさに、 
無理に動かずとモーターを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してひら操作してください。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとをに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやず 
<なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けな<なったとさは、先に 
マフラー（排気ガスの出 □) と車の 
周囲から雪を取り除いて < ださい。 
排気ガスび車内に侵入ずるおそれび 
ありまず。 

A 警告 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび 
車内に入り一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死ずるおそれびあります。 


駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
庄 II にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よ5にして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


ウィンタ~タイヤ _ 

雪道や凍結路を走行ずるとをや外気温 
度び約 7° CLU 下のとさは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧め しまず。 

このよ5な状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着ずることで、 ABS や ESP ®、 
4 MATIC などの効まび発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のをの 
にして < ださし、。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動してく 
ださい。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒を時の取り扱い 


A 警告 

• ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 政下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤを装着すると、 
車両安定性や制動性能が大さ < 低 
下するのでミ主意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早<ウィンタータイヤ 
に戻してください。 

〇回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
されに回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

B ウィンタータイヤを外した後は、 
タイヤ/ホイールをオイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそ 
れのない、乾燥した;ち暗所に保管し 
て < ださい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねください。 


スノーチェーン _ 

ウインタータイヤでを走行び困難なと 
をは、スノーチェーンを装着してくだ 
さい。 


スノー チェー ンは 、 Daimler AG の} 旨 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従ってください。 

〇スノーチェーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

前輪に装着ずると、ボディやフェン 
ダーの巧側まにはサスペンションな 
どに接触して、タイヤや車体を損傷 
ずるおそれびあ0まず。 

〇応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

〇オプションまたは仕様により、標 
準タイヤ、ホイールにスノーチェー 
ンを装着でさない場合びありまず。 
詳しくは （0358 ページ）をご覧く 
ださい。 

〇指定品 Li (外のスノーチェーンを装 
着ずると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

H スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を巧げない、安全で平坦な場所 
で行なってくださし、。 

H スノー チェ—ン装着時は約 
50 km / h (下の速度で走行してく 
ださい。 

〇路面に雪や凍結びな<なったとさ 
や、必要のなくなったとをは、ずみ 
やかにスノーチェーンを外してくだ 
さい。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほラび走行しやずし、 
場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


B こな〇芭6邮田 
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雪道を走行ずるとを _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間お 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重に走行して < ださい。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、 i - u 下のま意事項を守って < ださい。 

• ウィンター タイヤまたは スノー 
チェーンを必ず使用してくださし)。 

• 走行モードを E モードにしてくだ 
ごい （0141 ページ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けて < ださい。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださし、。 

• ほいギアレンジを選択ずることによ 
る急激なエンジンブレーキは効かせ 
ないで < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効をび悪<なること 
びありまず。このよ5なとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、 
ブレーキの効をび回復ずるまでブ 
レーキペダルを数回軽< 踏んで< だ 
さい。 

A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。ス1」ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


走行時のを意 


エンジンを停止しての走す5 
A 警告 

エンジンが停止しているとさは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 


ブレーキ 

A 警告 

• 滑0やずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで<ださい。 
車輪びス U ップして車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそ 
れびありまず。 

• 長い下り坂や急な下0巧では必ず 
ティップシフトであいギアレンジ 
を還択し、エンジンブレーキを併 
用して<ださい。エンジンブレー 
キを併用しないでブレーキペダル 
を踏み続けた0、急ブレーキを繰 
り返ずと、ブレーキび効かな<な 
り停車でさな<なるおそれびあ D 
ます。 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などにち険 
をおよぼずことびないよラにミ主意し 
て < ださい。 
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A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
バッドび早<摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なった0、 
火災び発生するおそれびあ0まず。 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キバッドは、目安として走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を売 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んでください。 

〇ブレーキび過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水びかひらないよ 
ラにして<ださい。ブレーキデイス 
クを損傷するおそれびありまず。 

〇水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび悪< なることびあ 
りまず。このよ5なとさは後続車に 
を意しなびらほ速で走行し、ブレー 
キの効をび回復ずるまで、ブレーキ 
ぺ夕 V レを数回軽く踏んでください。 

〇高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとさは、ブレーキの効さび悪 
<なることびありまず。このよラな 
とさは後続車にミ主意しなびら、ブ 
レーキの効さび回復ずるまで、ブ 
レーキぺ夕レを数回軽く踏んでくだ 
ごい。 

〇必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正 LU 外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変ねつてま全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびありまず。 


〇 長く急な下りあでは、ティップ 
シフトでギアレンジを正丑、担君、 
巧五にして、エンジンブレーキを効 
かせて<ださい。ブレーキの過熱や 
過度の摩耗を防ぐことびでさまず。 
さらに減速び必要なときは、ブレー 
キペダルを踏み続けるのではな<、 
繰り返し踏んでください。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピー ド US ッターの 作動中を、ほ 
いギアレンジを選択ずることによ 
りエンジンブレーキを効かせるこ 
とびでさまず。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび;ちえるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 

ま結防止剤について 

凍結防止剤びまかれた道路を走行ずる 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類び付着してブレーキの効 
さび悪<な0、制動距離び長<なるお 
それびあ0まず。 

このとさは、後続車にミ主意しなびらブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。さ 
らに、先行車との車間距離を十分確保 
し、ま意して走行してくださしんまた、 
次回走行ずるときにち、ブレーキぺダ 
ルを数回軽<踏み、残った塩類を落と 
して < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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(( D ) 」ブレーキ警告。 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは警告灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

エンジン始動後やイグこッシヨン位 
置が1のとさは、パーキングブレー 
キを効かせていると点口したままに 
な0まず。 

エンジンがかかっているとさやイグ 
こッシヨン位置が1のとさに、パーキ 
ングブレーキを解除してち消灯しない 
ときは、ブレーキ液が不足していまず。 
安全な場所に停車して、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ブレーキ 液または ブレーキパッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表示されたとさは（[>298ページ） 
をご覧 < ださし、。 


タイヤグ U ップについて 

ま全な走行のため、請れた路面や凍結 
した路面では、乾燥した路面を走行ず 
るとさよりをほい速度で走行してくだ 
ごい。 

外気温度びほいとさは、路面の状態に 
十分ま意して<ださい。路面び凍結し 
ているとさは、ブレーキ時にタイヤと 
路面の間に薄い水の層び形成され、夕 
イヤのグ U ップび大さくほ下しまず。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷ずるおそれびあ0まず。 

. 車間距離を十分に確保して、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避け 
て < ださい。 

横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとをは、ヘッドラ 
イトを点灯してください。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 

エンジンブレーキのミち用 

下りあび続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびあ0まず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 
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走巧時の注意 


滑りやずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過を 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効をび遅れた0、悪<なるこ 
とびありまず。このよラなとさは、後 
続車にミ主意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

スタック（立ちな生）したとを 

• めひるみなどでタイヤび空転した0 
脱輪した状態から脱出ずるときは、 
タイヤを高速で空転させないで < だ 
さい。脱出直後に車び急発進して、 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異苗な過熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起きたり、トラ 
ンスミッションを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スタックした状態から脱出ずるとを 
は、タイヤ前後の±や雪などを取0 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてび5と効果的でず。 

また、ほ速でシフトポジションを 
CE と CE に交互に入れることに 
より、めかるみから脱出でさる場合 
をありまず。 


道路冠水や車び水没したとき 

• 冠水した道路を走行ずるとさに許 
容されている最大水深は、約 25 cm 
でず。 

• 波び立たないよ5な速度で走行して 
<ださい。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジ 
ンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びありまず。 

. 車び水巧した場合は、水び引いた後 
でをエンジンを始動せずに、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくだごい。 


走行中に異常を感じた5 


警告'灯び点口したとをやマルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび 表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処して<だ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとをは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしにり、車に重大な 
損傷をちえるおそれびありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキあや燃 
料などび漏れていないか確認してく 
ださい。漏れやボディ下部に損傷を見 
つけたとさは、運転を中止してメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。損傷を放置したまま走 
行を続けると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場 
所に停車して<ださい。急ブレーキや 
急八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとを 


駐車ずるとをの注意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転ちび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださい。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングや セレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 


• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げて < ださい。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、室内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

雪び降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているとさは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび 面 
さびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 
それびありまず。 

急な坂道では 

急な坂道で駐車ずるとさは、シフトポ 
ジシヨンを [ E にして、パーキンク' 
ブレーキを確実に効かせてください。 
さらに輪止めをして、前輪を歩道方向 
に向けて < ださい。 

仮眠ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、ま 
全な場所 I こ駐車しておずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出し、 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異苗過熱して乂 
災の原因にな0まず。 
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後退ずるとさ 

後方視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
て < ださい。 


雨降0や濃霧時の運転 

雨降0や濃霧時の注意事項 

雨が降っていたり、濃露が発生してい 

るとさは、路面が蕭れて滑りやず<視 

巧ち悪<なりまず。(下の点にミ主意し 

て、いつちより慎重に運転して<ださ 

し、。 

• 路面が滑りやずいため、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いため、歩行者や 
障害物の発見が遅れがちになりま 
す。いつちより速度を下げ、車間距 
離を十分に確保して < ださい。 

• 蕭れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれがありまず。 

• 路面が蕭れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないで< 
ださい。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪<なることがありまず。このとさ 
は、後続車にミ主意しながら低速で走 
行し、ブレーキの効さが回復ずるま 
でブレーキペダルを数回軽<踏んで 
<ださい。 


• 安全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させて < ださい。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
して <ださい。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、へッドライ 
卜や U アフォグランプを点口して< 
ださい。ただし、へッドライトを上 
向さにずると、雨や濃露に反射して 
視界を損なったり、対向車を眩惑ず 
るため、下向さで点口して < ださい。 

• 濃露のとさは U アフォグランプを 
点灯し、速度を落として走行して 
<ださい。危険を感じるとさは、 
露が晴れるまで安全な場所に停車 
して < ださい。 


B こな〇芭6邮 m 
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メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転ずるためには、ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要がありまず。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場では のよ 
5な点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目がありまず。これらは><ンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるちのでず。 

次の点検時期を示すステッカーがフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

整備手帳 


車には整備手帳が備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するときにお客様 
ご自身の判断で実施していただ<点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常が発見され 
た場合は、ずみやかにルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


メンテナンスインジケーター 



走行距離や経過時間などに応じて、 
一力一指定点検整備の実施時期を表 


71^します。 

メンテナンスインジケーターが表おさ 
れたとさは、一力一指定点検整備を 
行なってください。 

P ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

Q ^一力一指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保 
証などの対象がになることがあり 
ます。 

自動表示機能 


次のメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッシヨン位置を2 
にしたとさやエンジンびかかっている 
とをに、メンテナンスインジケーター 
び自動的に表示されまず。 

メンテナンスインジケーターを消'ず 

► U セットボタン （01 47ぺージ）を 
押しまず。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 
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メンテナンス 


手動表示 

メンテナンスインジケーターは、手動 
でを表示でさます。 

► イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ステアリングの E ] またはを 
押して、基本画面を表おさせまず 
(>151ぺージ)。 

► ^または^を押して、メンテ 
ナンスインジケーターを表おさせ 
まず。 

表示 メ ッ セージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてけ下のように変化しま 
す。"#"には" A " から" H " までのアル 
ファべットび入りまず。 

点検壁備実施前の表示例 

II メンサンス #アト XX ニ チ" 

" メンテナンス#アト XX km " 

点検壁備実施時期になったとさの表 
示例 

II メンサンス#グッ]ウシ 巧！" 

点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

" メンサンス# XX ニチ〕1テイ マス" 

II メンサス# XX km 〕1テイ マス" 


〇" メンテナンス A " " メンテナンス B " など、" メ 
y テナ' ノス" の後に表示される" A " から 
" H " のアルフアベットは、な回の 
メーカー指定点検整備の範囲び、点 
検項目のかない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当ずるか 
をおすちのです。ただし、曰本では 
法定点検びあるため、これらの範囲 
と法定点検の範囲は異なりまず。 

〇" メンサス A + " " メンサンス B + " など、 
" A " から" H " のアルフアベットの後 
に" + " の表示びあるとさは、ブ 
レーキ部品交換などの点検整備び含 
まれていることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限巧に達 
ずることびあ0まず。ブレーキパッ 
ドの交換については、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で相談の 
上、じ(下のどちらかで対処してくだ 
さい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 


まに、警告音び鳴0まず。 


B こな〇芭6が田 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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メンテナンスイン ジケーターの リセット 

メーカー指定点検整備の実施後に、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
メンテナンスインジケーターを U セッ 
卜して < ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では36日日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の 一力一指定点検 
整備時期として表示します。 

〇 ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かにルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG がす旨 
定ずる用品のみを使用して < ださし、 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

一部の合成ク U —ナーなどには、有 
機溶剤や可燃性物質が含まれている 
ことがあります。カーケア用品を使 
用ずるとさは、必ず添付の取り扱い 
上の注意を読み、指示に従って<だ 
さし、。 

車内でカーケア用品を使用するとき 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それがあ0ます。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
りまず。 

カーケア用品は、モ供の手が届くと 
ころや火気の近<に置いたり保管し 
ないで < ださい。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 
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• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めに補 
修を行なってくだごし)。 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥の面ん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、ずみやかに巧さ取っ 
てください。特に、鳥の面んは塗装 
面を損傷しやすいため、でさるだけ 
早 < 水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤び散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー巧を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれび 
ありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
し 、マグネットなどを貼付しないで 
ください。塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めにメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


自動洗車機での洗車 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレー 
キの効さが悪くなることがあ0、事 
故につながるおそれがあ0ます。ブ 
レーキが乾< までミ主意して運転して 
<ださい。 

自動洗車機で洗車ずるとさは Li (下の点 

にミ主意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使用 
しないで<ださい。ドアやパノラ 
ミックスライディングルーフ*な 
どから水漏れを起こずおそれがあり 
ます。 

• 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車ずる前に水洗いをして < だ 
さい。 

• 自動洗車機が車のサイズにをってい 
ることを確認してください。また、 
洗車前にドア三ラーを格納して<だ 
さい。車体やドア S ラーを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• 自走式の自動洗車機を使用ずるとさ 
は、シフトポジションが rm になっ 
ていることを確認して<ださい。車 
を損傷するおそれがありまず。 

• ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*が完全に閉じ 
ていることを確認して < ださい。 

• 余熱ヒーター-ベンチレーション 
が停止していることを確認して< 
ださい。 

• ワイパーを停止して < ださい 
(>11 9、12日ページ）。 


B こな〇芭6が m 
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• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光がが失わ 
れたり、劣化を早めるおそれがあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
拭さ取って < ださい。 

手洗いによる洗車 


► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水に カーシャンプーな どを混ぜた洗 
浄液を用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ口付近では少量にし、 
ダクト内に洗浄液が残らないように 
注意して < ださい。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴をおさ取 
りまず。 

洗車時の注意 

洗車をするとさは、 iU 下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水が凍るよラな寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで < ださし、また、 
熱いお湯で洗車しないで < ださい。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り除 
いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 


• 洗車をずるときはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触れ 
て火傷をした0、けがをずるおそれ 
がありまず。 

•走行した直後は、ブレーキディス 
クやぶイールに直接水などをかけ 
ないで<ださい。ブレーキディス 
クが熱いとさに急激に;令やずと、 
ブレーキディスクを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないで<ださい。ホ 
イールやぶイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走行=し 
て、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高 
いため、タイヤを損傷して、事故の 
原因にな0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 
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• 高圧式スプレーガンのノズルをし U 
下の部分に近付けないでください。 
水圧び高いため、車内に水び浸入 
しにり、防水シールや塗装面を損 
傷するおそれびありまず。 

◊タイヤ 

◊ウインドウガラス接合面 

◊ボディパネルの継ぎ目 

◊電気装備 

◊バッテ U - 

◊コネクター類 

◊ライト 

◊シール部 

◊外気取り入れ □ 

◊サスペンション 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、曰甫 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それびありまず。詳しくはメルセデス 
-ベンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ク U アマット仕上げの軽合金ホイール 
を取り扱5際を、し i (下の点にミ主意して 
<ださい。 

B 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワック 
スや研磨剤、光沢剤のよ5なペイ 
ント保護剤は使用しないでくださ 
し、。質感を損なったり、塗装面を 
損傷するおそれびありまず。 

〇塗装面にミちれび付着したときは、 
すみやかに取り除いてください。 


〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないで<ださし、 
質感を損なったり、塗装面を損傷 
ずるおそれびありまず。 

〇ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびらミちれを巧さ取っ 
て < ださい。 

〇タールなどのミちれび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して輕く 
たたをなびらミちれを巧さ取ってく 
ださい。 

Q 高圧式スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくださ 
し、塗装面を損傷するおそれびあ 
りまず。 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 

ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチか S キー 
を抜くか、イグニッション位置を0 
にして<ださい。ワイバーび作動し 
てけびをずるおそれびあ D ます。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 
た柔らかい巧で清掃してください。 

。ウィンドウの内側を清掃ずるとさ 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤を 
含むク U —ナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かたい物でこずら 
ないでください。ウインドウを損傷 
ずるおそれびありまず。 


B こな〇芭6邮田 






曰常の手入れ 


283 


Q フ□ントウインドウの排水□にた 
まつた枯葉やほこりなどを定期的に 
清掃して<ださい。排水□び目詰ま 
りを起こし、腐をの原因になりまず。 

ワイ パー ブ レー ドの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイツチからキーを巧 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
て<ださい。ワイバーび作動してけ 
びをするおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーブ レー ドを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。まに強 
くこずったりしないでください。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイ パーアームを 起こしまず。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
ひい巧で輕く田:さまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷ずるおそれびありまず。 


ライト類①清掃 

〇ライト類の清掃には、樹脂製レン 
ズに適しにク U —ナーと巧を使用 
し、有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
を使用しにり、乾いた巧などで強く 
こずらないで < ださい。 

► 湿らせたスポンジとカーシヤンプー 
をミ居ぜた洗;争液で、ライト類の樹脂 
製レンズを清掃しまず。または、清 
潔な柔らかい巧でライト類の樹脂製 
レンズを清掃しまず。 

ドア S ラー方向指示なの清掃 

〇ドアミラー方向指示なの清掃には、 
樹脂製レンズに適したクリーナーと 
巧を使用し、有機溶剤や強アルカ U 
洗剤などを使用 したり' 乾いた巧な 
どで強 < こずらないで < ださい。 

► 湿らせたスポンジとカーシヤンプー 
を混ぜた洗を液で、ドア S ラー方 
向指示灯の樹脂製レンズを清掃しま 
ず。または、清潔な柔らかい巧でド 
ア S ラー方向指示灯の樹脂製レンズ 
を清掃します。 
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パークト□ニックセンサーの手入れ 



パークト□ニックセンサーのを清掃 
するとさは、流水または水とカーシ ャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流して< 
ださい。 

H パーク ト □ニック センサーを清掃 
するとさは、乾いた巧、目の粗い巧、 
かたいななどは使用しないで<ださ 
し、。また、純正(外の手入れ用品を 
使用したり、強い力で乾拭さしない 
で<ださい。センサーを損傷ずるお 
それがあ0まず。 

B パークト□こックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。 


パーキンクアシストリアビユーカメラ 
の清掃 



► されいな水で力 ラ①のミちれを落と 
し、やわらかい巧です式き取ってくだ 
さい。 

P 力；>< ラのレンズや力；>< ラ周辺を 
清掃するときは、 iu 下のことにミ主 
意してください。力^ラを損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
リーナーを使用するときは、ノズ 
ルを力 ラや力 ラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾 J 式さしないで<だ 
さい。 

. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、力；><ラにワックスが付着し 
ないよラにミ主意して < ださい。 
付着したとさは、水にカーシ ャ 
ンプーなどを混ぜた洗浄液でホ式 
き取ってください。 


B こな0岳6邮田 
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マフラーの清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


車内 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないようにま意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むクリーナーなどを 
使用しないで < ださい。 

• ウインドウに遮光フイルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳し<は^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたず 
ね< ださい。 


A 警告 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにあるリン 
ケージやヒンジなどの金属部分が露 
出した箇所にま意してください。触 
れるとけがをずるおそれがおります。 


COMAND ディスプレイの清掃 

► COMAND システムの電源をオフに 
しまず。 

ディスプレイが熱<なっているとさ 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でおさ取0まず。 

Hcomand ディスプレイを清掃ず 
るとさに UTF のちのを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこずらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 


B 三養芭 S が田 
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曰常の手入れ 


プラスチックト U ムの清}最 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、有機を 
剤を含むク1」ーナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグび正常に 
作動しな<なり、けびをずるおそれ 
びあ0まず。 

〇プラスチックト1」ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックト U ムを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着しな 
いよラにしてください。表面の劣化 
の原因になりまず。 

► 水で湿らせた不織巧で巧さ取りまず。 

► 頑固な汚れには専用のク1」ーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しまずび、 
乾くと元に戻りまず。 

ステア U ングおよびセレクターレバー 
の清掃 

►水で湿らせに巧で全体を巧くか、指 
定のレヴーケア用品を使用してくだ 
ごい。 

ウツドト U ムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧で巧を取りまず。 

► 頑固なミちれには専用のクリーナーを 
使用します。 

〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
きり、ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷ずるお 
それびありまず。 


シート表皮の清掃 

〇天然皮革や人工皮革、アルカンタ 
ラ®を使用した部分には、不織巧 
を使用しないでください。頻繁に使 
用ずると、これらの部分を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇レヴーは、軽く湿らせに巧で表面 
を巧さ、次に乾いた巧で巧さ取りま 
す。革び蕭れないよ5にま意してく 
ださい。 

〇 シート表皮を定期的に手入れずる 
ことにより、見栄えや快適性を維持 
することびでさまず。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
巧さ取りまず。 

〇化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、 80° C 1； ■(上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 

ルーフライニングおよび力一ぺットの 

這掃 

► ルーフライニングは、柔らかいブラシ 
を使用して清掃しまず。ひどいちれに 
は、指定のク U —ナーを使用しまず。 

► カーぺットは、指定のク U — ナーを 
使用して清掃しまず。 


B こな〇芭6が田 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ただち 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火災び発生した0、 
爆発ずるおそれびあります。 


事故び起きたとを 

すみやかに、け下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動ひさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してくだごい。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

シフトポジションを EE にして、同 
乗ちや付近の人に救援を巧め、ま全な 
場所まで車を押して移動してくださ 
い。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを CN ] にでさない 
とさは、乗員を巧全な場所に避難させ 
て、続発事故を防いで< ださい。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用して < ださい。 



se — り 


• 自動車保険会社に連絡してくださし)。 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに 
備えていまず。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

〇 懐中電灯び十分な日月るさで点灯ず 
ることを定期的 I こ点検して < ださい。 


ラゲツジフ□アポード 

ラゲツジフ□アボードの下には、停止 
表示板や救急セット、車載工具、応急 
用スペアタイヤなどび収納されてい 
ます。 



ラゲツジフ□アボードを開く 

► 八ンドル③の矢印の部分を押して八 
ンドルを起こし、ラゲツジフ□ア 
ボード①を引を上げまず。 



► ラゲツジフ□アボード裏面にある 
フック③を矢印の方向に取り外し 
ます。 


► フック③をテールゲート開□部上端 
④にかけまず。 

〇サー ド シー ト後方にラゲッジルー 
ムカバー収納 U —ルを取り付けてい 
るとさは、ラゲッジ>1レームカバーの 
後端を下げてからラゲッジフ□ア 
ボードを開いて<ださい。ラゲッジ 
ルームカノ（一を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


■化：？ Q >- り 
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車載品の収納場所 


停止表示板 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



&停止表示板ケースの収納位置び異なる場 
合びあります。 


タイヤフイットび車載されている車種 



《タイヤフイットは、日本仕様には装備さ 
れません。 



停止表示板を組み立てる 

► 停止表示板ケース①から停止表示板 
を取り出しまず。 

► 4本のスタンド④を引き出して、停 
止表示板を地面に立てまず。 

► 反射板③を開いて、先端のフック③ 
をかみ合わせまず。 


軟急セット 



救急セツトはラゲツジフ□アボードの 
下に収納されていまず。 


救急セットの中身び揃っていて、使用 
可能であることを定期的に点検してく 
ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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救急セツトを取り出ず 

► テールゲー トを開きまず(>78ぺ一 
ジ)。 

► ラゲツジフ□アボードを開をまず 
0289ページ）。 

► 救急セツト①を取り出しまず。 

《救急セツトの収納位置び異なる場合びあ 
0ます。 


車載工具 _ 

車載工具は、ラゲッジフ□アボードの 
下に収納されていまず。 

A 警告 

車が車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、絶対に車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキが 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをするおそれがあ0ます。車載の 
ジャッキは、タイヤを交換するた故 
に車を一時的に持ち上げる目的のみ 
に設計されています。 


A 警告 

ジャッキはかたくてすべりにくし、、 
水平な場所でのみ使用して < ださい。 
パーキングブレーキを確実に効かせ、 
さらに輪止めを使用して、車が動き 
出してジャッキから外れることを防 
いでください。 


H 車載工具や応急用スペアタイヤを 
取り出ずとさは、必ず保護のため 
手袋を着用して<ださい。素手で 
作業するとけがをずるおそれがあ 
りまず。 

〇 ジャッキを使用ずるときは、「パ 
ンクしたとき」（1>32日ページ）に 
記載されている安全に関ずる内容 
ち必ずお読み < ださい。 


車載工具を取り出ず 



► テールゲー トを開きまず(>78 ぺ一 
ジ）。 


► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
0289ぺージ）。 

〇 車載工具が取り出しにくいときは、 
サードシートを折りたたみ、ラゲツ 
ジフ□アボードを前方に倒しまず。 


■化：？ S - り 
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車載品の収納場所 


タイヤフイットび車載されている車種 



③ 

輪止め 

④ 

ジャッキ/ジャッキ八ンドル 

⑥ 

タイヤフィット 

⑥ 

電動エアポンプ 

⑦ 

ヒューズ配置表（英文） 

⑨ 

ホイ—ルレンチ 

⑨ 

けん引フック 

⑩ 

ガイドボルト 


※仕様によ0、車載工具の配置び異なる場 
含びあります。 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあ0まず。使用ち法び 
わからないとをは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

《タイヤフイットは、日本仕様には装備さ 
れません。 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



③ 

ジャッキ 

④ 

ホイールレンチ 

⑥ 

ジャッキ八ンドル 

⑥ 

電動エアポンプ 

⑦ 

ヒューズ配置表（英文） 

⑨ 

ガイドボルト 

⑨ 

応急用スペアタイヤ用ホイー 
ルボルト 

⑩ 

輪止め 

⑩ 

けん引フック 


※仕様によ0、車載工具の配置び異なる場 
合びありまず。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びありまず。使用方法び 
わからないとをは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

《仕様により、応急用スペアタイヤ用ホイー 
ルボルトは応急用スペアタイヤのホイー 
ルに添付されている場合びあ0まず。 


■化：？ 6— り 
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応急用スペアタイヤの取り出し/収納 



応急用スペアタイヤを取り出ず 

► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
(0289 ぺージ）。 

► 停止表示板ケース①とジャッキ③、 



救急セツト③を取り出しまず, 




► スク U ユー④を反時計回りにまねし 
て外します。 

► トレイ⑥をまわして、電動エアポン 
プび手前にくるよ5にしまず。 

► 電動エアポンプを取り出しまず。 

► トレイ⑥を取り出しまず。 

► 応急用スペアタイヤ⑥を取り出し 
ます。 

〇 応急用スペアタイヤが取り出しに 
くいとさは、サードシートを折りた 
たみ、ラゲツジフ□アボードを前ち 
に倒しまず。 


応急用スペアタイヤを収納ずる 

► ラゲツジフ□アボードの下に停止 
表示板ケースが置かれているとさ 
は取り出しまず。 



► 左ちの凸部①が応急用スペアタイ 
ヤのぶイールの巧に差し込まれる 
ように、応急用スペアタイヤを収 
納します。 



► 左ちの凸部①がホイールの巧に確 
実に差し込まれていることを確認 
します。 

► 応急用スペアタイヤの横に停止表示 
板ケースを収納します（[>29日ペー 
ジ)。 

► 車載工具のトレイを応急用スペアタ 
イヤのホイールに差し込みまず。 

► 電動エアポンプが前側になってい 
ることを確認しまず。 


■化：？ e- り 





















► スク u ユーを時計回りにまわして固 
定します。 

► ジャッキと救急セットの元の位置に 
置をまず。 

〇トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出ずとさは、必ず手袋を着用し、 
手を挟まないよ5にま意してくだ 
さし、。 


輪止め 



ジャッキを使用ずるとさなどには、輪 
止めを使用し、車び動さ出さないよラ 
にして < ださい。 


輪止めを組み立てる 

► プレートを引を起こしまずの。 

► 裏面のプレートを引さ出しまず⑤。 

► 裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開□部に差し込みま 
す⑤。 

〇輪止めを使用ずるとさは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるよ5にし 
ます。方向にミ主意してください。 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告や注意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高い><ッセージは、ホ色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表示された 
ときは、 Li (降の指示に従ってください。 

A 警告 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告^ッセージが表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよぼ 
すよラな故障や異常が発生した場 
含は内容が確認できないため、た 
だちに;ルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られてし''ま 
す。故障表示の機能は運転者を支 
援ずる装置です。発生した故障や 
異常に対処して車の安全性を維持 
ずる責任は運転者にありまず。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作するときは、直進時に行なっ 
て<ださい。ステアリングをまわ 
しながら操作すると、事故を起こ 
すおそれがありまず。 
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• 走行する前には必ずイグニッショ 
ン位置を2にして、^ーターパネ 
ルの表示灯/警告灯が点灯し、マ 
ルチフアンクションディスプレイ 
が表示されることを確認してくだ 
さし、。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ずルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検整備や修理を 
行なって<ださい。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
な0まず。 


故障/警告メッセージを表示させる 

►ステア U ングのまたは 
スイッチを押して、マルチファンク 
ションディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常がある場合は、 II] ショウ 
力'' 3" のよ5に故障件数が表おさ 
れます。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► ^または^を押して、故障 
/警告><ッセージを順番に表おさせ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面に戻りまず。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解決 
ずるまで、故障/警告><ッセージが 
繰り返し表示されまず。 

一部の;><ッセージは車両に記憶され、 
手動で ><ッセージを呼び出ずことがで 
さまず。 

冰 ッセージはマルチファンクシヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► ><ッセージが表示されているとさ 
に、ステア I 」ングの mm 和 
スイッチ、または U セッ 
トボタンを押しまず。 

《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点のものでず。マルチファン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびあります。 


I 













ま全装備 


ディスプレイ表示 ちえ6れる原因および症状/ ► 対応 


(Q) II ち 

シヨウテ''巧セン！ 

7ニユアルヲサンショウ 


A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ □ッ ク.ブレーキング.システム)、 ESP ⑥（エレクト □ニック. 
スタビ IJ テイ•プ□グラム )、 BAS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ヒルスター 
トアシストび一時的に作動しなし、状態になっている。 


アダプテイブブレーキランプち)作動しなし)。 


六ーターパネルのと [ S 、[ M ] わ点灯している。 
自己診断機能び終了していなし、可能性びある。 


ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 


►約 20km/hL 处上の速度でステアリングを軽く左ちに操作し、ミ主意して 
走行してください。六ッセージび消えると、上記の機能は再度作動でを 
る状態になります。 

六ッセージび表示されたままのとさ： 


► ミち意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しな 
し、状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプち作動しない。 

メーターパネルのと [ S 、 rwi ち点! n している。 

電圧び低下している可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 


►ミち意して走巧してください。ッセージび消えると、上記の機能は再度 
作動でさる状態になります。 

メッセージび表示されたままのとを： 


經)]巧 

] ショウ 


► ミち意して走巧してください。 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび作 
動しない状態になっている。 


7ニュ乃レヲサンショウ 


アダプテイブブレーキランプち)作動しなし)。 


メーターパネルの [0] と[$]、 W および [ M ] ち点なしている。 


ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 






















故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


m 


シヨウテ"巧セン！ 
にュ乃けサンショウ 


m 


] ショウ 

にュ乃けサンショウ 


A 事故のおそれびありまず 

ESP ®、 PRE - SAFE ®、 BAS 、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しない状 
態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

メーターパネルの m と m ち点なしている。 

自己診断機能び終了していなし)可能性びおる。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

►約 20 km/h L 分上の速度でステア1」ングを軽く左もに操作し、ミ主意して 
走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でを 
る状態になりまず。 

；><ッセージび表示されたままのとき： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ®、 PRE - SAFE ®、 BAS 、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しない状 
態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

；><ーターパネルの W とち点なしている。 

電圧び低下している可能'をびある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

走行中にメッセージび表示され、メーターパネルの LS び点滅している 
とさは、ブレーキの過熱を防ぐため ETS の機能び辭除されている。 

► メッセージび消え、メーターパネルの [ S ] び消なずるまで、ブレーキ 
を冷やしてください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
ETS は自動的に待機状態になります。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 BAS 、 ヒルスタートアシストび作動しな 
い状態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

さらに、メーターパネルの m とち点灯している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


se — り 








考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 EBD (エレクト□ニック•ブレーキパワー•ディストリビューション)、 
ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび作動しない状態 
になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

さらに、メーターパネルの [ S ] と ffi 、 @ち点灯し、警告音び鳴った。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

パーキングブレーキを觸除しないで走行している。 

警告音ち鳴った。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

さらに、メーターパネルの m び点灯し、警告音を鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► 絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してを問 
題は解消しません。 

プレーキパッドの摩拜び限界に達している。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

A けがのおそれびありまず 

PRE - SAFE ® の重要な機能に異常びある。 

エアバッグなど他の栗員保護装置の機能は確保されている。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指をサービスエ場で点検を壁けてください。 

A けがのおそれがありまず 

棄員保護補助装置び故障している。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 










































故障/警告メッセージ 



1) 他のライトび切れたとさは、この例政外のメッセージび表示されまず。 

車がライトのいずれかに異常が発生ずると、その箇所び表示されまず。 

© LED ライトについては、ずべての LED が切れたときにメッセージび表示されます。 
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エンジン 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


因 

レイ朴クスイホシ''ユウ 
7二：!アル3サンショウ 


冷却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください。 

► 通萬よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、六ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


レイキトクスイテイ外シテ、 
エングン3テイシ！ 


冷却水の湿度び高ずざる。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、エンジンを 
停止して < ださい。 

► 凍ったミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認し 
て < ださい。 


►六ッセージび消えてからエンジンを始動して<ださい。エンジンを損傷 
ずるおそれびありまず。 


►冷却水湿度表示（1>1日3ページ）で;令却水温度を点検してください。 
►冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちに六ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてください。 


V ベルトび切れている可能1¢びある。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、エンジンを 
停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 

H 走行を続けないでください。オーバーヒートのおそれびあります。 


► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないと宝： 

► メッセージび消えるまで待ってからエンジンを始動してください。エ 
ンジンを損傷ずるおそれびあります。 

►冷却水温度表示（>1日3ページ）で冷却水温度を点検してください。 




► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

ラジェターのを却フアンび故障している。 

► 冷却水温度び約120で UTF の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運転することびでをます。 


►そのとをは、山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、エンジン 
への大さな負荷びかかる走行は避けてください。 
























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 






A " ッテ IJ - /お防ネ-夕 
テイ外シテクタ'‘サイ！ 


キ助ノサイニ 
オイルレ V ルテンケン 


キュクユノサづ二 
1 U ツタ-オイルヲツイカ！ 


か 


ネンリョウリサ'’-フ " 
キュウ1シテクタ''サイ 




m 下の理由により、バッテリーび充電されていない。 

警告音を鳴った。 

• オルタ ネーターの 故障 
• V ベルトの摩耗 
• 電気システムの故障 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、エンジンを 
停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 

n 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

バッテ U —に異常びある。 

► 周囲の道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンオイル量び最低限の量まで低下している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
受けて < ださい。 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりち頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
受けて < ださい。 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油して<ださい。 


燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 
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走巧装備 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

クル-ス "〕 ント□-ルオヨピ 
スピ-ドリミッタ- 
] ショウ 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリ=ッターび故障している。 

警告音ち鳴った。 

► ^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

クル-ス''コントロ-ル 
- km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km / 
hUTF の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / h _ lU 上の速度で走行し、クルーズ 
コント□ールを設定してください。 

► クルーズコン ト □ールの作動条件を確認してください Col 75ページ)。 


タイヤ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイトクウキアツ 

タイト3テンケン！ 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検知した。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとさは、周囲 
の交通状況に注意して < ださい。 

► タイヤを点検し、必要であれば該当するタイヤを交換してください。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイヤ空気圧警告システムを再起 
動してください（[>265ぺージ)。 

夕仆ヲテンケン 

ソノ〕、'夕仆クウキアツ 

ケイ〕クシステムサイ外、’ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤを適正な空気圧に調整してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステム ] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムに異萬びある。 

► ^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 






























故障/警告メッセージ 


車両 


デイスブレイ表示 


P マタ n N 二 
シフトシテスタ-卜！ 

ホグヨ A " ッテリ- 
] ショウ 


P レンシ'’カラシフト 
アレ-朽フンテ'’クタ'‘サイ 


セレクタカ'' ソウ]ウイ チ 


キ''巾チ I ソゲ’セス''二 
] ウダヨウテ'' テンケン 


戶レング A 
テイシグノミ 




嘟 


考え5れる原因および症状/ ► 对応 

シフトポジションび LE または LBJ のとさにエンジンを始動しよラと 
した。 

► シフトポジションを [ E または LNJ にしてください。 

オートマチックトランス S ッション用の補助バッテ1」一び充電されてい 
なし、。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ブレーキペダルを踏まずに、シフトポジションを LE 、 LE 、 FTTI にし 
よラとした。 

► ブレーキ ペダルを踏んで<ださい。 

シフトポジションび LE 、 四 J 、 rpi のいずれかのとさに運転席ドアを 
開いた。 

警告音を鳴った。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

故障のため、シフトポジションを変更することびでをない。 

シフトポジションび LE のとを： 

► シフトポジションを変更しないで、ルセデス-ベンツ指定ヴービスエ 
場まで走行してください。 

シフトポジションび LE 、 田 J 、[ E のいずれかのとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

車び完全に停車していない状態でシフトポジションを LE にしよラとした。 
► 周囲の道路と交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

テールゲートび完全に閉じていない状態で走行している。 

► テールゲートを閉じて < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

► 周囲の道路と交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ボンネットを確実に閉じて<ださい。 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを確実に閉じてください。 


■化：？ e - り 


























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

©! 

IV 9 X 7 ] ショウ 

] ウシ''ョウテ'' 

テンケン 

A 事故のおそれがありまず 

ステア1」ングのノ くワーアシストび低下している。 

ステア1」ング操作に非常に大をな力び必要になる。 

►大きな力でステア U ングび操作できるか確認してください。 

安をにステアリング操作がでさるとき： 

► 注意しなびら、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし、。 

安をにステアリング操作がでさないとさ： 

►走行しないでください。最寄りのルセデス■ベンツ指定サービスエ場 
に連絡して < ださい。 

& 

ウォッ外 I キ 

ホシ ''ユウ 

リザーブタンクのウォッシャー液量び約1/3まで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください（[>2日8ぺージ）。 










故障/警告メッセージ 


モ— 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


キ-が 
チがイ？ス 


トヲ 

]ゥカンシテクタ''サイ 


キー ノ A " ツテ IJ ヲ 
] ウカン 


キ-ヲ 

ケンチテ''巧セン 
(ホ色の六ツセージ） 


キ-ヲ 

ケンチテ''巧セン 
(白色の ><ッセージ） 


キ-が 

外ナイこアリ巧！ 


スタ-卜あ"タン刃快■'シ 
トヲサシ]ンテ、'クタ、'サイ 


エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 
► 正しいキーを使巧してください。 


キーび機能しな<なっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換してください。 


エンジンびかかっているとさにこの;><ッセージび表示されたとさは、シス 
テムび車内にキーびないと判断している。 

エンジンを停止ずると、車の施錠やエンジン始動びでをなくなる。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 

エンジンびかかっていて、キーび車内にあるとさにこの方ッセージび表示 
されたときは、電磁波などの影響により、システムびキーを認識できない。 
► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
ください。 

システムびキーを認識でをない。 

► キーの位置を変えて<ださい。 

それでちキーびシステムに認識されないとを： 

►再度、キーの位置を変えてください。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 

施錠時にシステムび車内にキーびあると判断している。 

► キーを車から遠ざけてください。 


キーび認識されない状態び続いている。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってくださし)。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I ^^ 6 —^ 



























306 


メー ターパネルの表示灯/警告灯 


メー ターパネルの 表示な/警告打 


シートベルト 


トラブル 


因 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、ホ色のシート 
ベルト警告なび点な 
する。 


因 

赤色のシートベルト 
警告むび点ミ臧し、警 
告音右鳴る。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消なします。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の栗員びシートベルトを着用していない状態で走行 
し、速度び約2日 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音を鳴り止みまず。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約2日 km / h を超 
えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、別の場 
所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消なし、警告音を鳴り止みまず。 


■化：？？り 
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安全装備 


トラブル 


圆 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
ずる。 

警告音わ鳴った。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告なび点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 对応 

A 事故のおそれがありまず 

IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題 
は解消しません。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）に異常びあるため機能が解 
除されている。そのため 、 BAS (ブレーキアシスト）、 ESP ⑥〔エレクト □ニッ 
ク•スタビリティ•プ□グラム)、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシスト、ア 
ダプティブブレーキランプち解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨目性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ABS のコント□ール ユニッ トに異常びあるとをは、ナビゲー シヨ ンシス 
テム作オートマチックトランス云ッシヨンなど、他のシステムにち異常び 
ある可能性びある。 


■化：？ S - り 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯ずる。 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点なずる。警 
告音わ鳴った。 


r 脚 II 巧 irsTiK ©)] 
エンジンびかかって 
いるとさにホ色の 
ブレーキ警告なと黄 
色の ESP ® 表示口、 
ESP ® オフ表示灯、 
黄色の ABS 警告打び 
点巧する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ABS の機能び一時的に作動しない。目 AS 、 ESP®、EBD (エレクト□ニッ 
つ .ブレーキパワ ー • ディストリビ ューシ ヨン）、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプも解除されている。 

システムの自己診断び終了していない。 

または、 

バッテ1」一の電圧びほ下している可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

►六ッセージび消えるまで、約 20 km / h し^上の速度でステア U ングを軽 
く左ちに操作し、短い距離を注意して走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動でをる状態になります。 

方ッセージび 表示されたままのと き； 

► マルチ ファン クシ ヨン ディスプレイに表示される追加の ッ セージに 
従って < ださい。 

► ミち意して走巧してください。 

► ；>< ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

EBD に異萬びある。そのため、 ABS 、 臣 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®. ヒルスター 
トアシスト、アダプティブブレーキランプち作動しない状態になっている。 
ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる巧 f 目性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従って < ださい。 

► ミち意して走行してください。 

► y ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS と ESP ⑥に異常びある。そのため、 ABS 、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスター 
トアシスト、アダプティブブレーキランプち故障のため作動しない状態に 
なっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする巧 f 目性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走巧してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？り 
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トラブル 


固 

走行中に黄色の ESP ® 
表示なび点滅ずる。 


固 

走行中に黄色の ESP ® 
表示灯び点滅ずる。 


I を F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示灯び点 
なする。 


面間 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示なと ESP ⑥オフ表 
示灯び点灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをずるおそれびあるか、少なくとち1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクシヨンコント□ールなどび作動している。 
クルーズコント□ールの機能は解除されている。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要上に踏み込まないでくださし、 
► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください〔雪道などでの走行を除く）。 

かなくとち1つ政上の車輪び空輯しているび、ブレーキの過熱を防ぐため 
ETS の機能び解除されている。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

ブレーキび冷えれば、 ETS は自動的に待機状態になりまず。 

メッセージび消え、 W び消なしまず。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び辭除されている。 

車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走巧 
ま定性を確保しよラとすることびでをない。 

► ESP ® を待機状態にしてください〔雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候のが態に合わせて走行してください。 

ESP ® を待機状態にできないとさ： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 臣 AS 、 PR 卜 SAFE ®、 ヒルスタートアシスト、アダプ 
ティブブレーキランプの機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しよラとすることびできない。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走巧してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ e - り 














310 


メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


I 則 I 幕 I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示打と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


圆 

走行中に赤色のブ 
レーキ警告なび点む 
する。 

警告音わ鳴った。 


エンジンびかかって 
いるとをにホ色のェ 
アバツグシステム警 
告むび点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しなし'! 
状態になっている。 

ESP ® の機能び一時的に作動しない。車び横滑りし始めたとをや車輪び空 
輯し始めたとさに、車両操縦性や走行安定性を確保しよラとすることびで 
をない。 

システムの自己診断び終了していない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする巧 f 目性びある。 

►約 20 km / hL 处上の速度でステア U ングを軽く左ちに操作し、短い距離 
をミ主意して走行してください。 

表示なび消なすれば、上記の機能は作動でさる状態になりまず。 
表示灯び点灯したままのとさ： 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを辭除してください。 

警告巧は消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


A けがのおそれがありまず 

栗員保護装置び故障している。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動したり、事故のと 
をに作動しない可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？り 
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エンジン 


トラブル 


因 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告灯び点灯 
ずる。 


考え5れる原因および症げ/ ► 对応 

し八下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている可能性がある。 

►ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

燃料の鶏量びみなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■化：？ e - り 
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非常時の解錠/施錠 


が常時の解錠/施綻 


エマージェンシーキー I 

U モコン操作やキーレス3—操作*で 
車両を解錯でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠で 
をまず。 

盜難防止警報システム装備車では、車 
を施綻した後にエマージェンシーキー 
で運転席ドアを解読して開いたり、 
テールゲート裏側のレバーでテール 
ゲートを解綻して開くと（>81ペー 
ジ）、盗難防止警報び作動しまず。 

LU 下のいずれひの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• キーの解錠ボタンまには施湿ボタ 
ンを押ず 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

. キーび車室内のキーレス3—アンテ 
ナの検知範囲（1>67ページ）にあ 
るとをは、キーレス : H ースイッチを 
押す（キーレス3—装備車） 

• キーび左ち側のキーレス3’ーアン 
テナの検知範囲 （^67 ページ）に 
あるとをは、ドア八ンドルに触れる 
か、テールゲートの八ンドルを引く 
(キーレス3—装備車） 

• キーびテールゲート側のキーレス 
コーアンテナの検知範囲（[>67ぺ一 
ジ）にあるときは、テールゲートの 
八ンドルを引くか、テールゲート 
のキーレス3—スイツチ*を押ず 
(キーレス 3- 装備車） 


キーか5エマージエンシーキーを取り 
がず 



►ストツパー①を矢印の方向に押しな 
びら、エマージェンシーキー③を 
キーから引さ巧さまず。 



U モコン操作やキーレス3—操作*で 
車両を解錠でさないとさは、下の操 
作を行なってください。 

► キーからエマージてンシーキーを取 
り外しまず。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシ1」ンダーに 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
③にまねしまず。 


■化：？ 0 >1 り 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► ドア八ンドルをいっぱいまで引き 
ます。 

運転席ドアの□ックノブが上がり、 
運転席ドアが解錠されまず。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まねして、キーシリンダーから抜き 
ます。 

► 再度ドア八ンドルを引きまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

〇エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錯してを、他のドア、テール 
ゲート、燃料給油フラップは解錠さ 
れません。 


U モコン操作まにはキーレス 3— 操 

作*で車を施錠でさないとさは、しツ 

下の方法で車を施錠して<ださい。 

► 助手席ドアと助手席側 U アドア、 
テールゲー トを閉じまず。 

► 運転席ドアと運転席側 U アドアを開 
をます。 

► 運転席ドアのドア□ックスイッチ 
(施綻） （^75 ページ）を押しまず。 

► 助手席ドアと左ち U アドアの□ック 
ノブび下びったことを確認しまず。 

►下びっていないとさは、各ドアの 
□ックノブを押し込みまず。 

►車を降り、運転席ドアを閉じまず。 

► 開いている運転席側リアドアから腕 
を伸ばして、運転席ドアの□ックノ 
ブを押し込みます。 


〇 キーび車内になく、携帯している 
ことを確認して < ださい。 

► 運転席側 U アドアを閉じまず。 

► ずべてのドアと テールゲー トび施錠 
されていることを確認しまず。 

〇ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施淀し 
たとをには、テールゲートび施湿さ 
れていないことびありまず。このと 
をは、車を施錠ずることはできませ 
ん。メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡してくださし、。 

〇キーの閉じ込みにミ主意してくだ 
ごし、。 


燃料給油フラップ①解綻 

U モコン操作やキーレス 3— 操作*で 
解綻してを燃料給油フラップの□ック 
び解除されないとさは、手動で□ック 
を解除します。 



► テールゲー トを開さまず。 

► ラゲツジルームち側のカバー③にあ 
るク U ツプ①をコインなどで矢印の 
方向にまわしまず。 

► カバー③を取り外しまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







► ノブ③を矢印の方向に引きまず。 

□ックが解除されまず。 

► 燃料給油フラップを開さまず。 


A 警告 

ラゲ ツジルームち 側の カバーの 内部 
には、金属が露出している部分や鋭 
利な部分があります。けがをしない 
よラにミ主意してください。 


NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブヘッドレストび作動した場合、 
U セットをしないと次に衝撃を受けに 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
することびでさません。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めしまず。 



► へッドレストの上部を①のち向に押 
します。 


► へッドレストを③の方向にいっぱい 
まで押し下げまず。 


►へッドレストを③の方向に押して、 
確実に□ックさせまず。 


を5—方の前席へッドレストでを同様 
の作業を行なつて < ださい。 

U 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、^ルセデス- 
べンツ指定 サービス エ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けて < ださい。 









キーの電池交換 
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キーの 電池交換 


U モコンの作動巧能範囲が短<なったり 
作動しない場合は、キーの電池の消耗が 
考えられまず。ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてください 0 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9環境 

電池を家庭用として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれています。 

使用済みの電ミせは、新しい電池をお 
買いホめになった販売店に処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 



► キーのいずれかのボタンを押しまず。 

キーの表示灯のび1回点滅ずれば 
電池は正常でず。 


〇 車両の近<でキーの電池の点検を 
行なラと、キーの解錠ボタンまたは 
施綻ボタンを押したとさに、車両を 
解綻または施湿されまず。 


電池の交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
しまず。 



►ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェンシー キー ⑤ 
を巧を取りまず。 



► エマージてンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよラ 
にしてください。カバーび浮さ上び 
りません。 


■化：？ e - り 
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電球の交換 



WWmu" 


► カバー⑤を取り外しまず。 

► 電池側び下になるよラにキーを手の 
上に載せて、電池④び外れるまで 
キーを軽 < たたさまず。 

►電ミ也のプラス （+ ) 面び見えるよ5 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
し、ななで電池を持つよ5にしてくだ 
ごい。 

► 電池の表面にミちれや脂分び付着して 
し、ないことを確認しまず。 

► カバー③の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して □ッ 
クします。 

► エマージェンシーキー ⑤ をキーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


電球の交換 


電球に関ずるま意 
バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換ずることはでさません。電 
球の交換については、必ず ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して < ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生しています。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致命的なけがをするおそれび 
あります。バイキセノンヘッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
<ださい。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
巧なわないでください。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点口することを確認して<ださい。 

電球が切れてライトが点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したライトが点灯しな 
い場をや、ずぐに切れた場合は、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なってくださし 、。火傷をずるおそ 
れがお0ます。 

• 電球はテ供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、子供がけがをずるおそれ 
があります。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれが态〇ます。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているため、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れた0、電球を取り外さないで 
ください。破裂ずるおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換するときは、 
防護眼鏡皆手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
<ださい。 

D 電球の交換はメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことを 
お勧めしまず。やむを得ずお客様自 
身で交換するとさは、(下のま意を 
守って該当箇所の電球を交換してく 
ださい。 


D 電球には素手で触れないよ5にし 
てください。電球の表面にかしでを 
ミちれや脂分び付着ずると、ガラス 
表面で溶けて、電球の寿命び短くな 
りまず。電球に触れるときは、き 
れいな巧や手袋などを使用ずるか、 
バルブの金属部を持つよ5にして 
<ださい。 

D 指定(外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
な0まず。触れにとさは、薄めに中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 巧いて < ださい。 

D マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
([>299ぺージ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

バイキセノンへッドライトし U 外にをお 
客様自身で交換でさない電球びあり 
ます。お客様ご自身で交換でさない場 
合や、その他の電球の交換について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場 I こ作業を依頼してください。 


■化：？ S - り 
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電球の交換 


ライセンスライト 



ライト ワット数 

(規格） 


①ライセンスラ 5 W 
イト 



ライト 

ワット数 
け見格） 

① 

フ□ント方向 

5 W (黄色) 


指示灯 


③ 

車幅灯/パー 

5 W 


キングライト 



テールランプ 


お客様自身で交換でさる電球は(下 
の通りでず。交換ずる場合は、必ず指 
定された電球を使用して<ださい。 

へツ ドライト 


交換可能な電球について 



ランプ ワット数 

(規格） 

①バックランプ 16 W 


■ホ：？ 0 >1 り 
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ワイ パー ブ レー ドの交換 


A 警告 

ワイバーブレードを交換するとをは、 
必ずエンジンスイッチからキーを巧 
くか、イグニッシヨン位置を0にし 
てください。ワイバーび作動してけ 
びをするおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよ5にしてください。 

[ I ワイパーアームを起こしにままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれびありまず。 

〇ワイパーブレードび取り付けられ 
ていない状態で、ワイパーアームを 
元の位置に戻さないでください。 

〇ワイパーブレードを交換ずるとき 
は、ワイパーアームを確実に持って 
<ださし、。ワイパーブレードび取り 
付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

[ I ワイ パーブレー ドの交換はメルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場で行 
なラことをお勧めしまず。 


ワイパーブレードを取り夕1•ず 



► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、キーレス3—操作*でイグニツ 
シヨン位置を0にしまず。 


► ワイパーアーム④を起こしまず。 

►ク U ップ③を両側から押し込んで 
□ックを外し、ワイパーブレード 
①を③の方向にまわしまず。 

► ワイ パーブレー ド①を⑥の方向に 
押してワイ パーアーム ④から取り 
外しまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パンクしたとき 


ワイパーブレードを取り付ける 


八ンクしたとを 



新しいワイパーブレード①の取り 
付け部⑧をワイパーアーム③の先 
端⑥に合せまず。 

ク U ップ③び □ ックされるまで、 
ワイパーブレード①を矢印③の方 
向に押し込みまず。 

ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


A 警告 

• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくださ 
し、。ステアリングをしっかり握っ 
て徐々に速度を落とし、安全な場 
所に停車してください。 

. 停車したとさは、非常点滅灯を点 
滅させてください。また、十分ま 
意しながら車の後方に停止表示板 
を置いて < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□—ルを失 
し、、事故を起こすおそれがありま 
す。また、タイヤが異常に過熱して、 
火災が発生するおそれがありまず。 

Q 車速感応ドア□ック076ページ） 
を設定した状態で車を押したり、車 
を持ち上げるときは、イグこッショ 
ン位置を0にして < ださい。車輪 
が回転ずると車が自動的に施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれがあ 
りまず。 

。タイヤ交換をずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なうとけがをずるおそれがあり 
ます。 

H タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 

► 安全を確保でさる、ひたくてずべり 
にくし、水平な場所に停車しまず。 

► 非甫点滅灯を点滅させまず。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► シフトポジションを [ PJ にしまず。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら乗員を車 
から降ろして、にだちに安全な場所 
に避難させまず。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。キーレス 3' —スイッチ*で 
エンジンを停止したとさは、運転 
席ドアを開さまず。 

► 車から降りまず。 

► ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置きまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことが 
法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤへの交換 


タイヤ交換の準備 


応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、必ず 80 km/hau 下で走行してく 
ださい。 

A 警告 

応急用スペアタイヤと標準タイヤで 
はサイズが異なるた故、応急用スぺ 
アタイヤを装着した場合は走行特性 
が大さ<変化しまず。事故の危険性 
があ0まず。 

• 状況に合わせて、ま意して運転し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;上装 
着して走行しないで < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどが、でさるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

► 輪止め、ぶイールレンチ、ジャッキ、 
ジャッキ八ンドル、ガイドボルト、 
応急用スペアタイヤ、応急用スぺ 
アタイヤ用す、イールボルト、電動エ 
アポンプを準備しまず(>291ぺ一 
ジ)。 

Q トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業ず 
るとけがをずるおそれがあ0まず。 

Q 応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 
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パンクしたとき 


ジヤツキアップずる 



水平な地面での輪止めの使用方法 

► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
し 9 〇 



傾斜した地面での輪止めの使用方法 


► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るときは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ちラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して <ださい。 


A 警告 

適切なジャッキポイントにジャッキ 
を正しく台わせないと、ジャッキアッ 
プした車両が落下ずるおそれがあり 
まず。けがの危険性があります。 
ジャッキがジャッキポイントの真下 
にあることを確認してください。 

ジャッキアップずるときは、 Li (下のこ 

とにミ主意して < ださい。 

• 車載のジャッキのみを使用して< 
ださい。ジャッキアップした車両 
が落下ずるおそれがありまず。 

• 車載のジャッキは、車輪の交換で 
車両を短時間ジャッキアップずる 
ためだけに設計されていまず。車 
両の下で作業を行なラとさのため 
には適していません。 

• 傾斜地では車輪の交換を行なわな 
し、で< ださい。 

• ジャッキアップずる前に、パーキ 
ングブレーキを効かせて車両が動 
かないよラにし、輪止めを使用し 
て<ださい。ジャッキアップして 
いるとさは、パーキングブレーキ 
を解除しないで<ださい。 

• ジャッキは、かたくて滑りにくし、、 
平坦な地面で使用して < ださい。 
柔らかい地面では、大さ<、荷重 
に耐えるちのを敷いて < ださい。 
滑りやずい地面では、ラバー マッ 
卜などの滑りめ<い敷物を使用し 
て < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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• ブ□ックや木ネオなどをジャッキの下 
に置かないで< ださい。高さび制限 
ごれ、ジャッキの耐荷重に達しない 
ことびありまず。 

• ジャッキアップしにとさは、タイヤ 
び化面から約 3 cm 1；■(上離れないよ 
ラにして < ださい。 

• ジャッキアップした車両の下には、 
身体を入れないで < ださい。 

• ジャッキアップしているとさは、エ 
ンジンを始動しないで < ださい。 

• ジャッキアップしているとさは、ド 
アやテールゲー h を開かないで<だ 
ごい。 

• 車内に人びいるとをはジャッキ 
アップしないで< ださい。 

A 警告 

車載のジャッキはこの車専用です。 

し U 下の点にミ主意してください。 

• かたくてずべりにくい、水平な場 
所で使用してください。 

• この車のタイヤ交換 LU 外には使用 
しないで < ださい。 

. 不具合や損傷があるとさは使用し 
ないで < ださい。 

• ジャッキアップする前に乗員や荷 
物を車から降ろしてください。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材 
などを置いてジャッキアップしな 
いでください。ジャッキアップし 
た車が落下するおそれがあります。 

• ジャッキを取り付ける前に、ジャッ 
キサポートに付着した泥などを取 
り除いてください。 



►ホイールレンチ①で、交換ずるタイ 
ヤのホイールボルト （5 本）を約1 
回転ほどゆるめまず。 


この時点では、ぶイールボルトを取 
りがしません。 

Q ぶイールレンチを使用ずるときに、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがありま 
ず。じ(下の点にミ主意して<ださし、。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし、。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしながらまわして 
<ださい。 


I 
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パンクしたとき 



ジャッキサポートは、前輪の後方、後 
輪の前方のボディ下部4力所（矢印の 
位置）に設けられていまず。 


A 警告 

ジャッキヴポートし U 外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキが外れてけがをしたり、車 
両を損傷ずるおそれがあります。 

ジャッキは交換するタイヤに適した 
位置のジャッキサポートで使用して 
<ださい。また、ジャッキを使用ず 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
ミちれがないことを確認してください。 


P ジャッキサポート部に亀裂や損傷 
があるとさは、作業を行なわないで 
<ださい。 



►ジャッキ八ンドル④を 、 "AUF UP " 
の文字が手前に < るよラにして、 
ジャッキ③のダイヤル部に取0付 
けまず。 

►ジャッキ®の先端および底面が、 
交換ずるタイヤに近いジャッキヴ 
ポート®の真下になるように、 
ジャッキ®を地面に置さまず。 

► ジャッキ八ンドル®を繰り返し操 
作して、ジャッキ感の先端をジャッ 
キサポート®に合わせまず。 

このとさ、ジャッキの底面を確実に 
地面に接地させまず。 



(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取0付けかた 


► タイヤが地面から最大 3 cm 離れる 
まで、ジャッキ八ンドル④を繰り 
返し操作しまず。 

A 警告 

ジャッキの先端がジャッキサポート 
に正しく取0付けられていることを 
確認してください。ジャッキび外れ 
ると、けがをしたり車を損傷するお 
それがあります。 


■化：？ 0 >1 り 
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P ジャッキアップずる前に乗員や荷 
物を車から降ろして < ださい。 

H 側面から見て、ジャッキが垂直に 
なるように取り付けてください。 


タイヤの取りがし 



► 上側のぶイールボルトを1本がし 
ます。 

► そのネジ巧にガイドボルト①をねじ 
込みます。 

► 残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 

Q ぶイールボルトに砂や泥が付着し 
ないようにミ主意してください。 

H タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの列側を下にしないでくださ 
し、。ホイールに傷が付<おそれがあ 
りまず。 

H ぶイールをがしたときは、ぶイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲がりは 
空気圧減少の原因にな0、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 


応急用スペアタイヤを取り付ける 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や鐘があると 
さは交換して<ださい。また、ネジ 
山には決してオイルやグリスを塗布 
しないでください。ホイールボルト 
がゆるむおそれがありまず。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ山が損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適含 
した純正品だけを使用して < ださい。 
純正品政外のボルトを使用すると、 
ホイールが脱落して事故を起こすお 
それがあ0まず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないで<ださ 
い。締め付ける勢いでジャッキが外 
れるおそれがお0まず。 


■化：？ S - り 
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► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 
めのホイールボルトを用意します。 

応急用スペアタイヤ用ホイ ー j レボル 
卜⑤（短いホイールボルト）を使 
用して < ださい。 

〇標準タイヤ用ホイールボルトで応 
急用スペアタイヤを取り付けないで 
ください。ホイールを十分に固定ず 
ることびでさず、走行中にタイヤび 
外れたり、ブレーキシステムを損傷 
するおそれびありまず。 

〇 応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルトは、トレイ（[>293ページ）ま 
には応急用スペアタイヤの下に収納 
されているか、応急用スペアタイヤ 
に添付されていまず。 

► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ \ブの接合面に砂や巧れなどびな 
し、ことを確認しまず。 



► ガイドボルト®に合わせて応急用 
スペアタイヤ⑤を取り付けまず。 


► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽く締め付けまず。 

►ガイドボルトを取り外し、5本目 
のホイールボルトを取り付けて、軽 
<締め付けまず。 

応急用スペアタイヤに空気を入れる 

仕様により車載されている電動エアポ 

ンプび異な0まず。 

A 警告 

• 空気圧のほいタイヤで走行しなし、 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火がを起こすおそれび 
あります。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすざないでく 
ださい。空気を入れすぎたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどによ0 
損傷を受けた0パンクしやずくな 
ります。おず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 


• 必ず応急用スペアタイヤに空気を 
入れてからジャツキダウンして< 
ださい。ホイール U ムを損傷する 
おそれびあ0まず。 


■化：？ 0 >1 り 
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A 警告 

電動エアポンプを作動させるとをは、 
電動エアポンプに貼付されている取 
扱ち法ち参考にしてください。 

& 電動エアポンプのあ状や絵柄などは、 
イラストと異なる場合びあ D まず。使 
用ち法びわからないときは、メルセデ 
ス-ベンツ指定 サービス エ場におたず 
ね < ださい。 

空気圧ゲージ別体型 



_呀邸も|1 

► フラッフ①を開いて電源プラグ③と 
エアホース⑥を取り出しまず。 

► 空気圧調整バルブ⑥び閉じているこ 
とを確認します。 


空気圧ゲージー体型 



※電動エアポンプの種類により、電源スイッチ② 
の位置び異なることびあ0まず。 


► 電動エアポンプの裏面から電源プラ 
グ③とエアホース⑥を取り出しまず。 

► 空気圧ノ（ルブ⑥び閉じていることを 
確認しまず。 



► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プ⑦を外します。 



► 電動エアポンプのエアホース⑥を応 
急用スペアタイヤのバルブ⑨に取り 
付けまず。 


► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (オフの位置）にしまず。 

► 電源プラグ③をセンターコンソール 
後方の 12 V 電源ソケット(>240 
ページ）に差し込みまず。 

。ライター用ソケットやラゲッジ 
ルームの1 2 V 電源ソケットには電 
源プラグ③を差し込まないでくだ 
さし、。 


■化：？ Q >- り 










328 


パンクしたとき 


► イクニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 

► 空気圧 ゲージ ④び 3.0 バールになっ 
たら、電動エアポンプの電源スイッ 
チ③を〇 (オフの位置）にしまず。 

► 3.0 バールを超えたとさは、空気圧 
調整パルブ⑧をゆるめて、空気を巧 
いて調整します。 

►12 V 電源ソケット電源プラグ③を 
抜を、応急用スペアタイヤのバルブ 
からエアホース⑥を取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキャッ 
プを取0付けまず。 

P 応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで < ださい。 

〇電動エアポンプの最大連続作動時 
間を巧って<ださい。ポンプび過熱 
して損傷したり、乂傷をずるおそれ 
びありまず。最大連続作動時間は、 
電動エアポンプに貼付されているス 
テッカーに記載されていまず。 

P 電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプび;ちえた状態になっ 
ていることを確認してください。 

P 電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないで<だ 
さし、。 

P 電動エアポンプやエア ホースは 作 
動中に金属部分などび熱<なりま 
す。おず手袋を着用して作業を行 
なつて < ださい。 


ジャッキダウン 


► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けまず。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆつ< りボディを下げてタイヤ 
を接化させます。 

► ジャッキを外しまず。 

P ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の义字び見える面び手前にくるよラ 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 

ホイールボルトの締め付け 



► 図の順までホイールボルトを均一に 
締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は15 kg-m (150 Nm ) でず。 

A 警告 

ホイールを交換した後は、すみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認して < ださし、。 


■化：？ 0 >1 り 
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y ぶイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがありま 
す。(下の点にミ主意してください。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしながらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがあ0まず。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととちに元の位置に 
戻しまず。 

► がしたタイヤはラゲッジルーム内 
に収納し、確実に固定して<だ 
さい。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


タイヤフィットでの修理* _ 

タイヤフィットが車載されている車種 
は、タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理します。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行ずることが 
でさます。 

タイヤフィットは外気温度び一20で 
し iLh のとさに使用でをまず。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なわのでず。修理後は、 
空気圧が適正であってわ、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• じ I 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることがでを 
ません。他のち法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合 

◊タイヤの接地面政外に傷がある 

■I ■ 日 - 
巧口 

〇ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常に低かっ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場を 


このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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H タイヤを修理ずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
ます。 

。タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しなし、 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出ずおそれびあり 
ます。 

〇タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で巧 
さ取って < ださい。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
はおず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
りまず。期限び過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び週ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺ごった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► ラゲツジフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
します。 



► タイヤフィットに付属の最高速度表 
示のステッカー①をはがし、運転者 
の見やすい場所に貼りまず。 

► 修理するタイヤのパルブ付近に夕 
イヤフィット使用表示のステッ 
カー®を貼りまず。 

A 警告 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 
着しないよラにミ主意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場含は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
ください。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着したを服を着替えてください。 

• アレルギー症状が出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 
タイヤフィットは、子供の手が届か 
ない場所に保管してください。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分すずぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないでく 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 


• タイヤフィットの臭気を聴い込ま 
ないで < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇 タイヤフィットび漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださい。 
乾燥すればフィルム状になり、剥び 
すことびでさまず。 

をし、巧類にタイヤフィットび付着 
しに場合は、ずみやひに洗濯してく 
ださい。 

A 警告 

使用上のミ主意を記載したステッカー 
び、電動エアポンプに貼付してありま 
す。使用ずる前に内容を確認してくだ 
さい。 

仕様により、車載されている電動エア 
ポンプび異な0まず。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型） 



※電動エアポンプのお巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。使用ちをびわか 
S ないときは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ③を開さ 
ます。 

► 電源プラグ⑥とエアホース⑧を取り 
出します。 


〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 


► タイヤフイット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 



M か m か 


►パンクしたタイヤのバルブ⑨からバ 
ルブキヤツプを取り外しまず。 


►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしにタイヤのバルブ⑨に確実に取 
り付けまず。 



► 空気圧調整ノ（ルブ⑩び閉じているこ 
とを確認しまず。 


■化：？ Q >- り 


► エアホース⑥をタイヤフイツト①の 
パルブ③に確実に取り付けまず。 
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► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 12 V 電源ソケット （0240 ぺージ） 
に、電源プラグ⑥を差し込みまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフイットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たじ、 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;令えた状態になって 
いることを確認してください。 


電動エアポンプを約5分間作動させ 

てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、場己： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフ ィッ トのホー 
スを取り外し、タイヤフィットび夕 
イヤ内に行き;度るように、ほ速で車 
を約1 Om 前進または後退させまず。 

P タイヤのバルブひらタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や巧服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑨に確実に取り付け 
ます。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それ liLh 走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


■化：？ 0 >1 り 
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空気圧び 1.8 バールに達している 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
⑥を巧きまず。 

► タイヤのバルブ⑨からタイヤフィッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとをは、接 
続部にタイヤフィットび入ってし、 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

H タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ巧に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやず < な 
りまず。 


►約10分間走行した後、電動エアホ 
ンプのエアホース⑧を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
します。 

A 警告 

空気圧び1 .3 バール liTF になっている 
場合は、タイヤびかな0損傷していま 
ず。それ lil 上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して く 
ださい。 

► 空気圧び1 .3 バールし i (上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラツプ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達ずるまで、電動 
エアポンプでタイヤに空気を入れ 
まず。 

規定の空気圧を超えた場合は、空気 
圧ゲージ⑩の空気圧調整バルブ⑩ 
を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフイツトについては、 
メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い巧めください。 


■化：？ 6- り 
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パンクしたとき 


A 警告 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
後に走行ずるときの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステッカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼っ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあ 
りまず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 

华環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で交換して < ださい。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型） 



《電動エアポンプの巧巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。巧用ちをびわか 
6ないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


► 電動エアポンプの背面ひら電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
ます。 

► エアホース⑥をタイヤ フイッ ト① 
のバルブ⑥に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

►タイヤフィット①のバルブ⑥を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 



►パンクしたタイヤのノ U レブ⑦からバ 
ルブキャップを取り外しまず。 

►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのノ（ルブ⑦に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認しまず。 

► 12 V 電源ソケット（[>240ぺージ） 
に、電源プラグ④を差し込みまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


■化：？ 0 >1 り 








パンクしたとを 
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► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
を、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
し、で < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たじ、 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認して < ださい。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
バルブからタイヤフ ィッ トのホース 
を取り外し、タイヤフィットびタイ 
ヤ内に行を;度るよラに、ほ速で車を 
約1 Om 前進または後退させまず。 


〇タイヤのバルブからタイヤフイッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフイットび入ってし、 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外ずときにタイヤフイットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

► 電動エアポンプからタイヤフイット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑦に確実に取り付け 
ます。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 警告 

電動エアポンプを約日分間作動させ 
てち空気圧が1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤがかなり損傷してい 
ます。それ似上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

空気圧び 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
④を巧きまず。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフイッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 


I 
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パンクしたとき 


P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってし、 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフ ィッ トの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていに袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理しにタイヤのノ（ルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ巧に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやず<な 
りまず。 



►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ⑩で夕 
イヤ空気圧を点検します。 


A 警告 

空気圧が1 .3 ノ くール！; TF になっている 
場合は、タイヤがかなり損傷していま 
ず。それ似上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧が1 .3 バール Li (上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達ずるまで、電動 
エアポンプでタイヤに空気を入れ 
ます。 

規定の空気圧を超えた場合は、タイ 
ヤフイットのぶース®の先端にある 
空気圧調整ボタン感を押して調整し 
まず。 

► 最寄りのルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフイットについては、 
ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧め < ださい。 

A 警告 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
後に走行するとをの最高速度は約 
SOkm/h でず。 

最高速度のステツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼っ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあ 
ります。カーブ走行時やブレーキ時 
には慎重に運転してください。 


■化：？ 0 >1 り 





平環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 


バッテ U -取り扱いの一般的なミち意 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用して < だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


爆発の危険があ0ます。 





バッテ U —を取り扱ってい 
るときは、火気や裸火、乂 
花、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 

乂巧が出ないよラにま意し 
て < ださい。 

バッテ U —液は腐食性があ 
ります。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用して < ださい。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けて < ださい。 


■化：？ S - り 
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パツテリー 



バッテ U —を取り扱5とさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
ごい。 


モイ其を近付けないで < だ 
さい。 

0 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 

A 警告 


爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 
を取り扱ラときはじ(下の事項を守つ 
て < ださい。 


• バッテ I 」一を傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの 
上に置かないでください。バッテ 
U —がショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —が爆発ずる 
おそれがあります。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないで<ださい。また、 
カー ぺッ トの上などでバッテリー 
を引さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるときは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 巧などでバッテ U —を拭かないで 
ください。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発するおそれ 
があ0まず。 


〇安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜くわ、、イグこッ 
ション位置を0にしてくださし、 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
ずるおそれがあ0まず。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取りがしてく 
ださい。エンジンスイッチにキーが 
差し込まれているとさはわずかに電 
力が消費され、バッテ I 」一を消耗し 
ます。 

〇 バッテ U —端テの取り外し、バッ 
テ U —の取り外し、充電、交換につ 
いては、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
ます。 

9環境 

環境保護のた故、使用済みのバッテ 
リーを廃棄するとさは、新しいバッ 
テ1」一をお買いホめになった販売店 
に廃棄処分を巧頼して < ださい。 


バッテ U - の位置 _ 

バッテ U — はち側フ□ントシート下部 
にありまず。 

バッテ U —の交換や充電はメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で行なつ 
て < ださい。 

〇他車のバッテ U —を電源としてエ 
ンジンを始動ずるとさは、エンジン 
ルーム 内の 端テにブースターケーブ 
ルを接続してください（0339ペー 
ジ）。 


■化：？ 0 >1 り 








パッテリーがあがつたとを 
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VRLA ノ（ッテリ- 


バッテリーびあびつたとを 


バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険でずので分解は 
絶巧に行なわないで<ださい。点検に 
ついてはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


インジケーター付き■バッテ U — 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一①びあるバッテ U — は、バッテ 
1」一液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U —の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換び必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

まに、を険ですので分解は絶巧に行な 
ねないで < ださい。 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ U — 
を電源として始動ずることびでさま 
ず。ブースターケーブルは、十分な容 
量と太さのあるケーブルを使用してく 
ださい。 

他車のバッテ1」 一と ブースターケーブ 
ルを接続するとさは、エンジンルーム 
の向かって左側にある®端子と台端テ 
にブースターケーブルを接続しまず。 

A 警告 

. 他車のバッテ I 」一を電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まなし''でぐださし''。万一、 
爆発したとさにけがをずるおそれ 
がおりまず。 

. 他車のバッテリーを電源として始動 
するとさは、バッテ U —を傾けない 
でください。バッテ U —が爆発して 
けがをするおそれがあ0ます。 

A 警告 

たばこなどの火気をお付けたり、火 

花を発生させたりしないでください。 

バッテリーが爆発してけがをするお 

それがあ0ます。 

A 警告 

燃焼していない燃料が排気システム 

に集まり、発火するおそれがありま 

す。エンジン始動操作を長時間繰り 

返さないでくださし、。 


I 
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パッテリーがあがったとを 


P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないで < ださい。 

エンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさは^ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 

エンジンを始動でさたとさち、ずみ 
やかにルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって < ださい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説日月書をお読み < ださい。 

急速充電器を使用してエンジンを始動 

しないで < ださい。他車のバッテ1」 一、 

まには予備のノ（ッテ U —を使用してエ 

ンジンを始動ずるとさは、じ(下の点に 

従って < ださい。 

• すべての車両でバッテ U —にケーブ 
ルを接続でさるねけではありませ 
ん。バッテ U —のケーブルを接続で 
さないとさは、予備のバッテ U —ま 
にはエンジン始動器具を使用してエ 
ンジンを始動して < ださい。 

• エンジン始動はエンジンおよび触 
媒びをえているとさに行ってくだ 
ごい。 

• バッテ U — び凍結しているとをはエ 
ンジンを始動しないでください。最 
柳こノ（ッテ U - を解凍してくださし)。 

•12 V のバッテ U —ひらのみエンジ 
ンを始動して < ださい。 

•十分な容量と太さびあり、絶縁さ 
れたクランプを持つ ブースター 
ケーブルを使用して<ださい。 


• バッテ U —び完全に放電していると 
さは、エンジン始動を試みる前に救 
援用のノ くッテ U —と数分間ケーブル 
を接続したままにして<ださい。こ 
れにより、完全放電したバッテリー 
びをか充電されまず。 

• 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してください。 

また' しツ下の点にミ主意してください。 

• ブースターケーブルび損傷していな 
いことを確認して < ださい。 

• バッテ U — にブー スター ケーブルび 
接続されている間は、ターミナルク 
ランプの絶縁されていない器具び他 
の金属部品に触れなし''よつにしてぐ 
ださい。 

• ブースターケーブルび V ベルトや 
フアンなどに触れないようにして 
<ださい。エンジンび始動ずると、 
これらび動を出しまず。 

►パーキングブレーキを効かせて<だ 
さい。 

►シフトポジションを [ pj にして< 
ださい。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

► 両車のイグニッション位置を0に 
して、電気装備をすべて停止しまず。 

► ボンネットを開さまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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⑦は化車のバッテ U — またはエンジン 

始動用器具を示していまず。 

► 自車の®端モカバー①を矢印の方向 
に開さまず。 

► 自車の©端子③に赤色ブースター 
ケーブルを接続します。 

► 救援車のバッテ U - ⑦の®端モ③に 
ホ色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ U —⑦の台端子④ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
します。 

► 自車の©端テにキャップ⑥び取り付 
けられているときは、キャップを取 
0夕 f しまず。 

► 自車の台端子⑧に黒色ブースター 
ケーつ') レの反対側を接続しまず。 


► 自車のエンジンを始動しまず。 

► ブースターケーブルの接続を外ず前 
に、数分間エンジンをかけたままに 
しまず。 

► 先に黒色ブースターケーブルを両車 
のバッテ U —の台端子から外し、そ 
れからホ色ブースターケーブルを両 
車のバッテ U —の®端子から外しま 
す。いずれの場合を、自車の端テか 
ら外しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービス王 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動は、正常な操作ではあり 
ません。 

〇 ブースターケーブルや他車のバッ 
テ U —を電源としたエンジン始動 I こ 
ついての詳細は、メルセデス.ベン 
ツ指定サービスエ場にお問い合わせ 
<ださい。 








342 


けん引 



A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキがステアリングの操作に 
非常に大さな力が必要にな0まず。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないで<だ 
さい。 

Q 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。駆 
動装置などを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

Q -般道では 30 krn/h iU 下の速度 
で、距離は 50 km iU 内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して<ださい。トラ 
ンスミッシヨンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

Q けん引はできるだけ避けてくださ 
し、。自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で移送して< 
ださい。 


H けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、 iU 下の点にミ主意して< 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで < ださい。車を損傷 
ずるおそれがありまず。 

• □ープの長さは日 m 内とし、 
□—プの中央に白巧 (30 cm X 
30 cm Li (上）を付けて2台の車 
が□ープでつながれていること 
を周囲に明示して < ださい。 

• □ープは両車とちできるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フック LU がには□ープを 
かけないで <ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 

B キーレス3—装備車は、キーレス 
3’ースイッチではなくキーを使用し 
てください。運転席ドアを開いたと 
さにシフトポジションび [ E にな 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


■化：？ 0 >1 り 


けん引ずるとさは、シフトポジション 
が CK になっていることを確認して 
<ださい。 





けん引 
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バッテ U —び接続され、充電されてし、 
ることを確認してください。接続され 
ていないか、充電されていないときは、 
じ(下のよラになりまず。 

• エンジンスイッチのキーを2の位置 
にまわせなくなりまず。 

• シフトポジションを CN ] にでさな 
<なりまず。 

〇 けん引されるときは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください （^76 
ページ）。車輪び回転ずると車び自 
動的に施錠され、車がに閉め出され 
るおそれびありまず。 

けん引されるとさは、けん引防止機 
旨 g * を解除してください59ペー 
ジ）。 


けん引フックの取り付け/取りがし 


けん引フックの取り付け 

► 車載工具(>291ページ）からけん 
引フックとホイールレンチを取り出 
します。 

A 警告 

U アのカバーを取り外すとさは、マ 
フラーにま意してください。マフラー 
は高温になるため、 マフラーに 触れ 
ると火傷をするおそれがあ0ます。 


けん引フックの取り付け位置は前後バ 
ンノ（一のカノ（一内部にありまず。 



► マーク部を矢印の方向に押して、 
カバー①をがしまず。 

※仕様により、 カバー ①のお状 やマーク 部 
の位置は異なります。 

►内部のネジ巧に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、止まる 
まで手で締め込みまず。 

►さらに、ぶイールレンチの柄の部 
分などを使用して確実に締め付け 
cA 9 〇 

けん引フックの取りがし 

► ホイールレンチの柄の部分などを使 
用して、けん引フックを反時計回り 
にまわします。 

► けん引フックを取りがしまず。 

► けん引フックのカバーを取0付け 
ます。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■化：？ S - り 
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けん引 


けん引ずるときは安全に関ずるま意に 
従ってください0342ページ）。 

A 警告 

エンジンびかかっていないとをはブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要にな0まず。 

けん引されるとさは、エンジンスイッ 
チか S キーを巧かないでください。 

運転席ドアを開くか、エンジンスイッ 
チからキーを巧くと、シフトポジショ 
ンは自動的に [ E になりまず。けん 
引ずるとさは、(下の方法に従ってシ 
フトポジションを CE のままにして 
<ださい 

►停車して、エンジンスイッチのキー 
のイグニッション位置を0にしまず。 

► エンジンスイッチの キーの イグニッ 
ション位置を2にしまず。 

キーレス3—装備車は、キーレス 
3—スイッチの代わりにキーを使用 
します （083 ぺージ）。 

► ブレーキペダルを踏んで保持しまず。 
► シフトポジションを HE にしまず。 
► ブレーキペダルひら足を放しまず。 
►パーキングブレーキを解除しまず。 

►非甫点滅灯を点滅させまず 
ぺージ） 

► エンジンスイッチの キーの イグニッ 
シヨン位置を2のままにしまず。 


〇 非甫点滅灯を点滅させにままけん 
しているとさに進行方向を変更ずる 
ときは、通甫通りコンビネーション 
スイッチを操作してください。操作 
した方向の方向指示灯のみび点滅し 
まず。コンビネーションスイッチを 
元に戻ずと、再度非甫点滅灯び点滅 
し 9 〇 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載ずるとさにを使用でさまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► シフトポジシヨンを EE にしまず。 

►車を積載したら、パーキングブレー 
キを効かせて、車び動さ出さないよ 
5にしまず。 

► シフトポジシヨンをにしまず。 

► エンジンスイッチの キーの イグニッ 
シヨン位置を0にしまず。 

► 車を固定しまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固定 
するとをは、固定□ープをサスぺ 
ンシヨンやメンバー部分にひけな 
いでください。車体を損傷ずるお 
それびあ0まず。 


4 MATIC 車のけん引に関ずるま意 

U 4 MAT に車は、フ□ントまには U 
アのみを持ち上げた状態でけん引し 
ないで<ださい。トランス S ツシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 


けん引ずる 


se — り 


トランス S ツシヨンまたはフ□ント/ 
リアアクスルを損傷しているときは、 
車両運搬車で運搬して < ださい。 
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電気システムび損傷しているとき 

バッテ U —に不具合びあるとをは、シ 
フトポジシヨンび [ PJ に固定されま 
す。他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動と同様に、車両の電気シス 
テムに電力を巧給しなくてはなりませ 
ん（[>339ぺージ）。 

電力び供給でさない場合は、車両運搬 
車で運搬してください。 


めかるみなどか S けん引ずるとを 

〇めかるみなどで動けな<なったと 
をは、急激に引き出したり、斜めに 
引を出さないで<ださい。引を出ず 
力び強いと、車両を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

めかるみなどで動けな<なったとさ 
は、ま意してけん引して<ださい。 

トレーラーをけん引している場合は、 
絶対にトレーラーを接続したまま車を 
引さ出さないで < ださい。 

でさるだけ走行してさたわだちにおつ 
て後方へ車両を引さ出して<ださい。 


巧しびけ _ 

押しびけでエンジンを始動ずることは 
できません。トランスミッションを損 
傷します。他車のバッテ U —を電源と 
したエンジン始動については(>339 
ページ）をご覧ください。 


-ズ 


ヒューズ 交換についてのミち意 _I 

電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負巧びかか 
り、火災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

〇し U 下のよ5なとさは、ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してをずぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 

〇ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 

P ヒューズ ボックスの カバー は、 
ヒューズボックスに密着ずるよラに 
取0付けて<ださい。ほこ0や湿気 
び入るおそれびあ0まず。 

P ヒューズボックスを開くとさに、 
先のとびったをのを使用しないでく 
ださい。カノ（一やダッシュボードを 
損傷するおそれびありまず。 


I SG!^ 











346 


-ズ 


Q エンジンルーム巧のヒューズボッ 
クスを点検するとさは、必ずワイ 
パーを停止して、エンジンスイッチ 
からキーを巧いてください。ワイ 
ノ く一び作動ずるとけびをずるおそれ 
びありまず。 


ヒューズの 位置 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム向かって左側 
• ラゲッジルーム 
• ダッシュボードち側 


エンジンルーム内のヒューズボックス 



► ノブ①を矢印の方向に引き上げ 
ます。 


► カバー③を取り外しまず。 

H カバーを取り付けるときは、 
ヒューズボッ クスのシー )レび正しく 
密着するよラにして < ださい。また、 
ノブ①を確実に押し込んで、カバー 
を装着してください。 


ラゲッジルームのヒューズボックス 



ラゲッジルームのヒユーズボックス 
は、ラゲツジフ□アボード下のち側に 
ありまず。 


► ラゲツジフ□アボードを開をまず 
(>289ぺージ)。 

► ち側の巧張り①を矢印の方向にめく 
りまず。 

► 内部にある内張りをめくりまず。 

ダッシュボードち側のヒユーズボッ 
クス 



► 切り欠を部①にマイナスドライバー 
などを差し込んで、カバー③を開さ 
ます。 

► カバーを取り付けるときは、最初に 
カバーの上部を差し込みまず。 


■化：？ 0 >1 り 












O ドライバーなどの先端を巧切れな 
どで覆ラと、カバーなどの損傷を 
防ぐことびでさまず。 


ヒューズを交換ずる _ 

► 停車しまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しなし、 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 

ヒュー ズ —覧 


ダッシュボードち測のヒューズボックス 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

10 

10 A 

1」アエアコンディショ 
ナーブ n アモーター 

11 

5 A 

インストル><ントパネル 

12 

1己 A 

エアコンディショナーモ 
ジュール 

13 

5 A 

ステア U ング調整 
スイッチパネル 

14 

7.5 A 

イグニッション□ック 

15 

5 A 

コンパスモジュール 
ディアインターフェース 

16 

— 

ま使用 

17 

— 

ま使用 

18 

— 

ま使用 


ラゲッジルームのヒューズボックス 


ヒユーズ 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


20 

已 A 

アンテナ 

21 

5 A 

U アエアコンディショナー 
コント□ールパネル 



パークト□ニック 

22 

己 A 

を熱ヒーター/ベンチ 
レーショ ン 

23 

10 A 

携帯電話ユニット 

24 

40 A 

シートべ J レトテンショナー 

2已 

1日 A 

COMAND システム 

26 

2日 A 

助手席側ドアコント□一 
ルュニット 

27 

30 A 

助手席シート調整 

28 

30 A 

運転席シート調整 

29 

40 A 

シートべ J レトテンシヨナー 

30 

40 A 

燃料ポンプコントロール 
ュニット 

31 

10 A 

オプション 

32 

1己 A 

オプション 

33 

2日 A 

キーレスづ一 

34 

2己 A 

運転席側ドアコント□一 
ルュニット 

35 

30 A 

オーディオアンプ 

36 

10 A 

V に S システム 

37 

5 A 

パーキングアシスト1」ア 
ビューカ;ラ 

38 

10 A 

COMAND システム 

39 

7.5 A 

タイヤ空気圧警告システム 

40 

30 A 

EASY - PACK 自動開閉 
テールゲート 

41 

2日 A 

ルーフユニット 

42 

2日 A 

パノラ S ックスライディ 
ングルーフ 

43 

20 A 

燃料ポンプコントロール 

ュニット 

44 

— 

ま使用 



12 V 電源ソケット（セン 

45 

20 A 

ターコンソール後ち、ラ 
ゲッジルーム） 

46 

1日 A 

ライター 


■化：？ S - り 
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-ズ 


ヒュース 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


47 

1日 A 

オプション 

48 

己 A 

オプション 

49 

30 A 

U アデフォッガー 

50 

1己 A 

U ァヮィパー 

51 

己 A 

エンジンコントロールユ 

ニット 

52 

5 A 

オプション 

53 

5 A 

燃料ポンプコントロール 
ユニット 

54 

5 A 

へッドライト照射角度調整 

55 

7.5 A 

インストルメントパネル 
ライトスイッチ 

56 

5 A 

オプション 

57 

2曰 A 

燃斜ポンプ 

58 

7.5 A 

自己診断ソケット 

59 

7.5 A 

NECK PRO アクティブ 
へッドレスト 



グローブボックス照日月 

60 

5 A 

フ n ントワイパー 

V に S システム 

61 

7.5 A 

エアバッグシステム 

62 

— 

未使巧 

63 

— 

未使用 

64 

— 

未使巧 

65 

— 

未使用 

66 

30 A 

マルチコント n —ルシー 
トバック 

67 

2已 A 

送風 □ (後席） 

68 

— 

未使巧 

69 

— 

未使用 

70 

— 

未使巧 

71 

— 

未使用 

72 

— 

未使用 


エンジンルーム内のヒューズボックス 


ヒューズ 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


100 

30 A 

フ n ントワイパー 

101 

15 A 

エンジン制御 

102 

— 

未使用 


ヒュース 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


103 

2日 A 

エンジン制御 

104 

1己 A 

エンジン制御 

105 

1已 A 

エンジン制御 
エンジンスターター 

106 

— 

未使用 

107 

4日 A 

二次エアポンプ 

108 

4日 A 

オプション 

109 

2已 A 

ESP ® 

110 

1日 A 

ホーン 

(盗難防止警報システム） 

111 

30 A 

才ートマチックトランス 
S ッション 

112 

7.5 A 

へッドライト照射角度調整 

113 

15 A 

ホーン 

114 

己 A 

エンジンコント□ールユ 

ニット 

115 

己 A 

ESP ® 

116 

7.5 A 

才ートマチックトランス 
S ッション 

117 

7.5 A 

オプション 

118 

5 A 

エンジンコント□ールユ 

ニット 

119 

— 

未使用 

120 

10 A 

エンジンコント□ールユ 

ニット 

121 

20 A 

を熱ヒーター/ベンチ 
レー ション 

122 

2已 A 

エンジンスターター 

123 

— 

未使巧 

124 

— 

未使用 

125 

— 

未使巧 


(201 0-05-05 A1 64 006 67 99) 


〇 ヒューズ配置表煤文）は、車載エ 
具またはラゲッジフ□ァボード下にち 
リ又納されています。ヒューズ E 置表に 
はヒ ュース 容量を記載されていまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告なく変更されること 
びありまず。 


■化：？？り 
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純正部品/純正アクセサ U -、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

どんな場含でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品!;1外のち 
のを使用しないでください。事故や 
故障の原因になります。 


华環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するたが、 U サイクル部品を積 
極的に導入しています。 

〇 純正部品 iu がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな<関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 


車両の電モ制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、ルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場で行なってください。 
特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両との適含性に 
影響を与えるおそれびあります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ず^ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早 < 摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

〇車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因にな0まず。また、関連ず 
るイ也の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびあ0まず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着ずるとさは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電モ制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 

〇ウインドウに透巧な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤びレン 
ズとして作用して、乂災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


■み—も 51.4 
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下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取0付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

. ドア 

-ピラー付近 
-サイドシル付近 
•シート 

• ダッシュボード 
-インストル><ントパネル 
-センターコンソール 
-エアバッグ収納部 
•シートベルト 

詳し<はルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号あ 
るいはエンジンま号などび必要になる 
ことびありまず。 

車台ま号やエンジンま号などは図の箇 
所に記されていまず。 



運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台ま号およびカラー 
コードを記載したニューカープレート 
①び貼付されていまず。 


■もふ5—ゎ 








ビークルプレート 


車台ま号 


車台ま号③は、ダッシュパネルの図の 
位置に表示されていまず。また、ち側 
セカンド シー ト下部のボディ フレーム 
にを車台ま号③び巧刻されていまず。 



ち側セカンドシート下部の車台番号を 
確認ずる 



► ち側セカンドシート⑥をもっとを後 
ろの位置まで下げまず。 

カノ（一④を矢印の方向に開きまず。 


車台ま号③び確認でさまず。 



ボンネットの裏側にオプションコー 
ドを示ずプレート⑥び貼付されてい 
ます。 



エンジンブ□ック後部にエンジンま号 
⑦び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 
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オイル•液類/バツ; 


オイル•液類に関ずる注意 


オイル-液類には政下のちのが含まれ 
ます。 


A 警告 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気の近くには保管しないでください。 


• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッシヨンオイ J レ、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

•ウォッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


オイル-液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
た0皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けて < ださい。 


平環境 

オイル-ミ夜類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


燃料 

A 警告 
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〇燃料やエンジンオイルの添加剤 
は、純正品または承認されている製 
品のみを使用してください。エンジ 
ン内部の摩耗び進んだり、エンジン 
を損傷するおそれびありまず。故障 
び発生したとさは、保証の適用外に 
なりまず。 

〇 指定品 LU 外のオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてを、保証を 
適用でさないことびありまず。 


燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取り扱ラとさは、义気を近付けた 
り、おくで喫煙をしないでくださし、。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料び皮膚やを類に触れないよラに 
を意してください。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約80尼 

警告打点打時の 
残量 

約13 G 
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〇軽油を給油しないでください。か 
量でを軽油びミ居じるとエンジンを損 
傷するおそれびありまず。誤った 
燃料を給油して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料には無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。指定(外の燃 
料(高濃度ア J レコ ー>1レ含有燃料など） 
を使用すると、燃料系部品の腐食や 
損傷などによりエンジンを損傷した 
0、火災び発生ずるおそれびあ0ま 
す。指定けがの燃料を使用して故障 
び発生したとさは、保証の対象外に 
なりまず。 

燃料消'費について 


m 下のよラな状況では、燃料をより消 
費しまず。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

华環境 

C 02 (こ酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大きな原因とな0まず。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点 
検•整備を行なうことにより、 C 02 
排出量を最ル旧に抑えることびでさ 
まず。 


エンジンオイル 

〇エンジンオイルは、使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 

エンジンオイル容量 


エンジンオイル容量 約 8.0 尼 

〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む、交換時の数値でず。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
がしてくだごし、。 
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オートマチックトランスミッション 
オイル 

オートマチックトランス三ッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」を参照して<ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス S ッション内部の 
摩耗が進んだり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の巧象がになりまず。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランス S ッションの作動に異常を 
感じたときは、ルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して<だ 
さい。 

A 警告 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火するおそれがお 
ります。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えまず。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約5已％ 

- 4日 。 C 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
日5%の間にしてください。濃度を 
約日日％ iU 上にずると、冷却性能が 
低下します。 


■もふ51.4 








ブレーキ 液 


ウオッシヤー液 


定期的に^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


t 曰&□□口 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

I ブレーキ液を補給するとさは、 

■ や水分がリヴーブタンクの中に入ら 
み ないよラにしてください。たとえル 
I さなでを、ブレーキが効かなく 
ih なるおそれがありまず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
I 中の湿気を暇収して劣化しまず。劣 

1 化した状態で使用すると、過酷な条 

^ 件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれがあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでわ圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことです。 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
でず。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近<で喫 
煙しないでください。 

B ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ屋ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウオッシ ヤー 液の1」ヴ ーブタ 
ンクは兼用でず。 


L バッテ U - 


車載バッテリーの電圧/容量 
電圧 1 2 V 

容量 95 Ah 













積載荷物の制限重量、テールゲートを開いたとをの高さ 
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〇 ルーフの制限重量には、ルーフ 
ラックやアタッチ^ントの重量ち含 
まれます。 


^ールゲートを開いたとさの高さ 



①テールゲートを開いたとさの高さ（外側） 
⑤テールゲートを開いたとさの高さ（内側） 

テールゲートをいっぱいまで開いたと 
さの高さは、 LiTF のよ5になりまず。 

® 2047〜2074 mm 

感 1901— 1927 mm 

0 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やサスペンションの状態などに 
より、数値び異なりまず。 


■もふ5—ゎ 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


〇タイヤとホイ ー j レは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずること 
で効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、ま 
全性の保証はでさません。 

〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
車両操縦性や騒音、燃料消費などに影響を与えるおそれびありまず。また、 
指定されたサイズし U がのタイヤやホイールを装着ずると、フェンダーの内側 
やサスペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラべ j レび貼付 
してありまず （0263 ページ）。 

〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ホイールを装着してください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださし、。 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

ホイール 
材質 

R 350 4 MATIC 

255 / 55 R 18 

8.0 J X 18 

67 mm 

軽合金 

R 350 4 MATIC 

スポーツス タイ U 
ングパッケージ 

265 / 斗已 R 20 

8.引 X 2日 

60 mm 

軽合金 


■み—も51.4 













タイヤとホイール 
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オプションまたは仕様により、下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

255 / 55 R 18 

8.0 J X 18 

67 mm 

255 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

67 mm 

255 / 50 R 19 

8 .引 X 19 

64 mm 

265 / 45 R 20 

9.0 J X 20 

60 mm 

前輪 265 / 40 R 21 
後輪 265 / 40 R 21 

前輪 9 .Oj X 21 
後輪 9 .Oj X 21 

前輪 60 mm 
後輪 48 mm 


H 20 インチおよび21インチタイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着し 
ないで < ださい。 


応急用スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

ホイール材質 

タイヤ 
空気圧 

19 已 / 75-18 

6.5 B X 18 

40 mm 

スチール 

S.Obar / 44 psi 


〇応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 


■もふ51.4 
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タイヤとホイール 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

255 / 已 5 R 18 M+S 

8.0 J X 18 

67 mm 

255 / 50 R 19 M+S 

8.0 J X 19 

67 mm 


8.引 X 19 

64 mm 


〇ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

〇 スノーチェーンはウインタータイヤの後輪に装着できまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


ウィンタータイヤ 










対象モデル 


R 350 4 MATIC 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説日月書の内容は、2011年9月現在のちのです。 
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